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日 本 建 築 協 会



、ム成分カオ、カMSポリマー@が

耐久性、耐候性、石材への非汚染性、

塗装性などの優れた特性を

バランスよく発揮する

変成シリコーンシーリング材。

建築界の高度で多様なニーズ、に対応する

新時代のシーリング材として、

幅広い用途で注目を集めていますL

V 大正海上火災本社ビル
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4 香港上海銀行新本社ビル

一 一16mmとスライド映写会一 一

本会 Ｇｊｾ ［ｴ委ｊｊＮ会の広報小委 μ 会が昭和 ＴＴ 年より ＵＹ 回続けてきまし

た北浜京阪地下通路の写点展示は、協会 下務所の大阪駅前第 3 ビル

への移転など諸純の理由により 中 止いたしました 。 それに待るもの

として，建築と社会に| 剥i ! l f する情報提供やふれあいの場づくりなどを

目的とした名純の催しを企画していきたいと巧ーえております。その

一段として、建築に| 剥述する記録映Ifflj 等の l決'1)- 会を検討しておりま

すが、今回は初めての試みとして、 「今世紀最 大のビ ッグ プロジ ェ

ク卜、 80年代 を代表 する超高層 ビル」 と前 J干宇IJ の高い香港上海銀行

新本社ビル の Ｑ Ｖｭｭ とスライド映写会を次の通りｼ井ｊｦｩｾすることになり

ました 。 多数のご参加をお待ちしております

なお、 l映写のフィルムは工 'Fに Ir( 彼参加されましたナカ工業株式

会社のご提供によるもので、より臨場感のある詳しい説明が受けら

点 るものと思われます。 ご期待下さい

日 時 4 月 18 日 附 開 場 18 ・00 開会 18 :  30→閉会 20: 30 

会 場 日本建築協会 ・ラウンジ ( 大阪駅前第 3 ビル ・21階)

定 員 40名

参加会 費 500 円 ( 飲物代ほか ) 当日受付にていただきます。

申 込 はがきまたは屯話にて、氏名 ・勤務先名 ・所伝地 'll 主総

屯話番号 ・郵便番号 ・似し名材、及び会只、会員外の純別

をお知らせ下さし、 。 申込締切は 4 月10 日( 木 )‘

申込者多数の場合は倒せんにて決定の上、参加託をお送

りいたします。 ( 日..f>:ll¥築協会 '1' :tJ¥: 干 530 大阪市北区偽悶 1 -

1  3  2100  大阪駅前書¥3 ピル ，21階 T E L 0 6 348 - 0633) 

※ 44A  偽造 の ａ 側 、 ＱＰ Ｓ ￁ Ｉ に符浴上海銀行新本社ビルの情 ｩｨ に ｬ 則する記 Ｇ ｉｾ が 紹介さ

れています ご高覧下さい.

一一一一一一 日本建築協会 会 告 一一一一一

‘ 監事並びに本部所属評議員の当選

昭和 61年 2 月26 日開催の通常総会におきまして 、監事並びに本部

所属評議員の選挙を執り行いたしましたところ、下記の方々が当選

せられました 。

監 事 ! 野 村 & J! IJ .g 新 工 務 所)

尾亀治四郎君 ｻ三 比ｾ訓 三 木敏男君奥 村 組 )

本部所属評議員 山 田 博 宕 藤 本 工 務 f占)

( 技術部門) 原 粘 ー と { コ ー ナ ン 往 投)

岩 本 尚 三 君 (大阪市川利付策郎 : 和 田 iit 一 君 忠 利 組 )

奥 村 嗣 夫 君 (京阪llt 制吸困十l耐lネ ( 電気部門)

t縫足 山 宗 夫 君 {ほ占回r. sr市有4往J ! 築研究所)い: 今 村 騰 省 ( 中 央 t屯世企父t 工業船)  

篠 塚 宏 三 君 (は大阪工1業E大

西 尾 久 I雄設君 (ぽ近畿I地也主処i主:工t務若検先化目品謀制tり)い: 山 4本z 永 造 芯 (仲ヤ 7  ト 司電E 気川)  

米 図 ｽ方Ｕ 松君 ＨＡ 米 Ｔ転と ｭ 姐挫ｾ ｾ設宣工務， Ｑ Ｑ丙叩［口 ｬＺ ( 管エ部門)

( 総合部門) :  it:f 必 頴忍 (三 見 空 調)

石 井 朝 美 君 (問I *nl  : 松 尾 一 郎 君 (聾 相 調 品 工 業)

篠 崎 一 郎 君 ? 量 点 組 ( 建材部門)

巣 山 繁 雄 君 戸 国 l l ¥ 設 ; 小 山 年 光 君 ( 1 ジ マ )

高 橋 保 夫 君 (銭 高 組 : 1京国」宇太郎君 (原因セメ ント化工)

4 支部選出評議員の当選

下記の方々が評議只に当選せられました 。

ｾｲＮ＠

東海支部 宮 崎 辰 敬 芯 削 締lL郎ll¥築・l与務所)

謀 長 口 雅 文 ' H fj} 1I 事担築設" 十 '1' 務所)

京都支部 井 手 正 巳 ft 抑制建築設計事務所)

神 野 武 司 E 山 田 工務用n

‘ ' 86"-' 7 年版日本建築協会会員名簿

頒布お知らせ

昨年 12月に発行した日本建築協会の会貝名簿は、建築界に活路さ

れる会員の現況 ( 出身校 ・現住所 ・勤務先 ・所在地) を紹介するば

かりでなく、官公庁、学校、関係諸団体の 外 、建築' s. 務所 ・建 設 業

者 ・建材業者 ・設備業者その他 関係業者の主要なものを業砲別 に 収

録しておりますので、日常業務上大いに役立つものとおもわれます 。

何卒お買い求め下さるようお願い致します 。

三己

l 体 裁 B 5 判 約270頁 本 文 上 質 紙

1. 会員特価 2000円 ( 送 料 共 )

‘ プ口のノウハウ 2冊新刊発行予告

〈プロのノウハウ 〉 シリーズとして、すでに数冊刊行してまいり

ましたが、来る 4 月10 日には、つぎの 2 冊が新刊として発行されま

す。

現場マンのアイデア発 想 合 原 一 夫 若 定 価 ￥ 1 ，800

建築基準法の実際 矢 吹 茂 郎 著 定 価 ￥ 1 ，800

事務 局 でお求めの場合、定価より Y 100割引です。

姐換と社会 19酷年 3 月号 1  



{ ニれからの防車 Ul，l n l 駐仏;' ;

2  

A R防水

新設防水も改修工事もこれで決まり. グ

特 長

@ 無公害で安全

火気を必要とせず、熱j容融や燃焼による悪臭

が全く発生しません。

@厚い丈夫な防水層

通常のシート防水や塗) J 英防水の 3 - 5 倍の厚

膜防水層が得られます。

@ふくれ現象を追放

3 成分塗膜ライニング材が下地の水分と吸着

反応し、気孔ルーフイング材が通気性能を内

蔵する独自のメカニズムを発揮します。

図説証文民芸ンター
大 阪 本 社 干553 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 - 4 ー 11( クリスビル) TEL451-9091 ( 直通)

東 京 支 底 干105 東 京 都 港 区 新 橋 6 - 1 - 1 ( 秀和御成門ヒル) TEL436-1676( 直通)

名古屋営藁所 〒4印 名 古 屋 市 中 区 錦 3- 7- 15( 大日本インキヒル) TEL951-3117( 直通)

広 島 営 業 所 干730 広 島 市 中 区 田 中 町 5 - 9( マルチヒル) TEL.249-0911 ( 直通)

福 岡 営 業 所 干810 福岡市中央区天神2-14-8( 福岡天神センアーヒル) TEL 713-1381( 直通)

素材の耐ォ。耐候性を高める

シリコーンコム皮膜形成コ一歩イング材

ＧｾｎＷＰｓｅ＠ 1 9 8 0  

; 容剤タイプ

E 5 0 6 0  

産業への新しい提案とその開発技術がテーマです。

⑧・--1.1・置.I!・3 ・副

本 庖 T Eし ( 03) 246ー1641代 表 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 2 - 8  ( 三井ピル E号 館)

大 阪 営 業 部 T E L  ( 06) 376ー1251代表大阪市北区芝田 1 丁目 1 - 4  ( 阪急ターミナルピル 9 階)

名 古 屋 営 業 部 T E L ( 052) 563- 3951代 表 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 3 - 25 - 9  ( 堀内ビル 8 階)

￸ 資料品ボまたはお問介せは ｉ ＧＮ［ｾ｣ へお寄せ下さし、 ｡

-

• 
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技術で創造する

Nat i onal  

松 下 車 工

OAコンフオートのほか、アンタ' ーカー

ペッ ト配線システムわマナトラックふ オフ

ィスフアニチャ_ rOAノマォ、ノレシステム』

など、トータルに紹介した詳い、資料を

差 し上げます ｾ Ｈ 干 ＵＷ ＱＩ大阪府門呉市

門兵 1048 松下電工 ・i1 ! : 材事業本部

マーケティングOA係 fi 06(90811131

あかりカ現占えると、

ラミータカ涜づらい。

V D T表面にm川 lカ可l央り込なと、画面の背景と文宇のコン

トラストがなくなり、ひじように判読しづらくなります二すると ｾＡｉＮ ｦ，

理をしてでも内容をr読みとろうとし、疲れやすくなりますL

V D T作業用のベース. I ! (!I リ1には、ランプ剖乱反射板の世n

1支も抑えたOAコンフオートをおすすめしまた JI央り込みが

i肖λ 、画面の文 字や凶形がく っきりと見えるようになりますL

O A専用室にi i Ki したCLASS- I 、一般事務兼m室に適 し

たCLASS- I I のほか、 L、まの器具に取り付けるた. ｾ＠ tて)J央り

込みがなくなるOAフレームなど、多くの品種がそろって l ' ;I:主

ー般の下面開肱型器具" よるひr

t 暗り込みの技聾{ 写真却がOA

::J ; ;7*→( CLASS. I) " するニt

τすっき叫解語します. ( 写見下1.

f =.1:.#/6，蛍光灯器具

D Aコンフ'71- - 1、

3  



( これからの防水工法) 特集広告

4  

防水は建物の生命で9"

適所にトーヨーシートの適材をお選び、下さい. グ

“ 降水を防ぐ"

このテーマは極めて古くからありますが、

現在で、も依然として新ししミテーマであ

ります二トーヨーシートエキストラは発売

以来、着実に実績をあげ評価をたかめ

てまいりました。

' E R E -ヨ-z，+ E E

. T S- 4  発泡層付シート

. T S- WA- 一一軽歩行用カラーシート

d‘  

. T Sーカラー一一非歩行用カラーシート

. T S - 2 W一 一 一 フクレ対策用シート

. T S - S F一一一一難燃シート

. T S - DP E- - 断熱層付シート

その他各種有ります

百ｾ東洋ゴム工業株式会社防水販売部
干065 札幌市東区北 2 6条東 1一 7 7 8 合 01 ト72ト1711 〒550 大阪市西区江戸堀 1- 17- 8  ｾ＠ 06-44ト8801

〒151 東京都渋谷区千駄ヶ谷 4- 24- 15 ｾ＠ 03-404-1251 〒810 福岡市中央区警固 1一 1- 8  ｾＰＹＲＭＷＶ ト ＶＲＹＲ

〒460 名古屋市中区伊勢山 1 - 1  - 9  ｾＰＵＲ Ｍ ＳＳＲ ・ ＰＸＱＸ

• 

a  
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( これからの防水工法) 特集広告

信頼の大きさ…・・.

・・・・・・東亜アスの技術です

; ご用命はお近く川

組合加盟各社ヘ… I

( 建設省、計振発第 5 5号 認 可 )

@  東 亜 ア ス フ ア ル ト 防 水 事 業 協 同 組 合

〒 581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 チ 堂 6- 4- 27 ｾ ＨＰＷＲＹＩＹ Ｑ ＭＭＱＵＳＶ＠

- 関東・東北・信越

1(;縁)タツミ防水技研 合 ( 06) 912- 8634 衣笠防水工業所 f t  (0729)  87- 0921 

興洋産業(鮒東京営業所
含 (03) 969- 2521 相互渡膏工業(練)

合 (06) 353- 4506 山中施工コンサルタント含 (0742) 33- 2921 

株)森鉄 含 (0425) 22- 5730

(株)中川防水工業所 合 (06) 714- 2312 興洋産業(鮒

同朝霞防水工業 合 (0484) 66- 0326
倣)村井工業所 合 (06) 757- 1725  福井綜建(鮒

丸星工業側 f t  (06) 462- 2288 山陰防水工業(鮒

- 中部・北陸 | 側マスダ防水工事庖 合 (06) 418- 3577 丸福建材工業(鮒

富士アスフアルト販売(株) f t (06) 441-5195  日化工材(鮒

樹木村物産 ft (052)  262- 7541 

三浦興業(繰) 会 (06) 793- 7602 朝日産業(鮒

興洋産業(繰)名古屋出張所 ft (052) 991- 4855

ミキアスフアルト工業(閥 会 (06) 908- 6038

川内防水倣) ft (0564)21-8171 

城南建材(橡) f t  (06)  972- 2906 1・九州 ・沖縄

体)岩城工務底 ft (0762) 41- 4343 倣)光防水商会

f t (06)  393- 7877 

北国防水工業センター
合 (0762) 29- 2205 森田商工

会 (06) 471- 9909 東亜興業刷

(線開矢商事 合 (0764) 25-6900

会 (078) 521- 1953 情)高尾防水工業所

北陸防水工業倣)

初阪建工

ft (0766)  24- 2330 
サカタ工業(鮒

株)刀禰
会 (07784) 3- 0751 岡防水工業

f t (078)  753- 0302 

山陽建材工事(株) 合 (078) 881- 8841

(鮒南防

- 近畿・中国・四国
| 川内防水(繰)

倉 (0720)81- 4513 ワールド産業(船

玉木興産(側 f t  (0720)  84- 5131 

悌)長谷建材庖 g ω m - 1952 |桝 工 業 所 f t (0724)  31- 0261 1  

(株)渡辺アスフアルト商庖含 (06) 21ト2166 富士防水工業(繰) f t (0727)  81- 2480 

@  

( 東亜印 ル ー フ イ ン グ )

東 重 工 業 株 式

本 社 〒 581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂6- 4- 27 ｾ Ｈ ＰＷＲＹ Ｉ ＹＴＭＭＵＶＸＲ＠

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 工 場 大 阪 ・東 京 ・和 歌 山

合 (0734) 55- 1166 

会 (0792) 97- 5017 

合 (07966) 2- 3561

合 (082) 232- 6155

合 (0862) 25- 2021  

合 (0888) 33- 2100

合 (092) 531- 4701  

合 (093) 481- 3638 

合 (0956) 31- 7027 

ft (0992)  52- 0432 

合 (09889) 7- 4309 

..c:::泊h

: zx 

以 上 順 不 同

ネ土

5  



( これからの防水工法) 特集広告

建築工事共通例書の岐にとる7J:-J l ，

身巨体保護にすぐれた外側断熱工法

6  

Ｒ 噌ｾ圃防水
屋根スラブめ熱応力の発 生を防止する

。

.  
0  

。

U S D工法

. 。 ・ ‘

ー .押 え コ ン フ リ ー ト

。 . 。

屋被外断熱工事用断熱材 .2 ＹＱＮＷＱＱＭ ｉＮ ｾ ￸ｋ＠

・躯 体 の 保 護 ・防 暑 効 果 ・防 水 層 の 保 護

表@ 昭和60年版、建築工事共通仕様書 11 より抜粋

9章 防 水 工 事
〉

1節 ア ス フ アルト防水

9. 1. 1 種別

アスフアルト防水府は、 9. 1. 1表 -9. 1. 6表により 、種別は特記に

よる 。(9. 1. 1表及び9. 1. 3表-9. 1. 6表省略)

z9 .，. 6 -1'! 

省エネルギー蓄熱槽用

断熱材、内面防湿材、仕上材の3役を同時にこなま

理想の蓄熱槽用断熱パネル

- 省力 ・スピード施工

・安定し芝田質

・優れ疋目地部処理

・一貫した作業体制

①〔 ①フライマー

② 盤 ② 樹脂モルタル塗布

③ 事 ③スタイロボード@

@  ④シーリング材

ヰ量 ｾｉｊ＠

工 程

9. 1. 2表 屋恨保縫防水府( 断熱工法)

A  1 ー 1

材料、工法

A  1 - 2  

材車十、工法

アスフ アルト防水層

2  

9. 1. 1表 A - 1 による 9. 1. 1表A- 2によ る

断熱材( 最終工，i のアスファ j レト による はけ塗 リ)

アスファ J レトフ ェJ レト

アスフアル ト線付け張リ( 同1m')

9. 1.2 材料 ( a ) - ( h ) 省略

(  i  ) 屋被保護防水層( 断熱工法) に用いる材料

(1)断熱材の材質及び厚さは特記による 。特記がなければ J IS A9511(ポリス

チレンフォーム保温材) の規格品とし、種類は B 類01
11出法ポリスチレ ンフ

ォーム ) 3極とする 。

(2)、(3)省略

2 9.，oti - fl{ 

理想、の屋 上外 側 断熱用パネル

- 軽くて、安全、情造上大変有利です0

・作業の簡素化、短縮化を実現します0

・すぐれ芝断熱性能と防露効果鍍群。

・良野な仕上り。 ・便利なメンテナンスフ 1) - 0

・優れだ耐久性

F 二 215

断 面 図

町20.

政側
断面詳細図

ｾ＠
@  

理想の環境づくりへ。自然とのよりよい調和をめざすL

Ｔ ・会 ｾｱ 守化工
- 東 京 本 社 干105 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 一 丁 目6番 12号 住 友 虎 ノ 門 ピ ル 含 03-502-5521

・大 阪 事 務 所 〒530 大阪市北区太髄寺町3番24号日2 f : ; : 生命傷田第二ピル fi' 06-315-9541 

・名古屋営業所 〒450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 3- 16- 22 名古屋ダイヤピル fi' 052-581-87竹

・福 岡 営 業 所 干810 福 岡 市 中 央 区 天 符 4-1-7 第3明星ピル fi' 092-714-7250

.  



( これから の防水工法)特集広告

、材料構 成 が 防 水 性 能 を 決 定 /

ω日 本 工 業 規 格 表 示 許 可 許可番号384129日本工業規格番号 ]I S A  6009  

日進月歩の建築技術をオカモト( 株) の優れた製品開発により、ちう一歩前進。

どんな下地にも、完全に対応する優れた機能性。

何 故ビニガ一ドルーフ (VGR) なのか

建設省監修昭和60年度版 「建築工事共通仕

様害」において、ル ーフイングは J IS A  6008 

( 合成高分子ル ーフ イング) および JIS A  6009 

( 基布その他を積層した合成高介子ル ーフ イ

ング) により、特記製造所の製品とすること

になりました 。

ピニガー ドル ーフは、永年にわたるb汗究と

過去に蓄積されたすべての経体験をもとにし

て、塩化ピニル樹脂基材の特性とイ憂れた数々

の特徴を選択して特殊な配合と製法に工夫を

こらし 3 層の層によって複合性を高め高性能

ルーフイングとして{ 憂れた防水' 性、而す候性、

耐摩耗性、耐老化性、耐熱・耐寒性、耐薬品

性などを充介に備え、さらに仕上材としてカ

ラフルな色彩によ って建築物を保護しながら、

美しく美観性にも優れ、建物の附加価値を高

めます 。長年にわたりこれらの諸性能力〈認知

され、広く多く採用使用されるようになりま

した 。

く長所〉

・電 気 特 性 絶 縁 性 に 非 常 に 優 れ て い ま す 。

・耐 薬 品 性 ' 酸 、 ア ル カ り な ど の 無 機 薬 品 に は ま

った く お か さ れず、- 有機薬 品 へ の 抵

抗 性 は 非 常 に 高 性 能 を 示 し ます 。

・耐 火 性 重量燃性です 。( 自 己 消 火 性 )

・防水性透; ，' l l i 率 吸 水 率 も 非 常 に 低 〈 、 耐 水 性 は

抜 群 で す 。

・耐 摩 耗 性 。 引 き 裂 き 強 度 、 引 張 り 強 度 、 耐 圧 縮

性 に も 優 れ て い る た め 、 外 圧 に 対 し

て 強 靭 な 抵 抗 力 を 示 し 、 長 時 間 に わ

た る 歩 行 、 防 水 性機 能 を い か ん な く

発 揮 す る こ と が 可 能 な ビ ニ ガ ー ド ル

ーフ ( VGL ) 製品ですから安心してご

{ 受用 I頁け ま す 。

ビニ ガー ドルー フ規格寸法

'見つ;;----__::_ s  ビニガードル- 7 OR  J IS  A  6009 

[f. さ ('%，) 2 士 0 .1

巾 ('%，) 1，800 

長 さ ( m)  18 

重 量 ( k9 m' )  2. 9
/

m'  :t 10%  

使 用 個 所 歩 行 用

NO  1 ベージュ No.4 茶

( 他 の 防 水 工 法 に は 見 ら れ な 川

数 々 の メ 1) .; / ト。 /

1 防 水 性 能の確かさ (下1也にフィ y ト)

2 優れた耐候性(寒冷地にも愚適)

3 . 建 物 の 軽量 化 ( 施工の単純性)

4 歩行可能で屋上の利用

5 オープン工j去

(メ〉チナンス7' ) ー施工の単純化、工期短縮)

6. コ ス 卜 軽 減( 経済性に優れていま丸)

7.色彩選択の豊富さ

( 5色と特，主によリ無限に近い色合わせ可能)

ビニガ一ドルー7 SR J IS A  6008 

2 土 0 . 1

1，200 

10 

2. 9 m' 土 10%

歩 行 用

色 NO  1 ベージュ No. 4茶 色

色 5 色 NO，2 若 草 色 No5 グリーン 5 色 No2 若 草 色 NO.5 グリーン

No3 グ レ ー No3 ク レ ー

1南 3量 材 布 っ き な し

干 3幻32 T E L口482( α24)沌6811パ( 代表 ) =r 816 TELOω92( 573)  1226“(f代吃表)

⑧ 一 →工山川j仰州川帆)J欣 刷 …l伐附附川主桁州附引州湘針紡i

守イ霊昔7イ. z虜 s京v会 誕 大阪 営喋 所 東 大 阪Z口2スJ4:r;rr?竺竺…竺…8マ…??ト0川 f仙山台開 叩 所 草 特主2市ノ}涜Wzι叫J品72晃獄号6zお忠η; 示£

干 578 TEL0729( 63) 6355( 代表) 札 幌 出張所 札 幌 市 白 右 区 北 郷 三 条2 ー 7 ー 13

〒 ∞3 TEL O 1  1  ( 872) 3336(代 表 )

7  



( これからの防水工法)特集広告

企宇治市民文化センター( 京都府)

- 目立バイナリーシート P とは ・・.. .

目立防水シート ( 0 1 5 A6 0 0 B) と外断熱材( 発泡ポリ エチレン) を、昭和53年から 目立

独自の特殊技術によって積層一体化した、わが国で最初の複合防水ゴムシートです。

〈用途〉 ① 屋根外断熱周露出防水工事 ② 屋根改修用防水工事

匡亘

① 外断熱による省エネ、結ai 防水がはかれ

る。

② 防水 シー トと発泡ポリエチレンの復合に

よって二重防水効果がある 。

③ 積層一体化なので、表面ふくれの心配が

なく外観仕上りがきれい。

④ 防水シートと外断熱材の別貼り手数が省

け、さらに下地への片面接着が可能なの

で施工迅速かつ能率的である 。

⑤ 発泡ポリエチレンが下地調整材にもなる

ので、改修防水工事などにも適している 。

一一一一~ー一ー

B S  P1 .  0- 3004 1  . 0  

1. 2 日十i
20 

BS P 1 . 2 - 3004 1  . 2  

1. 1  30 

BS P 1 . 0- 3010 1. 0  

15 

B S  P1.  2- 301 0  1  . 2  29 

形状とサイズ

| 明[ttill l Mf UUUlコ:

|標準サイズ | ※ 断熱材の厚さは他サイズ ( 2. 5、15、 肌 礼 町 ) も 積 層 可 能 で す。

|  目立防水シート |断熱材( 発泡ポ リエチレン) ※ |長 さ L I  J 参考L

略 号 1 ，... .... 1 _ _  ¥ I  "''8' _  '¥ I  ，....... ，__ '¥ "' '15 I  _  '¥ I  _ . .  .: _. _  1  I 重 量

l 守ot!- ( mm)  I既 m ) I守lさ ( mm) I樟i m )  I発泡倍率 I ( m)  I宗g/本 且

⑤目 I I 電 線 株 式 曾 社 ゴ ム 事 業 部

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2- 1- 2(千代田ピル) m 3 (216) 1011 (大代)

関西支盾 大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 6  ( 日生目立ピル ) f i 06 (203)  3821 (代)

九 州 念日目 2( 751) 633 !f問

中 部 窓 口52(551 ) 4111 - 4

中国 f i 082 (221) 2481附

茨 城 宮0294 ( 24)  4821 北 陸 窓 口 764 ( 23)  2181附

北海道f i 011 (241) 8024側 四国 f i 0878 ( 33)  ＸＶＶＱ ｾ 廿

東北 f i 0222 (24)  5711附

A

Q

玄

釘

山

業

午

叩

エ

ト

刷

ト

湘

剖

一

抑

倍

、

ン

担

制

・

水

市

大

~

L

阪

悌

F

W

大

事

立

川

醐

口
同

一
T

三

西

潟

開

制
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( これからの防水工法) 特集広告

新 時 代 の 防 水 工 法

ｬ ｾＧｉｉ ヲシ Ｒ 唱 ｬ
* メルタン21 はトーチ工法によるシンクツレプライの防水工法で、す。

* メルタン21 の材質は補強基材に高性能の 《合成コ、、ムでF改質さ

れたゴムアスフアノレト〉を加工した重厚なノレーフイング材です。

大メルタン21防水工法は高品位の材料による省力タイプの新時

代の工法です。

メルタン21の特長

…@醐

日 新 工 業 株 式 舎 祉

本 社 東 京 営 業 所・ 120 東京都足立区千住東2-23-4- ft 03(882)2424 ( 大代表)

大阪支底・550 大阪市西区新町卜 12-22一一一一一一一一窓口6(533)3191 ( 代表)

九 州 営 業 所 ft 092(451 )1095( 代表) 仙台出張所 会0222(63)0315( 代表)

名古屋営業所 ft 052( 741 )6257( 代表) j奇 玉 工 場 合0487(54)4151 ( 代表)

札 幌 営 業 所 念 日11 (281 )6328( 代表) 山 形 工 場 合0236( 43) 0437( 代表)

広 島 出 張 所 ft 08Z(ZZI )1019( 代表) 北，毎道工場 合0IZ67( Z) 4773( 代表)

- ジョイントの信頼性

熱融着工法による完全一体化で

継 呂 解 法

・破盛時抵抗性

合成繊維の不織布と織布の複合

著書強基材および柔弾性を有する

コヨムアスフアルトが下地の童書きに追

従

・耐久・属候性

コeムアスフアルトのハイテク素材を

採用し、低温から高温まて・コンパ

ウンドの硬化・ひび割れ. だれを排

除、重厚笠で磁周年数の向上

・外傷抵抗性

厚さがあるため外傷に強く押え工

法にも最適

・施工の雀力化 ・工鰐の短縮

トーチ工法 (熱融潜工法) は一人

で施工でき 、アスフアル ト溶融釜

不用

9  



( これからの防水工法) 特集広告

10 

シト防水のキ流

三田星べ比トの

手 元.11- : : J - r; J ! J I I  

::;t n・J a.- : J -r: J ! ) " E  (加硫ゴム ( E P D M) 系建築用シート防水材〕

J IS規 格 A 6008 (合成高分子ルーフィング) の加硫コoム系に合格した製品です 。

(J IS 表示許可番号 : 474061)  21年の実績があります。

::;t n. J a.- :J-r二J ! ) " SPE ( ふくれ防止機能付加防水材〕

J IS 規格に合格した加硫ゴムシートに 4.0mm厚のシボ付発泡ポリエチレン( 登録実用新案第 1277835

号 ) を積層した防水シートです。 シートのふくれ防止効果があり、特に改修工法に適しています。

:;t n.JI..- :J-rニJ ! 1" GA- C (  S  A 工法用ゴム化アスフアルト防水材〕

溶融アスフアルトの熱で下地、シートと接着する特殊配合の感温層を積層したコ"'t _ 化アスフアル

ト防水材で、す。熱アスフアルトを併用する IS A 工 法j 用の材料ですの

::;t n. J a.- :J-r二J ! ) "S シ リ ー ズ ( S S 工法用ゴム化 アスフアルト防水材〕

熱アスフアルトを使用しない常温積層工法 I S  S 工法」用のゴム化アスフアルト防水材で、す。役

割 の異なる上層材と下層材の二層構造で機能を分担させています。

白亜自O

三ッ星ベルト株式会祉建材事業部

本社/ 神戸市長田区浜添通4丁目 1番21号 岱 (078) 671 - 5071 

東京 (03)865- 2217/ 大阪 (06)448-6356/ 名古屋 (052)242- 1127/ 福岡 (092) 441-4451 

札幌 (011 )841-9131/ 仙台 (0236) 39- 6551/ 広島 (082)286-0608/ 四国 (0879)42-3189
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阿 部公 正- 41/.

向 井 正 也 49  
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レナウン新町別館

設計監理 日建設計/ 大阪本社

施 工 大 林 組

夜明けに北西外観を見る

外装仕上 45X95施粕磁器モザイ クタイル鮎、アル ミカーテンウオール、アル ミi皇窓サツンユ 北東外観

所 在 地 大 阪 市 西 区 新 町 3 - 1  - 2 6  

敷 地 面 積 5 ，610m'  

建 築 面 積 3 ，200m'  

延床面積 25 ，500m'  

構 造 規 模 S R C 、 B 1 、 8 F 、 P 2  

工 期 昭 和58年 10 月~ 昭 和 60年 11 月

最 寄 駅 地下鉄四ツ橋駅、西畏堀駅、阿波座駅

この建物は、アパレルの多様種、多品目のフ

ァッシヨン商品を短サイクルで継続的に陳列

して、百貨庖、チェーンストア、専門! 苫の専

門業者と商談を行う自社専用の本格的な商品

展示場ビルである 。 レナウンの最重要かつ最

先端の商品販売の拠点である。

建物が道路に接する三辺に、それぞれ 1 0 m以

上の空間を確保した。これは近隣との良好な

環境を維持するだけでなく、その北側緑地に

は特に緑を笠宮にして、隣接建物の緑や、公

園の緑を帯状に連ねて「街の緑の景観J を特

に留意した 。建物の外観は、ファ ッションの

レナウンにふさわしく、シャープて出活な表

hYを心、カずけた 。

建物の主役である商品展示場は 4 層あって、

延 10 ，000m' を占める 。 l 階には 400 m'の円形

特別展示場がある 。ファッションショ ーを軸

に、集会等多目的に利用される 。 これには昇

降舞台装置、音響、照明の制御室をもち、展

示内容によって、室空間を調節できる可動天

井をもっ。

更に特徴としては、顧客のための立体駐車場

4 基を含む 200台の大規模な駐車設備をビル

ドイ ンしている 。

多機稜、小ロ ットの大量の商品見本の搬入ル

ート、アパレルデザインの発注ルート、大量

の展示機材の搬出入、組立、撤去ルート等、

分化された多くの機能を単純な平面で解決し

ている。

アパレルファッションの展示場は、単に展示

空間があればよいというものではない。短期 I  .1  

!日1に変化する展示装置の取り付け易さ、基調

! 照明の変化、附加照明の取り付け位置とその

明るさの任意性が要求される 。一般に床及び

壁、柱に' l lii 原及び展示固定装置を設けるが、

これは歩行及び壁面展示に著るしく障害する 。

ここでは 10 ，0 0 0 m'の天井全面 lこ、 1. 3 m間隔

にi' l I i原ダクトと装置取り付け特殊ノ、ンガを考

案し 、簡潔な形で設備している 。今 までの天

井材によくある 100mm角ルーパ一天井では、

時に天井内部が見えたり、天井面がうす暗〈

感じ、楽しい繊細な商品には不似合いである 。

アパレル商品はソフトで帝奇麗な天井を好む。

展示場は、主役の商品の『よさ装置 j でなけ

れば! ならない。

(賞 進 輿/ 日建設計)
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サンマリーンながの

設 計 監 理 大 建 設 計

施 工前田建設工業・北信土建建設共同企業体

外観夕景

上空よリ

サンマリーンながのは、その名が示すように、海を 函にあたりそのまま本施設の基本コンセプトとし

もたない長野に太陽に輝〈海を/ の思いがこめら て設定されました 。具体的にはメイン施設である

れたもので、長野市清掃工場の余熱を利用した総 プール練のスペースデザインに具現化しました 。

合レクリエーション施設です。この海へのあこが 建築計画上では、大屋椴に可能な限りの自然、採光

れは老人から子供までみんなが四季を通じて明る 面を確保し基本的には人工照明なしでも充分明る

い太陽の下で共に泳ぎ、木陰で恕い、語るという い太陽の目ざしを取り入れることが出来るよう自己

南太平洋に浮かぶ島々の海浜の原風景であり、計 I昔、しました 。 また内部は海辺を思い起こさせるよ

うな広がりと| 耳l放性のある大空間のスケールを求

めたのに対し、設備計画上では逆に低カプール棟

の建物高さを低くし気績を抑え厳冬期の暖房負荷

の軽減化を図るという技術的に相反する性能要求

に留意し、構造計画を進め、安全性、経済性、美

観、雪対策等の諸々の要因を考え、鉄骨鋼管トラ

スドームによる大架構方式が決定されました 。



プール練の内部施設計画にあっては、特に幅広い

年紛層の方々が参加し利用出来る造波プールをは

じめ 6 極類のバラエティーに富んだ温水プールと

スライダ一、監視台を兼ねた灯台、床暖房された

プールサイド、サウナ気i包浴等のあるクワコーナ

一、また珍しい亜熱帯積物群と岩組等トロピカル

なイメージづくりや、 1522年7 ゼランが世界一周

綴彬 ミヤ方、ワ

所 在 地 畏 野 市 大 字 大 豆 島 字 川 端 向 8585 - 65 

敷 地 面 積 17 ，928m'  

建 築 面 積 6，358m'  

延 床 面 積 8，695m'  

構造規模 S 、 R C、 8 1 、 3 F  

工 期 昭 和59年 6 月~ 昭 和 60年 10 月

最 寄 駅 国 鉄 信 越 本 線 長 野 駅

全知l

をした船「ピクトリア号」を桜した帆船 ( その甲 飲食コーナ一、浴室等家族単位から団体まで楽し

板は各種イベント時にはステージとして利用され 〈利用出来るよう配慮しました 。

る) 、イースタ一応のモアイ像、ナスカの地上絵等、 また本施設の全体熱源としての余熱供給施設計画

歴史上の遺跡とミステリーの演出など意外性のあ では小規模発電施設のタービン排気 ( 超低圧蒸気 )

る雰囲気づくりに留意しました 。 を駆使しヒートポンプの併用により冷却水熱を回

一方、管理陳の施設計画ではくつろげるア ッ トホ 収して熱供給するもので、先鞭的な廃熱利用シス

ームな施設づくりを基本に、大広問、和室、食堂、 テムとな っています。 ( 植松武彦/ 大建設計)
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浜 坂 町 庁 舎

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工鹿島・株本・オザキ建設特別共同企業体

&1; [ ( 左は多目的集会馳j ，:jl:l

jfr ;;t 
コロ不一ド



所 在 地 兵 庫 県 美 方 郡 浜 坂町 浜 坂 2673 ー 1

敷 地 面 積 3，803 . 86 m'  

建 築 面 積 1 ，808 . 85 m・

延 床 面 積 3 ，227 . 48 m'  

構 造 規 模 R C (一 部 5 ) 、 3 F  

工 期昭和 ＵＹｾ 手 ＱＱ 月 ｾ 昭和 ＶＰ 年 ＱＰ 月

最 寄 駅 国 鉄 山陰 本 線 浜 坂 駅

ｆｾｊ ，ｬＡ ｖｉｾ といえど、文化閤 ＨｉＨｊ には鳥取の範 ｬ 瑚に入る

浜坂町の庁舎である 。 日本海に凶した人 1112 ，0 0 0

人のぷ朴な田I であるが、新庁く守主l ! 設に際して校入

されたエネルギーは膨大で、我々にも町の万々の

熱治: がひしひしと伝わり、心地良い! ; 制長! 必のもと

で設計作業が進められていった 。

従米庁舎といえば、その地域におけるシンボル性、

コミュニティ性、機能性等に言及されてきたが、

結決としてできた，建物は何放か国一的な様相 l を呈

している 。

ここでは、風土により州出されるｾｾをとり込み、

全ての・J';.J貨はいったん帆浜坂における公共性砂と

いう点から考察が加えられ、この町ｾＡｬ｜ 1' 1の庁合と

してあるべき姿が求められた 。

街並のいろいろな所で見え隠れする l 本の応。 そ

の防より ｩ Ａｊｾに向か つ てのびやかに流れていくコロ

ネード 。 また人々が 1'1 dJ に集え、この IIr[ の特色で

もある品以が幼き出る '1'底。

これらの特徴的な部分と隣りにある多 11(1句集会地

設とが '1'庭を 中心に統合され、この 111[ の行政を '-1'

心とした微々なコミュニティ主ｾｾを内イ ＱＺ する一つ

のコンプレ y クスを形成するよう芯: 図されている 。

内部は、陽光に満ちた吹V，，: を'1' 心に諸室が自己列さ

れ、色彩的にもニュートラルをベースに、 一郎、

川、紙、 るかに i炎〈カラーリングされ、全( ，j i : として

仁品で勺存ちついた寡閉会t を持 っている 。

尚、この l吹- ! ) . { には画家の宇佐美一t n) 氏によるタピ

ストリーが設泣きれている 。 、、やがて総ては一つ

の円の '1'にかというタイトルにポされるように、

一足早いノ、レー蓉星に采 1) 、未米へはばたかんと

するものである 。 ( 前川治彦/ 東側14J!築・J-;，{:J]所)
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Gal l er y 

まち・建築・ひと

P OC K E T  P AR K  

ゃんぐ・すくえあ

ポケットパークは、ヴエストの

一一号くの物は入らないが、紳士

ガそこに手を入れてポーズをとつ

だり、懐中時計などを入れておく

のに育用なーーリ1さなポケットの

ような公園という意味で名句けら

れ芝。

建築ガ高度に集積する都Jω 部の

そこここに、手近かでちょっとし

だ憩いの空間であるポケットパー

クガ叡在することは、都市空間| こ

淀みをつくり、それガ都市の魅力

として人々をひきつけ、安らぎと

うるおいを与えるに違いない。

大阪府においても、昭和56年lこ

ポケットパーク僑想を提案し、昭

和59年より府育施設の充分に活用

されていない外部空間をポケット

I I ーク一一緑豊かなオーブンスペ

ースーーとして順次整備し、魅力

ある都市空間づくりに努めている。

このヤンクスク工戸は、大阪府

北河内府民センター( 枚方市〉、大

阪府旅券事務所( 東区) につづく第

3 弾のポケットパクである。前

2 作は修景的要素の強いものであ

つだガ、ヤンクスク工戸は修景も

さることながら、「国際青年年」の

関連事業として、大阪府立青少年

会館の戸ブローチ空間を利用して、

会館の内部機能を外部まで延伸さ

せることにより相互の活性化を意

図し、若者だちガ自由に集い受歓

する場として計画されだ。

2 本ずつ 3 組の列柱で椅成され

だ円形ステージ、道箇との高低差

を利用し疋芝生の段状テラス( 観

客席〉、三角屋根のキオスク、ゲ

トフレーム、檀裁、 8 G Mガ流

れる展示ケースなどガ、駐車場を

整理し生みだされたスペースに配

置され、コンサート、パフォーマ

ンス、屋外映画等の」二演、総画、

写真、彫刻等の展示に供され、若

者定ちの戸クティビティを保証し

ている。

今後共、公共施設における外部

空間の見直しを行い高度利用して

いくことが、都市景観の修復につ

ながり、都市を魅力あるものにす

ると確信している。

( 大川和彦/ 大阪府建築部〉

キオスク 前面道路のスタリーンと迂回歩道



所 在 地 大 阪 市 東 区 森ノ宮中央

2 T目13番33号

工 期 昭 和60年ア月 9 日

~昭和60年10月20日

基本設計大阪府建築部営繕室

実施設計大阪府建築部営繕室

設計事務所ゲンプラン

工事監理大阪府建設監理協会

施 工 日 本 土 建 工 業 所

菊水圏

東陽電気

大川和彦

1952年 福 井 県 生 ま れ

1975年大阪工業大学建築学科卒

現 在 大 阪 府 建 築 部 に 在 蛾 中

企画編集作畠作風小委員会

大泉研二

}最 影 柄 総 穏



24 

BI I I 06ESTonE 

換気虫坪を高めるためをm捌 口 率

は55%1こ5宣言士設置数的畠常タイ

プより少なくてすみます. またス

テンレス製のためサピに強〈、軽

量て頑強てす。

スポーツフロアシステム

・スーパーユニット

屋内スポーツのフロアとして最適な木質系

繁材を用いたフロア γ ステム丈夫で美し

い大版木質系床パヰJレでスーパーフロア G

を表面材とし、運動のしやすい? ッシ ョン

性を備えた床下地システム、ユニ ットフロ

アG との組合せて構成しています.

スポーツアリーナ用床下地システム

・ユニットフロアG

クッシ ョンゴムの効果により、スポーツフロ

アに必要な弾力性を備えた置床工，込高い平

面精度と十分な強度力滑られます.

+ 介な強度と床本体と同じ床弾性があ

り、取付け施工は容易。どんな床仕上

材でも取り付け可能てす。

床仕上塗

衝掌吸収用クッション壁

・セフティウオール

表面材は柔かな感ｾ寝ピレザ 。

エパーソフ トと複合したク ッショ

ン材の半硬質ウレタンフォームが

優れた種商伊且収力を発爆し、プレ

ーヤーの安全を守ります.

コンヲリート壁の冷たさや硬さを

解消し、民薗て明るいあたたかみ

のあるスポーツ環境を実現e 施工

は縦張り ・4飽畏リとも可能で簡単

乾式工法て突し吋土k りてす。

高強力ナイロンを芯地に、良質塩

化ビニール樹脂をコーテイングし

たナイロン ・7 ーポリン。軽くて、

敷き込みや保管がラクで，号れは水

ぷきでOK。 またす討ったりズレ

たりしません。

・スーパーコート G

ポリウレ 7 ン樹脂を使用したスポーツフロア

専用? イプ。すべらず、創lげにくく、耐久性

に優れています. 塗布作業は簡単てヲド質付土

材の自然の美しさを生力、す明るいイ土上りです.

スポーツアトナのグレーム、乃プ宣言|

スポーツフ ロアの総令施設メーカーとして、多くの実絞を生んでい

るブリヂストン。「スポーツアリーナは、より安全性 ・機能性の向上

を重視 していかなければならなし 、」 という 思想のもとに、フ ロア|羽

係はもとより、多くのアリーナ関連用品をも提供してきています。

新設アリーナの設計ニーズを十分満足させるのはもちろん、改善を

必要としている既設アリーナを見ちがえるようリフレ ッシュ。

新設 ・既設をr ，nわず、ブリヂストンはスポーツアリーナの向卜. をめ

ざしグレードアッフ。宣言を提案します。

重 層 体 首 館 の 下 階 へ の 騒 音 防 止 対 策 に

〈ス ー パ ー ユ ニ ッ 卜〉 の 優れた床種嘩音遮断性はすでに多くの実績で官正明ずみ。

さ ら に ブ リ ヂ ス ト ン が 開 発 し た 建 築 内 装 防 音 ボ ー ド < D  Bボ ー ド〉 と 天 井 支 持 周

防 振 ゴ ム 〈 ア イ ソ ホ ン C> の 併 用 に よ り 、 重 層 体 育 館 の 特 に 静 け さ を 必 要 と す る

部 屋 の 騒 音 解 消 に 最 適。 自 由 な 設 計 ニ ー ズ を 広 げ る 防 音 製 品 と し て 自 信 を も って

あ、薦 め し ま す。

建築用晶

株式会社フ"リテストン

東京都中央区京橋 1 10 1  干 104

TEL (03)  563 6925背骨

お問合せ 建築用品販売部



- 写真と 概要をどしどし お送り下さい。

凡官IJ : a  所 在 地 b  敷地面積 c  . 建築面積 d  延 床 面 積 e.  r，'II 造規桜 f  工 期 g  殺害子駅

1927 椙 山 女 子 学 園 大 学

設 計 清 水 建 設

施 工 清 水 建 設

a  名 占 屋 市 千 極 区 間 代 町

b.  35 .  248 .  43 m'  

c .  3. 38l. 42 m'  

d.  14 ，534. 79 m'  

e .  R  C 、 6 F 、 P 1  

f . 1I併1I 58年 2 月~昭和60年 9 月

g  地 下 鉄 東 山 線 星 ケ 丘 駅

1930 西 宮 神 社 会 館

設 計 大 林 組

施 工 大 林 組

a  兵 Ｑ ・ ｉｉｖＮｾｉ 珂ｆＭｾ市干上家町 Ｑｉ

b.  42. 075. 00m'  

C .  1. 126 .21111'  

d.  2，128. 46111'  

e .  R C (一 部 S ) 、 3 F  

f .  II?H1I 59年 2 JJ 一昭和60年 3 J1

g  阪神f白川町出駅

1933 日 本 生 命 今 橋 ビ ル

設 計 . 大 林 組

施 工 大 林 組

a  大阪市東区今僑 3 ー 11 - 1

b.  2 ‘ 575 .82 m'  

c .  l. 066 .  67 m'  

d.  16 町 802. 06 m'  

e.  S  R C 、 S 、 8 2 、 14F 、 P 2

f .  11白布158王手 9 月 - 1昭和60王手 9 JJ 

ｧＮ 地下鉄御堂筋線 ｩ ￭ￋｾ 附駅

1928 高 浜 町 立 文 化 会 館 ・ 図書 館

設 計 。佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施 工 。熊 谷 組

a. 筒井県大飯 ml 高 浜 町 立 石

b.  10. 586m'  

c .  4，428m'  

d.  5，513m'  

e .  R C (一 部 S ) 、 8 1 、 2 F 、 P 2

f . 1I1l相59年 9 月-11前日 60年 9 )J

g  国 鉄 小 浜 線 高 浜 駅

1931 広島サンプラザ( 広島勤労者職期蹴センター)

設 計 久米 建築 事 務 所

施 工 . 三井・ 銭 高 ・錦 建 設 -J V

a  広 山 市 内 区 商 工 セ ン タ ー 3 - 1 ー l

b .  13.069.2111'  

C .  8 ‘ 74 l. 6m'  

d.  19. 624. 2m'  

e .  S  R C 、 8 1 、 4 F 、 P 1  

f  .  lI ?lfll58年 11 JJ - 1IP. f Il 60年 7 J J  

g .  1.1欽 UI 防本線新 )1ーの 11駅

1934 松 江 皆 美 館

設 計 竹 中 工 務 庖

施 工 . 竹 中 工 務1苫

a.  fi:iJ : 市末次本町 14

b.  2. 169. 74m'  

838 .67 111'  

d  .  2.09 1. 89111 

e.  R  C 、4 f  

f .  11(1初60年 2 iJ -II( 吋1160年 9 )J

g .  ｉ｝ ， ｉｾｊ ＼Ｍｉ ￭ｾｩ｛ 駅

i ス ケ Y チ ブ Y ク|

1929 柳 川 古 文書 館

設 計 ・日本 技 建

施 工 か ね ぜ ん 建 設 ・広松組- J V

a 判1IJ1 l r1i 大' ( : 附1I I f 71 - 2  

b.  2，429m'  

C  .  637m'  

d.  1，042m'  

e.  R C ( 一 部 S) 、 2 F  

f .  昭和59年 9 ｊｾ＠ - II Ilf 060年 4 月

g.  i珂鉄大牟凹線柳川駅

1932 間 嶋 医 院

設 計 竹 中 工 務 底

施 工 . 竹 中 工 務 庖

a  存川県大川 ml 長尾町西955 - 1  

b. 942. 94m'  

c .  418. 96m'  

d  .  461. 67111 

e.  R C 、 1 F (一 部 2 F )  

f  .  1I?l.fi 159年 10 )J - 昭和60年 5 JJ 

E  琴 平 氾 鉄 l長尾総長尾駅

1935 センチュリ一吉川ゴルフ倶楽部

設 計 東 畑建 築 事 務 所

施 工 。竹 中 工 務 后

a  兵J>l I県三本，1，細川町大寸: 金原' { : j J GUJ 587 - 64

b.  979 ，914111'  

6 ，020m'  

d .  6 ，624111'  

e.  R C、2 F 、P I

f  .  1Ip，f1l 59年 IIJ J - 昭和160年 9 Jl

g.  I'I 'I "，li:J.:J; 三木駅

住接と社会 1986' 1'- :111 ¥; 25 



最新の設備とノーハウに基ーブ〈、 P A帯語掌醸独自のシステムが、

あなたを海外進出めざましい建設産業に対応する

語学力豊かな「国際人j に変身させます。

英米語・フランス語・中国語・ブラジル語・スペイン語・イタリア語

どこ グループ・レッスン /

(レギュラー・レッス: み 本格的な一般会話マスター・コ ー スです 。

入 門 か ら 上 級 ま で 3 ヶ月又は 6 ヶ月進級制、( ただ

し| 月期は 3 ヶ月一一20 レッスン・コースです 。)

授 業 は 週 2 回( 各 1. 5時 間 ) でスケジュ ールに定め

られた時間に行い、| クラス 10名 前 後 の グ ル ー プ・

レッスンです 。

一

応

札

一

一

E

E

-

-

o

o

-

-

T

T

一

TOEI C.TOEF L受験の準備コースです 。

外 人 と 日 本 人 専 門 家 が ぺ ア で 進 め る 超 能 率 カ リ キ

ユラムにより確実に実力が向上します 。

| クラス 10名 前後の少人数精IJ て'す 。

( TOEFL受験の上級者以外はT OEICコースに入学し

ていただきます 。)

一
ン

一
ス

一

y
;

 

一
レ

一

.

一
・・ド・

一
一

J

べ
一
イ

一
-フ

画

一
フ

告ｾＢＧＭ ，，) 

あなたの都合の良い時間を予約し、好きな教材と外

人講師を選んでレッスンを受けられる画期的なラウ

ンジ・システムです 。 レッスンは 2、3 名で受けら

れます 。教材は一般教材( 約80種) の他に海外旅行・

ビジネス会話など多数の教材を用意しております 。

|レ ッスン 50介ですから忙しい方にピッタリ 。

. セ ミ ・プライぺ ー卜・ ラウンジレッスンの他に

|対 | の 個 人 指 導 も ご 5 います 。

乙 企 業 向 け ク ラ ス ア 設 備 ア

企業内での研修のため優秀な外人講師を派遣し、

目的に応じた内容のレッスンをカスタム・メード

の教材に基づき行います 。時間と期間は自 由です。

また研修生派遣をご希望の場合は少人数 ( 5 名 以

上 一 12名 ま で ) 特 別 ク ラ ス を 新 設 し 、 学 院 内 の 設

{ 蔵をご利用いただけます 。

￥94 .日目。

初 級 |  1ヶ月 10レッスン 1  ＴＯＱＴ ｾ ＶＯＲＳ＠ 1  "' 38，000 

"' 38，000 

最 新 設 備 を 誇 る 本 町 校

五1 ( 06) 227- 0803( 代)

⑤ 541大阪市東区瓦町5丁目 45番地の1 本町U Mピル2・3階

( 地下鉄御堂筋線本町駅よ りす ぐ)

26 

乙

③亙豆ｾ

C三豆重二〉

英文ワープロ・コーナーをは、全くの初心者にも納得

のいく親切な指導を個人的にいたします。中 級 以 上

の 方 に は 米 国 人 専 門 家 が 英 語 で 指 導 い た し ま す 。

当 学 院 が 開 発 し た 最 新 L L  装置“ Engli sh Mast er "入

門 ~上 級 はヒアリングとスピーキ ング訓 練 用 自 習

機で、低価格で使用出来ます 。当学院生は無料です。

7 名 ま で

12名 ま で

|出張レ ッスン|

1  1 ク ラ ス の 人 数

企業への 出仮レ ンスン費用は、

時 間/ 曜 日 | 期 間 | 費 用

5  :  5日- 7 ・20文は |約 E ヶ月 >(' 528. 0目。

10名 ま で 1  7  :  30- 9  :  00 1. >; . .. .'> _  ..， 1  

|  レ y ン) 1  ( 月 額 >(' 88. 000)  
( 週 2 回 ) 1  ， ｾ ｾ＠ - .  -- - .  1  

授業料は1 . ＵＱ 時 Ｑｭ で￥ ＱＲＮＰＰＰ の計算ですが、交通費は二 ｾＧｬ Ｇ Ｈ を Ｉｊ ｉＩ j全日1きます。

また主主方の場合は出娠料 ( J '，-道30分以上60分以内は、 fキレ ソスンにつき、

Y l . 000 ) が加算されます。

i坦一 回 21時間授業も可能ですのでご相談下さし、 。

企業からの受託生特別クラス及び、 tB'J長レ ッスンの l人] 谷は、レベノレと目的

1名につき 1レッスン (50骨)1 に応じたカスタム教材を使用します 。由 ｉ ｉ ｾｴ｟ Ｎ，ｾｾｾＮＮＮ＠ :: ，，" ¥I IUJ J / I  

￥2，400 |  ※ 年川契約書宇多数のレ y スンをご予定の場合は' / i 1J 1)  J があります 。

渦事罰同官，a;:; 巴

1965年 道傾峨ヒロタピノレにおいて P L 外言語教室開校。

1968年 心斎般に移転。 P L 外活学院と名称変更。全

同Mのコンビューターによるティーチング7

シン開発。

1969年 企業内研修盛ん 。

1970年 児童英才教育ノウハウ開発。

1975年 ティーチングマシンと L L 装世を結び、回而

と音声同調の新教材開発。

1983年新築の心斎僑岩崎ピルに移転。P A外語学院

と名林変更。

1984年 可織式L L 自白l機 "Engl ish Masl el ‘ ソフト開発。

1985年 本町校新設。今後、京阪神地区を 中心に積極的

な展開を予定。

企業からの依頼に よ り随時特別クラスを新設します。

問 費 用

>(' 54日. 日目。

( 月額 >(' 9日，日目的

>(' 780，0目。

( 月草買 >(' 13 O. 。日日 )

期

象勺 6 ヶ月

(44 レッスン)

同 よ

伝 統 を 誇 る 心 斎 橋 校

.... _ _  ｾｾ＠ _ _  ｾｾ＠ ｾｾ＠ ｾｾ＠ I  

五1 ( 06) 261- 5521( 代)

⑤ 542 大阪市南区鰻谷中之町72-4心斎橋岩崎ビル 3 F  

(地下鉄御堂筋線心斎橋駅よりす ぐ)



この人 15 岡津雄次郎裂地
聞 き 手 堀畑幸谷ー( 近畿日本鉄道)

うその表現はするな

古〈中国から伝来した金側、鍛子、間道等の絹

織物は茶擦の仕板、掛軸の表装、製本裂1也、額装

裂地に利用され、染め、織り、紋様一つひとつが

伝統の厚みとして代々引継がれ、現代の京西陣に

生きている 。

「表装裂I也は装好み裂I也、表好み裂J也というよ

うに決まった紋様にする必要があり、名物裂の写

しの紋様には創作する余地も何も無いJ と諮る岡

湾さんは、サラリーマン生活を経て、四代目とし

て昭和27年に金欄紋子の家業を継< - 0  r最初は染

め、織り、紋の職人の所で色の出し方、風合いの

作り方、紋の作り方を党え、紋紙設計の指図を出

来るようになった」と語る 。 しかしサラリーマン

時代と比べ、扱う数字が 6 つも i迄う 。いつまでも

個人営業で趣味的商品を扱う家業ではない。 もっ

と身近なものをやろうと周囲の反対を tll
l
し、西陣

織と内装を結び付けた壁裳商品に釆り出す。伝統

的な手仕事の織物を機械生産でどのように表現し

てゆくか、専門家のアドバイスを受けながら、パ

フ. リシティにも 1時間を持トけた。

京都国際会議場等の有名建築に使用され、次第

に建築家から認識されるようになる 。 ｾ装の仕事

に踏み込みながらも 、本来の金制紋子という辛気

くさい商売を続けたおかげて¥高級な表装裂地の

色出し糸使い等のテクニ ックと良い物を作る原理

を党え、壁装の方の仕事に非常に応用できたと 言

う。誌を売るには無理があるが、手仕事の持つ価

値 を生かし、個性を売る形と織物に徹したい。今

迄、良い物さえ作れば必ず売れるという規定概念

にとらわれていたが、今後は現場のニーズに合っ

た物、値段の商でも、意匠の面ても付加価値のあ

る物を検討してゆきたいと、職人的気質を持ちな

がらも経営者としての一面をのぞかせる 。

おかぎわ ゅうじろう

1921年 京 都 生 ま れ

1939年 京都市立第 2 商業学校卒業後、石原産業入社

1952年 阿 滞 商l苫入社

1963年 ( 附岡湾 ・代表取締役、現在に至る

側岡濠

京都市西匝li 浄縞寺巡今出川下ノレ f t  075- 432ー1171

最近の主な施工例

京都/ 京都国際会館、大阪/ 大阪市庁舎 ・国立文楽劇

場 ・都ホテル (上六) ・ホテ j レプラザ、兵庫/ 兵五11県

南庁舎、滋' f 1. . / ラ・フ才ーレ琵琶湖、愛知/ 熱田神宮会

館、三重/ 志l経観光ホテ J レ、東京/ 帝国ホテ J レ・ホテ

ルニューオオタニ メトロポリタ ンホテ l レ全日空ホ

テl レ(六本木) 最高成長官官令 N T T 本社ピ/ レ、

茨減/ 筑波万防政府館迎貧館、稲岡/ 能楽堂 ・宇佐神

宮

「現在では、日本の紋織を含め、織技術は欧州、!

と比べてもづ |けは取らないし、十分対抗できるだ

けの技術力、意匠力を持 ってきた。建築界で仕事

をしたおかげて¥表現力の努力をさせてもら った。

今後も設計の方々から指図やモチーフを裁くと共

に、我々も勉強しなければならないJ と付け加え

られた 。

10年程前、 創業100年の機会に、建築界に何か残

せる物はないかと模索していた時、 村I代雄一郎先

生から、雑誌であれば編集の範聞でしか喋れない

ため大へん不便て“ ある 。 自由な論説の場と、論文

の中でもう一度読み直してみたいもの、忘れかけ

た名文章をもう一度紹介することが役立つのでは

ないかとアドバイスを受ける 。対談を中心に J震え、

古い文章を再録してゆく方針で?小冊子をつくるこ

とにな った。宮内嘉久氏によ って、自由な発言、

風の戸、 『風声j とネーミングされる 。岩本博行、

大江宏、神代雄一郎、白井良一、前川園男、宮内

担保久、武者英二 らによる風声同人としてスタート

し、現在、 19号まで発刊されている 。

編集の過程で年 2 回程度の会合を、時には花見

にな ったこともあ ったカペジャンルの逃う人との

対談という形，で持てたことによ って、多くの考え

方、物を造る心を教えられた 。 「白井先生から『デ

ザイ ンは自分の粁I神的な意匠だj と教えられ、静

岡の石水館を見学した時、その意味と白井芸術と

はこのようなものかと感銘を受けた 。岩本先生か

らも 『うその表現はするなj と特に 言われた J と

。

?

9

 

c

 

建築との繋がりの中や j弘戸の編集を通じて、人

と人との巡り合いの大切さを痛感するとともに、

自分の織物を作ってゆくのに大いに役立 つている

という 。

帰るとき、表装裂地の数々を見せていただいた

が、その色合、 j見合、紋様に魅せられると共に、

伝統ある裂をもう一度見直す必要があるのではな

いかと感じた 。

九帳 ラ フォ ーレ琵琶湖大宴会場

建 築と 祉企/ 1986年 3 J1サ 2 7  
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tペヘヘへ
と し し し Seri es

、良い建築は良い金物の選定から。質感と重量感、

それにシンプルな形態とテ'1 ' ティールの処理があって

こそ、錠としての信頼感が伝わる。

CII; ι ，ti(icat.ε イC叫 ι ti 仰

重型匝廼s ARCHI TECTURAL HARDWARE INSTITUTE 

{磨重，) TAT S UO  OHT A  

庫室温

建 築 建 具 ・家 具 ・インテリア金物・高級木製ド戸ー

太田興業株式会社

・大阪m 大阪市天王寺区上本町 9 丁目 3 番 7 号 〒543

T EL  06 ( 179)  7004 F AX  06 ( 179)  7563 

・本 社 東 京 都 千代田区神田紺屋町41 干 101

T E L  03 ( 256)  1264 F A X  03 ( 256) 2708 

・工 場 青 梅 市 T E L 0428( 31 ) 7201 F AX  0428( 31 ) 7203 

・S H O P 千 代 田 区 神 図 T E L 03 ( 256) 5505 F AX  03 ( 256) 2708 

・営業所 東京底 ・神田庖・西東京l苫・関東広

心

④ 1) 



設計者のプロフィール 44 関西の昭和生まれの建築家目

束 孝光
大阪大学

聞 き 手 ・ 編 集 幹 事 西 川 純 一 (昭 和 設 計)

プ ロ フ ィ ー ル 撮 影 島 修一 (S T U D I O A ・1)

略 歴 あ ず ま た か みつ

生 年 月 日 昭 和 B 年 9 月20 日生 ( 52歳)

出 身 地 大 阪 市

最 終 学 歴 大 阪 大 学 工 学 都 府 築 学 科 昭

和32年卒業

職 大 阪 大 学 工 学 部 環 境 工 学 科

教授

大学所在地 干 565 大阪府吹田市山図丘

2  - 1  

職 日本建築学会計画委只会委

只 日本主主築家協会教育委

只会委只

代 表 作 品 浴 の 家 ( 東京都) さっき保

橋 本 パ プテスト 教 会

総 彬 彰 国社 相木 通

育園( 池回市 ) 消 仁 消 心

保育聞 ( 城陽市 ) 整担Fキリ

スト教会( 東京都) 締本パ

プテスト教会 (橋本市 ) 他

都市型住宅作品

味 S F 小説は 30年来続み続け

ていますが、他にこれとい

った題味はありません.

好きな空/ l l l 旅行が好きで、新旧や建築、

地域、風景を関わず、未知

の空1111に出会うのが最高の

の事ぴです.

高 田 馬 場 教 会 搬 最長 大 儒 日夫

実践と理論の間ヘ

「具体的に、私自身が日常の仕事のなかでかかげる基本方針は、自

己の建築家的イメージを先行させず、施主の諸条件を綿密に聞き取

り、話し合いによ って掘りさげ、彼等の過去の体験や蓄積から出て

くるものとして理解することから始めることであることは、機会あ

るごとに述べてきた 。 しかし重要なことは、その次には、私自身の

専門家としてではなく、普通の市民としての考えを話し合いの場に

持ち出し、結局は、両者のぶつかり合いのなかから、施主のでもな

く私のでもない、第三の結論へと熟成させてゆく作業なしには、空

間は生まれないことである 。 その前半は、いわゆるフィールドワー

クに近い作業であるが、後半こそが、実は施主と建築家がひとつの

場で激しく行動する創造行為にほかならない 。私の生きがいは、そ

のような場をつくり出し 、そこへ自らをも参加させることである J

この文は、 1971年 9 月の都市住宅臨時増刊号に掲載された論文 『私

にとっての都市的スペース j の一部である 。 この論文が自分で書い

た最も思い入れの深い文章だという 。 そこには、 15年前当時の決心

が書き綴られている 。 そして今、そこへ付け加える「最終的に、形

にしてゆくにはあくまで専門家としての判断が入 っていなければな

らない」 との言葉に、実践を通して確立した建築家としての一つの

誠実な 、在り方。 をみた 。

思想としてのや共同作業論。、 、スリ ッ い いポリフォニ- " といっ

た建築構成上の原理はすべて実践から生まれた 。ド共同作業論。は、

建築家が4 0 %でクライアントが6 0 %とい った水分割。の話ではなく、

、重ね' である 。お互いの重なりが 100 % になれば理想J i 大工も

工務庖も私も私のスタ ッフもそしてクライアントも、自分の作品だ

と思えるものが作れたら最高」と諮る 。そして「ホスリ ッ トグはシ

ンプルで楽しい複雑さを作る手法J i世の中、あらゆる事象に共通

なことですが、単位となるものは非常にシン 7.)レでFあっても、それ

がある構成原理をもてば、無限の複雑さを作り出す。 、スリ ッ トグ

は建築におけるそういうもの」と説明する 。 また「ホスリ ッ ド は

あくまで手法、構成原理のひとつ。私は今まで一つのスタイルに執

着せず、建築主や仕事の条件に合った最適の解決策が得られるよう

心掛けてきた」と微笑みながら日頃の設計姿勢を語る 。 この言葉は、

第一線を走る作家がジャーナリズムによって一つのスタイルに決め

つけられ語られることへの抵抗ともとれる 。

ところで、都市住宅の魁ともいえる、塔の家。 ( 自邸) のジャー

ナリズムへのテe ビューはセンセーションとなったが、そこに込めら

れた恩惣が見事に住みこなされ実践された現在こそセンセーション

となるにふさわしい。 命生き様H そのものが素晴らしい 。

「独立前、郵政省と坂倉準三先生の事務所でおもに公共建築を設計

していたが、建物は自分で使い、駄目な部分があれば自分で工夫し

て使いこなしてゆける人を相手に仕事がやりたくな ったJ r独立当

時住宅からと心に決めていたが、大阪はオーソド ックスな設計三長務

所のメ ッカで、竹腰先生や村野先生もまだお元気で、何かと出身地

には知人も多く、お前は何をしているか、といわれるのが多少辛か

ったのでJ i 大阪は最後の場所にと っておこうと思ったJ と、見知

らぬ土地東京で当時まだ物珍しかった住宅設計を手掛けた理由を明

かす。 rしかし、そのことが今から思えば 『何くそ』と頑張らせて

くれた」とも振り返る 。

大阪大学環境工学科教授として帰 ってきた今、これからの抱負を、

「血も肉もかよった建築の作り方を学生達に伝えたい」と語る 。 「建

築家としての私の生き方をみてもら って、それが即、教育になれば

いいのだが。建築家と大学の先生ではなく、建築家= 大学の先生に

なりたい。建築家のまま大学に行< J これらの言葉に l丸 、笑践仰

と、理論。を結び、建築作品を作り続けてきたプロフェ ッサーアー

キテクトの力強い夢と新たな環境への挑戦が感じられる 。 また、最

近作の教会建築にも新しい展開がある 。 そのことを「機能主義教育

を徹底的に教え込まれたモダニストが、自分なりに、表現' といつ

ものを理解し始めました J と語る 。 、実践。 と、理論。阿部でいつ

も話題の豊かな人である 。 これでまた、関西は、商白〈魅力あると

ころになりそうだ。 ( 次号の登場者は平山明義氏 (平山明義建築事務所))  
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読書の楽しさを味う 太 田 隆 信(坂倉建築研究所大阪事務所長 )

今回の書評はこの本と、最初からきめて いたの

だが、編集部から見ると、ちょ っと較すぎるんじ

ゃないかとの懸念があ ったらしい。 そこを何とか、

坂倉先生の巴里時代のエピソード等ともオーバー

ラップさせて書いてみたいので等と説得して、こ

の本を読みはじめたのですが、 mきました 。最後

の主主で本当に坂倉先生が登場してこられるのです。

それも林芙美子の「巴里日記」に出てくる哲学と

建築を勉強 中の S とは、坂倉準三であると忠、われ

る ー、との、著者の名推避が、全 262 頁( あと

がきを除< ) 中の 261 頁に出てくるのです。偶 然

とはいえ、やはり篤きました 。 これも、読Z11・の楽

しさと 言 うべきでしょうか。

「私は く1920年代〉を現代都市の風設が成立し、

それをとらえる表現が新しい水準に透した時代で

あると考えている 。 日本にも く20年代〉はあ った

ろうが ーー。j 著者は 、このところ興味の対象を 20

年代に絞り込んで様々な角度から、都市を舞台に、

モダンのi京協の頃を精力的に論じている 。

近代という誇が、モダンの日本語であるとすれ

ば、明治維新以後を、おしなべて近代と 言 うのは、

ちょ っ とおおまかすぎる 。伊IJ え，; r 、ここでZ命じら

れている都市。近代化の萌芽の l時期lはともかく、

モダン都市の成立は、やはり 20年代のこと 。少な

くとも第 l 次世界大戦以後のことと考えるべきで

しょう 。建築についても問機でしょう 。明治維新

は、建築の闘で見るかぎり、近代化ではなく、西

洋化と 言いたいのですが、このあたりを突 っ込ん

でゆくと、日本における近代化とは、というあた

って、まずは、モダン都市の成立から論じようと

する著者の姿勢は、迷路を避けて近代を誇る巧み

な方法であると同時に、迷路を解きほぐす有力な

手法に成長することを期待できるのではないか。

海野弘のドキュメンタリー ・タ ッチが、この限ら

につないで、ひとつの鋭映を構成する手法がとら

れている 。大連 ・上海がその中に含まれているこ

と、さらにあとがきで、いずれ上海をひとつの本

にまとめてみたいと言う著者の視点は、問題を実

に的確にとらえている 。それだけに、本書中に、

ハルピンがちょ っとしか語られていないのは残念

な気もする 。第 1 次大戦以後、 20年代のハルピン

は、やはり、このテーマて¥さけて通れない、い

や、最も重要な論点のひとつ、是非共、著者の話

しを聞かせてほしいものだ。

最後にな ってしま ったが、坂倉先生の巴皇での

ことを一つ。先生のお話によると、万国博|削催中

のある目、自作の日本館て¥夕草IJ そろそろ閉館と

いう頃に、小柄な米国人が、突然、つかつかと入

って来て、「君がこのパビリオンの設計者かね。 こ

れが日本館かね。 日本の伝統はどうな ってしま っ

たんだ。今日は、もう時聞がない、明日、ゆ っ く

りと話し合おうではないか。」と、まくしたてると、

そそくさと出てい ってしまった 。 そして 、次の日、

一日中待 っていたのだが、ついに、その人は現れ

なか った・ 。 ということでしたが、小柄な米国

人が誰か、おわかりでしょうか。 フラ ンク・ロイ

ド・ライトだ ったのです。本当は、つかつかと入

って来たライトは、 「手L は、フランク ・ロイド・ラ

遊
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中央公論社刊 1 ，500円

イトだが、君が J と誇りかけてこられたのだ

れた時代を、ますます深〈限り下げてゆくことを、 そうですが… ・田・。話しはこれだけです。大阪万博

「者I1市の神話学」以来の説者の一人として望みたい 。 の前にこの話を聞かせていただいたと党えていま

さて、今回は、 20年代の、いわゆるモダン都市 すが、西沢文隆さんも初めて聞いたということで

を、同時代の作家と共に、足早におとずれつつ、 した 。 もう少し、ディテールを聞きたか ったので

りから、も っとも っと実証的にこまかく論じねば そこから逆に、日本の都市風景を写しだそうと、 すが、又の機会に … … 、と思 っているうちに、つ

ならない 。そして、そこいらを云々しはじめると、 梅外旅行である 。各草それぞれが一つの本にな っ いに聞くチャンスを失 ってしま って、残念。

限りなく観念的な迷路にふみ込んでしまう 。都市 てもおかしくない興味深い内容であるが、ここで

にテー? を限定し、データを紋み重ねることによ は、それぞれの都市のスケ ッチを、コラージュ風

新刊寸評

建築の絵本世界のすまい 6000年全 3 巻

①先都市時代の住居

②東洋の都市住居

③西洋の都市住居

ノーパート・ショウナワー著

三村浩史監訳

人類は百万年以上前から生存していると考えら 本書はカナダの住居学の権威である著者の著作 「すまうということ J を中心として、民族の生活 ・

れるが、当然の事ながらその大部分の期間は採集 全 3 巻の訳本であるが、第 1 巻では先都市時代の 文明を 6000年という壮大な歴史の時間制lの中で広

や ｈｾ Ｎ爪の生活をしてきた 。 また地物の作物化や錫 ｊ すまいの発達をとりあげ、現在笑際生活をしてい く総合的に学ぶことが出来る大作で、絵本と呼ぶ

物の家苗化により新石器時代に入 ってからも、 j良 る各地の遊牧民 ・耕作民主宰の住居を観察 ・分析す にはいささか重い内容ではある 。 しかし各巻の約

耕生活を行い定住を始めるには相当の時間がかか る事から論じられている 。第 2 巻では古代四大都 半分を占める著者自身の達者なスケ ッチとわかり

っている 。従 って人類最初の住居 /:11乎べるものが 市文明の成立を基点として現れ、現在の都市住居 やすいシナリオが、この幅広いテーマについての

どのようなものであ ったかについては、今だ都市 の原型ともなるべき伝統的な住宅の型式の発達が 知見をわかりやすく楽しく読ませる事に成功して

化していない人々の居住地において、今日存筏し 観察分析され、更に第 3 巻では、それぞれの国土 いる 。建築に携わる人たちのみならず、生活文化

て現に暮らしている住居に学ぶことから始める4 f . . の中で近代化をはか つてきた欧米の都市住宅論が に関心のある人たちに一読をすすめたい 。( 11嚇 )

が一番確かなようである 。 論じられている 。 ( 彰国社刊①③ 1，800円② 1，900円)
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建築・プロ・アマ?

援本了壱は「ピックリハウス J の編集発行者で

あり現在の都市の若者文化を陰で演出している第

一入者なのだが、その彼が、飯沢匡、黒川紀主主か

ら写其家の荒木経惟、更にはコピーライターの糸

井重里等とのおしゃべり座談を巧みにまためたの

が「ダサイズムの逆襲 現象都市解釈」であり、

小生もひょんなことで彼を知るようになり恵贈に

あずか った次第である。

「ピックリハウス J は読んだことはないが、要は

糸井の「へンタイヨイコ」などと同位相の痛烈パ

ロディー誌なそうで、これに寄稿して今の若者は

自己表出の機会を得たとのことであり、しかも会

ページとも読者の寄稿で埋まっているのだそうだ。

裂するに読者が筆者である雑誌であり、何が何ん

でも面白かったら掲載するのである。判り易〈言

えば新聞の投{!J 欄で全て壊まっている雑誌だと思

えばよいのだろう。但しそれも面白くなくてはと

り上げられないから、やたら而白さを競うという

ことになっている 。丁度江戸時代の戯作者精神と

よく似てはいる。この「ダサイズムの逆襲j を読

んでいても、誠以って江戸後期的でーあって、パロ

ディ精神の権化達がしゃべり合っているのだから

対面したことはあるが、その時はわざとダジャレ

を飛ばしていたからそれ稜にも思えなかったが

この本を読んでみるとやはりすばらしく鋭敏な感

性の持主であることが判る。人形劇、のことを語っ

ているのだが、人形使いや銀子途が演技を始めな

いのは何故かという一見恐にもつかない問いを最

後まで問い続けている。彼等人形使いや黒子はど

うして自分の顔や体で演技せずに、死人と閉じは

ずの人形に代替させるのか、ときうのである。

ｉｉＫ ｾＧ ｉｾｾ 地 ｉ 坤帆

渡 辺 豊 和(波辺笠和建築工房)

同じであって、しかもこれが操られて自在に動く

のだ。死者の舞踏ではないか。人形IglJ が持つ死の

イメージのこの暗黒を、糸井は実に鮮明にしかも

簡単な短い 言葉て' 誇ってみせてくれている。伊達

や酔狂でー当代ーのコピーライターになっているの

ではないのだと、つくづく感じさせる。

この本の高IJ 題は現象都市解釈となっているが、

板本は泉川紀章との対談で、私達本の編集者や、

イヴェントのプロデューサーこそ都市計画者では

ないかと自問している。そうだろう 。 いくら道や

家屋や公園を計函し作ってみても、それを使用す

る人々の卸J きがない限り、そこは単なる場戸斤であ

り建物でしかない 。そのような建物や場所に 人間

が生動しない限り都市ではない。 この自明のこと

を泌出しているのが俺達ではないか。俺逮こそ都

市計画者なのだと彼は考えている。勿論小生も同

感である。

次に、「ピ ックリハウス」のハガキ投稿方式によ

る説者のページのみの雑誌の成功を彼等はアマチ

ュアリズムの勝手IJ として規定していて、これこそ

現代都市化社会の文化情況なのであって、専門家

なんて本来存在するはずもないと喝破しているの

楽しい 。黒川紀主主など徹底的にカラカワれている。 ー 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ・ ー だが、これは常にその時点時点の若者逮が言い統

ところがそれに気が付いていないのがまた面白い けることであって、 20年前の若者逮も決して専門

のである。: n : 商自に利久ねずみ的中間領域論など 多分彼等は人形を可愛がると同じ位に憎んでい 家の存在を肯定しなかった。ただし現在は誰しも

ぶつものだから、ここでは非常・に忍劇的に見え、 るはずである。そうでなかったらモノにしか過ぎ 専門家になりたがらない時代なのかもしれず、も

オカシイことおびただしい。 ない人形を動かす気になれるはずがないと言うの しそうだとすると大企業の専門職は将来なくなる

この様なマジメオジンカラカイの本でもあるの である 。言っ ていることは他愛ないようではある のだろうか 。 多分そうはならないにｾいなく、若

だが、その精神はやはり江戸の戯作者のものであ が、ギク ッとする鋭さがある。要するに人聞の死 者逮はその出発に際しては必ずアマチュアである

ろう 。但し笑いのめしてやれと言うほど激しくも について語っているようなのだ。 人形使いは使者 ということに過ぎまい。だから、ただ文化情況と

ないのは飽食時代のヤサシさではあろうか。 と共にあるということらしい 。人形は確かに死者 してアマチュアを評価するというのが本当ではあ

この数多くの座談の中では糸井霊星との対話が のようなもので、動物の人形ならそれ程でもない ろう 。

一番面白いしシャープである。糸升ニとは二度ほど が、人形はまさに人なのだ。マネキンが人なのと 建築もアマチュアが多数輩出する方が活気があ

新刊寸評

束京ポスト・モダン 都市ヘ向かう旅

っていいとは思うのだが、どういうわけか若者を

自認する載すら、アマチュアよりもプロに憧れて

いるようであるのは不思議な現象としか言いよう

がない。何時、特殊社会でなくなるのだろう 。

わたなべ とよかず

1938年秋悶県生まれ

1961年細井大学工学部建築学科卒業

1964年 R1A建築綜合研究所入所

松葉一清著 若山 滋 著 m 年同研究所退所後、都市問題経営研究所入所

『日本のポスト ・モダニズム』につづく、第 251jl 。

前舎で、日本におけるポスト・モダンとは何か 、

について多くを語った著書が、自分の生活する東

京に目を向けた 。「一… いまのトーキョ一、それほ

ど悪くはない j と始まる本舎は、著者が日頃感じ、

考えていることを、切れ味よくつづっている 。 中

には、鴬谷駅前のラプホテルのサイン、西武新宿

の思い出検丁の話しが出て来たりして、いろんな

束京を再認識できる。また、巻末に付いている東

京世紀末名所案内図は、コピーして、今度都内を

ゆっくり見て遡る機会のためにとっておきたい気

にさせる。 ( 亦 ; n

( 三省堂刊 1，400円)

者11市は何らかの様式性を持ち、それは近代化に

よって一挙に失われるものではない。又、者11市は

あらゆるものの交換の場であり、人間という生命

体が造 った過剰の消費装置であるのかも知れない、

と著者は結んでいる 。者[1市と人 i古J. 都市と生活 ・

者11市と文化の関述をアジア諸者11市の旅を通じて採

る。無意識のうちに欧米諸国を規範に置いてきた

わが国の現状を、アジア務者[1市の例をもって暗に .

批判している 。「 日本は経済大国であるが、者11市文

明という点ではどうだろう 。欧米に追いついたの

であろうか。東南アジアの華僑者[1市に追い越され

てはいないのだろうか。J (本文より ) ( 永原)

( 冬樹社刊 1，500円)

Vi!'辺12和アトリエを院!所

1972年 都 市 l問題経営研究所退所

渡辺12平日アトリエを渡辺盟和] 処築工房に改称

1980年 京都芸術短期大学非常勤講師

1981年同大学客只教授

主な作品

吉田止/1、杉山邸、伊東邸、テラスロマネスク桃山谷、

サンツ モリビル、西脇市立古祭館、オ y パイハウス (戸

口邸 )

主な著書

IJ 也底主主築論J Ｈ ｾ月現社、 ＱＹＸＱ 年 Ｉ 、 「芸 能としての辿築」

( 品文社、 1983年) 、「大和に限る太陽の者IIj ( 学長出版、

1983年) 、「神話と神殿J (原容房、 1983年)

渡辺盛和建築工房

阪市西区南場江3- 11- 21 回n: ピ1レ f i 06- 532- 3137 

復本7 壱座談集「ダサイズムの逆襲・現象都市解釈」

パJ レコ出版局刊 に200円
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ノートルダム寺院 阿小林正純( 治水建設)
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、主夫の目 F で台所づくりを/

馬 場 昌 子( 関西大学辿築学科助手)

戦後の住宅の変化で最も目立つものに台所があ

る。戦前までは、多くは使用人の労働空間として

住宅の北西附部分になおざりにされてきた 。 とこ

ろが今や主婦の滞留時間1が最も長い台所を環境条

件の最も良い位ili に設けようという考えかたは、

当然のこととして受入れられるようになった 。お

まけに、各住宅メーカーは主婦の意向を汲み取る

ことに熱心で、主婦を落とせば契約成立と 云わん

ばかりである 。 斯くて主婦の ｾ￭ を ｬ 叶えた高価な台

所セ ッ トが巷に氾澄し、台所そのものがファ ッシ

ョンイじした! 怒さえする 。

しかし主婦の使い勝手だけに焦点をあてた台所

の氾澄は、主婦以外の家族只にとっては非常に不

利な状況である 。他の家族只は生活技術の習得の

チャンスを逃してしま っているのだから 。伊1J えば、

単身赴任の主人が一夜にして主夫になり、自分の

健康管理、生活管理をするべくもない。 rおじい

ちゃんの台所J ではないが、高齢にな ってからの

慣れぬ台所仕事は身に応える 。幼時から、母のそ

ばで制連! を見、時々は参加し、次第に &I，j理にかか

わり、作る必びとともに、生活技術i を伝えられて

いなければ、花嫁 ( 花婿) 修業に料理学校に通 っ

ても何縫のことがあろう 。やはり殺もが自分の生

活にも っと手を出す方が、結局は誰にと っても幸

せ ( 得策) だということになる 。!!nち、殺でもが

気経に台所に立てる仕掛けが必要であり、台所は

主婦一人のものにあらずということである 。

建築界の男性も、生活者の立場 ( 主夫 ) に般極

的に努力して立てば、台所は、今とは巡 ったも っ

とも っとすばらしいものが出てくるように思える 。

建築界で働いて

音 村 智 子( 長谷川工務応設J t-湖1)

建築界というより住宅産業の中て恒由いて 6 年に

なりますが、その短い経験でも、女性原周に対す

る対応が遅れていると感じられます。但し、女性

の進出という面では決して新しい分野ではなく

かなり多くの先披方がおられます。 それなのに何

故女性の働〈場として発展しないのでしょうか。

建築、特に住宅は単なる箱だけではなくその中

で人が生活し、生活の中では女性が霊妥な役割り

を来たしています。今、社会的にもその司王が大き

く取り上げられ、や っと目を向けられるようにな

りました 。 もっとも: すまいとは、女性 ( =主婦)

だけのものではなく、家族会只が協力して創りあ

げるもの。男性もも っと自分のすまい創りに目を

向け、また向けられるような社会があ ってこそ良

くなるものだとは，思いますが 。

そこで現笑に戻りますが、現在、建築業界で働

いている女性はかなりいると恩われるのに、業界 ー

あるいは企業では、まだ特殊というイメー ジが

強〈、あるいはそのイメージを無くしたくない、

男性社会というイメージを残しておきたいのでは

ないかとさえ感じられます。 また、女性のライフ

サイクルは、男性と同条件で働くには、大きな選

択が必要であり、かつ多くの困難があります。今

はまだ、それらの問題の多くは、個人での解決に

まかせられていますが、個人だけでなく、企業

社会も正面から問題解決に取り組む時期がきてい

るのではないでしょうか。

時代は、ゆ っくりとしかし確実に変わっていき

ます。それが、男女両方にと って良い方向である

よう願 っています。

夕陽に光 るツイ ン21 (大阪)

女性の進出分野は増えたけれど

杉 本 章 子( 都市生活研究所)

市女性の感性。がもてはやされ、女性が進出で

きる場も多くな ってきた。挫築関連分野てもその

枠が広が っていることは*ぶべ きことである 。 し

かし れ女性の感性砂 とはあくまでも仕事の手段で

あって、すべてではない 。男性が 、女性の感性"

を手段とすれば済むことである 。

たとえば、建築物そのものを技術面 ( ハード而 )

の追求のみでなく、どのようなイ変われ方 ( ソフト

面) があるのかが要求される時代にな ってきた 。

そもそも建築物は、生産・消費も含め、人間生活

を包み、新しい生活を産みだすものと考えてきた

が、社会の成熟化に伴 って、ょうやくソフト面か

らハード而をみることが求められるようにな って

きたのではないだろうか。

ソフト面を扱う場にいる私にと っては、女性の

進出分野が増えてきたことは時代の要請であ って、

女性の力が認められた結来とは考えられない 。こ

のことは常に認識しておかねばならないと思う 。

的えてきた進出分野をどのように自分たちの分野

としていくか、という課題の大きさばかりが気に

なっている 。

建築の中のやすらぎ

河 戸 満 喜 子(主IH築士)

私が中学生時代を過ごしたのは、円形校舎と呼

ばれた円柱形の建物でした 。田舎でもあり、当時

としては珍しい建物だったと思います。上から見

ると 1 階の水飲み場がまるで台風の自のような螺

縫階段、緩い弧を錨くような窓は今ても鮮明に心

に残 っています。後に普通の矩形の教室で学ぶよ

うにな ったl時、円形校舎の持つ安らぎ、日量かさ、

楽しさが思い出され、四角い教室が、ただ勉強す

るだけの随分と冷たい空間に感じられたものでし

た。

設計の仕事をするようにな ってからは、経済性、

総進上、施工上の制約を横自に何かと曲線を使お

うとしたのも、この円形校舎の彬響があ ったのか

もしれません。

また、住宅の設計の際、施主の中に何よりも食

堂の 1 枚の戸に拘 った主婦もいました 。住宅雑誌

の 1 ページにでも載 っていたのでしょうか、アー

チｾのガラス戸が希望でした 。 ｬ 自の大半を家で

過ごす主婦にと っては、こんな事も居住性、耐久

性と jk..;; 大問題なのでしょう 。

溢れる情報 ・高度な技術、新建材、自党しい進

歩を遂げる社会の中て¥こんな取るに足らない拘

りは軽視されがちだと思います。けれども中に住

むのが人である以上、またこんな時代だからこそ、

建築にもゆとりが必要なのではないでしょうか。

日常雑感

高 橋 昭 子(関西大学ill 築学科助手 )

以前、効再三のよいかまどの採用が、 j込家の嫁を

火の番から解放したが、同時につかの間の休息、の

ひとときを奪 ってしま ったという話を住居学の本

で読んだことがある 。これは、当時の必家の嫁の

立場を忘れたかまどという設備のみの改善への問

題をなげかけた 。最近のIII 公害、子供の非行、老

人問題、通勤難、高層住宅の犯罪 ・騒音、ローン

地獄など、どれをと ってみても同様の疑問を感じ

る。子供、. l : 人、いや人間の生活を;忘れた! 惑がす

るのである 。

ところで、 1970年代は女の時代といわれ、家計

有1 i J l f J や生きがいを求めて外で働〈主婦が土台えた 。

また 一方で、 ，教育問題や生活環境問題を学ぶこと

から、多様な市民運動に目を向け、住民運動や消

費者運動への主婦の積極的なとりくみがみられ、

地域での主婦のパワーは拡大してい った。

しかし、どうもそれだけでは限界があるようだ。

もっとあたたかみのある、住みよい町づくりのた

めには、住宅や生活環境をどうすればよいのか。

私は、世の男性方にも っとも っと 近隣社会のこと

に目を向けてもらいたいと思 っている 。それとい

うの も、とりもなおさず男性の社会的な視野、能

力、 ［ｩｾ 響力の大きさを認めざるを得ないからだが

。
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A L C  

ダイナミックで力強 L 、壁而， ソリッドなファサード，風格ある重厚

感，耐 震 ・耐火・省エオ、… 。 そうしたハイグレードの建築を高度

な工業化て経済的に創るへーベノレグランデ。グランデはへーベノレの

特性はそのままに ，旭化成が世界で初めて開発した一体成型大型 A

L Ci l J ' パヰ、ノレ。 A L Cの常識を破った郎1，800mmのノ句、ノレ t して脚光

をi谷びています。

バヰ、ノν は無Ilfl 円 とIl f. I日付 きの 2 種。厚

さ125mm• 150mm， 申高900- 1，800mm，

l毛色2，700- 4， 200mm。いずれも 10mmピ

ッチ。 ハイテク工場な t. 新しい分野

の主主築に次々探I朽ちれi首脳中です。

ｊ､ｬ ｦ ｴＺ民主重量本ｾ帯轟豆電委釜本土
・東 京 03 ( 507) 7551 ・大 阪06 ( 347) 3847 ・名 古 屋052( 221 ) 9654 

・札 幌 011 ( 22 1  ) 0805・仙 台0222( 23) 5 155・金 沢 0762( 31) 7怪童

・広 島 082( 247 ) 6131 ・高 松0878( 22) 0305・福 岡 092( 721) 7264 

ヘーペ』L E52T 
世界初. 常識を破った幅1800mm-体成型大型 A L C壁バネノレ

セイコ ー電 F工輩替市工場 ( f- 型以円志野市 } 設計 施工= 礎臥想段

34 



法 令 コ ー ナ ー
編集委員会法令分科会

2 1 4  

ア メ リ カ 、 カ ナ ダ の主 要 都 市 に お け る 容 積 移 転 制 度

近年、わが国の建築行政施策の中で新しく注目

を集めているものに、容積移転制度 ( T D  R 制度

=T r a ns fer  of  Development  R ight s 、正確には

開発機移転tl制度) がある 。 この制度は、簡単に言

うと、ある敷地の未利用の余剰l容桜を他の敷地に

移転、売却できるようにするものである 。わが国

ではまだ制度化されていないが、アメリカ、カナ

ダの都市では笑施例が多い 。

ニ ュ ー ヨ ー ク 市

ニューヨーク市の T D R制度には 、つぎの三つ

の手法がある 。

(1) アーバ ンパークからの容積移転

これは、マ ンハッ タンのミ ッ ドタウ ンにあるベ

ストポケ ッ トパー クで有名なペ イリ 一公園や グ リ

ー ンエーカ 一公閣 のような市民の惣い の場の設置

を促進するために設けられた制度であるが、残念

ながら現在のところ許可笑絞はない 。

(2)  ラン ドマー クのある敷地からの答桜移転

ニューヨ ー ク市も他のアメリカ の都市と同様、

歴史的建築物の保存にはカを入れている 。市では

約 800 の歴史的建築物にラ ン ドマー クの指定を行

い、その上空の未利用の答積を T D R制度によ っ

て他の敷地に移転、売却できるよ うにしている 。

ニューヨーク市の場合、移転できる先はラ ン ドマ

ー クのある敷地を含む街区内か、道路を隔てた敷

地とな っている 。ただし、同じ街区内での容積移

転は比較的自由であるが、道路を隔てる場合は都

市計画委只会の許可が必要である 。 また、売却代

金の一昔11はラ ン ドマーク建築物の維持管理に使わ

れる 。

写真① ランドマークのインデ ィアハウス。

左が容積移転を受けた建物

(3) サウス ・ストリート ・シーポート特別地区

( Spec ia l  South St reet  Seapor t  Distr ict )  

これは、フルト ン魚市場と古い魚業倉庫からな

る建物群と桟橋の古い帆船を改修し、地区一帯を

海港博物館とする計画で、ウオール街を中心とす

る業務地区が広がるロウアーマ ンハ ッタンの中に

ある 。現在、 一部は完成し、フルト ンマーケ ッ ト

t シーフード販売庖と飲食j苫が入 っている ) 、合庖、

ブティ ック庖および帆船「北京号J などがオー プ

ンしている 。休祭日は観光客て¥また平日の金食

zp . には近辺のビ ジネスマ ンや O L らで賑わ ってお

り、 T D R制度を活用したユニークな成功例と考

えられる 。

これらの古いレンガ建物群はその抵当権を数銀

行が取得し、オフィスピルに再開発される寸前に

まで・至 っていたが、市がラ ン ドマークに指定し、

上空の余剰l容積の開発権の移転を認め、同時にこ

の開発機を銀行に談渡することによ って抵当権を

抹消したものである 。容積移転の方法としては容

積を波す街区 (grant i ng lot ) を 3 街区、受ける

街 区 ( recei vi ng lot ) を11街区指定し、この間で

移転を行う 。 こうした複数の街区間での容積移転

はこの特別地区のみに認められたものである 。

サウス・ストリー卜・ シーポート特別地区。

右がフルトンマーケ ッ ト、左側還方の高層

ビルが容積移転を受けた建物の一つ

(4)  敷地統合制度 ( zoni ng lot  me  rge r  )  

ニューヨーク市にはもう 一 つ、 T D R制度では

ないが、敷地統合制度 ( zoning lot me  rge r  )  と

呼ばれるものがある 。 これは所有者の異なる、用

途上可分の敷地であ っても 10 feet (約 3 m) 隣核

すれば同ーの敷地と見なす制度であり、実質的に

隣地問iでの答積移転を認めるものである 。 この利

用例はかなり多いが、実態はよ く把握されていな

し、。

写真③ 敷地統合併l度を利用して建設 されたトランプタ

ワー( 右)、 左は同一敷地としたティファニー

サンフランシスコ市

サ ンフラ ンシスコ市の T D R制度もニューヨー

ク市と同様、歴史的建築物の保護を目的としてい

る。 ラン ドマー クとして 251 件を指定している 。

またつぎの二つの特徴がある 。

一つは、保存の必要性、重要性に応じてラ ン ド

7 ークを上下 4 ランクに区分し、上位 2 ランクに

ついては保存を義務付けるが、その代償として T

D R制度の利用を認める 。 しかし、下伎の 2 ラン

クについては保存するかどうかは事業主に任され、

保存する場合に限って T D R制度の利用を認めず

いる 。

もう一つは容積の移転先であるが、移転できる

のは閉じゾーニングエリア内か C - 3 ーo ( SO)  

地区に限られる 。 C- 3 ーo ( S D) 地区というの

は市が今後、民間活力を利用してオフィスピルを

誘致していきたいと考えている地区である 。

トロント市

トロントは、わが国では馴染みが薄いが、五大

湖のオンタ リオ初j に面し 、セントローレンス 水 路

沿いに発達したカナダ有数の経済都市である 。 市

の人口は約60万人、周辺 5 市を含むメトロポリタ

ン ・トロントが約 210万人である 。 オンタリオ州

の州都でもあり、その風絡を備えている 。

トロント市の T D R制度 ( トロントて'はTr回 s-

fer of Dens ity と呼んでいる ) もアメリカの諸都市

同様、歴史的建築物の保護が目的である 。容積移

転には市議会 ( counci l ) の承認が必要とされ、手

続きには相当時間を要する 。実例は数件と少ない

が、答械が 1 kmも先に移転する場合がある 。

v  

セントアンドリュー教会(手前) とその余則

容積の移転を受けたサンライフヰ土ピル(後方)

おわ りに

わが国で T D Rがまだ制度化きれない理由とし

ては、

① 法的技術論が詰められていない。

② 制度導入の目的が明確でない。アメリカ、カナ

ダでは歴史的建築物の保存などを主眼とした利

用のみに限 っており、こうした取り組み方は学

ぶべきと思われる 。

③ 余剰容積を送り出す側は良いとしても、受け入

れる似IJ の数地周辺で環境問題が発生する可能性

がある 。

④ アメリカなどとは異なり、空中の容積利用につ

いての登記等の権利処理法方法が一元化されて

いない。

などが考えられる 。 また、制度の導入が現在良

好に機能している総合設計制度に悪い影響を与え

るものであ ってはならない。

わが国に導入されるとすれば、ニューヨーク市

のサウス・ストリート ・シーポート特別地区のよ

うに、一方では公益性の高い、市民のためのアメ

ニティ施設を盤え、他方では民間活力を導入して

特定地区の開発をするとい った手法に応用できる

ように思われる 。

( 大阪市総合計画局建築指導部指羽幌指導係寺田恭f言)
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- は じ め に シ リ コ ー ン 化 合 物 を 含 む 透 明 で か つ 、 浸 透 性 の ・種 類

近 年 、 建 築 物 の 総 合 的 な 耐 久 性 向 上 が 要 求 さ れ 良 い 溶 剤 型 の 建 材 で あ り 、 被 膜 を 形 成 せ ず 通 気 性 種 類 は ト ッ プ コ ー ト 用 の 200 S の他 に 仕 上 材 の

る な か 、 特 に 外 壁 に つ い て は 建 物 の 耐 久 性 を 左 右 を 保 持 し て い る た め 水 は 遮 断 す る が 、 水 蒸 気 な ど 下 地 用 の シ ー ラ ー が あ る ( 表 - 2 参 照 ) 。

す る た め 研 究 開 発 が 多 く さ れ て い る 。 の 気 体 は 自 由 に 通 過 す る 。 . 施 工 要領

今 回 は、 外 壁 に 処 理 す る こ と に よ り 、 躯 体 へ の 2  汚 れ を 防止 し 、 美 観 を 保 つ。 施 工 要 領 は 表 - 3 の と お り で あ る が 、 特 に 次 の

雨 水 の 佼 入 を 防 止 し、凍害、自主在、汚れなどから 3  エ フ ロ 現 象 ( 白 華 ) を 防 止 す る 。 点に注意、する 必 要がある。

建 物 を 保 護 で き る 建 材 で 、 表 面 に 被 膜 を 形 成 し な 4. 塩 害、凍 筈 か ら 建 築 物 を 守 る 。 1 処 理 後 の 表 面 が 変 化 し な い た め 、 塗 り 残 し が

い た め 、 外 壁 が 打 放 し コ ン ク リ ー ト や 、 石 、 タ イ ル 5  耐 ア ル カ リ 性 に 優 れ て い る 。 な い よ う 入 念 施 工 の こ と 。

な ど の 建 築 物 の 新 築 、 改 修 工 事 に 適 し て い る 、 浸 6  塗 布 後 に 仕 上 げ も 可 能 。 2 . 有 機 溶 剤 を 含 ん で い る た め 、 密 閉 し た 場 所 で

透 型 ・l汲水防止斉IJア ク ア シ ー ル 200 S を 紹 介 し ま ・ 性 能 の 作 業 は 換 気 を 完 全 に 行 う 。

す。 I汲 水 比 、 透 水 比 、 耐 ア ル カ リ 性 に つ い て の 性 能 3 . 火 気 の 付 近 で の 使 用 は さ け る 。

・ 特 長 は 表 1 の と お り で あ る 。

1  . 浸 透 型 で 通 気 性 が あ る 。

へア ークラ ッデ部の4鼻水 アクア シールの浸透性(モルタル)

表 - 1 アクア シールの性能 ( 吸水比訟験300 g  /  m・刷毛塗布)

ロ且 水 性

組 glJ 

佼水後 l 時illl 授水後 5 時IUJ 泣水後24時間

1  3 モルタ Jレ 無 処 理 1. 00 1. 00 1. 00 

l ・3 モルタル アクアシーノレ訟布 0. 02 0. 05 0. 14 

褒 - 2 種類と 用途および塗布量

ぞE Mi 用 途 ( 塗 布 体 ) 1事 布 f止

. 打放しコ ンクリート、モルタル、プラ

スター、スレート板、 P C板、リシン、

スタ ッコなど l吸水を防止し、老化、風

0. 3- 0. 4 e  / m'  

化、凍答、汚れなどから簸る 。

( 約50m' / 16 e 缶)

. 打放しコ ンクリ- r. モルタル、タイ

7 7 7 シール ・2 0 0 S  
ル目地、レ ンガ、 レンガタイノレなどの

自事現象の発生を防 ぐ.

. A L C板、コ ンクリートプロ ，7 など

0. 4- 0. 5e / m'  

吸水町大きいものも同織に老化、風化、

( 約40m' / 16 e缶)

凍害、 汚れなどから護る .

- リシン、吹付材、ペイントなどの下地

に主主布することにより、下I也の吸収防

止、 自都防止め役釧を * たすと共に、 0. 2 e / 川

アクアシー Jレ・y ーラー

下地と各般仕上材との按活性および耐
(キ(J 80m' / 16 e缶)

来性を一段と向上させ、ふくれ、浮き

相 ｪ 離などの ｬ ｊｾ 放を防 ぐＮ
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表 - 3 施工要領

施 工 要 領

| 事前倒査 11  処理面的澗盗

新築か補修かによ って 又恭材の舗矧によ って施工の工程、数量、施工

時JUl (誕生) 等に最長郷があるので充分に硲認する。

2  処理面に旧主主肢がある場合特に試し塗りを必ず実施しておく 。

前処理 1
1  処理面は汚れ、油分などを除去し仰で且つ完全に乾燥した状態にする .

施 工

処理面が汚れている時、 1[1並阪が残 っている時はけれん又は高圧洗浄

機にて除去し水洗後の乾燥を充分に行う 。

2  処理聞のクラ y 夕、ジャンカ等のある場合前も って補修する 。

(モ ルタ J レ、シーリング等 )

但し盟関で 0. 3 m銅版以下のクラ y 夕、ピン ホー J レの場合にはそのまま

補修な しで塗布しても充分な防水効採が得られる。

3  処理而への影響及び効果硲認のため試し金りを笑行する 。

処理! 前向風合変色及び樹! I i 等にウキなどが出る司王もたまにあるので、

そのチェ ックとして且つ充分な効栄を出すための主主布益決定チェ y ク

として実施する。

4  1容剤の影響を受ける可能性のある周辺に対しては必ず養生する .

l  稀釈せずそのまま使用する .

2.  rll 布方法はスプレー法( 専用スプレーがある )、刷毛ローラー及び授波法

などいずれの方法でも良〈、作業環境を考慮の上最適な方法で地工する .

3  処理面が乾燥すると未処理との区別がつきに〈くなるので、未処理箇所

が残るのを避けるため、一つのプロ， 7毎に中断することなくi M絞して

処理する .

4  処理而にむらなく均一に政布し必材内部に充分吸収させるためには一度

にJ ! l - 治りせず 2 - 3 固に命り重ねる .

浸透型なので追いかけ塗りが可能である.

養生、その他 11 処理商は 20'C 、4 - 6 時/::11で充分な効呆を発揮する 。

2  処理iiii 以外に付治した場合には乾燥するまでにラ ッカーシンナ一、又は

塗料用シンナーて'洗い落とす.

3.  ; ，. - ーリング材( ポリサル7 ァイド系、アクリル系、ポリウレタン系、 y

リコーン系) は佼される心配はない . (但し、硬化後) 場合により{ 置か

に膨制することがあるが、 ｭｾ ｊｦｯＡＨ散後は元の状態に戻る 。

4  処理面に y ーリング材を施工する場合にはプライ 7 ーを使用することに

よって充分な付3 ti が得られる 。

5.  7 7 7 ンールシーラーの施工後塗装する場合は20' C 4 時間後に地工する 。

注意 ｬ ｊｾ ｬＩＱ溶剤タイプなので事前に小面般 の試 ｌ ｩＱ Ｑ ＧＩ を必ずする 。



財団法人 日本建築総合試験所だより

受託試験における鉄筋コンクリート用異形棒鋼の

引張及び曲げ試験に関する調査報告

1. 集 計 対 象

集計対象とした異形棒鋼は、材質記号 S D30 または S D35の素材

( J I  S  G  3112- 1975 [" 鉄筋コ ン クリ ー ト用棒鋼 J ) 及び同材質記号

の圧接材( J IS Z  3120 - 1980 [" 鉄筋コ ンクリ ー ト用棒鋼ガス圧接継

手の検査方法j を適用する圧接俸鋼 ) である 。

2. 集 計 方 法 お よ び 集 計 結 果

2. 1 引張試験

異形機鋼の引張試験結果について、材質記号 及 び 径 ( 呼び名 ) 551]  

に、降伏点、引張強さ及び伸び ( 素 材のみ ) の テータ個数 ( 試験本

数 ) : π、平均値: 宏、標準偏差 : σ、変動係数 : υ、最大値 X ma x。

及び最小値 x mi n を求めた 。

圧接材の集計結果を 表ー 1 に示 す。

2.2 曲げ試験

異形棒鋼の曲げ試験結果について径別及び材質記号別に 試験本数、

合格本数及び合格率を求めた 。 また圧接材に つ いては観察不 能 ( ふ

くらみ終端部で破断したもの ) の本数を同表に示した 。

圧接材の集計結果を 表 - 2 に示す 。

3. まとめ

3. 1 圧接材の引張試験結果について

降伏点及び引張強さを平均値でみると降伏点は S D 30では3 7 - 38

kgf/ mm' に、 S 035では 36 - 42kgf  /mm'の範囲 に分布している 。また、

引張強さは S D3 0では 54- 58 kgf/ mm' に、 S D3 5は56- 61kgf/ mm' の

範囲に分布している 。

次に不合格率についてみると 99. 2% が合 格 ( 母材破断か つ 引張 強

さが母材の引張強さ以上 ) している 。 また、不合格 の ものについて

表 一 1 圧接材の 引張試験に関する集計結果

その要因を調べてみると 図ー 1 に示すように、母材の引張強き不 足

及び引張強さ過剰I j ( S  D  30の場合) のもの52% 及び圧接面不良のも

の48% ( 試験本数の0. 39%) とな っている 。

3. 2 圧接材の幽げ試験について

曲げ試験については、合格率が99 .5% であり不合格のものは 曲 げ

角度約30・- 45. で圧接面が破断するものが多くみられた 。 なお、今

回の集計では前年度までと比べ て曲げ試験の本数が大きく減少した。

4  あとカずき

以上の結果から、圧接材の試験結果については引張試験及び 曲げ

試験とも前回とほぽ同じ合格率であ った。 なお、その他詳細につい

ては当試験所機関誌 [ " GBRC41 号」 を参照されたい。

おわりに、 utj 和60年 11 月 1 日より J I S G  3112 [ " 鉄筋コンクリート

用棒鋼」が改正公示されていることをお知らせしておきます。

圧 接 面 破 断

( 48% )  

図ー 1 圧接材の 引張試験結果による不合格要因の内 訳

府手 fj( 
..!r 

ヲl ｾ ｉｽ＠ 『事 さ

材質
n  x  

。
V  I  X  max  x  m m  n  x  σ  V  I  X  max  x  mm J l  S 内 線 J l  S 内 線

圧按而で

径 記号
( kgf  /  

怖上阪他 物上限他

破断した
( kgf  /  ( kgf  /  ( kgf /  ( kgf /  ( kgf  /  ( kgf  /  ( kgf! 未満の本 をこえる

( 本 ) 同 mm
2

) ( 本) ea I  mm') 数( 本 ) 本数( 本) 本数( 本)

DI O S D3 0  121  38 1. 2  3. 1  39 36 121  56 2. 2  4. 0 59 51 
。 。 。

+  

Dl 0  S D35  

D13  
S D3 0  731  37 1.6 4. 3 39  33  77 1  54 3.5 6. 5 59 33 2  

。
3  

+  

D 13  S D35  

D  16  
S D30 388 37 1. 5  4. 1  41  31  388 56 2. 2  4. 0 62 46 2  

。
2  

+  

o  I  D  16  S D35  9 1  36 0. 9 2.4 37 35 91  56 3.0 5. 2 61  53 
。 。

D19  S D30 2286 37 2. 1 5. 6 50  32 2286 56 2.5  4. 5 68  48  13  3  

D  +  19  
S D35 3227 39 1. 8  4. 5 50 29 3241 60 2. 9  4. 8  73  39 4  

。
8  

D22 S D30 3777 37 1. 7  4. 8 51  30 3783  56  2.6  4. 6 67 40  11  24 7  

D+  22 
S D 35 7320 39 2. 0  5. 2 53 31 7360 60  3.0  5. 0 73 32  21 

。
20 

D25 S D 30 2540  37 1.7 4. 7 46 31  2545 56 2. 5 4 .4  65 25 14  10 18  

+  

D25 S D 35 11566 40  2. 2 5. 5 51  31  11589  60  3.0 4. 9 77 24 17  
。

46 

D29 S D3 0  524  37 1. 8  4. 8 42  32 526 56 2. 7 4. 7  63  29  5  
。

10  

D+  29 S D3 5  1951  40 2 .3  5. 8 50 28 1960 61  3.3  5.5  77 31  9  
。

9  

D32 S D30  625 37 1. 6  4 .4  46  27 626  56  2. 6 4. 6 67  33 3  6  9  

D+  32 S D3 5  406 40  2. 3 5. 8 47  32 409 60 4. 3 7. 2 70 36 7  
。

3  

D35 S D3 0  981  37 2. 0 5 .4  43  34 981  57 3.2  5. 6 64 52 
。 。

D+  35 
S D3 5  31  42  0 .6  1. 4  42  41  31 60 

。。 。。
60 60  

。 。 。

D38 S D30 8 1  37 0. 5 1. 4  40  36 8 1  57 0 .8  1. 5  59  56 
。 。 。

D+  38 S D35 61  41  0.4  1. 0  42 41 61  61 0.5 0 .8 62 61 
。 。 。

D51  
S D 30 401  38 1. 8  4. 8 44 34  401  58 1. 9  3 .3  63 54 

。 。 。
+  

D51  S D 35 

備考 1) 引張強さ 町 η は集計対組 としたデー タ何本数に相 当。

2) ( 引張強さ の η ) ー ( 降伏占的 η ) は、降伏占 が現 われなかったも の ( 降伏占以下 で破断 した もの を含む) 町本数.

表 - 2 圧接材の曲げ試験 に関する 集計結果

ffl  
材 質 試験本数 合俗本数 合 給 率 税務不 能

後

ｾ ｲ ｊ＠ 記 号
( ぶ) ( 本 ) ( %)  本数( 本 )

D  16  S  D  30 18  18  100 .0  
。

+  

S  D  35 
D  16  

D  19  
S  D  30 92  92 100. 0 

。
+  

D  19  S  D  35 126 126  100.0  
。

庄 D 22 S  D  30  167 167  100. 0 
。

+  

D  22 S  D  35 318  318  100. 0 
。

D  25 S  D  30 111 111 100.0  
。

+  

lti 1  D  25 S  D  35 453 451  99 .6  2  

D  29  S  D  30 67 67 100. 0 
。

+  

D  29  S  D  35 87 87 100.0  
。

H  I  D  32 S  D  30  80  75 93 .8  5  

+  

D  32 S  D  35 45 44 97. 8  

D  35 S  D  30  12  12  100 .0  
。

+  

D  35 S  D  35 
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瞳E i
住宅都市整備公困 層 すまいづくり講座

理 |

トウエア住 環 境 維 持 の ソ フ
岡崎憲一/ 坂下貞次( その 1 )  

境 を 維 持 す る た め に は 、 ま ず *ル ー ル づ く り 。 が 必 要 と な り ま す。

区 分 所 有 法 ( 以 下 「 法J と い い ま す ) で は 、 ル ー ル す な わ ち 規 約

を 定 め る か ど う か は 、 全 〈 任 意 と な っ て い ま す が 、 良 好 な 住 環 境 を

維 持 す る た め の 大 切 な ポ イ ン ト が 共 有物 の 管 理 に あ る と い わ れ て い

る こ と か ら し て も 、 こ の共 有物 の 管理 の 方 法 を 具 体 的 に 示 す 規 約 は、

ぜ ひ 定 め る 必 要 が あ り ま す 。

一分譲住宅に おけ る住宅管理組合の結成-

分譲住宅の管理

公 団 で は 、 分 譲 住 宅 ( マ ン シ ョ ン ) の 譲 渡 申 し 込 み を さ れ て か ら

譲 渡 契 約 締 結 ま で の 期 間に 、 住 宅 の 譲 受 の 申 し 込 み を さ れ た 皆 さ ん

の 中 か ら、 適 宜 、 規 約 づ く り の 世 話人 と な っ て い た だ く 方 を 勧 誘 し

( ステップ 1 ) 、そ の 方 々 に 集 ま っ て い た だ き 、世 話 人 会H を開催 し

ております( ステ y プ II ) 。世 話 人 会 で は 公 団 の 作 成 し た 、 マ ニ ュア

ル 。 を 参 考 と し て 、 公 団 や 、 管 理 組 合 運 営 に 関 し て 22お な 経 験 を も

っ 公 団 の |鶏 述 会 社 の 助 言をもと めながら、 規 約の 案文づく りを 実 施

してゆきます( ステップ 1Il ) 。この案 文 は 、 住 宅 の 譲 渡 契 約 を 締 結 し

ていただく 日に、情 臨 時 総 会かと し て 開 催 さ れ る 管 理 組 合 総 会 席 上 て ¥

世 話 人 会 か ら 規 約 案 と し て 提 示 さ れ 、 ご 契 約 い た だ い た 皆 さ ん で 若 手

議 ・可 決 の う え 、 管 理 組 合 の 線 本 規 則 と な り ま す ( ステップ N ) 。

55- 59年度
50- 54 

17，191戸( 43. 8)9 .753戸( 24. 9)

ステップ 1

I il!: 

1  llii I  

|  

I  !l) 

Ｑ 鍛ｾ 1  

1  :m 1  ｾ＠
」一一」検

波

の

EfJ 

込

日

( 合計39，216戸)

関西支社分議住宅年代別供給戸数( 昭60 . 3 . 31 現在)

公 団 は 、 分 機 住 宅 を 全 国 で2 0万 戸 、 関 西 支 社 に お い て は そ の 泌 に

あ た る 約 4 万 戸 を 供 給 し て き ま し た ( 図 ー 1 、 2 参照) 。その大きな

特 徴 は 約85% が 中 ・高 層 の 集 合 住 宅 ( マ ン シ ョ ン ) で あ る こ と で す 。

同じよ う な 集 合 住 宅 形 式 で あ る 賃 貸 住 宅 と の 大 き な 遠 い は 、

① 所 有 権 を 有 す る こ と 。

②その所有権も、: w - 有音11分 と 共 有 部 分 と が あ る こ と 。

③ 共有苦11分 ( 土 地 、 建 物 の 躯 体 、 屋 根 、 廊 下 や 階 段 室 、 給 排 水 施 設 、

お よ び 道 路 等 ) に 対 し て 、 そ の 持 ち 分 に 応 じ た 維 持 管 理 の 責 任 を 負

って いること 。

が あ げ ら れ 、 そ れが 、 賃 貸 住 宅 と 違 う 自 主 的 な 管 理 シ ス テ ム を 必

要としています。

公 団 では 、 昭 和 3 9年 ま で は そ の 共 有 部 分 の 管 理 に つ い て 、 公 団 と

譲 受 人 との 問 で 殺 波 契 約 と 同 時 に 「 共 有 物 管 理 業 務 委 託 契 約 」 を 締

結 し 、 賃 貸 住 宅 を 管 理 す る 組 織 が 分譲 住 宅 の 管 理 も 行 って き ま し た

( 受託管理 ) が、 その経過の中で、

① 昭 和 3 6年 6 月、集合住宅管理! の 専 門 機 関 と し て 附 団 地 サ ー ビ スを

設 立 し た 。

② 昭 和37年 4 月、「建物の区分所有等に関する法律」が制定された 。

③ 公 団 に 管理 委 託 す る ことにより、 居 住 者 の 自 主維 持 管 理 意 識 が 低

下 し 、 ス ム ー ズ に 管 理 が 行 え な く な っ た 。

な ど の 理 由 に よ り 、 管 理 委 託 制 度 を 改 め 、 昭 和 3 9年 か ら 自 主 的 管

理 を 行 つ 現 在 の 「 管 理 組 合 制 度 」 が 出 来 上 が り ま し た 。

マ ン シ ョ ン で の 共 同 生活 は 、 い ま や 大都 市 での 主 流 とな って き て

い ま す が 、 そ の 生 活 の 良 し 悪 し を 決 定 す る と い って も 過言 で は な い

「包: 型組合」の結成と運営の方法について、公団の分譲住宅の例をひ

き な が ら 、 ご 紹 介 し た い と 思 い ま す 。

( 68. 3%)  

中層

26，789戸

図 - 1

(

住

宅

の

募

集

)

分緩住宅形式釦l供給戸数図 - 2

住宅管理組合の結成 と 規約作成

a . 世 話 人 会 か ら 臨 時 総 会 ま で

マ ン シ ョ ン と い う 共 有 財 産 の 住 ま い で の 共 同 生 活 て ¥ 良 好 な 住 環

2.  

世話人会から臨時総会までのステ ップ図 - 3

111111111111111111111111111住宅・都市g 備公団協力業者( p R )IIIIIIII IIIIII IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII IIIIIII IIIIIIII IIIIIIIII IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII III IIIIIII1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

総合迷宮生業 ・建築土木一般

株式会社金山 工 務 唐
佐 藤工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治

常務取締役大阪支庖長 梅 木 正 二
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こ の よ う に 、 臨 時 総 会 で初 め て お 互 い の 顔 を 合 わ せ る こ と と な る

住 宅 設 受 人 の 皆 さ ん が 、 ス ム ー ズ に 管 理 規 約 を 定 め る こ と が で き る

の は 、 過 去 の 数 多 く の 分 譲 住 宅 供 給 の 実 績 に た つ 公 団 な ら で は の 知

恵 と 経 験 が 生 か さ れ た 7 ニ ュ ア ル が 、 皆 さ ん の 信 頼 を 得 て い る こ と

に ほ か な り ま せ ん 。

マ ン シ ョ ン で 共 同 生 活 を す る 皆 さ ん ( 法 て・いう区分所有者) が、

こ れ か ら の 円 満 で 楽 し い 共 同 生 活 を 送 ろ う と す れ ば 、 お 互 い の 「 エ

ゴ」を tJ j I さえねばならず、そのためには、区分所有者相互が客観的

な ル ー ル を つ く っ て そ れ に 服 す る 、 と い う 社 会 一 般 の 当 然 す ぎ る ほ

ど 当 然 な 原 理 が 、 こ の 規 約 づ く り の 過 程 に お い て 意 識 さ れ る も の と

して、「世話人会」や「臨時総会J が 運 営 さ れ て い ま す。

ま た 、 法 は そ の 第 3 条 で 「 区 分 所 有 者 は 、 全 只 で 、 建 物 並 び に そ

の 敷 地 及 び附属 施 設 の 管 理 を 行 う た め の 団 体 を 構 成 し ・・ ・・・・・ ・・・ 」

と 定 め 、 マ ン シ ョ ン の よ う な 区 分 所 有 建 物 に お い て は 、 全 只 を 構 成

長 と す る 、管理 組 合 H と い う 団 体 が 、 当 然 に 存 在 す る こ と を う た っ

て い ま す 。 当 然 、 に 存 在 す る 団 体 で は あ る の で す が 、 銀 波 契 約 の 当 日

に 、 初 め て 共 同 生 活 者 と し て 顔 を 合 わ せ る 皆 さ ん に と っ て は 、 全 員

で 、 全 只 の た め の 「 団 体J で あ る こ と を 認 識 す る ( 規 約 に つ い て 全

貝 の た め の 「 ル ー ル 」 で あ る こ と を 認 識 し 合 っ た の と 問 機 に ) た め

の 有 意 義 な 総 会 と し て 、 こ の 「 臨 時 総 会 」 が 運 営 さ れ て い ま す 。

「 世 話 人 会 」 の 開 催 か ら 「 臨 時 総 会J 開 催 ま で の 期 間 は 、 短 期 間

で あ り 、 そ の 聞 に 、 ル ー ル づ く り 。 を す す め る の は 、 な か な か 大 変

な 作 業 で す が 、 区 分 所 有 者 と し て の 皆 さ ん が 、 共 同 生 活 を 開 始 さ れ

た 後 に 、 初 め て 、 り レ ー ル づ く り 。 か ら ス タ ー ト す る と い う 場 合 に お

ける困基盤さを考えますと 、分 譲 す る 側 で 、 そ の 経 験 を 生 か し な が ら 、

共 同 生 活 の ス タ ー ト ま で に 一 定 の 「 ル ー ル 」 作 成 に 関 与 す る と い う

こ と は 、 分 殺 す る 側 の 大 切 な 業 務 で は な い か 、 と 考 え ま す 。

b . 管 理 組 合 規 約

さ て 、 管 理 組 合 の 憲 法 と で も い う べ き 規 約 め 内 容 は ど の よ う な も

のでしょうか。

法 は 、 そ の 第 30条 で 「 建 物 又 は そ の 敷 地 若 し く は 附 属 施 設 の 管 理

表 ー 1 管理組合規約

又 は 使 用 に 関 す る 区 分 所 有 者相 互 聞 の 事 項 は 、 こ の 法 律 に 定 め るも

の の ほ か 、 規 約 で 定 め る こ と が で き る 」 と し て い ま す 。 建物 等 の 管

理 や 使用 に つ い て は 、 そ の 建 物 の お か れ た 状 況 に よ っ て 異 な る た め 、

規 約 に よ る 維 持 運 営 を 広 〈 認 め て い ま す。

規 約 の 具体 的 な 内容 は 、 公 団 の 分 譲 住 宅 の例 でみますと、 表 - 1

のようになっています。

以上のように、「管理組合」という全貝参加 の 団 体 は 、 法 の 趣 旨 か

ら し て 「 当 然 」 に 存 在 す る の で す が 、 こ の こ と か ら 、 共 有 物 を 共 同

で 管 理 す る 義 務 も 当 然 に 発 生 す る こ と に な り 、 法 で 任 意 に 定 め る こ

と と し て い て も 、 そ の 義 務 を 円 滑 に す す め て ゆ く た め の 「 ル ー ル 」

で あ る 規 約 づ く り は 必 ず必要 と な る こ と が お 判 りになると思います。

現 在 、 分 官 製 マ ン シ ョ ン の 大 半 で は 、 こ の よ う な 尖同生 活 を 営 む皆

さ ん に よ る 自 主 的 な 組 織 と ル ー ル づ く りが 一 般化 す る よ う に な り ま

し た が 、 こ の一 般 化 の 過 程 の 中 で 、 公 団 は 先 導 的 な 役 割l を 担 っ て き

ました 。

た と え ば 、 今 か ら 約 8 年 前 の 昭 和 52年 時 点 の 調 査 ( 出 典 i 集 合

分 殺 住 宅 の 管 理 と 実 際J ( 財) 住宅管理協会) において、規約を 100

% 定 め て い る の は 公 団 の 分 譲 住 宅 だ け で あ り 、 そ の他 の 分 譲 住 宅 で

は 7 % - 2 0 %の 住 宅 が 規 約 を 定 め て い な い 状 態 に あ り ま し た ( 図 -

4 参照) 。 し か も 、 規 約 の 制 定 手 続 き を 、 共 同 生 活 を 営 む 皆 さ ん の

集 会 の 議 決 に よ る 、 と い う 最 も 望 ま し い シ ス テ ム で 行 って い る の も 、

「 公 団 の 事 例 の み 」 と い う 状 態 で し た ( 図 - 5 参照) 。

こ の よ う に 見 て ゆ く と 、 共 同 生 活 の ル ー ル づ く り の 普 及 に 果 た し

た 公 団 の 役 割lは 非 常 に 大 き か っ た 、 と 評価i で き る の で は な い で し ょ

うか。

則 組 合 の 名 称 目的競約の効力 ・管理対象物の純聞な

ど。

業務の内容範間業務の委託など。

組合只の資格 ・届出義務など。

組合資の内訳 ・負担割合 ・修繕貨の定め・承継人に対

する{ 資格の行使など。

管理対象物の使用方法・共有地の専用使用 ・住宅と管理対象物の持

ち分の分離処分禁止など。

彼貝のi選任 ・任期 ・義務 ・宍任など。

総会の招集 出席資格議決権 ・ 言 葉決 ｾ ｪ ￯ 項殺事録等。

理事会の構成 ・招集 ・議Iji など。

収支予算の作成決算報告帳簿の保管など。

細則の設定規約の保管に闘することなど。

規約の適用J t l I日 初年度備品の購入費用など。

上記5 の中で、 i }j Jj に定める J としているのが通常です

が、住宅の模機替えや修繕に関する「協定」や、共同

生活の秩序を維持するための「協定J ( たとえば、住宅

を他の用途に使用しない等) など。

民間 公社

百十

住宅 住宅

規約を定めることを知
。。。

らなかった

規約を定めようとした l  
。

1  

が実現しなかった

規約を制定する必要が 9  3  12 

ない

今後、規約を定める計 4  
。

4  
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総合建設業

前田建設工業株式会社大阪支J吉
来E

吉

岡銭株 式 会 社

治光西)11  取締役支庖長銭 高 一 善社長

住友銀行京橋ビ l レ
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シーリング防水/ PC プレハブ住宅防水/ 屋上防水/ 外壁化粧防水/ 各種樹脂注入工事/ 嬉長持土髭鰐診断

( これからの防水工法) 特集広告

技

術

と

い

ヲ

つ

建

築

加 入 団 体

日本 シーリング工事業団体連合会 コムアスファル ド防水工事集協同組合

東日本 シーリング工事業協同組合 日本アスフアルト 防水工業協 同組合

全 日 本 プ レ ハフ 建 築防水路会 外 壁 織 修 工 事 業 泌 同 組 合

東日本ロ ンブルーフ防水単業協同組合 全国アロンコ ート・アロ ンウオール

「豊富な実績で新しい防水技術に挑戦する |

事｜マ批 ｚ 嘉手紙 ｾｉｴ
干 135 東京都江東区佐賀トチ 14 f t03( 643) 59 1  1附

新築工事、改修 ・補修工事の防水施工に28年の実績を持つ、

捜術のマサル工業ガ責任を持ってお手伝い取します。

・ 新 業 工 事一一お富僚のニーズに合つ疋シーリンク

防水の納まり ・白 地 設 計 材 料 選 定

を恕しぎす。優れ芝田質管理下で、

良山的な施工を恕します。

・補修・改修工事一一実績のある技術障の調査によって、

適切な診断を致します。適切足立施工

万法で、外装全体のシーリンク防水

. 化粧防水 - 画防水施工を し、 建物

を老行化から守ります。
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( これからの防水工法) 特集広告

美ｻき Ｑｾ ｾ，＠

「アロンACC工法」と「アロンウオィレ工法」の一体イじが

改修効果を高めます;

数多くの実績て二改修時代をリードする。

「コンクリート神話の崩壊」がマスコミで大きな話題となり、コンクリー卜建造物に

真剣なまなざしが注がれるいま、改修 ・補修による建物の若返り効果に対する期待

が日々高ま って います。下地改修い、う部門と、外壁化粧防水 t いう部門をドッキ

ングさせた東亜合成化学の『リフレ ッシュ作戦』こそ 新しい時代の改修システムであり、

建物への思いやりなのです 。

責任施工( 防水保証付)

下 地 処 理 シ ス テ ム 戸 白 血

化学とくらしを結ぶ

東H 8戚 仕 学〈建材事業部〉

本 社 東 京 都 港 区 西 新 橋 ト 14- 1 干 105 t i 03( 597) 7342 

'.・

• ｾ＠ " 1・" .  
ー・ 、 p  ，叶・.

.  ，・.  

大阪支庖 (203) 3 171 ・営業所/ 仙台 (91 ) 5665・名古屋 (541) 118 1・富山(42) 23川・ 高松 ( 25) 2671 ・広島 ( 228) 5430・福岡 ( 721) 1902

全国アロンコートアロ ンウオール防水工事業協同組合 建設省東計振発第359号認可

高層建築 ｩ こ生きるジ♂リンクテ勿ロジ勺 ｉ｜ｾ タイト
事訴時代の衡のイメージリt ダF とも奮える. " ピJ レや中高層ピj レ。

ぞれら大裂建築を陰てじっカ、 ＱＩ 支えているのが、ひとつに ｩ 手建築 ｩｦｬｾ 単位 シ ＭＱｽ ンダ材て式

機浜ゴムのシーリングテクノロジーをカ、たちにじた〈ハマタイト〉。 急逮! こ進展する建築工法の技術革新や

建築外装部材の多様化、$ 品質化、

あるいi芸新素材の通事入イヒが馨しい中て、たえずニーーメに対応。

日本の高層建築を代表するピJ レのiまとんど! こ採用され、

確実にこの分野の I } - ダピリテイ F を

発揮レていますL

基材別lこ7タイス

カラーバリエーションも豊富な〈ハマタイト〉。

建築用弾性シーリング材の適材適所を実現/

・2成分形シリコーン「シリコーン70J

・2成分形変成シリコーン「スーノ， - I I J

・2成分形ポリサルファイド r SC- 500シリーズ」

・2成分形ポリウレタン r UH- 30J ・1成分形変成シリコーン「スーパーワン」

・1成分形ポリウレタン「シールエース」・ 1成分形シリコーン r SS- 310J

"":19 .，. ト
機浜ゴム株式会 社 ハ7 タイト事業部

干 254 神奈川県平塚市中原上宿900 H0463 (31)  3002 

※ 詳しい資料、お間合わせは、上記へと' うそL
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建 築 と 身 体 感 覚

近 頃 、 街 で ピ カ ピ カ 、 ツ ル ツ ル の 建 築 を 見 か け る こ と が 、 や た ら と 多 く な った。 平滑なガラスや金属板、

光 沢 の あ る タ イ ル な ど に よ って、まわ り の 環 境 を 映 し 込 む な ど 、 建 築 の 表 現 に 新 し い 手 法 が 加 わ ったこ

とは悪くない 。 楽 し い こ と で も あ る 。 し か し 一 方 で 建 築 群 の 大 規 模 化 や 複 合 化 に 併 な っ て 、 巨 大 さ や 壮

大 さ の み が 強 調 さ れ 、 人 聞 の 眼 や 手 の 属 〈 範 囲 に く る と 途 端 に 見 る 楽 し み が 急 速 に 衰 え て し ま う 現 象 と 、

このツルツル、ピカピカの安易な多用とは無関係でいはないように恩われる 。

い う ま で も な い が 、 建 築 に は 少 し 離 れ て の 眺 め 、 近 寄 っ て い く 時 の 変 化 、 細 部 を 見 上 げ て の 味 わ い 、 中

に 入 っ て 固 ま れ て の 空 間 感 覚 の 喜 び な ど 、 無 数 の 見 方 や 楽 し み 方 が 仕 込 ま れ て い て 、 は じ め て 建 築 な の

だ。 とくに、この一歩踏み込んで建築に接する時の身体的な感覚、! 日L触りや手触りを感じさせる楽しみ、

細 か な 凹 凸 の 陰 影 や 模 様 を 味 わ い 読 み 解 〈 喜 び 、 な ど が 失 な わ れ て は な ら な い。 設計 組 織 の 巨 大 化 、 合

理 化 、 分 業 化 の な ど の 中 て ¥ い つ の 聞 に か 個 人 の 癖 や こ だ わ り と い っ たものが排除され過ぎてしまい、

つ く る 人 た ち 自 体 の 身 体 感 覚 が 圧 殺 さ れ 、 結 局 、 頭 脳 は 反 応 し て も 身 体 感 覚 に は 直 接 訴 え て こ な い 建 築

が 現 わ れ て く る 、 と い う こ と の よ う だ。 ( T . A )  

都 市 の美 観 を 考 える ( その 3 )  

都市の長義見を構成している要因は多いが、なかでも彬響力 の あ る も の は 工 作 物 、 な か ん ず 〈 建 築物であ

る。 明 治 初 期 以 来 多 数 の 日 本 人 が 欧 米 を 初 め 都 市 先 進 国 に 学 ん だ が 、 そ の 実 効 は 産 業 振 興 に 表 れ て 、 街

の 景 観 に は 及 ば な か っ た 。 そ れ は 宗 教 の 関 係 も あ る が 、 独 逸 の 主 君 の よ う に 四 百 年 も 前 に 都 市 計 画 の 中

心 に 教 区 教 会 の 用 地 を 碓 保 さ せ 、 そ れ に 永 年 か け て 今 で も 世 界 第 一 級 の ( 音楽的に見ても ) 聖堂を作り、

建 物 に 設 け ら れ た オ ル ガ ンは 建 物 と と も に 長 観 と 音 楽 を 保 ち 続 け て い る 。

日 本 古 来 の 街 と 建 物 は 、 古 く か ら あ る 音 楽 ( 民語、 祭 り な ど ) とはマ ッチ し て い た よ う だ 、 し か し 文 明

開 化 以 来 の 近 代 都 市 に 入 ってから日本の建築と音楽は| 掲述がなくな って しま ったと考えられる 。 音楽 そ

の も の が 国 富 と 関 係 な い と 見 ら れ た こ と も あ っ た が 、 国 民 の 多 く が 実 際 に 魂 を ゆ り 動 か さ れ る よ う な 1ヨ

楽 に 直 接 に 接 す る 機 会 が な か った こ と も 災 い し た の だ ろ う し 、 日 本 全 体 が 今 で も 音 楽 文 化 を 吸 収 消 化 で

き る ほ ど 心 が 豊 か で な い と も い え る 。今 後 日 本 の 市 街 地 が 生 産 的 建 築 だ け で な く 、 本 格 的 な 音 楽 盆 や オ

ペ ラ ハ ウ ス な ど を 備 え る に は 、 ま ず も っ と 音 楽 に 親 し む 要 が あ る と 考 え る 。 ( K . Y )

新 し い 盛 り 場 へ の 試 み

か つ て 光 り 輝 い て い た 伝 統 あ る 盛 り 場 が 、 沈 滞 を 余 儀 な く さ れ て い た 中 で 、 新 し い 活 性 化 の 動 き が 進 み

つつある 。大 阪 の 新 世 界 、 神 戸 の 新 開 地 が そ の 例 だ。 そ れ ら の ま ち で は 、 人 び と の 遊 び 方 が 変 わ り 、 住

ま い が 郊 外 化 し 、 大 手 の 資 本 が レ ジ ャ ー 産 業 を リ ー ド す る な ど 、 共 通 の 問 題 を か か え て は い る 。 しかし、

古 い 凝 り 場 が す た れ て い く の は H寺の流れだ、と割り切 って よ い と は 恩 わ な い 。 凝 り 場 は 庶 民 の 解 放 区 で

あ り 、 都 市 個 有 の 文 化 を 育 く み 、 都 市 に 多 彩 な 表 情 を つ け 加 え て い く 霊 安 な 役 割 を に な って い る の だ。

神 戸 ・ 新 開 地 で は 、 地 元 の 商 売 人 、 住 民 が 立 ち 上 が り 、 ま ち づ く り 協 議 会 が で き た 。 そ こ で 二 年間近く

勉 強 し 、 考 え ぬ い た あ げ くに 、一 つ の ビジョ ンが 生 ま れ 、 い よ い よ 手 づ く り の 腐 り 場 再 生 事 業 に の り 出

す こ と に な った。 そ ん な 中 で 最 近 、 芝 居 小 屋 が 復 活 し て 女 性 の 人 通 り が 増 え る と い う 明 る い ニ ュ ー ス が

あ り 、 キ リ ス ト 教 会 と 隣 り 合 う 飲 食 庖 街 が 共 同 ビ ル づ く り の 相 談 に 入 った。 市が地元に thiJ カ す る た め に

取 得 し た 土 地 を 生 か し 、 ま ち づ く り セ ン タ ー と コ ー ポ ラ テ ィ ブ 住 宅 を 自 力 で つ く る 計 画 も 浮 上 し て き た 。

盛 り 場 の 魅 力 は 、 何 と い って も 異 な っ た も の が 雑 居 し 、 共 存 す る と こ ろ か ら か も し 出 さ れ る 計 算 し が た

い雰囲気にある 。盛 り 場 再 生 の 動 き の 中 で 、 地 元 の 知 恵 と プ ラ ン ナ ー の 共 同 で 、 今 ま で に な い 建 築 の 表

情 、 街 角 が 生 ま れ る こ と を 期 待 し た い 。 ( S . T )  

建 築業 界 の 現 況 と こ れ か ら

万 年 成 長 産 業 と い わ れ て き た 建 築 業 界 も サ パ イ パ ル の 時 代 に 入 った。 公 共 工事 は 年 々 減 少 し 、 民 需 も 11を

￯ｩｾ 短小の傾向である 。 民間建築市場のタタキ合いはまことに凄まじい 。弱 肉強食の経済競争原理そのま

ま の 反 映 に ほ か な ら な い。 こ の ま ま で は 数 十 万 と い わ れ る 業 者 の 浮 沈 に か か わ る 。業 界 の す す む べ き 方

向 は 新 市 場 の 開 拓 と 、 そ れへの参入で、あり、今一つは時代の要求に応ずるものを自ら 創 り 出 し 、 ユー ザ

ー に 提 供 す る こ と で あ り 、 さ ら に は 業 界 の 再 編 成 で あ ろ う。 公 共 工 事 に も 民 活 が 叫 ば れ 、 一 方 省 エ ネ 市

場、高( 鈴化対策などの社会的変化、メカトロニクス、バイオテク ノロ ジ一 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア な ど の 新 技

術 に 対 応 し て ゆ く 建 築 の 需 要 は 多 種 多 様 で あ る 。

建 築 は 生 産 面 か ら い え ば 産 業 技 術 の 集 大 成 で あ る 。 そ の 技 術 は ま す ま す 専 門 化 し 、 細 分 化 し 、 高 度 と な

ってゆく 。 生 産 の 過 程 よ り い え ば 、 ユ ー ザ ー の 企 画 が あ り 、 設 計 、 施 工 、 監 理 の プ ロ セ ス を ふ ん で 建 物

が完成する 。 i安 ま じ い 技 術 の 進 歩 と 、 社 会 の 変 化 の 中 に あ って は 、 こ の す べ て を 包 含 し た 巨 大 組 織 の 企

業 は い ざ 知 ら ず 、 今 ま で 通 り の お の お の の 狭 い 職 能 領 域 に 閉 じ こ も って い て は 、 と り の こ さ れ る 。 また、

そ れ だ け の 能 力 も な い 。 あ ら ゆ る 分 野 の 専 門 家 の 諸 領 域 を 包 含 し た 大 同 団 結 に よ る 業 際 的 プ ロ ジ ェ ク ト

が 、 そ ろ そ ろ 数 多 く 出 て き て も よ い の で は な い か と 考 え て い る 。 ( S . 1)
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芸術史・デザイン史における

モダンとポスト・モ夕、、ン

阿 部 公 正

はじめに

いうまでもなく、 「モダン J (1近代J) という語は、 「現在に近いころ」を指し示す単なる時代区分のため

の用語にとどまるものではない 。歴史のなかでこの語が{ 変われるとき、そこにはつねに、自らの時代を、過

去の時代との関連において新しいものとして確立しようとする意識が含まれていた 。

だが、 20世紀のヨーロ ッパでは、この語はも っ とラジカルな意識を含むこととな っている 。世紀末のウィ

ーンを論じたカール ・E ・ショースキーによれば、すでに 18世紀において「モダン」という言葉は、「古代」

の対立語として、古典主義的古代と の対照を意味するものであ ったが、この 100年聞のうちに、この語は、

われわれの生活と時代についての知覚を歴史全体から区別するものとな った。つまり「近代建築、近代音楽、

近代哲学 、近代科学一 ーすべてこれらのものは、過去から脱してではなく、いな過去に抗してともほとんど

言えず、むしろ過去とは無縁に自己規定を行な っている」 のである ? われわれは、ショースキーの指摘して

いるような 「モダ ン」の意識を一 一若干のニュア ンスがあるとはいえーーすでにオ ッ 卜一 ・ヴァーグナーの

うちに、また 20世紀のペーター ・ベーレ ンスとそれに続〈建築家たちのうちに認めることができる 。また、

キュビスム以降の多くの画家たちのうちにも、それを認めることができるだろう 。

それゆえ、そのようなモダンの歩みのなかには、歴史の連続的な発展線上では考 えられないような大いな

る試みが見られる一方、誤りないし逸脱と見られるような企て のあったことも否定できない 。 また、 「近 代J

がつねに「反近代」 との桔抗のなかで進められてきたことも、見逃すことのできない事実である 。 1近 代J

の問題が、しばしば「近代の超克」の問題として論ぜられてきたのは、そうした 「近代j の逆説的構造 (2) に

由来するものだろう 。 . I  

一方、 「ポスト ・モタン J という 言葉も、はじめから意図的に多義的であ ったと思われる 。 それは「後J

モダンであるのか、 「脱」モダンであるのか、それとも「反J モダンであるのかと問うたところで、そのい

ずれでもなく、またそのいずれでもある、という答えが残るだけだろう 。 どのような表現形式をとるもので

あれ、つまるところ「ポスト ・モダ ンJ は、 「モダ ンJ との関連におけるひとつの美的アプローチを 示す言葉

だ、ということになるだろう 。 それゆえ 「ポスト・モダン 」 ないし「ポストモ夕、、ン」についての言 明はつね

に主観的であることを免れえないょっに思われる 。だが、いまではこの語は芸術ばかりでなく知的活動の多

くの領域で定着しつつあるのだから、この小論て‘ は、 「モダ ン」と「ポスト ・モダン」をめぐ って、い った

い芸術史やデザイン史の上に何が起こ っているのか その一部分でも考えてみることにしよう 。

44  姐換と H 会/ 1り86年: 1 }  I  ｾ ［＠



1 .  rル ド ゥーからル・コルビュ ジエまでj ( カウフマン )

かつてウィーン学派の美術史家のひとりエーミル ・カウフマンは、 『ル

ドゥーからル ・コルビュジエまて"J ( 1933) という不思議な題目の本を書

いた 。(3) そのときカウフマンにとっては、 18世紀末のフランスの新古典

主義( ネオクラシシズム) 建築のうちには 20世紀のモダン ・ムーヴメン

卜の先駆的なものが含まれていた( のちにふれるように、この解釈をめ

ぐってはいろいろの見解が登場することとなる )。 ところがほぼ 2 世紀

ほとe 経 った20世紀末の今日、ポスト ・モダンの建築の動向のうちにーー

その動向を一概にどのようなものと規定してしまうことはできないにし

ても 一 一 しばしばこのネオクラシシズムとのつながりが認められること

も、否定できない事実である 。 ネオクラシシズム建築の解釈は、ポスト

・モダ ン建築の解釈と無関係ではなさそうだ。

カウフマ ンは、フランスの 17世紀半ばから 18世紀半ばに至る建築 ( 古典主義) と、それ以後19世紀初頭ま

で統 〈建築 ( 新古典主義) とを明確に区別し、後者においては、形式の諸関係は美的カテゴリーであるより

もむしろ倫理的カテゴリーにな っている、と説〈 。彼によれば、 11770年から 1790年に至る聞に、ヨーロ ッ

パでは社会の システムを完全に変革してしまうような大きな革命が準備されていた 。 ちょうどその時期に、

イマヌエル ・カン 卜の著作が円熟期を迎えていた 。それはけ っ して偶然ではない 。ひとつの出来事からいま

ひとつの出来事へ とたくさんの結合線が走 っているのだ。重要なのは、国製的なものからの離脱一一} 今日で

は決定的な離脱と 言えるような離脱ー ーなのだ。つまり、明確に区別する境界線をは っきりと意識的に引く

こと、すなわち新たな自律性への大いなる歩みが重要なのだ。 ・・ーカン トが、それまでの他律的な道徳に代

えて自律的な人倫を確立したのと同じころ、ルドゥーは自律的建築への基礎を固めたのである J .(4) カウフマ

ンは、 一方で、はフラ ンス革命とカ ン 卜の『実践理性批判J( 1788) を大きな出来事として考えながら、他方で

は、古代のモティーフを用いつつ建築体の再構成を意図したルドゥーの著述とプロジェクトをひとつの画期

的な出来事として見る 。そうして、カ ン 卜倫理学の中心概念である自律性 ( アウトノミー ) が、ルドゥーの

場合にも認められるのだ、と 言 う。いいかえれば、ルドゥーの建築を啓蒙思想の表現と見ているのだが、彼

はさらに進んで、ルドゥー の時代と 201世紀の近代には新たな理想主義が認められる、と説く 。ルドゥーの理

想都市はル・コルビュジエ の「輝〈都市」の構想の先駆であり、この 2 人の建築家のうちには、芸術と生活

の内的結合への強い姿勢が感じとられるのであり、これこそが新たな建築への重要な契機だ、という解釈で

ある 。

もち ろん 、こ のような解釈に対する批判もあり、またルドゥーの建築についての別の見方もある 。たとえ

あ い ま い

ば、カウフマ ンの記述のなかでかなり暖昧な 「建築の自律性」という概念について、これを具体的な歴史的

事例を無視したものであり、プラト ン的な見方を前提としつつ人為的にねつ造したものだとみる見方( マイ

ヤー ・シャピロ ) や、ルドゥーの建築の革命性は 「建築記号に象徴の次元を与え直す」という建築美学内部の

矛盾の解決にあ った、とみる見方 (5) がある 。

カウフマ ンはその後 r3 人の革命的建築家一 一ブレ、ルドゥ一、ルク- J( 1952) を出版した 。18世紀末の

フラ ンスの建築の動向を歴史上の重要な出来事として取り上げた功績は、明らかにカウフマンのものである 。

だが、上記の r;レドゥーからル・コルビュジエまでj が1933年という時にウィー ンで出版されたものである、

という事笑も考えておかなければならないことだろう 。今日では、カウフマ ンの解釈のほかに別の解釈が登

場しているのだが、それによ って、ネオクラシシズム の問題は、今日的な問題として、ポスト ・モダンをめ

ぐる問題と重な ってきているように思われる 。
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2 . 反 「近代」の思想

建築では、ポスト ・モダンが生ずる土壌はすでにモダンのうちに一一あるいは、さらにルドゥーのうちに

あ ったのだが、ポスト ・モダンの華やかな登場の背景には、モダン以後1960年 - 1970年代にあらわにな

ってきた反「近代建築」の思想がある 。 また、そうした反「近代j の思想は、その正当性のいかんにかかわ

らず、逆に「近代」のきわだった局面を一一少なくともその一端を一一ー知らせてくれるものだ、といえよっ。

ここでは、 一例としてイギリスの建築史家デーヴィド ・ワトキンの指摘を手がかりとしながら、芸術史の

方法論との関連の上で、反「近代J 論の基本的なよりどころがどこにあるのかを見ておこう 。

ワトキンはその著 fモラリティと建築j において、 「建築は建築固有の伝統を備えた芸術であ って、科学で

はない 。 したがって、建築が想像力の喚起に対してかかわりをもつことは、建築が実際的な問題を解決する

ことに比べても、ま ったく遜色のない重要事である」という考えの上に立 って、ビュージンの 『対比J( Con-

trasts 、1836) からペヴスナーの 『モ夕、.ン ・ムーヴメントのパイオニアたち J (Pioneers  of Modern Move-

ment 、1936) に至る l 世紀の聞の主要な建築論を、 「近代建築」の神話として検討する 。彼は、そこに、建

築を「建築以外の何ものか J の表出して解釈する著しい傾向のあったことを指摘する ? そのような解釈とし

て、彼は、

(1) 宗教 ・社会学・政治的解釈

(2) 時代精神による解釈

(3) 合理的、あるいは技術的な正当化による解釈

の 3 つを挙げ、それらのアプローチが、 「建築家は想像力や自らの意志をもたない単なる 『集団的無意識j

コレクテイ ヴ イズム

の表現者にすぎない、と信じているロマン主義的で集産主義的なポピュリズムによ って広められてきた j も

Yアイトガイスト

のであることを強調する 。そのさい、批判の力点はとりわけ時代精神による解釈の上におかれる 。 いうまで

もなく、そのような解釈はギーテイオンやペヴスナーに見られる特徴的なアプローチであるのだが、ワトキ

ヒストリシズム

ンは、これをカール・ポノ f ーのいう「歴史主義J ( あるいは「歴史法則主義J) に近いものと見ている 。 (し

たが って、ひとしく歴史主義とい っても、ポパーの使い方では、ペヴスナーをはじめとする多くの人びとに

よって{ 変われてきた場合の意味一一歴史的様式のリウ烏アイウ品アルという意味 とは異なる 。)

オーストリア生まれで、論理実証主義の「ウィーン学団」に参加しながら異端者の立場をとり、のちにイ

ギリスに帰化したポパーによれば、歴史主義とは 「歴史的な予測が社会諸科学の主要な目的であり、またそ

の目的は歴史の進化の基底に横たわる 『リズム j や 『類型j 、あるいは『法則』や 『傾向』を見いだすことに

よって達成しうると仮定するところの、社会諸科学に対するひとつのアプローチである J yl もちろん、ポノ f

ーは芸術においても、そのような歴史 ( 法則) 主義が誤りであることを論証しようとするのであるが、その

思考の棋底には、むしろ異様とも思えるほどの強い反へーゲルの姿勢カ、ある 。 ワトキンも、 「歴史上の各時

代にはそれぞれ完全に一貫した傾向があり、それは壮大なる発展計画の前進に向けて、次の時代の傾向に順

次とってかわられてゆく」という考えはへーゲルに由来するものであるとして、そうした「歴史主義的 ・へ

ーゲル派的信念J を強〈非難している 。

ポパーは、実際には芸術については語るところが少ない哲学者であるのだから、ワトキンの 「近代建築J

批判の直接の恨拠は、むしろゴンブリ ッチのほうにある 。オーストリア生まれで、かつてヴアールブルク研

究所員であ ったエルンス卜 ・ゴンブリ ッチは、 1939年にイギリスに移り、その後はイギリスの美術史家とし

て活動することとな った。彼は 『文化史の探究j のなかで、芸術において「時代精神 j を「再構成する j 試

みが、カール ・シュナーゼからヤーコプ ・ブルクハルト、ハインリヒ ・ウーェルフリン 、アロイス ・リークル、

マ ックス ・ドウ。オルシャ ツクを経てエルヴイン ・パノフスキーに至ることを検証しながら、その背後にへー

ゲルの思想があることを指摘している P 建築やデザインの立場からすれば、この思考のなかにあるいは延



長線上に、パウル ・フランクル、ジークフリー卜 ・ギーデイオン、ニコラウス・ペヴスナーを加えることが

できるだろう 。(9) ゴンブリ ッチは、さらに 1977年 2 月のシュトゥ ッ トガルトでの講演「へーゲルと美術史 j で

は、へーゲルの思想、の影響下にある歴史観を分析検討したのち、近代芸術史の場合もへーゲルの影響を免れ

ているわけではなく、たとえは. ' r近代建築の誇らかな勃員と、その今日の危機的状況を理解するためには、

その背後にへーゲルの思想のあることを見落としてはならないJ と語ってへーゲル批判の姿勢を表明してい

ヴ 白 川 ゲヲユール

る。そして、 rs寺代精神J や「世界感情」をめぐるヴアルター ・グロピウスの言明を引用して、その思考の

もたらす危険を指摘している ol io)

こうした反「近代建築J の思想の相互関連については、もちろん、詳細な検討が必要で・ある 。だが、そこ

には根強いへーゲル批判、 ドイツ文化哲学ないし文化史学批判、形市上学批判、一元論批判がある、とい っ

てよいだろう 。そうして、ポスト ・モダンの出現とともに、モタニズムの一元論的美学は否定される。それ

に代わって、ヴァーナキュラーなものの尊重、折衷主義、多元論といった思考が現れることとなるのである 。

3 . 芸 術 史 に お け る 多 元論

芸術史の上でも、 「ポスト J をつけたイズムの呼び名はある 。 よく知られている「ポスト ・インプレショ

ニズム」はイギリスの評論家ロージャー ・フライによる用語だが、 「後期印象派」と訳されてはいるものの、

もともと適切な呼び名ではない。セザンヌやゴ ッホやゴーギャンと印象派との関係を考えれば、むしろ「脱j

という邦語の意味を含むものと見たくなるだろっ 。 また、キュビスム以後の20世紀のさまざまなイズムの展

開をモダン ・アートと見るとすれば、以後の現代の動向には、たとえばアンフォルメル、アクション ・ペイ

ンテイング、ポップ ・アート、オプ ・アート、スーパー ・リアリズム、キネティ ック ・アート、ミニマル ・

アート、コンセプチュアル ・アートなど、数え上げることができないほど多くの動きが含まれている 。それ

らのうちには、これまでのイズムの新たな展開と見られるものもないわけではないが、それらのほとんどは、

在来のアートのもとでの新たなイズムの展開ではなく、新たなアートの創造を意図したものである 。 こうし

た変遷を経た今回、とくにアメリカの80年代の動向を指してプルーラリズム( 多元主義) と呼ぶ名称も生ま

れるに至 っている 。

だが様式の多元論は、建築においてはすでに 19世紀のはじめからあった。ゼ一ドルマイアーは、ルドゥー

の建築ののち、 19世紀になって著しくラジカルな動きが現れたと見て次のように述べている 。 r時代の建築

に課せられているさまざまな課題の性格は、あまりにも多種多様で、あ って、それらの公分母を求めることは

困難だという考えから、一般に様式の統ーという目標は放棄され、少なくとも基本的な考えとしては、それ

ぞれの建築をその独自の様式で処理しようとする試みが現れる 。 このようにして、建築のテーマの処理にあ

た って、いまだかつて見られなか ったま ったく新しい意識的な多元論がはじめて出現することとなる」。 そ

してまた、こうした現象の出現は「上から強いられた f様式の図式』 に見られる表面的 『統制的j な外観で

満足するのではなく、反対に、多くの種類の建築に対しては、現代の要求に十分こたえうるような解決が見

いだされたのだ、ということ、つまり単なる教義のために放棄されてしまうことのないような生きた価値の

ある解決法がすでに見いだされたのだ、という事実を認めるものである J と語っている 。( 1 1 ) もちろん、ゼ一ド

ルマイアーは、かつてのウィーン学派の一人として、前述の E. カウフマンの研究に依存しながら論じてい

るのだから、多元論とは反対に「すべての種類の建築の課題が同等の権利を主張するようにな ってくること

を理論的に説明した j ルドゥーは、最高のレベルでの同等化一一彼の主張する最高の課題であるモニュメン

トの形式への同化一ーを主張することによ って、 20世紀のル ・コルビュジエの先駆となるのだった 。

それゆえ、ネオクラシシズムのなかでのルドゥーの建築思想の読み取り、芸術史ないし建築史における多

元論の解釈は、ポストモタンの解釈とけっして無縁ではないだろう 。
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4 . 課 題

モ ダ ン と ポ ス ト ・ モ ダ ン の 問 題 を 考 え る た め に 、 こ の小論で、は 、意 図 的 に 「 時 代 精 神 」 へ の 信 念 な い し 一

元 論 、 お よ び 様 式 の 多 元 論 に 焦 点 を 置 く よ う に し て き た 。 それらが、ポスト・モダンをモ夕、ンとの関連にお

いて歴史上に位置づ、けるために欠かすことのできないキーワードとなるだろう、と思われたからである 。 以

下 、 補 足 的 に 課 題 め い た こ と を 述 べ て お こ う 。

ゴンブリ ッチ や ワ ト キ ン に よ っ て 激 し く 非 難 さ れ た 、 近 代 建 築 の 推 進 な い し 解 釈 に お け る 「 時 代 精 神 へ の

信 念 」 と い う 問 題 も 、 直 ち に そ れ を 「 集 散 主 義 」 と 結 び つ け た り ( ワ ト キ ン ) す る よ り も 、 む し ろ 、 そ れ が

形 而 上 学 的 、 神 的 な 理 念 へ の 従 属 を 強 制 す る も の か 、 そ れ と も 生 活 と の 関 連 で 主 張 す る も の か 、 そ れ ぞ れ に

ついて検討することが必要だろう 。 それへの手がかりとなるのは 、 そ れ ぞ れ の 時 点 で の 技 術 論 の あ り 方 の 検

討 だ と 思 う の だ が 、 そ の よ う な 視 点 か ら 見 れ ば 、 パ ウ ハ ウ ス を 中 心 とするモ夕、、ン・デザインの思想、には技術

言命がまったく欠けていた、といってよいだろう。

また、ポスト ・モ ダ ン の デ ザ イ ン の 特 徴 の 一 つ は 、 い う ま で も な く 多 様 性 で あ る 。 それと呼応するかのよ

う に 、 今 日 で は 、 イ ン ダ ス ト リ ア ル ・テザインの領域にはふたたびスタイリングの時代が到来するだろう、

という見通しもある 。 イ ギ リ ス の 『デザイン j 誌 の前編集長マーク ・プラ ッ トンは、 1978年の講演のなかで、

いまやチ ップ ・テ ク ノ ロ ジ ー と マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ー が 著 し く 小 型 化 へ 向 か って い る の だ か ら 、 ど の よ う な

も の に 対 し て で も 、 文 字 ど お り ど の よ う な 形 で も 採 用 す る こ と が 可 能 に な っ て い る の で あ り 、 や が て は 外 観

の デ ザ イ ン と い う 、 製 品 の ス タ イ リ ン グ の 新 し い 時 代 が 到 来 す る だ ろ う 、 と 暗 示 し て い る 。(12) ポスト ・モ ダ

ン の デ ザ イ ン に は 、 そ う し た 企 業 の 販 売 政 策 と 結 合 す る 面 も あ る の だ か ら 、 実 用 で あ れ 、 遊 び と い う 無 用 の

用 で あ れ 、 消 費 者 の 本 当 の ニ ー ズ を 見 い だ す こ と が 要 請 さ れ る だ ろ う。

最 後 に 一 一 最 も 重 要 だ と 思 う の だ が一一一今日激しく非難されているモ夕、、ニズムには、一元主義やエリート

主 義 と 異 な る 局 面 の あ っ た こ と を 、 あ え て つ け加 え て お き た い 。 芸術の諸分野を貫いて見れば、たとえば、

形 に よ る 表 現 と 音 に よ る 表 現 の 交 錯 、 言 葉 に よ る 表 現 と 言 葉 に よ ら な い 表 現 の 交 錯 、 映 画 と 文 芸 の 交 錯 な ど

人 聞 の 諸 感 覚 機 能 の 統 合 を 求 め る 実 験 が あ ったのである 。 そ れ は 感 性 の 復 権 の 試 み で あ り 、 本 当 の 意 味 で の

エスセーティ ックなアプ ローチというものだろう 。 その意味では、ポスト ・モタンが論ぜられるようになっ

て き た 今 日 、 必 要 な の は む し ろ モ ダ ン の 再 考 で は な い だ ろ う か。 ゴンブリ ッチ が へ ー ゲ ル を 非 難 し つ つ 「 へ

ー ゲ ル の 形 而 上 学 を 受 け 入 れ る こ と な し に 、 へ ー ゲ ル の 仮 定 を 救 い 出 すJ (l 3) こ と を ね がったように、ポスト

・モダンが、モダンの一元論を受け入れることなしに、モダンを救い出すこと、それがわれわれの課題だ、

と思う 。

(l) CarJ E. Scho四 ke :  Fi n-de-Si ecl e V  i enna- 一一 Pol i ti cs and 

Cul ture-一一、 1961(安井琢磨訳 H止紀末ウィーン一一政治と文

化 、岩波曾庖) の序論参J l ¥i. .

(2) r近代J の「逆説的J 構造については、上山安敏『神話と科学』

岩波住居、を参照されたい。

(3) Emi l  Kauf mann :  V  on Ledoux bis Le  Corbusi er - - Ur -

sprung und Ent wi ckl ung der Aut onomen Archi tektur - -

1933 

(4) Kauf mann 前倒邸、 11- 12ページ

(5) 篠悶浩一自11 r空r.l Jのコスモロジ- 1 . 岩波住応、の第 l 章 rJ レド

ゥーと都市の理論j 参照.

(6) Davi d Wat ki n :  Moral i t y and Archi tecture， 1977 ( 綴本弘文

訳『モラリティと建築l 鹿仏出版会) 。

(7) Karl  R.  Popper  :  The Povert y of H  i stori ci sm， 1957 ( 久野

収 ー 市井三 ｾｉｉ 訳『歴史主義的貧困 ｪ 、中央公論社 Ｉ。

(8) Ems t  H.  Gombr i ch :  ln Search of Cultural Hi story， 1969 

(9) ヴアールプノレク研究所のゴンプリ y 千、ウィトコウアーとペヴ

スナ一、レイナー パナム、チャー J レズ ジエンタス、ジェー

ムズ スターリング、あるいはコリン ロウとの関係について

は、雌 lBifi 彦「ポストモダンのアカデミー J( 点百11岡立近代美術

館ニュ ス『視る J 218号ー1985年 8 月号一所収) 参! 問。

(10) Ems t  H.  Gombr ich :  Hegel  and Art  Hi story ( "On the Me  

t hodol ogy of Archi tectural  Hi story"， Archi tectural  Desi gn 

Profi l e， 1981 所収)。

。1) Hans Sedl mayr :  VerJ ust der Mi t te， 1948 ( 石 川 ー阿部，沢

『中心の喪失j 、美術出版社) .

(12) Vi ctor Papanek Desi gn for Human Scal e， 1983 ( 阿部 制

爾訳『人 Ull のためのデザイン j 、品文社)に よる。

(13) 前掲(8) による。

( あべ きみまさ 前 ・筑波大学教授 )



ポスト・モタツと日本の伝統

一 末 期 的 近 代 の 動 向一

向 井 正 也

末期においては、先に くすんて。いたものが明るく、力強か ったもの

が繊細に、情熱的であ ったも のが遊戯的になる 。

ニコラウス・ペヴスナー

「いま 、ニュー ・ヨークが面白くなって来た 。J などとよくいわれる 。巨大な超高層ビルに奇妙なポスト ・

モダン風のスカイラインが目立つことなどをいうのだが、さしづめ東京なども、そのうちに面白くな って来

るのではないかと思う 。 ここ数年ポスト ・モダニズムの花盛りである 。 もともと建築の分野から生まれたこ

の言葉は、いまではデザインや美術 ・工芸はもとより、文学、哲学、演劇など、きわめて広範な文化の諸領

域においても論議されるまでに至っている 。 こうした事実は建築の分野でのポスト ・モダン状況の深化をい

みするもので、発生の当初はむしろモノの裏付けのない概念だけであったものが、ょうやく実作の上で可視

ヒストリンズム

的にな ったわ けで、その何より大きな特徴のーっとして誰 しも指摘するものは歴史主義の復活であろう 。 そ

うした徴候の端緒は、いまから約10年ほど前の、古い建築の再生 ・修復をめぐる一連の保存のデザインの発

生ではなかったかと思う 。

ちょうどその頃、私は本誌上で、今回と同様、当時の建築の文化状況について論じたことがある 。題して

「後期的近代の動向 J (' 76 - 1 月号 )。 そして、その後10年の歳月が経過したいま、私は正しく上記論考の

続編ともいうべきものを書くことにな った。前回私は論文のタイトルを、最初は「末期的近代の動向J とし

たのだが、編集の側からの注文で、末期を後期に変更したことを思い出す。だが、いまや世紀末本番、まさ

に末期的症候を示すポスト・モダニズムは、この段階に至 ってはじめて 、 日本の伝統文化と思潮的に深いか

かわり合いを示すようにな って来ていると考えてよいのではないか。

禁 制 の 終駕

上記の論考、「後期的近代の動向J において、私は近代主義の発展を、他の領域からの借り物のコトパ ( 造

形言語) によらずに、それ自身のコ卜パで表現しょっという、機能主義的で伝統否定的、排他的な初期の状

況から、次第に何らかの語葉の拡張を求めて、後期に向かつにつれて、次第にその傾向をエスカレートして

いき、やがて最終的には、他領域言語 をほとんど最大限に包摂した究極の段階を予想したものとして、初期

の近代主義が何よりもタブーとした歴史様式をも包摂するものとして図式化したが、それでもなお、ここで

の歴史主義は、古い建物の修復・再生といった程度の、前記〈保存のデザイン〉の段階にとどまるもので、

その好例のーっとして、当時建築学会賞を受賞した浦辺鎮太郎の倉敷アイピースクエアを引きあいに出した

のを覚えている。それはまさしくモダニズムの後期ともいうべきものにふさわしい現象であったといえるの

であ って、歴史主義が「末期」にふさわしいポスト ・モダ ン的症候を示すようになるのは、やはり何とい っ

ても 80年代に入ってからで、その大きな引き金にな ったものは、 1980年のヴェニス ・ビエンナーレの建築展

. j j ! 誌と付金/ 1叫 岬 3J J り 49 
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に示された世界の先鋭建築家たちによる歴史主義の一大デモンストレーション: <過去の現前〉、The Pre-

sence of  the Past " であった 。

ここに、それまでモダニストたちを呪縛していた建築の用語上の最後のタブーとしての歴史様式の封印は

全〈解除されたことになる 。すなわち同展の組織者、パオロ ・ポルトゲージのいわゆる く禁制の終駕〉、、T he

End of Prohi bi t i oni sm" である 。いわゆるポスト ・モダニズム的なものが形式の上で顕在化するのは大体

これ以後のことと見てよかろう 。磯崎新の「つくばセンタービルJ ( 1983) におけるレイト ・モダンからポ

スト ・モダンへの手法の転換など その顕著な例の一つであるが、問題は、こうしたいわばポスト ・モダニ

ズム時代の閉幕が、同時にポスト ・モ夕、ニズムの通俗化 風化と時期的に重なるという事実である 。

いかにも末期の芸術にふさわしく、ここにポスト ・モダニズムは、いまや本来の く近代主義の超克〉 とい

う歴史的思想的な意味をうしなった、単なる表相で・の流行現象に風化してしま っている面があるといえる 。

かねて話題の上州渋川の駅前再開発による街並みのポスト・モダン特有の幼児的景観などその一例といえる

のではないか。

日 本 回 帰一一 和 風 へ の 傾 斜

かつてパウハウスの基礎教育には歴史課目が削除されていた 。モダニズムの大きな特性の一つは、それが

方一ナノ ント

歴史性を否定したことだが、それと同時に、歴史的建築に付随していた装飾をも排除した 。 ポスト ・モダニ

ズムとは、端的にい って、デザイン上のすべての面で、モ夕、、ニズムの裏返しを求めるのを身上とする 。 そこ

で、かつてのモダニズムの正面の対立物であ ったアール ・デコが復活し、あらゆる歴史様式はデザイン上の

主要なモチーフとして再び日の目を見ることになる 。 このことから、要するにポスト ・モダニズムの末期性

とは機能主義のリアリズムの裏返しとしてのロマン主義に由来するともいえよう 。 i ロマン主義とは、その

目的の如何にかかわらず、憧慢の態度であり、現代及び、近い過去への反逆である j とのペヴスナーの言葉は

そのまま現状況にあてはまるものだが、その憧僚とは、時間的、空間的に遠〈離れたものに向けられること

から、それは建築デザインの上で「懐古趣味、奥田趣味等の形をと って現われる J ( 森田慶一 ) のも、そのま

ま現状況にあてはまる事実である 。

いまや世界的な傾向の一環として、わが国にもロマン主義にもとづく懐古趣味が、おそらく くアズNO. l >  

という未曽有の経済的発展をパ ックにしたナショナリズム的風潮とあいま って、建築の上でも日本回帰の歴

史主義への傾斜をい っそう深めて来ているといえる 。それはあたかも、あの昭和初期のデカダンス的文化状

況下において「近代の超克」を叫んだ「日本浪浪派」時代の建築界での伝統回帰の動きを想起させる 。

鈴木博之は明治以来のこうした く和風への動き 〉 を三つの段階に分け、第 l 期を明治の和風様式摂取の動

き、第 2 期を昭和初期のいわゆる く帝冠様式〉による日本精神高揚の動き、第 3 期を昭和20年代末のいわゆ

る新日本調をめ ぐる く伝統論争〉 とし このようにわが建築界で日本の伝統が問題にされてきたのは「つね

に大きな建築の曲り角にあたる時期」であ ったとして、今また、このポスト ・モダンという 20世紀末の転換

期における建築家たちの日本の伝統への注目について論じている ( 朝日夕刊820702) 。 鈴木がこの論考を発

表した当時、 一部若手のポスト・モダ ンの建築家たちは、すでに和風がらみの作品を発表しはじめていたが、

こうした建築における日本回帰の現象が公共施設の形でより明らかに広〈社会の目にさらされるようになる

のはそれから約 2 年後のことで、朝日新聞の松葉一清が「和風に回帰する現代建築j という見出しで、同紙

の文化欄で大きく取り上げた ( 840605) 。 ここで取り上げられた建物とは、大江宏の「国立能楽堂j 、 黒川

紀章の「国立文楽劇場J 、石井和紘の「直島町役場」で、大江の作品は別として、他の 2 作は、形はともか

く、その精神は何らかのポスト・モダンの歴史主義によるものとして注目に値する 。

特に黒川の場合、国立の施設をつくるといっ点で、おそらくその表現をめぐ って く国家の様式〉 をいかに



すべきかという前述の明治この方、建築における く和風への動き 〉の起こるたびにくりかえきれて来た設問

に悩まされたものと思うが、おそらく同様の悩みは、これより先、閉じく国立の施設の設計に当た った磯崎

新の「つくばセ ンタービノレ」の場合にもあてはまるだろう 。 ところで、その結果としての両者の く様式選択〉

は、黒川の く和風〉に対して磯崎が敢えて く洋風〉 をえらんだことは周知の事実である 。聞くところによれ

ば、黒川はこの作品によ って磯崎の作風との対決を求めたというが、アメリカのポスト ・モダ ンの代表作家

マイケル ・グレイヴスもまた、磯崎のこの洋風の選択について批判している 。 1..一 ・・私は一方で、すべての

要素があれ程明白に西洋風で、あるのをひどく不思議に思いましたが、同時にあなたがご自分の建築から東洋

の文脈を完全にそぎ取 ってしま っていることがたいへん不思議です。・・… J (  1新建築J ' 83- 11月号)。

磯崎が何故日本の建築的語諜や文脈によらなか ったかについては、かつて、彼のレイト ・モダン期の作品

「神岡町役場j の作風について、上と同様の鈴木博之の批判への回答でも明らかなように、その本音はおそら

く、ともすればキ ッチュに堕すおそれのある和風のデザインの敬遠ではなか ったかと思う 。それはともかく、

面白いのは、磯崎の弟子筋に当たる石井和紘が、 「直島町役場」の方で、敢えてこの難問に挑戦して 、あっ

けらかんとした回答を示していることである 。あのアメリカのポスト ・モダンの日本語版といえる、問題の

アグリネス

〈直島飛雲閣〉である 。だがここでの問題は、作者がこの建物の外観の醜悪さをある程度故意に求めたという

事実である 。モダニズムの建築には偽善的ないやらしさがあり、偽善よりは偽悪の方をとるというのがポス

ト・モ ダンの本質だとの信条にもとづく創作活動の故に、これまで散々酷評された経験をもっ石井にと って、

一度も叩かれずに、これまでいい子ぶ りを発揮して来たモダニストたちが、いまやパスに乗りおくれまいと、

ツケヤキパよろしく俄にポスト ・モタンのポーズをとろうとする昨今の態度は鼻もちならぬというのである。

(  1朝日ジャーナノレJ 850315参照 )

く茶の 美 学〉 と 建 築

ラデイカル

いま、世界の建築デザインのヘゲモニーを握るに至 った先鋭的なポスト ・モダニストは主としてアメ リカ

および日本によ って占められているといわれるが、アメリカの主流はそのほとんどが歴史主義の立場に立つ

のに対して、わが国の場合は必ずしもそうではなく、その歴史主義にしても、前述のように、文脈の上で和

洋の対立を生むなど、きわめて多様な展開を示しつつあるが、一面そのコ ンセプトに関しては、多くの建築

家たちがいま何らかの日本の伝統によ って導かれていることを意識に主せて来ているのは注目すべき 事実で

ある 。端的にい って今日、ポスト ・モ夕、ンとかみあう く茶の美学〉 とは、 〈数寄〉、特に くit び数寄〉の概

念にふくまれるものといえる 。かくてわが国のたび重なる建築の様式探求の歴史の上で、ここにはじめて、

形ではなく精神が、指導理念として日本の伝統の中に見出されたといえるが、それがこのように、ょうやく

ポスト ・モ 夕、、ニズムの風化の段階においてであ ったことは注目に値する 。

ともあれ、こうした過程の高まりの中で日本建築学会は 「建築雑誌J '81 - 2 月号で主集「日本建築の特質」

を取り上げ、その目的として「伝統的なものを創造に根付かせていくための論議」の発展を期するものとし

たが、同誌はさらに '82一 7 月号で、今度は く数寄〉 を正面にすえた主集 「数寄屋と現代建築」に取り組み、

そのすべての論説を、も っぱら建築創造における く数寄〉あるいは く数寄屋〉の問題にしほ、っている 。その

他の同様の動きとしては、前述の石井和紘が一足早 0 0年代末に、 GA HOUS ES 刊の 「日本の現代住宅-

1970年代」の中で、伊藤ていじの「数寄屋J ( 淡交社) を下じきとした「スキヤ ・コンセプト j なる論考を

発表しているし、黒川紀章なども、近著「建築論」の副題が「日本的空間へJ とあるように、その建築創造

の中核的な思想を く数寄〉 をはじめとする一連の日本的美意識からくみとろうとしているようである 。 また、

よく彼と対比される、いまや国際級の大建築家としての磯崎新に至 っては、もうかなり以前からそのマニエ

リスム的建築論の中に く数寄〉や く好み〉 とい った日本の伝統的なコンセプトを自在に取りこんで来たこと
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が今更のように注目される 。

くつくば〉はもとより磯崎の、そうした思考の所産であ るが、このピルに対して く日本建築史家〉村松貞

次郎が「一種の数寄屋だ」と述べたことがある( r日経アーキテク チュア J 840604) 。 もはや欧米のあとを

追 う必要がなくな った先進国 日本にとって、いまこそ「わが国将来の建築様式は如何にすべきやJ という明

治以来の設問に意味が見出さ れ る ( r新建築J ' 76- 6 月号) と考えたことのある村松だが、そうした様式探

求に対する 回答とは、要するに数寄屋だ ったということになる 。数寄屋というのは一種の組み立て直しの原

理 による建築だとする彼は、この世紀末の過渡的混沌の時代には、文明史的にもクリエートの時代ではなく、

洋の東西を問わず、いろいろな過去の様式やディテールなどによる組み立て直し大いに結構と、ポスト ・モ

ダンや折衷主義を肯定しているのはさすがに御時勢だと思つ 。

なお前述のように 、〈数寄〉については磯崎新がすでに 60年代に、いち早〈白井尻ーの「親和銀行本庖J に

おける家具調度に対する く見立て 〉の絶対性に注目し、 〈良一好み〉にマニエリスム的な発想を見出し、これ

を長いタイ トルの論文として発表している u新建築J '68- 2 月号) が、私もまた60年代半ば以降のマニエ

リス ム研究の過程で、現代建築と く茶の美学〉 との関連性に気付き、これを 問題にする必要を痛感して 、 と

りあえず試論の形で建築学会に発表したことがある ( '76- 6 月)。

私の場合は磯崎と異な って、 〈茶〉 という、いわば近世日本のルネサンス期に見られたマニエ リスム的な

美意識の展開について、同時期における西欧のそれとの文化的併行性に注目する一方で、、また現代マニエリ

スム との比較検討を試みようとしたものであ った。 ここではそうした内容に立ち入る余地はないので、その

輪廓のあらましを述べるにとどめるが、私がこの論考を発表した時点は前記10年前の本誌への投稿「後期的

近代の動向」の時点と重なるもので、当時このポスト ・モダ ン状況に先行する建築的状況を、私は一応マニエ

リスム的状況と呼び、これをあくまでマニエリスムの相の下に見ょうとしたも ので、次のように述べている 。

「そもそも 〈茶の美学〉が一つの建築論として取り上げる必要がみとめられるに至 った背後には、今日の

造形文化一般における 〈マニエリスム的状況〉があり、建築の分野でも、モダニズムの後期的段階からのマ

ニエ リスム的なデザイ ンへの価値転換によ って、ょうやくわれわれは く日本のルネサ ンス期〉 をはじめて本

来的な形として、現代の限によ って正しく把握すべき 段階に達したとい ってよかろう 。こうしてく茶の美学〉

レ イ ト モダニズム

は、一方では 16世紀の西欧マニエリスムを、他方では 20世紀の後期的近代における現代マニエリスムとの、

いわは・三角関係の中で、常に比較考察を加える必要があることはいうまでもない。 日本の伝統としての く茶

の美学〉は、今日 何 よりも、建築的に一つのマニエリスムとして、ほとんどそのままの形で方法論的に現代

に活かしうる特質をもつものと考えられる」こうした記述は 10年後の今日でもそのまま通用するものといえ

るのではなかろっか。

私のこうしたマニエリスム的な思考は 、やはり何とい っても、あのポスト ・モダニズムの始祖ともいえる

ロパート ・ゥーェンチューリの思想、特にその有名な著書 「建築における複合と矛盾 J ( 1966，"C & C " と略記以

下閉じ ) に負うとこ ろが大きい。 この著の出た頃から神大でのゼミのテキ ス 卜を、主として古今のマニエリ

スム関係にしぼったものだが、当初は く古今〉ではあ っても く東西〉 とまではいかなか った。後年になり、

〈茶の美学〉関係に 注 目するようにな って、そこに ふく まれる く佑び数寄〉 なる美意識が、おどろくほどこ

のヴェ ンチューリの "C & C " の思考 と通底するところがあるのを発見して 驚いたも のである 。この書の全

体を貫〈思想、の根幹にあるものが、何らかの く数寄〉であることは、本書の 冒頭における彼の宣言、、A Gen-

tle Mani f esto  " が、 ホ1 like". " にはじまることからもその一端がうかがわれるが、彼はこの宣言の中で自

らの「好み J を 、tr aightf orward" rすなおなもの J (直) に対する、、Nonstr aightf orward" rねじれたものJ

としている 。すなわち 〈佑び数寄〉の本質たる 「すねすねしさ J (助 ) である 。

〈茶の美学〉 と現代建築思潮とのかかわりは、実は前記明治以来くりかえされた日本回帰の建築的現象の

中にもあきらかに見られる 。例えばその第 2 期での堀口捨己の論文「茶室の思想的背景とその構成J ( 1932)  

において、堀口は く茶の美学〉 と上記西欧のデザイ ン思想、との併行現象への注目などとは全くウラハラに、



〈茶〉の日本的特性を強調する線で、茶室の 〈非対称性〉、〈多組材主義人 〈反多彩主義〉 などに注目するこ

とから、これらに関して、茶室とパルテノンとの比較を試みるなどという、すこし見当外れのアプローチに

より、かんじんの く茶の美学〉の本質を見失う結果となっている 。 これは要するに当時の合理主義的思考に

よるマニエリスム的な美意識究明の限界を示すものだと思う 。

一方、第 3 期の日本建築ブームに際しても、 〈茶の美学〉は、当時のいわゆる く縄文的なるもの〉の遣し

さ志向の中で、むしろこれとは対立したものとして、も っぱら否定的にのみ解せられたことは、当時の丹下

健三の論文 「現代建築の創造と日本建築の伝統J (  1新建築J ' 56ー 11月号) に明らかである 。 ここで丹下は

く縄文的なるもの〉の反テーゼとしての く弥生的なるもの〉の例として く桂〉をあげ、そこに「まつわりつ

いた くわび〉の性格」を文字通り、わび暮らしの 〈貧〉にむすびつけることから、 〈佑び数寄〉を「貧しさを

貧しさとして肯定し、それを感性的にうけとめて美化するという消極的姿勢」として、否定的にのみ解し、

〈茶〉における く1t び〉が、単なる く住 び〉ではなく く佑び数寄〉 としての く佑び〉 であり、それは文字通

りに素朴に解すべきではなく、両義的に解すべきことに思い到っていない。 これもまたモダニズム的思考の

限界を示すものにはかならないだろう 。

ちなみに白井氏ーは、この時期において、一見丹下健三や岡本太郎と同じ線で く縄文的なるもの〉に同調

する論を発表してはいるが、彼の思考が丹下等とは異な って、より複合的、マニエリスム的であったことは、

その論考「待庵の二i } J (1新建築J ' 57- 8 月号) に明らかである 。 1… 一利休の中では浦の苫屋と三千賀の

周衡と黄金の席が併存することができる 。なるほど山上宗二は く佑数寄〉 とはい ったが くわび〉 とは謂わな

か った。利休は数寄の達人であ った。 ・待庵の二丘は抵抗の数寄か、数寄のイロニィか 一芭蕉の くわび〉は

イロニィではなか った。利休の抵抗はイロニィを出ることができない・. .. .J  

4町

*  

世町

昨秋、石井和紘から T B S テレビに出演するから見て欲しいとの便りを受けた 。題して「四角いビルはも

う古い。ーーアメリカ現代建築の表情」。石井が案内役にな って、ニュー ・ヨー クやヒューストン ( テキサ

ス) の奇妙きてれつなポスト ・モダン ・スカイスクレーパのあれこれを披露してくれた 。 それは人々の遊び心

を楽しませるショウなのであ った。冒頭のペヴスナーの言葉のように、いまや世紀末本番、ロマ ン主義の支

配する遊戯的思考の時代である 。 ポスト ・モダンのスキヤ ・コンセプトは芸術至上主義のスキ勝手できまま

なデザインでトコトンまで個としての建築家の好むところに徹しようとする 。 <茶の美学〉で最も重視され

る く作意> = 創造性がそのまま現代に活きる 。そこでは作意の良否よりは有無の方が重視される 。いまアメ

リカではアレコレと面白い趣向のビルほど大衆にもてるという 。大衆に人員のあるビルはすなわちょい建築

なのだ。そうしたポ ップ建築の代表作家の頂点に立つのは、はかならぬ老ポスト ・モダニスト、非ミース的

( Mi esl ess ) ジョ ンソンその人である 。

そのジョ ンソンに、石井が 〈直島飛雲 閣〉 を見せる一幕があ った。 ジョ ンソンはい う。 1過去から歴史の

ロマ ンを借りて来るのはすばらしいことです。単なる先祖帰りではなく、あなた自身のロマ ンを…・・ J そこ

でテレビの字幕はこう語る 。 1いまアメリカは、ヨーロ ッパの歴史のロマンを、彼らの町の上に再び自由に

描くことが出来るようになりました 。」

文化的にアメリカニズムの圧倒的な支配下にあるわが国の建築の世紀末症候群は今後いかなる様相を呈す

るであろうか。そのうちジョンソンのあの "A T & T " ビルのごとき、いかがわしい 〈瑳妥建築〉が間後の

タケ ノコのように生まれ出る可能性もなしとしない。 さなきだに表現の土で幼児退行的な側面のある、風化

したポスト ・モダニズムである 。 この上さらに日本の歴史のロマンなど、奔放自在に姉かれてはと 、21世紀

の未来都市風景が気がかりなのは果たして私だけであろうか。

( むかい ま き や 神戸大学名誉教授・ 工博 )

53 



ポストモダニズ、ム 10年一私とポスト・モ夕、、ン

、ポスト ・モダニズム砂について、建築設計のみなら

ず各界のデザイン分野や諸領域で活躍されている有識者

の声を反映させたい、こういう意図で、各界の方々にア

ンケートをお願いしたところ、 21名の方よりご回答をい

ただきました。回答にあたり、編集委貝会より後掲のよ

うな設問をさせていただきましたが、この際、ポスト ・

モダン。という言葉の定義については、とくに厳密に行

わず、各界の最前線で活飽きれている皆様の *ポスト・

モダン 砂 をめぐって、自分自身の専門領域と現代デザイ

ンについて、設聞を参照しながら、自由に語っていただ

くことにしました 。

十人十色と言われる通り、さまざまな想いや感じ方が

あり、 水ポスト ・モダニズム。の多様性を反映している

と思わせる反商、 情モダン仰の枠組みをさらに発展させ、

より充実したホモダニズム。の発 への期待を感じさ

せるなど、非常に興味深い意見を頂戴することができた

と思います。個々のご意見については、そのまま掲載さ

せていただきますので、その真意令背景は読者の皆様の

方で自由に解釈していただければと思います。いずれに

しても、異なった分野に通じる「現代」の姿が、 「デザ

インJ という切り口から多少なりとも見えてくることを

期待したいものです。

このアンケートの回答予定者として、一応編集委貝会

での議論の上、選定させていただきましたが、まだまだ

多くの異なる立場の方々のご意見を反映させることも必

要かと思いますが、紙面の都合で限定したことをお許し

下さい。 また、これらのご意見について読者の皆様の方

でもいろいろとお考えを抱かれることと存じますので、

ぜひとも、それらのご意見、ご感想、を協会事務局の方へ

お寄せいただきますようお願いします。

そして、またつぎの機会にはさらにやポスト ・モダニ

ズム。の行く末について、大いに語り合いたいと思いま

す。

( 田中直人 ・藤田治彦 ・回附尚 )

一一一一〈アンケート設問〉一一一 守

い1 rポストモダニズム 10年」とは申しましでも、それは「ポスト・モダン」という言葉が一般化する 10年であ

り、実際のポスト・モダン <r モダン」以後) の変革は、アメリカのある建築史家によれば、 20年前の出来事に

なります。 さて、あなたの専門分野にとって 、そしてあなたご自身のお仕事にとって、この 10年ないし 20年

の閉におこったもっとも重要な出来事あるいは変化はどのようなものでしょうか。それは、上記のポスト・

モダン的状況の推移と何らかの時間的関係にあるとお考えでしょうか。

[  2  1  rポスト・モダンJ という言葉の獲得、そして、この 10年間の一般化あるいは大衆化には何らかの意義が

あったとお考えでし ょうか。それともむしろ何らかの弊害があったとお考えでしょうか。 もしご自身のお仕

事では「ポスト・モダン」とは別な言葉が新しい有力な動向などに用いられているようでしたら、それに関

して同様にお答え下さい。

[  3  1  この約 10年の聞に現れた建築物、家具、各種製品、 日用品などのなかで、あなたがもっとも注目した、ま

たは評価できるデザインはどのようなものでしょうか。それを高〈評価する理由や、それを「ポスト・モダ

ン」と考えるか否かなどを書 き添えて下さい。また、その写真等があれば、添付して下さい。

--- ーーー一一一一ーーーーー・ーー一一ーー一一ー一一一一一一一ーーー守 ーーーーー一一---ー一ーー一一一一一一 ーー一一一一ー一一一一ー一一. ..----一ー一一一一ー一一一一ー一一一一一一一一一- - - '

神 話 の 再 検 討

梅 津 修

私が審査官としてかかわ っている意匠登録制度は、 G マーク選定

制度とともに、日本のプロタクトテザイ ン分野における国家的な制

度の主要なものである 。意匠登録制度は、 1888年 ( 明治21年 ) の意匠

条例の制定によって始まり、一世紀の歴史を有し、 G マーク制度は、

1957年 ( 昭和32年) か ら 今 年 で30回目になる。

この両制度においては、今のところポスト ・モ ダンの スタイルを

顕著に認めることはできない。 G マーク制度での昭和50年代の特色

が「省エネルギーJ r小 形 化 ・軽 量 化J r機 能 の 複 合 化J rシステム化j

などといわれるように、両制度においては、むしろ、モダニズムが

進行している。ポスト・モダンのスタイルは、少数派であり、それ

も本来の過激さや批判は薄められたものが多い。

結局、プロダクトデザインにと ってポスト・モダンのデザイ ンは、

アヴァ ンギャルドで芸術的な存在であ って、現実のデザインに対し

て批評として意義があるものであろう。その批評 の 対 象 が 「 近 代J
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であるが、まさに、意匠登録制度と G マーク制度は近代的制度であ

り、意匠登録制度は、明治以来「殖産興業J r産業の発達J の目的の

下に、デザインを近代化の一翼を担うものとして組み込んできた。

近年の意匠登録出願は年間約 5 万 5 千件もあり、また、 G マ ー ク 商

品に選定されたことが有力な宣伝材料となる状況は、制度が成熟し

たことを感じさせる。そして、ここにおける「近代」とは、多様な

スタイル( モダンの純粋主義もポスト ・モ ダ ンの折 衷 主 義 ・ 相 対 主

義も) を含みうるものである。

したがって、プロダクトデザイ ンにおける近代は、やはりスタイ

G マー? ・ダ ッ ドデザイン大賞
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ア ン ケ ー ト

ルだけで、な〈、創造や生産のシステムを問題にしなければ、乗り越

え不可能であろう。その国家的な制度は、一層拡大充実を計られ、

コンビュータによる情報管理や海外進出に見合った国際化等が進む

と予想されるが、生活者の視点あるいは真に国際的 ・地球的な視点

から制度を再構成するための回路を模索する必要がある。そして、

両制度が前提としている新しきもの ( 進歩) の神話、および作家的

な創造性の神話について再検討しなければなるまい。ポスト・モダ

ンのデザインもいまだこの神話に囚われているように思われる 。

( うめざわ おさむ 特併庁審査第一部産業機総 ・得査官)

自然 科学 の ポ ス ト モ タゃニ ズ ム

赤 坂 一 之

建築や芸術一般におけるモダニズムも、自然科学の発達と全〈無

縁であったわけではあるまい。好むと好まぎるとにかかわらず、現

代のわれわれの生活、ライフスタイルは、その根底に、近年の自然

科学の発展の影響を色濃く反映している。近年におけるわれわれの

ライフスタイルの急激な変化は、 1920年代から始ま った自然科学の

、モダニズム H の帰結ともみられょっ。それは量子力学の発見によ

る物理学と化学の u モダニズムグで代表され、 トラ ンジスター、 L

S  1文明、石油化学文明をもたらした。 これらは、われわれの生活

の隅々まで影響していることはいうまでもない。

1920年代の量子力 学の発見以降を主として物理、化学の分野にお

けるホモダニズム。の時代とすれば、 1950年代におけるワトソンー

クリ ックによる D N Aの二重らせんの発見以降は生物学における、、モ

ダニズム。の時代であったといってよかろう 。それでは、生物学に

おける市モダニズム。はわれわれに何をもたらしたであろうか? 物

理、化学における、モダニズム。と生物学におけるホモダニズム。

との決定的な違いは、後者においては人閉そのものが対象として含

まれる点である 。

自然科学の特徴は対象の徹底した客体化と、より広〈通用する 一

般的な原理の飽くなき追求である。 1950年代の二重らせんの発見に

始まった生物学のホモダニズム。は、またたく聞に地球上の生物に

共通する、遺伝暗号。の解読に成功し、このことに端を発して、そ

れまでは本質的に近づき難いものとされ、 市神のみぞ知る 。とされ

ていた多くの基本的な生命現象の物質的基盤を、原理的には明らか

にすることに成功したのである。

1970年までには、 D N A→ R N A→タ ンパク質という情報の流れ

の中に 、地球上の生命の一般原理を見出すことができることが確信

された 。すなわち一つには人間を含む全生命が共通した基本原理で

営まれている事実が分子レベルで明らかにされたのであり、もう一

つにはその全生命が宇宙を含む森羅万象と同じ物質的基盤を持ち、

共通の物理、化学の法則の下で展開してきたものであることが示さ

れたのである。これが 、分子生物学。という名でも 呼ばれる水生物

学のモダニズムグがもたらした直接の成果であり、その客観的価値

であるといえる。

それでは、生物学のモダニズム。がもたらした生命に関する客観

的事実は、われわれの、個々の生命。にどうかかわっているのか?
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それは、われは何故にここにあるか? 。という主観的で根源的な聞

いにどうかかわっているのか 7

1970年に ]. モノーが書いた、偶然と必然。 1) は、科学者の側から、

この聞いを真正面に捉えようとした最初の試みを象徴している。冷

たい宇宙空間を眺めるのと閉じ冷酷なその目で、生命を眺める物質

的視点を獲得したわれわれが、どのよつな哲学的基盤で、個々の生

命。を生きるのかーーが今関われているのだ。これを生物学の、い

やより広〈自然科学におけるポスト・モダニズムの時代といっても

よいかも知れない。

時を閉じくして 1960年代の終わりから 70年代にかけて、欧米、と

くにアメリカにおいて、いくつかの新しい宗教運動が起こったが、

そのあるものは80年代の今まてーに急速に拡がっ ていることが注目さ

れる。生物学のモダニズムがもたらしたいわば無機的な生命観は、

過去何千年の歴史でっちかわれた宇宙観、生命観を持つ多くの宗派

にとってショ ッキングなものであったに違いない。この新しい相魁

の中でインテリ層は既成の宗派からますます遊離するー方で、新興

の宗派が急速に人の心を捉えるのは何故か? その解析は別にする

としても、これらの新興宗教の少なくとも一部の人達は、モダニズ

ムがもたらした生物観から逃避し、これを徹底的に排せきするかに

みえる。 ]. モノーのように真正面から見据える態度とは正反対の態

度といえる。このように、水自然科学におけるポスト ・モダニズム。

の時代はまだ始まったばかりであり、行く末のわからぬ不安定な状

況にあるといえよう。自然科学者自身をはじめとして、心の広い宗

教者やもちろん哲学者を含めてわれわれ現代人が、自然科学のモダ

ニズムが花咲いた 20世紀の締めくく4 りとしても、これを越えた新し

い思想、哲学を準備すべき重要なときにきているのだと思う 。

1 )  J モノー著/ 渡辺格・村上光彦駅 「偶然と必然J みすず書房

( あかきかかずゆき 京 都 大 学 理 学 部 助 教 授 生 物 科 学 者 連 博 )

形 態 は 自 ら 創 造 す べ き

岡山伸 也

1979年、イタリアの グループA L C H I MI A による、、パウハウ

ス。シリーズが発表されたかこれらは当時、一般的に、全〈予想も

できない奇異ともいえる形態を持ったキャビネット、ランプ、その

他機能の片鱗は感じられるものの、ほとんどオブジェクトと呼ぶに

ふさわしいものであった。このときの参加メンパーは最近まで D O

M U S 誌の編集長であ ったアレッサンド ロ・メ ンディーニ。 1981年

にM E M P H I S を始めたエ ッ 卜ーレ ・ソッ トサス。現在、デザイ

ン誌MO D Oの編集長であるアンドレア ・プランジなど、その後の

ポスト・モダン、ネオ ・モダンと呼ばれるデザインの流れに重要な

役割を果たすことになる 。

このパウハウスシリーズの出現は、私にとっても大きな衝撃であ

った。デザイナーとして常に未解決な重要な問題の存在に気付きな

がら、解決のための具体的な方法を見つけだせないでいるときだっ

た。そのやむにやまれぬ未知の何かへの衝動の原因は、今にして思

えば、私自身の、ポスト ・モ夕、ン。であった。

・正統なデザインの機能を解体する。なぜなら、それらはもうすで
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に退屈であり、機

能は決して人を幸

福にしてくれない。

・量産製品の神話

と異なる神話を語

る。モノは生産者、

流通者のために、

その利益のために

考えられてきた。

マスメリットは本

当に λ 々にとって

S T OOL  K A Z E NOK O 岡山伸也作 1984 メリットであるか。

それぞれ異なる 10人にはそれぞれ呉なる 10のモ ノが必要である。

・アノニマスの否定。 10人のデザイナーは全〈呉なったデザインを

しなければならない。大量生産、大量販売という毘にかかるな。大

衆という幻想はすでに解体している。デザインは自己主張するべき

である。

・過去の形態の引用あるいは折衷は逃避である。なぜなら形態ある

いは様式は自ら創造するものである。

以上がその後の私の ホポス ト・モダン宣言。である。

( おかやま しんや家具デザイナー)

f r omから t oへ

栄 久 庵 祥 二

デザインにおけるモダニズムは、その歴史的使命( 伝統主義・権

威主義の払拭) を終えるとともに、感覚的レベルでは倦きられてし

まった。モダン ・デザインとは異なるものの中には、キッチュやミ

ッキーマウス的なもの、クラフトのMいを含めてさまざまに分岐し

ている。が、その中にあって、しばしば曲線のコントロールされた

使用を通じて表現される形態の「優美さ」は、モダン ・デザインの正

統的後継であると言ってよい。 ドイツのインダストリアル ・デザイ

ナ一、 H. オールは、これを機能の純化( ビューリファイ) によっ

て得られる造形と表現している。規律と情感を合わせて実現した彼

による家具は、その例証と言ってよいかもしれない。この新たな古

典主義的感覚は、世界的な社会の保守化の傾向にあ って 、今後長い

寿命を保つと予想される。

貴族主義的でhかつ知的雰囲気を持っこうしたデザイン感覚の一方

には、モーターサイクルやステレオの世界で追求されるマニアック

な美学がある。公約数的ではない、唯一無二の独自性こそ、その美

学のよって立つ基盤である。量産が進展し、あるいはものとしての

性質上、共有共用が重きをなさなくなった( なさない) 製品領域で

は、こうした現象が起きて何ら不思議はない。ここにも「モダン」

を越えたもの文化の一つのあり方がある。

ポスト ・モダン現象に一つ共通することは、かつてのように信条

とか主義を背景にしてものが作られなくなったことである。世直し

の気負いなどきらきらなく、デザイナー各人が自らの関心や感覚の

おもむくまま、自由かつ気ままに作りつづけている。受け手と同様
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に作り手もまた、諸個人である。

ポスト ・モダンの風潮は、新しい試みを奨励する意味で意義があ

った。ただ、ポスト ・モダンはモダンから (fr om) の表現であ って

も、へ (tO) についてはまとまったことを主張しているように思えな

い。その意義は、デザイナーを含め、現代を生きる人々に、それぞ

れの自主的な探求を促している点にある。

( えくあん しょうじ G K研究所所長・デザイン研究者)

クルマ一 人間くさく、ひかえ目に

岡 田 稔 弘

私が最近体験したいわゆる「モダンデザイン」ではない* よいも

のH ホいい感じ' についてお話ししたい。

今年の 2 月 1 日から 4 日間、伊豆の川奈ホテルに逗留した。無論

この有数の高級リゾートホテルに、遊びでこの時期こられる身分で

はなく、私が開発のチーフをしている「ソアラ」という車の新型の

記者試乗会をこのホテルを拠点として行ったお陰である。この川奈

ホテルのロビーと部屋の洗面所がとってもよかった。大変気に入っ

たロビーは、高い天井に50cm角もある美しい木自の梁( けやきに似

ている) がはしり、所々の大理石はその存在を主張しない。落ち着

いた調度品とともにすべてが* さりげない。のである。何時間そこ

に居ても追い立てられるような気はしない。部屋の洗面所の方はそ

の大きさが気に入った。適度に遊びのある空聞は実にちょうどよく、

気持ちよい。昭和の初めに建てられたこのホ テルは、近代的モダ ン

デザインのようにスペース効率やインテリアの劇的効果はねらって

いないと感じられる。後になって、ポスト ・モダン ・デザイン" とは

あの何となく居心地のよい感じなのかなと思った。" 人にやさしく、

さりげない。これがモダンデザインに欠けていたのかもしれない。

きて、自動車はどうなっているのだろうか? ここ 2 - 3 年のモ

ーターショウに世界の各メーカーが出品した近未来の車「コンセプ

トカーJ ( 写真 1 - 3 ) を見る限り、建築やインテ リアで注目されて

いる、ポスト ・モダン ・デザイン砂の兆候は見られない。徹底した

「空カスタイルJ と走行性能や新しい情報機能のための「エレクト

ロニクス J が共通したテーマである。それではクル? にポスト ・モ

ダニズムはないのか. .. .. . といわれると、私は実は違ったかたちで

写真 3 19自5年 「トヨタ F X V J  

トJ
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「ある」と思っている。クル? のスタイルや様式が、ヴィンテージ

カーやアー j レデコを指向するのではなく、内味の方から始ま ってい

るように恩える。

私事になるが、今回の新型ソアラの開発で最もカを注いだ点は、

数値化できない感性領域での質的向上である。超高速で¥いかにス

トレスなしで走れるか、ハ ン ドルを切 ったときの手応え感、フラ ッ

トでし っかりした乗心地、エ ンジ ンやドアの音質、肌ざわりなど、

その例は枚挙にいとまがない。これらは何馬力だとか o- 400
m

何秒

のように簡単には数値化できない人聞の感性である。新型ソアラは

世界で最もエレクトロニクスを多用した車であるが、その目的は上

述の感性領域の質をより高めるためである。新技術をぎらぎらさせ

ないて
J

、極力 、さりげなく 。 をモ ッ トーとした (写真 4 ) 。

私は当面、クル? の ホポスト ・モダニズム。 とは先端技術やハイ

テックを「人聞くさく、ひかえ自に」行イ愛してゆくことであり、そ

れが様式 (スタイノレ) までおよ ぶのは相当先のことだと思 っている。

( おかだ としひろ トヨタ自動車体式会社製品企画室主査 ソアラ 開発)

多 様 化 の 商 品 化 住 宅 へ

太 田 博 信 十 4

「ポスト ・モダン」をデザインの一つの潮流として認識するだけ

でなく、私は新しい社会変革を表現する概念として理解したい。多

くの人々は、工業化社会 ( モダン社会) は終わりを告げ、新しい脱

工業化社会( ポスト ・モダン社会) に突入しはじめたと認識してい

る。世紀末でなく世紀始めの、この社会に生存をかけた人々の心の

ゆらぎをどう捉えるかが私の関心事で、目下その有徴現象を観察中

である。身近な仕事仲間の声を順不同で、収録した。

・電話で話す[ > 敢えて手紙を書〈

質の良いもの[ > かわいいもの

かっこいい? 椅子式生活[ > I 日本人の血」が求める座の生活

カロリーメイト[ > 愛のこも った手づくりおにぎり

ポスト ・モダニズムは単にデザイン上の一つのトレンドではなく、

人間性の回復を求める人々の心に根ざした「昭和ルネサンス」であ

る 。 ( 大 洲 和 彦)

・シャンデリアの輝〈リビングノレームと、め ったに使わないあるい

は使えない 6 畳の和室を死守している日本の住まいの状況は、まだ

形態上の分裂症的折衷主義。新しい住文化の創出のために多元的コ

ミュニケーション 〈ポスト ・モダン〉がさらに喚起きれなければな

らない。 (穐本敬子)

・消費者のトレ ン ドを採ると、噌好の多様化、感情の重視、記号性 ・

象徴性を優先する傾向など、明らかに変化を見せている。これは交

換価値が使用価値を上回るという消費社会の今日的状況を反映して

いるわけであるが、この「価値観J の多元化、拡大化あるいは転換

こそ、まさにマーケ ッテイ ングにおける「ポスト ・モダン」的状況

といえる。 (進藤正寿)

・キーワードは説得力。説得の対象をより大きな集合に向けるベク

トルがモダニズムのベクトル。より小さな集合に向けるのがポス

ト・モダンのベクトル。前者の極がインターナショナルスタイルと

して具現化したとすれば、後者の極は多様化を前提とする商品化住

宅 の 中 に 具 現 化 さ れ る の だ ろ う か 。 ( 田 中 ま ほ み )

( おおた ひろのぷ+ 4 積 水ハウス東京般計部長ほか )

日本的美 意 識 を掘 りおこせ

駒 田 楊 子

1979年、私はニューヨー ぞの S. O.M でインテリアデザイナーと

して働いていた。そのとき、フィリ ップ・ジョンソンは I A T &T J

ビル案を発表し、建築におけるポスト ・モダニズム実践段階の第一

撃を与えた。

S. O. M モダニズムの牙械にいる建築家達は、まずは大変な拒否

反応を起こした。 Iフィリ ップ ・ジョンソンが N . Y .にチ ッペンデ

ールの頭飾りを付けた高層ビルをたてる… … … 。 J

R ' ベン チュ ー リは、ポスト ・モダンの発想、を世に問いかけた人で

ある。しかしその作品は比較的少なく、フィラデルフィアという 地

域性もあり、一般にはマイナーな存在であった。しかし、 A T & T は

誰が何と言おうと、フィリ ップ ・ジョンソンが、マンハ ッタンにポ

ス ト・ モダンの高層ビルをたてるという、メイジャーの S. O. Mの

デザインセオリーを根底からゆるがす衝撃であった。

それから、マイケル・グレープスが華やかに登場し、「そんなパカ

な」というショ ックから、この久しぶりにおとずれた建築界の流行

に後れてはならじと、 S. O.  M もそれらしい飾りものの工夫をこら

しだした。

一方、日本の S. O. M的存在かもしれない日建設計を見ると、一

つの見方として「アメリカのモダニズム建築の名作に匹敵する建築

は少ない。しかしよく見わたすと、新しく 7 年の工期をかけ完成し

た大阪市庁舎のような ( 日本銀行大阪支庖も含め) 、大阪の歴史、地

域性、前建物の遺物をひきずりながらっくり出した建物の方が、ポ

スト ・モダンとも言え、インターナショナルな限から見て興味深い

のではないかJ と言える。日本人にとって、モダニズムは、その工

学的発想、シンプルな美意識により、わかりやすいものであ った。

しかし、ポスト・モダニズムには、大阪市庁舎にみられるような日

本の土壌、風土的美意識を掘りおこす芸術的発想が必要で、あろう 。

( こまだ ようこ A D & A主宰・イ ンテリアデザイナー)

モ夕、、ニ ズ ム の 果 て に

子
土

工

4

A什

E

↓

叶

J
有

、ポスト・モダニズム。について語ろうとすれば、まず、モダニ

ズム H とはどのようなものであ ったかという定義が原則としてなさ

れねばならない。そのことに関しては、この特集で論文を書いてお

られる向井先生の著書、モダニズムの建築。 ( ナカニシヤ出版) で十

分位置づけをされている ので、私なりの理解と紹介は、ここではや

めることにしたい。

この文章の読者が向井論文を読んでおられるものとして、ホポス

57 



ア ン ケ ー ト

ト・モ ダニズムグについて考えていることを述べてみたい。

ここ 10年から 20年の聞の種々の芸術的 ・思想的活動の一つの流れ

をホポスト・モダン。と呼ぶとすれば、それらの活動にみられる特

徴は、、、モダニズム。と較べて、多様化、個性化、複雑化、装飾性が

強い、象徴性が強い、懐古趣味的傾向が強い。ということがいえる

だろう。そのことは、私たちの日本の現実の生活にどのような意味、

意義、方向性を与えたのだろうか。ホポスト・モダン。はポスト産業

社会、情報社会、消費社会をそのまま、素直に反映して展開されて

いる事態である。そうでない社会、たとえば中固などのような社会

では無縁のことがらである。

評論家吉本隆明氏によれば「現在伝統的な表現の世界が、高度な

もの、価値のあるものとみなしてきたものが、高度なもの、価値あ

るものだと決定できなくな ってきた。それと逆に低俗なもの、価値

のないものとみなされてきたものが、全 OJ I j 途の差異線にそって、

高度なもの、価値のあるものを実現するようになってきた。そうい

う事態から、現在、わたしは、静かに震婚されているのではないか。

だがこれこそ、ポス ト・モダングの特徴であって、ベンヤミンや日

本の花田清輝のような人々が先駆けても っていた認識である」と述

べている。このような感じ方は、現実の事態の進行( サブカルチュ

アの氾漫など) をみればなるほど説得力があるようにみえる。しか

し、はたしてこのようなオプティミズムでよいのだろうかと考えこ

まざるを得ない。

ポス ト・モダンの特徴が、モダニズムそれ自体が矛盾したものを

内包しつつ、掲げた時代意識の問題性 ( それはある意味では人聞の

自由や解放の問題、認識の方法論の変革の問題をも含んで、いた) を

本当の意味でのりこえ、実現していく方向の線上にあるといえるの

だろうか。このようなオプティミズムが、ポスト産業社会、消費社

会の中で状況に押しながされ、混迷の中になげ出されている私たち

の現実をつくり出しているのではないだろうか。

現代芸術の分野でも表れてきている新しい傾向、何でも包んでし

まうクリストの作品や、ビテオアートやア ンデ ィ ・ウォホールらの

作品は、それ自体はす ぐれた芸術作品であるし、現実への批判精神

があふれた作品であり、まさしくポストモダニズム のアートである

が、清水徹氏のい うごとく「 、近代芸術。 と全 〈異質の作品の作品

というか芸術行為」であるとは思われない。

これらの作品すらも、「モダニズムJ が提起した新しい概念や思想

( とくにダ夕、やシュールリアリズム) から決して自由にな ってはい

ず( それ自体悪いことではない) 、その表現行為自体がアメリカ的社

会、巨大な消費社会、情報社会の中の時代意識の表出として感じら

れる。それは消費社会、情報社会の中の人間性の悲鳴のような気が

してならない作品群である。

uモダニズムグが掲げた命題( それ自体いろいろ矛盾を包むもの

であったが) の革命性や革新性は 1920年代以後さまざまな役割をは

たし、さまざまな作品群を産み出してきた。しかし 、モダニズム。

によ っては実現きれなか った部分、とり残されてきた部分に対して、

一つ一つ丁寧な汲み上げの作業が、今、世界の各地で静かに行われ

つつあるようだ。それらは人間の生活と技術の問題、環境と歴史性

や地域性の問題を一つ一つ根本からみつめなおすという、や っかい

で地道な作業であり、水ポスト・モダン。と十把ーからげにしてはい

けない活動である。これらの作業や活動が地域に根ざしているため
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に、爆発的な流行やスタイルになるとも思えない。

日本のモダニズムの帰結が、私たちの自の前に展開されている歴

史上まれにみる醜い街の風景であるとすれば、それをのりこえ、変

革していかねばならない。しかし、ポスト ・モダニズム。にそのよ

うな視点があるとも恩われず、むしろ柄谷行人がいうがごとくドポ

スト・モダン。はもはや思想的な事件ではありえず、ポスト産業主

義の急速な進行の中に吸収され、むしろそれを促進する恰好のイデ

オロギーとなりはてたのではないか」という問いかけの重きの中に、

建築におけるホポスト ・モ ダニズム。はどのような返答をかえすこ

とができるのだろうか。私は疑問に思う。

(あ りむら けい こ Team Zoo いる か設計集団 建築設計者 )

自 己 参 照 シ ス テ ム ーアレギザンターによせてー

難 波 和 彦

昨年 3 月にとりあえず竣工した( というのは現在も建設中だから

であるが) クリストファ一・アレギザンダーと環境構造センターの

設計による< 盈進学園東野高校キャ ンパス > が、最近では最もエポ

ックメーキングな建築だと考える 。

盈進学園東野高校キャンパ ス

ポスト ・モダニズムを単なる形態上のファ ッションとしてではな

く、もっと広< rモダニズムを対象化、相対化する思潮」として理

解するならば、アレギザンダーの試みはまさにポス ト・ モダニズム

の本流といってもいい。ただし、アレギザンダ一自身はスタイルと

してのポスト・モダニズムをは っきりと否定しているから、これは

あくまで私自身の独断的な読み取りである。にもかかわらずアレギ

ザンダーをあえてポスト ・モダニストと呼びたいのは、彼の思想、が

極めて体系的なものであり、その底にモダンな科学 (建築ではない)

を突き抜けることによ ってそれをく建築の科学> へと統合しようと

する野心が窺えるからである。

ポスト ・モダニズムを特徴づけるキーワードとしては、さまざま

なことば一一記号、差異性、過剰、演劇性、虚構、不確定性、唆味、

多義性、微分化、消費、エントロビー、ソフトテクノロジーなど一

ーがあげられるが、そのすべてに共通する視点は< システム思考>

である。つまりモノを見るとき、それを単独に切り離して見るので

はなく、他のモノとの関係、あるいはそれが置かれているコンテク

ストを見るのである。さらにいえば、モノが先行するのではなく、

関係とコンテクストがモノを生み出すという捉え方である。これを
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突き詰めてゆくと、最終的にはシステムの中に自らの視点までも取

り込んだく官芭芸家システム> に到達する。

アレギザンダーの思想、を支えているのはこの自己参照システムと

いう視点である。建築をシステムと考えるだけでなく、人間( 使用

者、設計者、建設者，社会を含む) との関係で捉えること。しかも

自らがそのシステムの一員となること。< ノマタンランゲージ> の革

新性もそこにある。

建築のデザインとしてだけ見るとき、盈進学園東野高校には当惑

させられる面もあるけれど、その実現プロセスを知り、さらにそこ

に私達の視点を据えてみるならば、そこに潜む問題の広大きに限も

くらむ思いがするに違いない。

( なんばかず ひこ 一級建築士事 務所界工作合代表 目処築殴計者 )

形 態 情 報 の 自 由 な 獲 得 へ

池 上 俊 郎

ポス ト・ モダニズムという言葉には、いつもあいまい模糊とした

世界を感じてしまう。さまざまな定義は、実態を捉えていないよう

な思いがしてならない。私なりに敢えて定義づける一一建築・イン

テリアデザイ ン ・家具デザイ ンにおいて一一ー とすれば、 *シ ンボリ

ズムをベースとして展開する、非モダニズムな形態あるいは空間の、

多様かつ広範で非脈絡な、同時存在' とでも呼べるであろう。

よく比較されるホインターナショナルスタイ) 1 ; " は、プロトタイ

プを軸に、プロトタイプの発展系として、個別の建築家が特殊解を

形成していた。、ポスト ・モダニズム' は、特殊解の連続であり、ル

ーツとなる一般解すら見極めにくい。

建築における過去20年間の現象は、以下のように考えられる。

1  . モダニズムの確立/ 巨匠= ドクー? の時代の終えん

2. モダニズムのさらなる深化/ 建築計画理論、機能形態言語

の探究 ( 都市論、コ ンテクスチャリズム、リアリズム、フォルマ

リズム、 etc. )

3 . モダニズムの昇華/ 既成のカテゴリーからの離脱、他領域

への積極的関与と自領域化、背景としての自由な造形意思.

Et t or e  S ot t s as s  J r ./ Car l t on/ 1981 

この過程が、い

わゆるポストモダ

ニズム状況の、力

強い論理的根拠を

形成していると考

えられる。

ここに示すのは、

私が目にした建築

を中心とするデザ

インのいくつかの

写真である。ソ ッ

トサスの家具とゲ

リーの建築は、異

なるジャンノレにあ

って同じ思考にあ
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る。本棚 あるいは

建築としての厳然

たる 機能 を保持し

つつ、ステレオタ

イプ化 した機能言

語と形態言語の関

係は見いだしにく

い。ヤーンのカー

テンウォーノレは、

都市 を象がんしつ Fr ank  O.  G ehr y  

つ、形態を消し、

自立している 。

形態情報の拡大

を図る キーワード

としてポスト ・モ

ダンはホ呪文。の

役割を果たすが、

原理の言葉として

実態化 していない。

そうした根無し草

性に危倶を覚える。

むしろ モダニズム

の正統な発展段階

の一局面と位置付

け、現実化される

実態の論理的背景

を探ることの方が

重要であるという Hel mut  J ahn 

P hot o  T .  I KEGAMI  

P hot o  T.  I KEGAMI  

思いがする 。理論的蓄積が、自由な形態情報を確実に獲得し、あい

まい性を超えた実態を産みだすことにつながると考える 。

( いけ がみ としろう 池上俊郎建築事 務所所長 ・建築鮫計者 )

いま、モ夕、、ンの嫡熟へ

林 ;
E ヨー-

E ヨ一一

私たちが戦後これまで作ってきた建築が、後の時代にどのような

様式として分類され、呼ばれることになるのか分かりませんが、今

のところ 『近代J rモダンj と仮称されています。現在が 『モダンj

であるというのに最新の様式を 『ポストモダン j と呼ばせようとは

いかにも無理な話ですが、過去にも似た例があり、それが新たな様

式であることを現在の様式との違いによ って名付けようとするとこ

ろは、かの f分離派J rセセ ッシ ョンj を恩わせます。

建築においてもデザイ ンが大衆を相手にした面白いものであるべ

きは当然のことです。にもかかわらず、過去しばら くの閉そうでな

かったのは残念なことですが、それは建築が工業化を迎え入れるの

に精一杯だったためで、その段階では、工業化の意味を思い詰める

あまり、デザインか禁欲的なものとなるのは無理からぬことでした。

しかし今や、先進諸国では工業化も成熟の段階に達しました。デ
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ザインは、背伸びして技術の行く手を指し示す役割から解放され、

工業が拓いた前人未踏の可能性を存分に味わうことができます。工

業化時代の欄熱した様式が、今から始まります。私たちは、建築を

訪れるお年寄りたちが、生きていて良かったと思うような、わくわ

くする空間体験を作 り出すことができるようになりました。

言うまでもあ りませんが、わくわくするということは、外国や過

去の様式の断片に 出会うなどということではありません。大衆の興

味はそんなものとは無縁です。誰もが理屈なしに面白いと思う建築

を作るのが、これからの私たちの仕事です。

( はやし しよ うじ 日建設計 維 築 設 計 者)

ポスト・モダンは「お子様ランチ」か

岡橋 作 太 郎

ポス ト・ モダンの設計を見るとき、私は「お子様ランチJ を連想

することが多いのです。 Iお子様ランチ j は子供の T A S T E を軽〈

見ているのです、小さな紙の旗を立てるなどして子供を甘やかして

もいるのです。

今から 60年も前、モダンアーキテクチュアーすなわち近代建築が

生まれたときのことをお話ししましょう。真面固な家系に生まれた

「近代建築」君の楓爽たるテ・ビュー姿に純真な建築家達は一斉に彼

の周に群がりました。近代建築の家元のようなル・コルビュ ジェの

「家は住むための機械である J という言葉も新鮮な魅力であ ったの

です。

その後、いつの頃からか、たぶん日本人の生活が楽になってきた

頃からでしょう、近代建築の人気が急速に下がってきました。近代

建築は無味乾燥、殺風景だ、というのです。「建築を機械だJ などと

いうような無茶なことがあるものか、という人も出てきました。そ

こに、「ポス ト・モダンJ 君が登場してきました。

そこで、「近代建築j 君の長年の友人である私は一言、同君のため

に弁じたいのです。ル ・コルビユジェはこうも言 っています、「建築

はすぐれて芸術である。建築は功利的なものの彼方にある。建築と

は人を感動させる比例を定立することである。無生の石でドラマを

作り出すことである」と。「住むための機械である」という言葉だけ

を取り上げて非難するのは、文章の C ONT E X T に留意しないから

であります。これで、「近代建築J 君に何の欠陥もないことをほぼご

了解いただけたと思います。

しかし実際に出来ている建築はまずいのが多いのは何故か、とお

っしゃりたいのでしょう。それは出来上がる建物の数に比べて立派

な建築家の数が少ないからです。「近代建築j 君のせいて酬はありませ

ん。

「ポスト・モダンJ 君は、私には建築家の発想、から生まれたもの

ではなくて、レストラン経営者の発想、からのもののように思われま

す。レストラン経営ということも必要なことですから、ムキになら

ずに、気楽にこれを眺めることにしたいと思います。

( おかは し さく たろう 元 日住設計・ ill 築 設計者t )
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人 間 性 復 権 の 社 会 胎 動

久徳 敏 治

“建設することのあらゆる理論的方法は、必要性がその発端とな

ったし、妥当性がそれを育て、使用がそれを明示した。そして最後

に快適性によって監視されたのである " というアルベルティの建築

論( 相川浩訳) にまつまでもなく、建築様式はその時代の思潮に応

じた必然性に順じて位置づけられる。ルネッサンス期をくぐりぬけ、

近代合理主義の台頭と時を 同 じくして、新しい技術的変貌に支えら

れて、近代主義( モダン) が萌芽したことは周知のところである。

この近代主義が古典性を尊重する重厚な歴史主義から脱却しえた背

景には、新しい材料なり、構法の援用による技術的建築との表層的

な見方もあるが、識者の説くごとくその起爆力はもともと時代の要

請としての新しいイデオ ロギーなり造形感覚の覚醒によ っていると

の指摘はもっともと理解できる。

ところで、わが国において近代的建築が導入されたのは明治・大

正期であり欧米の近代主義の台頭と時を同じくするが、初期の折衷

主義という歪められた建築の過渡期を除くと、以来戦前まではどち

らかといえば歴史主義的な色彩の強い建築様式を踏襲してきたと見

る。さらに，アメリカで根づいた近代主義後期の国際主義の本格的

な流入は戦後のことで，戦後の建築ブームを支える一様式として定

着しているが、以来アメリカ・コ ンプレ ックスからまぬがれていな

し、。

きて様式論議であるが、一技術者の目から見るとき、そもそも近

代主義への衣替えにはそれ相当の思想上，技術上の変革に裏付けら

れた時代的推移と納得するとしても、ここ 10年来叫ばれているポス

ト・モダンの潮流にはそれを支え、原動力となる思考上の変容や技

術的な革新にきしたる迫力がなく、近代主義への倦怠からくる反動

として、また習慣的手法に対する嫌悪による退行としての素朴な見

方もあるが、必然性は希薄で、ある。も っとも私としても新しい息吹

を感じないわけではなく、たとえばフィ リップ ・C ・ジョンソンの A

T & T ピルに近代主義を支えてきた機能主義、構成主義の脱却を、

抽象的で象徴性に富む様式をかいまみるわけであるが、しかし、大

衆化、表象化、多元化などの標携の下に、建築家の横暴も感じない

わけではなく 、20世紀の巨大な墓標を努事長とさせる。

しかし、大衆に理解しがたい狭い領域での喧喋なポスト・モダン

談義に見られる内容は、実体を伴わない特異な芸術的コードをつく

りあげても、多分に遊戯的感はまぬがれず、大衆とくに商業資本と

深〈結びついてかくも隆盛をきわめたモダンに比して、直接建築物

に関係のない建築論であ ったり、建築評論であるとの誹りはまぬが

れがたく、明治 ・大正期の文学論や文学評論に見られたごとく、欧

米の受け売りに終始するもので、自立性に欠けている。わが国は古

来より長い歴史に培われた国民性なり、感性があり、欧米の建築様

式の踏襲でなく、わが国固有の建築様式の蔭成が期待されてよい時

期ではなかろうか。

それにしても、戦後40年の経過の中で、科学技術の躍進に焦りを

感じ、構成主義にも退屈した状態で新しい様式を創造しなけれはな

らないという観念的な悲愉感には同情を禁じ得ないが、そもそもモ
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ダニズムは“ 近代科学" という時代的コンテキストと欧米という社

会的コンテキストの合流によって一つの大河に結実した芸術的営為

にほかならないが、私達の心のなかには非科学的文化に価値を見い

だそうという伝統的な芸術感が気おくれとして渚在するという。こ

の潜在能力を足場にモダンを超越する一つの橋頭餐としたい。もっ

とも、建築が最終的には個人の意志に依存するものであり、個人を

支えている地域的、社会的、経済的特性を反映する情動にもとづく

ものであるかぎり、ポス ト・モダンも個性化、 人間性の復権という

社会胎動のーっとしての過渡期的役割は高〈評価されてよい。

( ひきとく としはる 竹中工務府大阪本府設計部専門役 ・精進設計者)

デ ザ イ ン の 多 様 な 表 現

鈴 木 良 介

[ 1 ]  R. Venturi の ILearni ng f rom Las  VegasJ から強い衝撃

を受けた。正統的モダンのデザインを学んでいたつもりの私にとっ

て、それは、歴史的現実として否応なしに認めざるを得ない事実で

あった。しかし、そこからデザインの自由ということについて、い

くつかの可能性を感じとることができた。作品の中で、それを試み

るということはできなかったが、私自身の意識のなかで、ポスト ・

モダン的状況を同時的に感じていたことになると思う。

[  2  ] モダン建築が新しい材料と構法などをともなって登場した

のにくらべ、ポスト・モダンは、デザイン上の変革であって、基本

的にはモダンの線上にあると考える。モダンがモダニズムの必然と

して、より徹底したイズムのなかで身動きができなくなってしまっ

た状況から自由になったことの意義は大きい。

ポスト ・モダン的状況は、すでに若い人たちを中心とする文化的

状況としてあった、いわば歴史的必然であって、ポスト ・モダンの

一般化あるいは大衆化とい う方向では考えていない。

新しいものには常にいろいろの弊害が伴うものである。たとえば、

学生の課題作品などにも、単に変わっていればよい、あるいは、奇

抜であればよいとする傾向がみられる。建築を考えるとき、よき形

態についての基本は常にまもらねばならないことであり、現代的状

況としてのポスト ・モダンにあっても、それはモダン等の遺産の上

に、多様な表現の可能性を追求する知的なものであって欲しい。

[  3  ] 上記の意味で、注目するポスト・モダンのデザインとして

棋文彦氏の一連の作品、ここでは「前沢ガーデンハウス」をあげる。

前沢ガーデンハウス 北面

( すずき リょうすけ京都工芸繊維大学工芸学部建築学科助教授)
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都 市 を 見 る 側 か ら

紙 野 桂 人

都市の方から、人と空聞のデザイン現象を見ている者の立場とし

て一言。

都市の時聞は、文化・社会の個々の現象の時間よりもかなりスパ

ンが長いものである。たとえて言つならば、都市という名の博物館

の中に、いろいろの文物が入れ替わり立ち替わり登場し、都市の表

装を形づくる。しかし博物館そのものは、より長い時間を生きつづ

ける。それが廃櫨になったり、建て替えられたり、場所を移したり

するのは、都市社会の要請に本格的な変化のあったときである。

このような都市の時間において言うならば、都市はいま本格的に

モダンの姿を現しつつあるのであって、ポスト ・モダンというより

もハイモダンの入口にあると言うべきであろう。

都市のモダンは、新都市の建設や再開発、道路・交通システムな

ど都市の骨組みの大規模な組み替えの中で進んできた。それにとも

なって、人間の居住と職業もそのモードを大きく変えた。それらは

これから都市という名の博物館として、機能を発揮しようというと

ころにある。

この館を館として使いこなし、自分のものにするためには、改め

て人間と社会の側からの働きかけが必要で‘ ある。いま、都市社会に

起こりつつあるさまざまな考え方の変化あるいは切り替え、デザイ

ン現象の変容はそのー速の リアク ション として理解できると思う 。

その生き生きとした動きが見られない都市社会には、モダンの廃城

への坂道が待っているだけである 。

現在、認められるハイモダンへの精神的リアクションは、つぎの

ようなことに関連すると理解している。

1. 用語 ・文脈の解体と再提示

2 .  Ethni c Cul ture としての空間理解

3. 無用の用の認識

4. 分ける思考から合わす思考へ

5 . 夢と現実の選選

( かみの けいじん 大阪大学工学部主s築工学科教授)

保 全 と 伝 統 、 地 域

柴 田 正 己

難しいアンケートですが、思うまま簡単にお答えします。

1  ) 日本の近代建築 (明治、大正、昭和戦前) の保存に対する考

え方に、大きな変化がみられるようになった。 10数年前に比べて、

これらの建築に対する保全 ・再生工事が積極的におこなわれるよう

になったと考えられる。これは歴史的に重要な建築を文化的な遺産

として後世に保存していこうというだけではなく、画一化 して冷た

い感じのするモダニズム建築( 現代建築) への批判として、戦前の

様式主義建築の保全 ・再生が試みられている部分があるとは考えら

れないのか。過去と切り離され経済性 ・合理性を追求した現代建築
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の無表情さにあきたらなくなった人々が、装飾が豊かで、変化に富

んだ過去の建築のデザインの表現に価値をみいだしたと考えられは

しないのか。

2)  G ・M ・ディクソンによれば、「ポスト ・モダンとは過去の伝

統によってデザインし、古典主義や地方性をもった建築言語を応用

し再構成するものである J と言われているが、近代建築を乗り越え

て温かい人間味のある建築へ向かうことは素晴らしいことである。

しかし、そのために過去の建築様式が新しい建築につけ加えられて

いるのではないかと恩われるのは、少々気になるところである。歴

史から学ぶことは大切でみはあるが、正しい評価がなされなければな

らないと思う。

3  ) 日本の現代建築の中て¥小生が見た範囲内で言わせてもらう

ならば、名護市役所 (1981年竣工、設計象設計集団) である。南

国のまばゆいばかりの太陽の下でみたときの印象は強烈であった。

この庁舎の外観は沖縄の伝統的な民家の形態をデザインの基調にと

り入れながら、新しい解釈の下に発展させ、新しい時代の市庁舎と

してまとめられている。この庁舎は正面よりもパ ックシャン( 背面)

の方が変化に富んでおり、デザイン的におもしろい。それは沖縄の

民家の寄棟屋根を恩わせる形をつらねたもので、それぞれの屋根は

プレキャスト ・コ ンクリート製のルーパーとな っており、その下は

テ ラ ス ( 地元ではアサギ広場といい、昔から集落の精神的、物理的

な中心としての役割を果たした広場である) が設けられている。こ

の庁舎は近代建築が切り捨てた伝統的、地域的、文化的なものをと

り入れ、みごとに新しい建築形態の中によみがえらせた個性的な建

築である。 ( しばた まさみ堺市立工業高校教諭)

都 市 景 観 の パ ラ ド ッ クス

佐 野 潤 ー

鉾流橋から中之島を眺めたとき、公会堂の様式建築と高速道路が

シュルレアリズム絵画のごとく唐突に出合っている様は、現代都市

景観の典型であり、そのコントラストは、都市の歴史を感じさせる

と同時に、それよ五が作られた時代の違いをも明瞭に示しているよう

である。コンクリートとスチールのきわめてサV ハリッヒな高速道

路は、モダニズムの象徴的産物でみあり、一方、石と煉瓦と装飾的デ

ィテールの公会堂や鉾流橋は、モダニズム以前の時代の産物という

ことになろう。しかしながら、この単純な時代判定には一つの誤り

がある。確かに公会堂は大正時代、高速道路は 1960年代の産物であ
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るが、鉾流橋のデザインは80

年代のものであり、実はその

新旧の関係は逆転している 。

すなわちこの景観には古いも

のが実は新しいというパラド

中之島公会堂と鉾流橋、そ して高速道路 ックスカ勺替んて' いるのて・ある 。

きて、このパラド ックスの謎を解明するために、鉾流橋のデザイ

ンの経緯を少し振り返ってみよう。鉾流橋改造の諸条件、すなわち

改造は低成長経済を反映した、元の構造体を生かすリノベーション

であることや、歴史的建造物となった公会堂に隣接していること等

の条件、さらには「近代建築の終駕J r複合と対立J rコンテクスチ

ュアリズムJ 等々建築ジャーナリズムから聞こえてくる甘言は、鉾

流橋のデザインの方向をいきおいディテールや装飾的問題へ、また

その戦略を公会堂のフヲf ルムサーベイへと導いたようである。そし

て公会堂の手摺のグリルの高欄への直接的引用や煉瓦壁と石のトリ

ムの外壁の舗装ノマター ンへの転写といった具体的手法によってその

形態が生み出されることになったのである。

もし鉾流橋改造計画が1960年代の高度経済成長期になされていた

なら、たとえば全面改造ということになり、構造の新技術を駆使し

たフォルムや古臭い公会堂とは全〈縁のないオリジナルなディテー

ルが追求され、その姿はパラド ック スなどあり得ない景観を創出し

ていたかもしれない。このように考えると新旧逆転のパラド ックス

は、鉾流橋改造計画の背景をなす社会状況やそのデザインの戦略の

変化をまさに象徴しているかのようである。

折しも今度はこの高速道路が美観上の問題から改装されることに

なったが、煉瓦張りの橋脚に制形装飾付きの桁といった姿や石造ア

ーチ橋を装った姿もあながち夢物語ではなくなりそうな情勢である。

今や「パ ック・トゥ・ザ・パースト」都市景観のパラド ックスはま

すます増幅されそうである。

( さの じゅんいち 摂南大学工学部建築学科講師)

現 代 美 術 と 建 築 ーやけくそにあこがれる 一

鷲見康夫

私は永年平面作品を画きつつ' けているが、時々どう進めてよいの

かわからなくな ってくる。そんなとき、「やけくそJ を起こすことに

している。この作品 1枚ぐらいつぶしてもと思い、思いきりその上

に函いてみる。そうすることによって、よくもこんなものが、こん

なもの展覧会場にならぺでもしたらこきおろされるのではないだろ

うかと思うような作品が出来ることが多い。このような作品は日が

たつにつれて魅力を感じて来たことが多〈、画くという意識がなく

制作し目前に表れたものを作品とする「やけ 〈そJ こそ、精神の解

放であり、自由の獲得であり、既成概念をのりこえたポスト ・モダ

ンだと信じる。

ところで、私は関西大学工学部建築学科で絵画実習の講義を担任

しているが、現代美術を説明するのに、「自分が存在し生きていると

いうことを表現することである。それは自分が生まれきていなかっ

たらこのような作品はなかったであろう j と、また「現代建築も君
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遠のような建築家がいなかったらこのような建築物はなかったであ

ろうということになればすばらしい」と、課題に構造学や力学にと

らわれない建築物を画くことを実習している。たとえば、点や線で

地上に接する建築物、ねじれている建物、木の枝の上の、木の枝自

体が建物、円ばんのような建築物などを画いている 。建築物を画い

た後の余白には、現代美術の絵でうずめるようにしている。たとえ

ば、オップアートで、ポップアートでうずめることによって、 1枚

の絵画の作品として仕上げる。そして提出された作品はなるべくは

学生の作品

私 の 二 十 年

司ゃく学生に返還し、学生はこの作

品をコピーして世界各国の大学や

美術館、美術関係者などに Mail

A rt として送るようにしている。

これも建築家をめざす学生の発表

活動であると思う。

ゐ 私も 15年前から Mai l 加 と し

竜司て、紡虫網に布をはりつけ ソロパ

ンで函き着色したものを諸外国に

送付し、また海外からも数多くの

Mai l  Art が私のところに送られ

てきている。このような発表活動

もポスト・モダンではないだろう

ヵ、 ( す み や す お 画 家 )

北 辻 良 央

私が美術作品に輿味を持ち始めたのは、 '60年代後半においてであ

った。その頃、 断片的に出会った作品の中でとくに興味深かったの

は、アメリカ美術の展覧会であった。そこには、抽象表現主義 ・ポ

ップアートなどアメリカ美術が燈き圧倒していた。そして、都会の

画廊においても翻訳されたアメリカ美術が展開されていた。その後、

ミニマル・コンセプチュアルアートと展開されてきた結果、 「もの

派」と呼ばれる動向の最中に私は制作を始めた。 '60年代後半の展開

を見つづけてきた結果、私にいくつかの教訓を示してくれた。技術

は作品の完成度などを保証しないこと、表現は制作過程を含むすべ

てからもたらされるということなど。

そして、 '73年にパリビエンナーレに参加しヨーロッパを中心とし

た同時代の若いアーテイストたちの作品に触れたとき、きして驚く

ことはなかった。そこには私の意識するものが彼らの中にも見出せ

たし、彼らも決して異国風なものとしての珍しさなどでは見ょっと

しなか った。

私が学んだ歴史が彼らの歴史と、結果として同質のものであり、

私の中に西洋というものが相対化されたように思えた。また、 '84年

にヴェニスビエンナーレを見る機会があり、テーマ展示において現

代芸術が伝統・古典作品をどのように反映しているかを見せていた。

われわれが過去の作品を借用するにつけ、観念的なことの方に注

意を向けるが、一向に集められた作品からは、解釈の難解さより、

その直接的な作品のもつカのようなものの方が圧倒しており、彼ら

ポ ス ト モ ダ ニ ズ ム 10年 一 私 と ポ ス ト ・ モ ダ ン

の遺産が彼らの環境の中で肉体化

されたものとして感覚的に選択さ

れ引用されてくることによるのだ

ろう。われわれが引用ということ

と彼らの聞には少なからず溝があ

り、これは、翻訳においてその原

文と和訳されたものとの関係にも

似て、決して一体化されることが

ない。しかし、欠落した部分を埋

めるべくわれわれに永遠の欲望を

与え、引用の多様性をもたらすこ

とだろう。

芸術作品は、どの時代において

も新鮮な姿で立ち現れ、決して古

「春琴J 北辻良夫作 1985年

ぴず、いつも現代にあるという感 索 材 痩

触がしつつある。しかし、ひとつ 弘弦

テル樹脂

の言葉の中でゲームとしてある限りは、幻想となるだろう。

( きたつじ よしひき 関西女子美術短期大学非常勤必師・尖術家)

ポス ト大 衆 ・ポス ト玄 人

江 田 修 司

( 1 ) 建築に縁のない知人の編集者が、ある日突然、建築に興味( 仕

事の上で) を持ったきっかけが「ガウディ」でした。そしていま「ポ

スト・モダンムガウディは建築( 家) そのもので、ホブーム。にもな

ったから わかります。ポスト・モダンもいまは思想 ・表現の諸領域

で語られていますが、建築ジャーナリズムが先行( もちろん言葉の

上で) したせいか、あるいはそのデザインがエンターテイメントな

せいか、やはり建築に興味を持っきっかけとなるのでしょう。この

ことが気になります。

実際、建築がマス・メディア( もしくは異なるジャンノレ) で取り

上げられ、論じられ、またイベン卜化されたりすることが目立って

きた気がします。それも玄人( 建築家) はだしの内容( 情報) で。

もっとも逆に建築ジャーナリズムでも言えることですが。建築がも

てはやされているのか、侵略されているのか、とにかく意外なとこ

ろで出くわす、これが変化なような気がしますし、実は、こういっ

た状況が私の身近なポスト・モダンです。

(2) 要するにジャンル( モダン) が解体される。あれもこれも、

あっちもこっちもで、みんな玄人で、同時にみんな素人。「大衆J が

見えなくなったと言われるが、ポスト大衆、ポスト玄人みたいなこ

とではないでしょうか。サプカルチャーの評価と並行して建築のデ

ザインが流れていく。となれば、行きつく先は「建築家」そのもの

を常に消去していくところ、立ち止まったらモダン、しがみついた

らモダン、生き残ったらモダン、そんなところなのかと心配してい

ます。

(3) メディアの話でみすると、目立ってもてはやし、侵略したので

雑誌「フ・ルータスJ 。評価の理由は、売れている。

( えだ しゅうじ 7 リー編集者)
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ポスト大衆社会のノイズは新しい

コードを得られるか

上野千鶴子

社会学の分野でポストがついたのは、ダニエル ・ベルの 『脱工業

化社会の到来J (Bell ， D.， The comi ng of post-industrial  society， 

1975年 ) が最初だろう 。

その中でベルは、情報革命、テク ノクラート支配、新しい階級社

会などの諸現象をす っかり予言 していた 。ベルの脱工業化社会論は、

'60年代の大衆社会論の延長上にあるものだ ったが、今から考えれば、

大衆社会の変質と終駕を予言 していた点てヘ ポスト大衆社会論のは

しりだ った。

日本でも高度成長期の'60年代から約20年。高度成長期は日本の近

代を完成したが、完成したとたんに解体しはじめたのも日本の近代

だったと 言 える 。この20年間は、近代の特質とされていたものが次

々に変質し、近代という時代が終わりかけていることを私たちに認

識させるに十分な、変化の激しい時代だ った。考えてみれば、前近

代 ( プレ ・モダン ) と脱近代 ( ポスト ・モダン ) とにはさまれた近

代 ( モダン ) という時代は、どちらから見ても異様な時代だ ったの

で、ある 。

最近の西部遜、山崎正和、さらに屯通の藤岡和11夫や博報堂の関

沢英彦らのポスト大衆社会論は、大衆社会が変質した、または大衆

社会が終わ ったということを示している 。ベルによればポスト ・モ

ダンは、知の支配する理性的なユートピアになるはずだ ったのだが、

お釈迦さまならぬベルの予測を裏切 ったのは、オカルト、キ ッチュ、

ジヤン ク、反近代などのノイズの跳梁である 。ガウデイ ・ブームな

どは、 ノイズそのものが美と見なされた倒錯的現象に思えてくる 。

ノイズがノイズであるのは、それを解釈するコードがない問だけ

である 。このノイズがまだ知られていない新しいコードの存在を予

見しているのか、それともこのシステムは、 ノイズをかかえこんだ

ままどこまでも増殖するしたたかさでし ぶ といシステムなのか一一ー

ポスト・モダンの帰趨は見きわめがたい。

ジョナサン・ボロフ

スキー個展 ( 1983年

ＱＰ 月 、 Ｏ ｾ ウラ・クー

パー画廊、ニュ ーヨ

ーク)

1j: )1，悦 供 。伊rＮＮＮ�Ｚ Ｑ ｊｾｦ￬ 氏
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ポスト・モ夕、、ンのジャーナリズム
松 葉 一 清

先日、敬愛すべき先輩である宮内嘉久氏と、ポスト ・モ ダンをめ

ぐって言葉を交わす機会があった 。それは、あの近代建築の闘将と

呼ばれた前川園男氏とそのアトリエの所貝、 0 8 を交えた座談の席

だった 。私が行ったポスト ・モダンの建築に関するスライド ・レク

チュアに対し、前川一派の人たちは機能面の欠点をあげつらい 、わ

ずかに宮脇樫氏だけが理解を示す発言を行った。その時、宮内氏の

胸中は、多分、 ・その活動の軌跡からみて、ポスト ・モダンに対して、

否定的だったのは、想像に難くなかった 。

議論が一段落したところで、やおら口を聞いた宮内氏は、こうい

った 。

「あなたは結局、キ ッチュ的なデザインが好きなんでしょう 。 そ

れだと思う。今、ガウディがもてはやされているけれど、ぼくは、

どうも駄目なんです。そのことを粟津( 潔) さんに話したら、彼も同

じだといってました。いくら、みんながほめそやしても、あの造形

は気味悪くて 。ポスト ・モダンに対する是非も行きつくところはそ

こじゃないかなあ」

ポスト ・モダンが単なるキ ッチュかど 7 かはおくとして、この宮

内氏の発言は、論旨、立場とも明快であり、ディテールの話を突く

閉鎖的な議論の場では、とりわけ気持ちよかった 。

それにしても、私は少なからず篤かされた 。宮内氏が国粋主義的

な戦時中の建築界のありように憤りを感じ、前川氏という近代建築

の象徴的存在をあと押しして来たことは、よく知られている 。それ

だけに、そのような席においては、もっと理論的に詰めながら、ポ

スト・モ夕、ン批判を展開するものだと、私は思い込み、半ば覚悟し

てスライド ・レクチュアに臨んだ。それなのに、宮内氏は「理論J

ではなく、「感覚」てものをいい、第三者に結論を預ける形ながらも、

私の立場を肯定したのである 。宮内氏は筋の通った人であり、決し

て、その場でお調子合わせをするようなことはないから、その発言

は、彼の現在の本音といえるだろう 。

「理論」でなく「好き嫌いJ でものをいう 。 そこに、ポスト・モ

ダンの一つの本質がある 。宮内氏は、その論法で、ポスト ・モダン

に対する見解を示したのだ。それは、私にと っては、実に嬉しいこ

とであり、宮内氏の本質を見抜く眼の鋭さに改めて感心させられた。

10数年前、私は京都にいた。大学は、紛争の残り火で繰然とした

雰囲気が残 っていた 。それはエキサイテイングではあ ったが、授業

はつまらなか った。増田友也氏が設計したコンクリートの塊でしか

ない倶楽部建築をスケ ッチやらパース起こしやら、させられへきえ

きとした。今から思えば、当時は、すでにポスト ・モダンの文脈は

形成されつつあ ったが、大学はそれに対し肯定も否定もしてくれな

かった。あげくの果ては、 「新建築j 以下の専門雑誌を悪書呼ばわり

して、 fH艮を通すな」とまでいう始末だ った。磯崎なんかは見るべ

からず、建築はも っと深い真理の探求のうえに成り立つというわけ

fご。

つまり、増田流ブルータリズムが絶対真理であるとだけ教え込み、

ポスト ・モダンのどこが何故にそれより劣っているかは言及せず、

「新建築」はポストはポストてもヤギのポストに放り込めというの

だ。近代建築にもし理論というものがあるなら、その論法で、ポス
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ト ・モダンを一万両断出来るはずなのに、それはせず、 「信じる者

は救われる」式の押しつけが行われた 。

私がポスト・モダンを支持するのは、そのような自身が初学者で

あった時期の、忌まわしい体験に基づいている部分がある 。つまり、

大学= アカデミーの外では、すでに多様化が始まっていたのに、形

骸化した近代主義者たちは、新しいものを知ろうとする初学者の好

奇心を摘み取ることで、自身の正当性を守ろうとしたのだ。 このた

め 、初学者たちは、「選択j の可能性を相当程度、奪い取られてしま

ったのである。

自身の体験に照らして語るなら、初学者にとって、いの一番に与

えられるべきものは、「選択肢」である 。近代主義は、その選択肢を

いわば、たったひとつの枝にしてしまい、教育と洗脳は同義語にな

った 。 しかし、好きなもの、自分の肌にあったものを選ぶ権利は、

教育の場において保持されるべきなのはいうまでもない。近代主義

はそれを封じ込めてしまったのである 。

その選択肢の存在を広〈知らしめたのが、戦前洋風建築の再評価

であったのはいうまでもない。 とりわけ関西を活躍の主舞台にした

安井武雄、渡辺節、長谷部鋭吉らのエクレクティックな手法は、近

代主義の禁欲語法だけが建築術でないことを、私たちに教えてくれ

た。それによ って、私は、形骸化した近代主義者たちが守ろうとし

た封印に手をかける必然性を痛感し、半ば、確信犯的に、例えば宮

内氏がキ ッチュというところの40代の建築家によるポスト・モダン

のデザインへの支持を表明し続けて来たのだ。

宮内氏が「要するにあなたは好きなのでしょう J と指摘するのは、

本質を突いている 。私はとにかく、建築を宏、す人たち、さらには、

建築に何らかの形でたずさわ っている人たちに対し、建築とはいか

に多くの選択肢があるかを示し、そこから、めいめいが好きなもの

を選ぴとれる状況を作り出したか ったのだ。 f これが好きだ」とみ

んながそれぞれにいえるだけの、選択の可能性を作り出すことが、

私のポスト・モダンを肯定する大きな目的だ ったわけだ。だから、

宮内氏が「あなたは好き 。 それで結構。でも、私は嫌いで、こ っち

が好き」と、立場の遠いを互いに是認し合う姿勢を示したのが、驚

きでもあり、熔しかった 。

しかし、 ' 85年12月の宮内氏は、そうはいってくれても、 ' 80年に私

が日本のポスト ・モダン的状況に畿を執り始めた頃は、ほとんどの

建築家、批評家が、私が新聞紙上で、ポスト ・モダンという 言葉を

往き記すことにさえ、反発を示した 。いわく「あんなものは実態が

ない Jf ポスト ・モダンではなく、近代主義の誤りの修正と呼ぶべき

だJf 私は、レイト ・モダニストであ って、ポスト ・モダニス卜では

ない」等々、いやはや、今では、著作でポスト ・モダンを連発して

いる人たちが、当時は猛反発した 。

それでも、私が、 『近代主義を超えて J r日本のポスト ・モダニズ

ムJ r東京ポスト・モダン j と三冊続けて、大きな流れとしてのポ

スト ・モダニズムを支持する拙著を手がけてこれたのは、先にも述

べた、戦前洋風建築のエクレクティシズムの豊鏡きであ った。そし

て、その気風を現代へと息づかせた村野藤吾、浦辺鋲太郎両氏の・80

年代に入ってからの、意気盛んな活動も、私にポスト ・モダンの流



れが後戻りしないことを確信させてくれた。

磯崎新氏と、ポスト・モダンについて語り合った、というよりは

示唆を受けたのは、 ' 83年だったと記憶、する。ポスト ・モダンを単

なる一様式ではなく、大きな時代情況を指す用語として使おうとい

つことで一致をみた。， 84年10月に刊行された拙著『日本のポスト ・

モダニズム j の当初のタイトルは『ポスト ・モダン時代の建築j で

あり、拙著が組み込まれている三省堂の、都市のジャーナリズム、、

のシリーズで先に刊行された二冊の性物の扉には、近刊f!F名として

f走者が刷り込まれている。そして、磯崎氏が'85年 2 月に刊行した

対談集のタイトルは『ポスト ・モダンの時代と建築j であり、奇し

くもというか、共通認識を語り合った成果というべきか、ほとんど

一致していた。

ポスト ・モダンあるいはポスト ・モダニズムを単なる一様式と規

定し、それを推奨するのは、やはり「選択」の自由を奪うことには

かならない。それより、変容する近代主義を含め、近代主義批判に

始まり、脱工業= 産業社会を究極的には指向している、さまざまな

検索が平衡に存在する状況を、ポスト ・モダンと呼ぴ、布野修司流

にいうなら「聞く J 方向を維持することに留意. した。

磯崎氏の『ポスト ・モダン原論j が早々と 1 万部を突破し、拙著

も幸いに 4 席IJ を重ねることが出来たのは、私たちの認識が、的をは

ずしていなかった裏付けと受け止めている。

こうした私たちのポスト・モダンの論旨の展開に対して、戸惑い

の戸が寄せられるのも、敢えて否定はしない。例えば、中央官庁に

勤務するある女性技官は、 400字の原稿用紙100枚を超す、ポスト ・

モダン批判を、私の手もとに送って来た。機崎氏への批判はおくと

して、私に対しては、ひとことでいうなら「二枚舌を使うな J との

論旨だ。要するに、西欧の文化的文脈に依拠する磯崎と、ポップな

和風を指向する石井和紘氏の両方を肯定する のは 、けしからんとい

うわけだ。

私に対する批判lの項の章名を見て、まず、が〈然とした。 i建築

ジャーナ リズム批判」とあ ったからだ。それは『新建築J r建築文

化』など専門誌につけるべき呼称だ。それは 、磯崎氏が世界の文化

の文脈を意識しているのと同じく、私は日本の文化領域全般に対し

て、建築の多様な展開を縫示しているのである。つまり、脱工業=

産業社会への模索は、あらゆる文化領域で進行しているが、建築界

におけるそれは、反価値提示の対象となる近代主義が最もピュアな

形で工業= 産業社会の思惟を代弁して来ただけに、他領域よりドラ

スティックな形で出現している。そのことを、他領域の人に知らし

め、かつその進行の状態が他領域とは比較にならぬほど世界的な文

化状況とシ ンク ロナイズしていることを告知して、建築全体に対す

る社会の関心を高め、ひいては社会的地位を向上出来ないかと考え

る。

それを『建築ジャーナリズム j つまり、建築への内向きの主張と

受け取るところに、批判者の硬直が見て取れる。建築のデザインと

は、専門のジャーナリズムが、内的な論争を喚起することにより、

進イじないしは、深化するとの硬直した発想である。私には、そんな

発想はカケラもない。しかも、現実には、日本の建築ジャーナリズ

ムは、かの伝統論争以後は、そのような有効な議論の場となりえて

いないことは、動かし難い事実だ。

彼女は、多分、建築ジャーナリズムが、唯一不動の価値を提示し、

ぐいぐいと建築界全体を引っ張っていくことを夢想しているのであ

ろう。それが、どんな危険な発想であるかは、戦前、戦中の国粋主

義への傾斜、そして、何度も繰り返して来た近代主義の形骸化のあ

とを振り返ると、火を見るよりも明らかだ。そして、ひとりの人聞

が、例えば、相反する様式を支持することは、本当に「二枚舌」な

のだろうか。ひとりの人聞が、安藤忠雄の無機的なコンクリートの

箱に座っていたいと思う時もあれば、反対にカラフルに彩色された

図形の交錯する早川邦彦の空聞が快適と思う時があっても、決して

責められるべきではないだろう。

すべては、建て前で語られるべきではない。たったひとつの美学

を信じることは、なるほど自己盤合性があり、きっぱりと美しいの

かもしれない。しかし、人は移ろいやすく、また、迷える小羊であ

ることも硲かだ。ましてや、そのひとつの美学を他人に tll
l
しつける

など怨の骨頂である。要は、当人が当人の信念を持てばよい。 i 私

はこれ( 複数であって無論かまわない) が好きだ」という信念を持

っていればよいことだ。冒頭に掲げた宮内氏は 、60歳にも近づこう

というのに、一貫して信念を曲げず、他を是認する柔軟性を持って

いるのに、 20代の彼女がどうして硬直しているのかは、いささか理

解に苦しむところだ。

私は、極言すれば、すべての様式を是認している。そのうちどれ

が「好き J かは胸中にあっても、どれが「良い」ので、どれが「悪

い」のかは、答えられないし、答えるべきではないと思う。すべて

の様式が同時平衡に存在し、それぞれの様式が個々に理想形へと成

長するのを願っている。私の立場は、そのようなものであることを、

ここに明言しておこう。

それにしても、ここ 10数年の関西のジャーナリズムの停滞はいか

ばかりか。わずかに、水谷頴介、出江究、渡辺豊和、高松イlt の各氏

らが気を吐いているぐらいで、批評の不在、マクロな視野に立 つて

の論評、紹介にとんと、お目にかかったことがない。

新たなる価値を生み出せないだけならともかく、分離派一近代主

義の流れを汲む人たちの物言いには、反動ともとれるものも少なく

ない。私の接した範囲でも、分離派の某氏が、大正期に建ったある

県庁舎の保存運動に対し、「価値の低い建物J と決めつけて立ちはだ

かり、それを超えて保存へ漕ぎつけるのに雛渋した。この某氏は60

年前には、当時、パラック装飾社を率いて 1920年代東京の建築に新

風を吹き込んだ今和次郎に対し、「誤れる建築の芸術化」なる一文を

ものして、結果的には、大正末一昭和初期の建築の百花斉放に水を

差したこともあるから、合理を掲げた反動は筋金入 りなのであろう 。

かつて人生幸朗という、ボヤキ ilil オで名を売った御仁がいた。歌

謡曲の歌詞に錐クセをつけるワンパターンのれ様式主義、、で、それ

なりの人気があった。私が、関西にいて神戸の松竹座や花月に通っ

ていた頃ても相当な高齢であり、新感党についていけぬ老人のもど

かしさが、この漫才のうら悲しさであり、持ち味だった。

関西の建築論調に、どうも人生幸朗氏の幻がちらついてならぬ。

時折、展覧会のオープニングなんかに出向いても、御老体の姿が自

につき、いい若い者が小さくなっている。人生幸朗氏は、戦前洋風

建築の保存が出て来たら、それにかみつき、コンセプチュアル ・ア

ーキテクチュアに悲嘆し、さらにはポスト ・モダンにさじを投げる。

本物の人生幸朗氏のおハコは、ポヤイたあげく、 「責任者、出て

来い J と、手を振り上げ、怒11烏ることだった。その時、相方の妻君

が「出て来たらどうするの」とチャチャをいれると「ワシャ帰る J

と頭をかくのが下げだった。建築界の幸朗さんも、お帰りになって

は?

( まつばかずきよ 建築評論家)
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資 料・ポスト・モダンとその周辺 Ｈ Ｑ ＹＷ Ｖｾ 1985)  

E事国治彦(京都工繊大)松 井 誠( 関大) 上 田 知 正( 京都工繊大) 金 村 京 一(京都芸術短大)

a + U、新 建築、建築文化、 S O、インテリア、 Pos t - Moder n Ar chi tect ur e  ( 1977年 ニ ュ ー ヨ ー

そして美術手帖の 6 誌の特集と記事の リスト の 次 ク刊) を著しているが、タイトルだけではなく、

に、思想誌から企業 P R誌にいたる「各種雑誌」 内容的にも「ポスト・モダン」を強力に主張した

の リストを添えた。 1970年代は欧米の専門誌を中 のは前者であり、以後数年間、「ポスト・モダン J

心とし、 1980年代は圏内誌を扱う奇妙な混成リス 論は J encks を中心に展開きれることになる。

トとな っ たが、 「ポスト ・モダン/ ポスト ・モ ダ 雑誌に目を向けると、 J encksゃんA . スクールが

ニズム j が日本の一般誌にまで及ぶ伝播過程のー 近い英国ロンドンの Ar c hi t ect ural Oesi gn 誌 が

部を、逸脱しながらも示してはいないだろうか。 1977年に次々と「ポス 'ト ・モダン j 関係の特集を

単行本を眺めれば、 Rober t Vent ur i のCompl ex- 組 み 、 各国の雑誌にも刺激を与えることになる。

it y  and Cont radi ct i on in Ar c hi t ect ure ( 1966年 取り上げられる内容はアメリカ の デ ザ イ ン の 新動

ニュ ー ヨーク刊 ) を 略矢と して、工場から個々の 向が中心だが、米国のジャーナリ ズムは一昔11を除

住居まで与を普遍的に救済しようとしたモダニズム いて Archi t ect ural Des i gn 等の後隆を 拝した。

を超克する試みが、その妥当性はともかくも、こ 「モ ダンJ から 比較的早〈 離れた のは Pr ogr ess i ve 

の20年間さまざまな形で提出されている。ここで Ar chi tecture誌で、歴史的建造物の保存再利用計

は、領域を超えて、実際にタイトルにあらわれた 画の特集を繰り返しながらの自然な移行であった 。

「ポスト ・モダニズムJ を中心に概観してみた い。 1979年 12月には、特集「モダニズムを超えて」を

「ポスト ・モ ダンJ という言葉はすでに 1950年 以 出している 。

前に用い られた ことがあるが、 Post - moder n mass 欧州大陸のジャーナリズムは、 Archi t ect ural

communi cat i on  ( 1963年 シド ニー刊 ) のように、 Des i gn誌のように集中的な「ポスト ・モ ダン J の

タイトルに登場するのは 1960年代になってもきわ 取り上げ方をすることは少なか った。 Domus誌も

めて稀なことだった 。 これはニ ュー ・サウス ・ウ 1970年代は一応「モダン」を基調としている 。 だ

エ ー ル ズ 大 学 で1962年に開催されたマスコミ ュニ が 1979年 夏 に 元 Casabel l a 誌編集長 Al essandr o

ケーションに関するシンポジウムにょうて作られ Mendi ni がGi o Pont i の編集陣に加わり、 1980年

た小出版物である 。 にPont i が退くと、 1985年にまで至る「ポスト ・

エ ジプ ト系アメリカ人英文学者で文芸評論家の モ ダン」あるいは「ネオ ・ラデイカルJ 的 Domus

1  hab Has san による、 T he Oi s me mber ment  of  誌が姿を見せる。

Or pheus  :  Towar d a  Pos t moder n Li t erat ur e  圏内 6 誌のリストにも多少あらわれているが、

( 1971年ニューヨーク干1]) も時期的には例外と思わ 「ポストモダニズム 10年 J にも幸子余曲 折があり、

れるかも知れないが、数年後にはスペイン語圏で 1981、1982年 頃 に 幾分 沈 俗化する 。 アメリカでは

Moder ni s mo y  post - moder ni smo(l 974年マド リ より早くこの現象があらわれ、 1980年前後には「ポ

ッ ド干1]) 、L os Ot ros post moderni st as ( 1974年 スト・モダン J は未消化のまま避けられる 言葉と

グアヤキル干1]) と、やはり文学 関 係 の 出版物がそ なっていた 。 これは「ポスト ・モ ダ ン 」 と い う 概

れに統〈 。 念自体の問題であると同時に、それを標携する人

文学および文芸批評以外の刊行物のタイトルに 々と作品のイメージの問題でもあ った。「ポス ト・

「ポスド・モダン j が登場するようになる のは建国 モダン」に続いて「レイト ・モダン J 、「ポストモ

200年のアメリカで、 Cal vi n T omki nsのT he scene:  ダン ・クラシシズムJ と新タイトルを次々と繰り

report s on post - moder n art  ( 1976年ニューヨー 出すJ encks らには商業主義的ジャーナリズムの色

ク干1]) 、Fr ederi ck Fer r の Shapi ng the  f uture 彩が波厚だった。

resour c es for the  post - moder n  wor ld  ( 1976 この 一 時的な沈静は、 J encksや A r chi t ect ural

年ニューヨーク干1]) と、 芸術論や文明論にまで波 Oesi gn誌だけのものではない「ポスト ・モダン J

及し、各地で「ポスト・モダン」が論じられるよ が、より多くの種々の分野の人々に共有される新

うになる 。本 誌 が1986年を「ポストモダニズム 10 段階へ進む直前のステ ップだっ たのかも知れない 。

年」とする理由は基本的にここにある 。 文学と造形芸術を中心として、哲学から舞踏に歪

翌年には Oouglas Oavi s のAr t culture:  essays 

on the post - modern( 1977年ニューヨーク干1]) 、

Mi chel  Benamou， Char l es Car amell o 編の Per -

f or mance in pos t moder n cult ure (1977年 ミ ル

ウォーキー干IJ ) 、そしてイギリスて。も Davi d Lodge  

のModer nis m，ant i moderni sm and post moderni sm 

( 1977年パーミンガム刊) があらわれる 。 Char l es

J encks のT he Language of  Post - Moder n Ar -

chi t ect ur e  ( 1977年ロ ンドン干IJ ) は、こ の ような文

化 的 状 況の 中て¥ 出版された 。相前後して、 Ray

Smi t h カ< Super - manneri s m :  Ne w At t i tudes in 
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るまで、多くの分野で「ポスト ・モダン J と銘打

った出版物が1980年代前半を通じて増加し、日本

でも近年そのピークを迎えた感がある 。「各組雑誌」

のリストは氷 山の一角に過ぎないし、一般誌の中

にはその存在自体が「ポスト ・モ ダ ン」 的で、中

途半端な専門誌よりも興味深いデザイン特集を出

すものがある 。だが一方では Bey ond Moder n-

ism( モダニズムの彼方 ) と言わ れて 10年も経ぬう

ちに、 Hust on Smi t hのよう』こ Beyond the pos t-

mode rn mi nd(l 984年ウィ一ト ン干IJ) とい ったタ

イトルを掲げる老: 者が出てきていることも事実だ。

( 藤 田治彦 )

a + u 

著 者 等

ダイアナ・アグレスト+

マリオ ・ガンデルソナス

特集

カルロ ・アイモニーノ

終lI.¥

マン7 レード ・1 7ーリ

称集

チャーノレズ ・ジエンタス

チャーJ レズ ・ジエンクス

特集

特集

レオン・クリエ

特集

アランコ7 ーン

ジョセ7 リクワート

チャ - J レズ・ジエンタス

ヂヤールズ・ジエンクス

a + Uはおもに海外的建築および | チャールズ・ジエンクス

挫築思:I!. !・潮流を、個々の作品、 |称l I. ¥

作品解説、批評、論文、講i i I ( 記事| ジョセ7 リタ ワート

などを i泊して紹介している. 1970 I コーリン ロウ

年代初頭から、ホワイト V S グレイ 1-" ウント ・アトス

の論争などをセンセイショナルに| チャールズ・ジエンタス

掲載することにより、世界の新た| 竹山英

な姐l築潮流を紹介し、さらに建築| 特集

と記号論のかかわりについての詑 1 特集

'1>や、独築を記号としてとらえる| ベンジャミン

ことにより新たに生まれた挫築形| クラヴアン

態をさかんに紹介していた. そし| 特集

て a + U. t t . 上に‘ ポスト ・モダニ| アル7 レッド ロート

ズム' という言繋が現れだしたの |特』

は1978年にな勺てからのことであ | 特集

る.

チャー J レズ ・ジエンタスの論文も | フランチャスコ・

1970年代半ばから紹介されだした . 1 ダル ・コ方

1977年には J 非合理的合理主義者| チャーJ レズジエンタえ

たち - 60年以来の R A  T  SJ 、1978

年には、「主II 築の記号J という論文 |ロパート ・A ・M.スターンx

が仙載されている. 78年10月には、| フィ 1) .>プ ージョンソン

チャー J レズ ・ジエンタス諸「ポス| ケネス ・7 ランプトン

ト モダニズムの独築雷誇J もa け 拙

+ uから臨時地刊号として出版さ 1 i邸 11 i羊

れた. これを受けて a +  U7901号いt l ! i 事覚

には、特集『ポスト・モダニズムい珂部制申

町主M草とは何かj が組まれ、「ポス | 集

ト・モダニズムの建築宮僚」に対| 長谷正充

する日本のl . I l 築家たちの紋初の批| 集

2平、批判がぬ総された. またこれ

に反治するかたちで7910号に、チ| ロパート A ・M・スターン

ヤールズ ジエンタえの「レイト ・| チャールズ ・ジエンクス

モダニズムとポスト・モダニズム」、 1""' " イケル ーグレイヴス

竹山梨の r;r，スト ・モダニズムの 1""'" イケル・グレイヴス

背景J がJ品載されている。これら| ケネス フランプトン

一連の論争により、日本に* ポス| スタンレイ ・7 イガーマン

ト モダニズムn という音楽が定 | ロパート ・ヴェンチューリ

渚しはじめた. 1 ロパートヴェンチューリ

しかし注築形態としてのポスト ・ |  リチヤー ド・

モダニズムはどのような形態をと |  ワインスタイン

るのかは、判然とせずわかり艇か| チャールズ .w.ムーア

った. そのポスト モダンの建築 | チヤール ;;.; . w ムーア

形態的表現が不鮮明ではあるが示 | ピ- j ー ・アイゼンマン

されたのは、 8102号に掲載されて| ピ- 1ー・アイゼンマン

いる特集『ヴェネ Y ィア ・ピエン | シーザー・ ペリ

ナーレー第一回国際主主築展j によ | エリア ・ゼンゲリス

ってである. この国際建築展はパ | 特集

オロ ・ポJ レトゲージらにより企闘 | ピーター ・アイゼンマン

され、輸ストラーダ・ノヴイツンマ， 1  x クリストファー アレ

と名づけられた ｾｉ 削内に紹待建築Ａ グザンダ一

家20人によるr7 ァサードの共演J 1 アルド ・ロッシ

などが、テー" 7 r過去の現前」に| ロパート . A ・M.スターン

沿って、展示されていた. 1 ライリ ・アンドレイ 7

80年代になると、 a + Uに似介さ| ピエティラ× ロジャー

れる建築、論文などはポスト ・モ | コナー

ダン的なものがほとんどを占める I /、ンス ・ホライン

ょうになり、 80年代半ばになると、

ポスト ・モダン的状況に沿った近| 枠l I !

代独築の海北、 A みかえに l測する| 特集

記事や論文が多〈ぬ載されるよう

に な っ て き た 。 ( 松 井 誠 )



年月 『特集』・「宮間 ｾｊ

7603 ｦｾ ￨Ｍ号論と注築」

7605 f アルド・ロ y シの情恕と現災』

7607 「アルド ・ロ y シの現災住J

7607 f スタンリー . : 1 イガーマン的作品I I.JJ.U

7610 「校序と無秋序→丘惜邸の11占酷J

7701 『アメリカ建築の新世代j

7704 「非合理的合理主義者たち→伴以来の R AT S J 第 I 回

7705  「非合理的合理主義者たち→0年以来の R AT S J 第 2 回

7705 『パオロ・ポルトゲージとヴィ y トリ オ・ジリオ ッテイ 』

7706 『ロプ・クリエj

7711 「都市の中のm市ーカJレテイエの恩明、」

7801 『ヴェンチューリ・アンド ロ一千円秘丘作9姐 j

7802 「タイポロジイとデザインJ

7803 「装飾は11' て11ないj

.  
7804 「ロサンゼルス丹世ストモダンと目される若き建築家たちJ

7804 「強築の記号第一軍」

7805  「建築の2背 筋 二# J

7806 「姐撲の ｾ｣ 号第三車」

7901 『ポストモダニズム泊燦とは何かj

7904 「現代活援におけるさまざまなパラドックスJ

7905  「マナリズムと近付波野器J

7909 「生きた生態毛針均ポスト・モダニズムの先例J

7910 「レイト モダニズムとポスト ・モダニズムJ

7910 「ポスト モダニズムのt¥'J!t J

7911 f スタンリー. : 1 イガーマンj

7911 rJ レシアン・クロール』

7912 f 7 リストファー・アレグザンダーと

パターン ・ラ ンゲージJ

8001 『ピ- : 1 ー・アイゼンマンj

8003  「現代建築批判」

8003 『ダイアナ・アグレスト + 7 ' ) オ・ガンデルソナスj

8007 『アメリカ現代住宅l

8010 「ヴェネツィアにおける 10人的処燦家J

8012  f Looki ng aac kwar dJ  

8102 「ポスト・モダン ・クランシズムJ

8102 「ヴェヰツィア ・ビエンナーレ 第一回国際建築展j

8103 「恋意向形態J

8110 「現惜践における五つのイズムJ

8201 『現代アメリカ往築j

8205 rM・グレイヴス 空っぽの飾付」

82 10 「商業空間1におけるポストモダニズムJ

8301 「ポスト ・モダンの中でJ

8303 『アトリエ・クロ - J W >作品 5姐l

8307 「ポスト モダンの世代展」

8308  『エミリオ・アーンパスのA館員j

イエール大学建築連続セミナ一円見代建築の問題剖

8305 第 l 回 「ポスト・モダニズムは富縛されている J

8306 第 2 回 「建築家の名戸はなにに依存するのか ' J

8307 第 3 回 「自作を鰭る」

8308  第4 回 「自作を踊る J ( 統〉

8310  第 5 図 「現付波留監の 5 つのr. 1l 姐J

8311 第 6 回 「訟の見るところで壮J

8402 第 7 回 「創造のための忘凋j

8403  第 8 図 「純粋より悦. ( [ . をJ

8404 第9 回 「建築はイメージではない」

8405 il'! 10回 「相主昨過でないものが好きだJ

8406 第11回 f)J;¥II'J は悶〈題担4は柔らかく j

8407  那12図 r. ll":pA弘治よりも，I>Y下をJ

8108  第13回 「モダニ X ム. VS ポスト 田モダニスム」

84 10 第14図 f mでなければ建築てtまないJ

81 11 第15回 「モダニ X ムを概A する J

8408  『アグレスト・アンド・ 11ンデルソナスj

8409 J. J ' i t 歯「担諜の協相l T と不協初i fJ

SIl 2  議i斑「建築とJ : l I rli を必るJ

8501 r7ィリップ・ジョンソンの四つの俗J

8501 炉開車「柄欄lのtII J隊」

8502 講繍「ホライン ・オンーホラインj

8503 「アノレキミーア町五担丘作J

8504 『ヨーロ yパの住宅韮臨めニュー・ウェイヴj

8508 『ロパート・ A ・M・スターンの泌E作j

資料・ポスト・モダンとその周辺 ＨＱＹＷＶ ｾ ＱＹＸＵＩ

新建築

新建築はおもに日本圏内町緯築を、

個々の作品を盟富な図版とその解

説 ・批Z平などを通して紹介してい

る. 今回、新星11築 の 勘 合 は 、 原 II'J

として個々の作品の解説、批評は

取り上げていない.

70年代半ばより、折衷的、多義的

な主11築作品の紹介が培えてきて、

記号論と処築についての ｾ￨Ｇｬ＾ や請

文が掲載され、モダニズム批判の

記事が繰りはじめた. そして新建

築誌上に‘ ポスト・モダニズム・と

いう冒築が現れはじめたのは 79年

頃になってからであった. そして

80年代にはいると、 8301号と 8305

号の特別企画「近代建築をどうと

らえるかJ に見られるように、ポ

スト ・モダン的状況において、以

前までとは拠なるような近代建築

の読みかえ、とらえかたの変更が

行われるようになった.

新証Ｑｉ ｾ￦ 上において、ポスト・モ

ダニズムについてきかんに舗じら

れるようになったのは、 80年 代 初

頭からであり、とくに 8309号 の 丹

下 健 三 X 篠原ー到の対談「ポスト

モダニズムに出口はあるかj によ

って、・ポスト ・モダニズム論争・

の口火が切られた. その対談にお

いて丹下健三は「ポスト ・モダニ

ズムには :11口はない」と述ベーた.

これに対して、 8312号において、

渡辺nキnが「ポスト モダニズム

には出口がある J と反詣し、丹下

健三 に 公開質問状をだした. こ れ

を受けて. 丹下健三は「ポスト・

: t ' 者等

特集

ｾ村告三

多料告二

多木布告二

多村告こ

多柄告二

佐々木崎文

Itq) ト正也

向井正也

織 的 新

八ｾはじめ

泌且ft.和

坂本一成

鈴木博之

篠原一男X 嫌文彦

伊東( 2j 並

篠原一見×

ロラン ・バルト

柿野望賢治

篠J瓜一男× 般向新

位

以

一

崎

山

山

一

々

安

安

一

佐

坂 J克

丹下健三× 篠原一男

機 崎 新

丙t帯主主量 M・グレイヴス

三宅理主ー北川原温

多木計百ーニ

渡辺u和

三宅理一

-一
ー一一

三毛慶一

三毛理一

三宅理一

三宅混一

三宅理一

三宅理一

三宅理一

三 宅理一

三宅理一

三宅理一

合本側彦

ハンスーホライン

鈴木陣之

三毛理一

モダニズム荷量争は 5 年 後 作 品 で 勝 | 宅I ! f -

負J と明確な回答を諮らなかった .1 三主主聖一

これらのことによ 1) ポスト モ ダ | 屯理一

ニズム論争に拍車がかかった。も |  主主盟ー

う ひ と つ ポ ス ト ・ モ ダ ニ ズ ム 論 争 | 宅理ー

に創立をなげかけたのは、 8311号 | ザ ト

に ぬ 載 さ れ た 機 崎 新 の 「 つ く ば セ | 毛理ー

ンターピルJ である. rつくばセン | ザ ト

タ ー ピ ル 」 は 近 代 郷 市 計 画 の 集 大 | 主題一

成である筑波研究学園都市の中心 1 ; _ : 宅樫ー

に位置し、歴史的、折点的、装飾的、| 宅 煙 -

a 象的、多』量的な建築形態、つま |  宅主主-

' ) ポスト・モダン的な主11築 形 態 を | 毛桂一

あらわにしている. 同時に 8311号

には、西河文降、 M . グレイヴス、

三 宅 理 一 、北川原温の質問状とと

もに、それに対する機崎新の応答

と論文がぬ総された.

また83年からお年にかけて連載さ

れた三宅理一執筆の「現代建築忠

々J の名タイト J レにもうかがわれ

るように、 80年 代 半1;(' からポスト

モダン的な ae4>や主I l 築作品の紹

介カe多くなってきている

( 絵井誠)

三宅理一

チャールズジエンタス

7 J レド・ロ y シ

除染- i I f

i ' R由トn

IJ寸4宇首J:..=f

旺l中#←

鈴木了二

年月 『特集J .  f記 事J

7603 1  r都市町経験=gc号分析向次元としてj

7611 1 建築のレ y トリ y ク1 r形式の株主建築と意宮本の間関1

7701 1 建築めレ ッ トリ y ク2 r意味の力学としての建築J

7703 1 建築のレ y トリ y ク3 rラショナリズムと

フォ J I.r.7' ) ズム」

7705 1 建築のレ ッ トリ ック 4 rランガージュとしての建築J

7708 1 注築のレ ッ トリ ック 5 ro，向学の役割と限界J

7702  1  r: r . 肺糊と主慨における超現制

7712  1  rl 97字年を駆除て懐古と折衷のデカダンス」

7804 1  r依胞なる末期の菱楽」

7805 1  r水のメタ 7 方アJ

7806 1  r身体を要ったディオニソスJ

7904 1  r制 反 転 何 生 後l

790川「姐諜です3象徴作用とその図式一両徴甘なことの内にJ

1910 1  rぷ的全体牲の模索J

8001  1 対 談 「 即 時 仰 吟 198伴 代 へJ

8006 1  r俗なる世界に扱影される聖J

8007  1 対談「いまネオ、非創造的時代 'J

8011 I  rヴェニス ・ビエ ンナーレ第一回国際建築展覧会J

8101 1  対官直「モダニズムについて」

8102  1  rポスト・モダン クラシシズムJ

8109  1  rヴエンチューリ昨日J

B111 1  r俗なるままにーアメリカン・モダニズムはいま J

8204  1  rr ポストモダニズム』とは不毛で脅妙な

表理tで可まなかろうかJ

「7 リー・スタイル クラシシス・ムJ

特別企画「近代建築をどうとらえるかJ

特別企画「近f切髭車をどうとらえるかj その 2

「クーパ」・ユニオンと J . へイダックJ

rM・グレイヴス姐撲を跨る」

8309 1 対談「ポストモダニズムに出口はあるかJ

8311 1  r郎市、国家、そして〈様式〉を問う」

8311 1  r質問状つ〈ぱセンタービルを見てJ

83 12  1  r安定/ 流動をめぐってJ

8312 1  rポストモダニズムに出口はあるJ

8301  I  現付注也ｾ｜ｉＡ々 ｬ モダニズム I ー健全さをめぐって

8302 I  現代建築目々 2 モダニズム ローイ『コルピュジエリア

ニスムj は存続するか」

8303 I 現 惜 滋 閥 均 3 貧しさの実学

8304 I 現倒臨思河川 ハイプリ y ド・ヴァナキュラー

305 I  現惜主犯乱1J 5 インダストリアノレ・ヴァナキュラ-

8306 I  現刑法ｾ思巧 Ｖ ニュー ・バイオレンス

8307 I  現代諸島邑.¥I!. 身 7 ニューーバイオレンス - 2

8308 I 現 間 部 制8 末期目E決盆

8309 I 現惟蹴思l - I J 9 パンク アーキテクチャー I

8310 ｉ 現代建築｜ｉＡ ｾｉｏ パンク・アーキテクチャ ー Ｑｉ

8311 I 蜘 泊 郎 防II 昨日舵型

8312 I 現 惜 野 間 々12 モノクローム現象

8402 I  rつくば糊 t沢あそびJ

8410 I  ｲ 伝統の ｾｴＱｦ＼ と姐撲の文脈 Ｑ

84 12  I  r成熟を抱むもめ」

8401 I  現j m築世巧13 世紀来症候群

8402 I 現側主箆思切14 愛の建築置

8403 I  現代位築思' . . ' ， 15 虚の物'i'i. 哩吟

8404 ｉ 現惜館関Ｎ号 ＱＶ 危 ｾＱＡｴ ＭｩＡＡＮ Ｑ

8405 I  刻 ｭ 書 ｾ｜ｉＡＮＮｙ， ＱＷ 危民ＱＡｾＱＡＡＮ Ｒ

8406 I 現 倒1奥田々 18 ｴｾ 惚機械

8407 I 現代住箆思. Y ， 19 人形愛憎

8408  I 現代述書E思布20 喰派

8409 ｉ 脚立ｾ思考 ＲＱ 透明風景

84 10 I  現ＮＱ｜波皇現ｾ｜ｉＡ巧 ＲＲ 失われたネクロポリス

8411 I 現 倒 営 問 湾23 錯首切宇宙誌

8412 I  現代主住民間! . . ' ，24 空のモル7 方ロジ-

8501 I  現代主白色思 ｾＵ e1矧定型

8502 I 現 惜 臨Eみ26 ｾ￨ 億円のメタモル Ｗ 才ーゼ

503 I 現代建築思l ) J 27 配号の迷宮

「ポストモダニズムの彼方J

「モダニズム批判的姿勢を過して」

r<近代〉との闘争J

「ルシアン例制

510 I  r第3 回ヴェネツィア ビエンナーレ1

8511 I  r.... イケル・グレイヴス雑感J

8512  I  r魚の出てきた日」
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建築文化

著 者 等

7612  I  r7 ェティシ ズムと祖宣告J

年月 『特集j ・「記事J

7806 

7807  

7907  

7910 

7911 

7911 

8001 

八束は じめ 8004 

八来は じめ 8008  

八来は じめ 8009  

パコ ・アルパルダヰ 8005  

パコ ・アルパルダネ 8006 

パコ ・7 1レパルダネ 8007  

太田氏尖 8008  

小玉祐一郎 810 1  

上l t-#雄 I  8108  

上. I! ! oイ雌

上l f'>本雄

ピーター コリ モア

安光 8211 

303  

チャ- Ivズジエンタス

ジェ 7

'

) - '

ブロードベント

建築文化も お もに日本国内の主II 築

を、側々の作品と作品解説と作品

批評を過して紹介し、強築思; l ! .t ・

潮流についての論文、記事も多〈

偽載されている. また、 A A 、A

D 、 A R 、 P A 、 D O M U S など

の海外建築雑誌のなかに、興味あ

る記事、論文などがあると創釈し

て掲載し、海外のまII 築および主II 築

思想・潮流を紹介している. 今回| 後藤f I I I -

は、建築文化の場合は、即、則とし| 相州伺

て個々の作品の解説、批評は取り | 土団組X 布署刊ま司

上 げ て い な い . 大 江 ¥ t ; x蝶森照fi

建築文化誌上において、はじめて| 川添登× 絵瑛一清

柄ポスト ・モダニズムゆという宵灘

が現れたのは 1977年の後半である .1石 山 修 郎 伊 班 出

7710号には、 Ceo( f rey Broadben t  

による r The L anguage of  POSt - I  ｩｾＢＪ 博之 ｘ 三首ｉ￬栓士

Moder n  Ar c hi tect ure: a summ- I  普州ま司

｡ｲｹｊ の ｾ￨ ＼ ｬ ｾ が観訳され、掲載され ｼ 染ー消

ている. また 7807号には、松広安 | 三包理一

光による「ポスト ・モダンの系符J

の記事例崎載され、他の雑誌より I J : J H雌 布 刊飼

いち早〈チャ ールズ ・ジエンクス | 水安光 ・絞殺ー消

著「ポスト ・モダニズム円建築 曾 | ち理一

苦J の論文に関する記事を載せ、 |  型持基司

紹介している。また 1970年後半か | 井博己

ら、建築を記号論的にとらえた記 川守山災

1 > ，論文が多〈載りはじめ、ポス | 来一哨

ト ・モダン的状況において、以前 | 附 雌 相" 何

はあまり取り上げられなか った近 | 永急涜 ・絞殺ーi f I

代建築をも含めとくに 20世紀初rJijJ( I 三宅理一

の雄築を読みかえる ｾ￨ ＼ ｬ ￬Ｇ、論文がい ｴｾｭｅ 也

多〈掲載されはじめた . I  ｾｴ 木篤

また8311サにおいては、磯崎新の | 良敬一

「つくばセンターピルJ が掲載され f 酬 。 ト

ている. 同時に、土岡旭X 布 野 修 | 岐新

司、大江宏 X 藤森J ! I ¥倍 、川添笠 x l 原消之

松業- i l l 、石山修武× 伊東豊雄、 I J : 松{右ニ

鈴木博之 X 三浦雅士たちの「つく

ぱセンターピルJ についての対鮫

も載 ってお q 、ポスト ・モダンに

対するいろいろな巧え方がぬ級さ

れ、現代の混迷の状況を表してい

る. また 8405号の布野修司による

「国家とポスト モダニズム主主 ｾｊ

という記事においても J つくばセ

ンターピルj などについて述べて

ある .

1983年頃から、ポスト ・モダンに

関連した記事、論文、批評が急に

地 えはじめた 。とくに、C RITI C A L

J UNCTl O N という項目が連載さ

れはじめて、ポスト ・モダンに l則

する記'1;が多くな ってきている .

(松井誠)

7703  I  r EI 山 st 1  J  

7710  I  r The  L anguage of  Post - Moder n  Ar c hi t ec ト

ure  :  a  su mma ry  J  

1710 I  r建築澗i J I ' 1960- 75 ( ゴールヂン Si xt y )J

7801 I  r持化あるいはデベイズマ ンの布市」

7803  I  rコルピユジェとヴェンチュー リの変針するJ也初こ今日

υ とつの建築が成立するJ

rT HE ORY  I NTO PRACTI CEbyJ AME S  ST! R U NCJ  

「ポスト モダンの矛J 世J

告白平としての建築 1 r措師何不在と不在の括協J

「変形地こ向けて」

括協として崎臨 2 r曾鰭領域一関肱系と削域とJ

「『未完刷の英と紛イ生J

批評としての総築 3 r雷鰭領域ー開放系と 附域と ( 統 )J

批評としてグ攻藍築 4 rフォルムとイデオロギーJ

批 評と し ての 舷第 Ｕ 陥 ｾ 中 の 都市 Ｑ J  

骨師と しての融 制 加銭 円中の都市口」

「日本のポス ト・モダン怨築と集合住宅一 1J  

「日本めポス ト モダン主II築と 集合住宅 2J  

「日本のポス ト・モダン姐燦と 集合住宅一 3J

「作品凶論ir - 、ま 、生白Eはー j ポスト ・モダンの表現J

シンポジュウム r20世紀の環境とデザインj

ーポスト モダンに向けて

ri混迷する近畑牒 Ada Lou i  s  Huxt ableJ  

「悩圭する近巾 ｬｾ Ada Loui s  Huxt ableJ  

「英国のポストモダニスト 6 人J

rRal ph E r ski neJ  

「ポストモダニズムに欠如するテクノロジーへの胡座J

P ポストでな〈ポトスで寸4 一知的苦悩を来り越えてJ

「幻の戦i滋笛革論争J

311 I  r批判の事態罪史りえるか- 1:111市と建築のポストモダ三ニ丈ムJ

「キ y チュの海とデザイ ンの万食噺しい規範の所在l i J

311 I  rポストモダンとポストモダニズムー

脱近代へのi且迷の中でJ

8311 I  rr独築の餌付から『まとめの主蝶j へー

識のiF J l 新生と現実の背反は何かJ

8311 I  r主既における"; ni t : ' の御ト女伽Jニヒリズムの行方J

8312  I  rポストモダニズム批判的不遜J

8401 I  rポス トモ ダニスムとハイテクデザイン」

8402  I  rハイ テク そしてハイ ・タ yチ町内ft場

欧米に見る'80年代前半の動きJ

404  I  r瓦版. コノ ゴロ キニカカリシコトドモJ

8405  I  r包l家とポスト ・モダニズム姐挺J

8405  I  r認殺する ことから知的生蔵は始まるJ

8406  I  r凶家と機式 配号J歯を怠え る ' J

8409  I  r死体解剖的風上デザインを也えるものJ

84 12  I  r19例年一括嫌界の動向」
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「ポスト モダン j あるいは「ポス

ト ・モダニズム」と呼ばれる問題| 竹山災

を々えるにあた って参.IJ となる資| 細江勲夫

科を挙げよ、という要鮒に答える| 晶

ことはかなり雛しい. それという 1 ・ベンチューリ

のも、この動151は現必進行中で、 |  畠

雑多な織相を呈しており、しかも| 八束:は じめ

大き〈振れ動いてさえいるからで | 鈴本博之

ある . そのような状況こそが、ポ |婦層崎 新

スト 田モダンだということもでき | 躯

ょうが、資料は、取捻選択され、 |  辺妃佐 F

いったんは硲定的であるかのよう | オナルド ーパ y カー

に提示されねばならない . I  晦

ここに挙げた参与資科は、単純に |

ポスト ・モダ ン等の名の付いたも | 聾

のと、やはりある A1J宜、個人的な | 畢

視点をも って取り上げられたもの U 韮 来 玄

である . したがって、このリスト| 毛理ー

は完全ではないし、確定的でもな | 浦舟夫

いことを断 っておかねばならない.

しかし、完全でもな〈確定的でも| 特集

ないことを念願においた上で、こ I A ナタリーニ

の雑多によせ集められた資料のい| 機崎新

くつかの間に、個々人が何らかの| 野口凸夫

関係性を見いだし、流動性を残し| 池fI!. 桁夫

s o  

7912 ・ L孟- -

S D 

著 者 等

特捕

特』島

樹相暗新

機拘 新

機崎 新

樹制時新

機崎 新

特集

般世時新

特集

.. .  Ｎ Ｎ・ＥＮｾｌＭ ＧＮＯｈＮｬｬ ... 

0・・ ・.- ・・"・.
由

一ー …一一- _. 

たポストモダン{ 駐を知的にプリコ

機崎 新

特lI!

特晦

B 目ラディーチェ

E  ゾ y トサス

M.  D - Iレッキ

特集

特lI!

B- ラディーチェ

特集

総意安光

竹山 実

沼辺国夫

安山花之

片本 1

渡辺正直

彦 坂 裕

竹山英X 石刻側主

ラー ジュすることは可能である . I  B ラディーチェ

ポス トモダンを有一定するか否定す| 特集

るかは、この作業を行った後に決| 特集

める べ きであろう . 誰かの言うポ

スト ・モダンや、ポスト ・モダン

にl測するあいまいな先入観に対し

てではな〈、自らが械極的に組み

立てたポスト ・モダ ン{ 撃に対して

行うべきである . さもなくばポス

ト ・モダンの動向は流行現象のよ

うにしか見えない. そしてすでに

「モダンJ と1;1: 01 ' ぶことカeできない

ようなわれわれの今日性を直感し

た人は、 i'l 定すべきものとして、

それぞれのポスト ーモダン像を組

み立てることができるはずである .

ポスト ーモダンの問題は、これか

らの未来を、自分たちの未来とし

て実際に作り出してゆこうとする、

われわれすべてにと っての問題で

あると忠われる . (上回知正)
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年月 『特集』・「記事」

7604  I  r繍崎新の全作品j

7612  I  rニューヨークデザイン英符加I展j

7703 I  rイマジナリーアーキテクチァ・ライムント・アプラハムJ

7704 I  rイ? ジナリーアーキテタチァ: ウーゴ ・ラ・ピエトラJ

7706  I  rイマジナリーアーキテクチァ: ピーター ・クックJ

7708  I  rイマジナリーアーキテクチァ: ピラネージ」

7709  I  rイマジナリーアーキテクチァ. ロン・へロンJ

7710 I  r現慨臨の紙，['J fJlJ

7712  I  rイマジナリーアーキテクチァ メンディーニJ

7803 I  ｲ 現惜鴎の制 ｾ Ｎｩ 倒 2J  

7804 I  r 7ァンシ一刻頃向」

7806  I  r k層化としての主単車」

7808  I  rノーナンセンス ・ジェヰレイションJ

7809 I  rイマジナリーアーキテクチァ ，ベ y シェJ

7810 I  rスタンリー タイガ' - 7 ンの作品』

7912 I  r最近のエットーレ ・ソットサス j rJ

8000 

「エットーレ・ソットサスの近作J

「デザイナーであるとはどういうことかJ

「環境紛j明 新l日の面についてJ

8103  I  r新古典主ゐ〆ポスト・モダニズムと新古典主義l

8202  I  rメンフィス・ニュー ・インターナショナル ・スタイル

あるいは家以! T l ポストモダニズムj

「ニュー・インターナショナルスタイ J レJ

8208  I  r渦巻〈ポストモダニズムj

「エ' ) . ，ク・モス: 衣象としての住築J

「カリ 7 方 J レヨニ7 ・ドリーミンJ

r ? 7 ト・アーキテクツJ

r' 9も11 : " の流れの中でJ

「アメリカ住努め新しい波と占い伝統j

f コウPー/ キム : 初市の文脈の解ョ克」

「イメージパラダイム何回転ド7 J

「アメリカのむい建築家たちは4トー ..J

8303 I  ( 1982年 9 月〆 ンフィス新作発或展プレス用資料抜粋)

r<メン7 ィス〉のf問トー何散家具なのゆJ

「重量と体積のある新人途j

8304  I  rマイケルグレイプスj

8305 I  rシンボリズムと時代精仲 ( インタビュー )J

8401 I  ri I J 崎新 1976- 1984J  

「テクストの制勝とポストモダニズムJ

「主題のない物jfトつくばセンターピルJ

rn往J

8403  I  r〆ン7 イス1983J

「イタリアン・パラドクス」

8404 I  rポストモダン ・ランドスケープにおける空J l Oの制品J

8405  I  r  A  . メンディーニ』

8406 I  r The Wayout  01 post - moder ni sm? リ

84 10 I  rノル: ベンチューリ コレクションj

8502  I  rポストモダンの7 ランス磁波j

「現代フランス姐燦の特色. l J J

「プリミティピズムの台 ｾｲ ｬｊ

「ゲームの規制 (1 ゲームの袈州 2 言語ゲーム

3. ゲーム脱則的饗抗 4. ポストモダンの条件)J

8505  I  rアドル7 ォ ナタリーニの主l燦 1979 -83J  

「礼鳴のラプドマンツィアJ

r  Jli占ρ附"A問 J

rne憶の再楠築へJ

「ミケーレ ・デ ' 1レy キ ポストメン 7 ィスへと

k頒方する若き感性のゆくえJ

r( デ ・ル y キについて )J

8507 I  rマルコ ・ザニーニ』

8510 I  rポストモダンの地平から一段 より j

J APAN 

I NTERI OR 

DESI GN 

つぎの時代の主流となる動向は、

初めてその姿を見せたとき、必ず

保守的な勢力から非維の声をあび

てきた. しかし時代の感性はそれ

を自らのものと直感し受け入れる.

その意味では、硬直化した一部の

アカデミンャンの知性より、一般

的な同時代人の感性の方が信用で

きる.

「インテリア J は、イタリアのラデ

イカル ーデザインからポスト ・ラ

ディカ J レである 7 1レキミアや〆ン

7 イスまで、積極的に取り上げて

きた. ポスト モダンという言葉

を、われわれのこれからの時代を

去す言葉として捉えるという姿勢

をとるならば、社会権造の変t停を

目指したラデイカル・ムーヴメン

トは、ポスト モダンを考えるに

あたって. m要な示唆を与えてくれ

る. それゆえ、「インテリアJ から

は、デザインと建築におけるラデ

イカル ムーヴメントに関する資

料も積極的に取り上げた.

メン 7 イスの主陥者iであるエ y ト

ーレ・ソットサスの論文「幼なか

ったころ ( Nu261)J は、ソットサ

スの姿勢を端的に表している文章

として取り上げた. メン 7 ィスは、

自らはポストーモダンであること

を否定している. しかしそれは、

ポスト・モダンあるいはポスト

モダニズムが、歴史主義、折衷主

義と i昆同されているためであるに

す ぎ な い 。 ( 上 回 知 正 )

著 者 等

E . ソ y トサス

多柄告ニ

特集

B. ラディーチェ

多オ司告三

特集

A  プランジ

称集

特集

特集

7 ランコ・ラッジ

ネ別駐

E  ソ y トサス

A  メンディーニ

A ' メンディーニ

A ・メンディーニ

A ・メンディーニ

A ・メンディーニ

特集

B  ラディーチェ

山口勝弘

称i駐

フラン y ア

7 ランシア

U . L ・ピエトラ

仰品

称lI!

4寺町』

佐藤和子

ト? ーゾトリーニ

アルキミア

R  リナルディ

特集

E. ソットサス

特集

A . プランジ

A . プランジ

枠集

特集

積 崎 新

B. ラディーチェ

特集

A ・ナタリーニ

U . L . ピエトラ

A . メンディーニ

機 的 新

革対駐

フランシア

繍 奇 新

特集

資料・ポスト・モダンとその周辺 ＨＱＹＷＶｾＱＹＸＵＩ

年月 『特集』・「記事」

7603  I  r椅子の意味J

7704  I  r僻カ管絡のコードを聞くように空1111を聞く形式( 建

築・作品と方法の追跡ー 2 伊東豊雄)J

7706  I  rエットーレ ソットサス・人聞のためのデザイン』

「エットーレ・ソットサスとメン 7 ィス・ブルースJ

7711 I  ｲ＼ 仮而性〉と現実性Ｈ建築Ｎ作品と方法の追跡 ｾＶ

石労布肱)J

7801 I  rアンドレア プランジのデザイン・サーチスj

「ラディカ J レ・ノート」

7905  I  rアドル7 方 ナタリーニのイベントく生涯、オブジエ

クト、建築の代わりとしての舵憶)J

7911 I  rtt，エターノ ・ベッシェ』

7912 I  r 7  ，<ンギャ J レド ・7 ァニチァ. スタジオ . 7 1レキミア

の活動j

「ポスト・ラディカ IL品酬とインテリアJ

8011 I  r 7方ーラムデザイン展j

8012  I  r幼なかったころJ

8101  I  rラデイカルデザイン〈今日のアパンギャルド>J

8102  I  rラディカルデザイン〈イタリアのアパンギャルド>J  

8103  I  rラデイカルデザイン〈キッチュ貧讃: ) J  

8104  I  rラデイカルデザイン〈パナール>J

8105  I  rラデイカルデザイン〈ポスト ・アパンギャルド>J

8202  I  rメン 7 イスの家共l

f メン 7 -17.. : ザ・ニュ- . { ンターナショナル・ス? . { ル』

「即時ジャーナリズムのデザイン迷動」

8203  I  r1 リスティアーノ・トラルド・ディ・ 7 ランシア

スーパースタジオの保弘』

「イベイジョン・デザインJ

「住 ・梁 ・屋倒て制服される版失謹IIIIJ

「古き良き時代の機式から il ' l 1l l ?て明るし、ラインへ」

『梅図正徳の新字家具i

r<アール・エ ・アンドゥストリ〉町オブジェクト1

210 I  rスタジオ ・アルキミアの活動』

「強烈lロ y クのスタジオ・ 71レキミ 7J

「馬鹿げた体育実験J

「雌雄両性の主慾I ! i J

「身体の装飾J

8302  I  r第16回ミラノトリエンナーレ展』

8303  I  rメン 7 ィスの思' . { ! ! とニューデ吋' イン( インタビュー)J

8304  I  rアンドレア ・プランジの近作』

「ラディカ J レデザインからニューデザインへ( インタ

ビュー )J

「デザインーイタリア 目デザインJ

8401 I  rウ ー ゴ ラ ピ エ ト ラj

8403  I  r l ン7 ィス1983J

r l ン7 イスをどう位置づけるか( インタビュー)J

「多彩なイ〆ージの展開J

8407  I  rっく 1IセンターピJ レj

「古典主義へのリファランスJ

ｲｾＱ 用のカタログ」

「眼絡な流儀tこよる転移J

「より折衷的にJ

8408  I  rクリスティアーノ トラルド・ディ フランシ7

スーパースタジオの近作』

「礼鳴とデザイン」

r BEI NG MOR E  E C L E C TICJ  

8409 I  rウーゴ ・ラ ピエトラの家共デザインj
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に加す立の出口 ー ボードリベ ｾｊ レ乃ーラム東京 ＸＱｊ

r  < ドミノ〉の再生」

モダニ丈ムからポスト モダンへ

J oseph Kos ut h インタビューJ

7900 

8009 

8112 

8204  

S206  

「尚府・ キ y チュJ

「伝統とモダンへの問いJ

「泊目車内冬目蹴象J

「新宿西口 ・N S ビJ Vb‘ らの風来」
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イホームまで'JJ

「具格したエンジニ7 紛神の死一パクミンスター ・

7 ラーJ

8210 

8212  

8302  

8304 
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石山修氏

< i 山修武

石山修武

石山修武
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坂 j主

佐藤利子

「こ町ν 、サミには『困ったもんI.:'JJ

rphoto ga l l ery夜向l I iの如< J  ( 踏絵仰の作♂S 真)

「深府ポストモダニズム一大江宏の国立能楽堂」

「日本四モダンデザインの源流を比る 『モダニズムの

工芸家た ち 全 工 を恥以こしてJ (刷

「歴史的感設としてのポス トモダニズムJ

『ポストモダンと芸術の現代l

「コズミ v クジャンプの衝動でさ えもJ

rlii j近しつづける近代デザインJ

「職人たちの生鹿力→ F豆の民八兵捕泊ii J

n荷1古市q削( 1いJ

「ポスト 田モダンの Il，¥fiー松山際『再υbと東京j をめぐってJ

「日本は甘くないーC アレグザンダー『お金学園

Jl!J f高校JJ

8309 

8309  

8310  

8310 

8401 

山口勝弘

北野ヒロシ

占館克明

石山修武

柏木 博

8402  

8406  

日408

8110 

8503 

8507 

石山修武

特JI !

機崎新+ 多木措ニ

柏 木 博

イf 山修武

石U捕ま武

石山修武

石山修武

竹山 ':k 

特集

J ， F.  ') オタール

，j)，1'f1Iま"

ｌｾ 谷川抱

石井和紘

ピーターホ 7 7ン

レナード・コーレ ン

竹山 咋i

波辺ta相

般車- h'l

特4

『中国的! 岳& 故宮博牧税と現代デザイン』

「中国デザイ ンにデザインの原理を比るJ

「絵本安光の知rJ t邸J

? 日本じゃないみたいな" l I ! 創主もJ

『現代イタリアの創造力j

8509 

8510 

8511 

称JI.!

給 水 博

石山修武

山本衛士

地引lここ二、三年の1111で、美術手帖の

印象が何となく変わ ってしま った

と感じるのは、恐らく私だけでは

あるまい. 誤解を本知で敢えて述

べるならば、どことなく軽くな っ

てしまったのである . それは、世

界中で少なからず 見 られる現代尖

術の最先端と風俗や 7 ァッション

の最先端の結合現象に対する、制

J I. ! 部の 7 .." トワークの軽やかさに

基づいているともいえるであろう .

今やモダンアートを楽しむ人は、

M T V で最新のヴィデオクリ ップ

を楽しみ、 Jft よりも早〈ニュー 7

ア y ションで身を包むのであり、

恐らくこの雑誌はそうい った若い

人々をターゲ y ト町中心へとスラ

イドさせたのであろう .

ポスト ・モダンの ill 築やデザイ ン

の現象は、そういった若い人々の

興味の対象となり仰ると思われる

のだが、意外にそれらを扱 った記

'1>は少ない. リストア y プしたも

ののほとんどは、見聞き 2 頁的知

文であり、系統だてて展開される

ことはない . 例 年 6 月号に「ポス

トモダンと土芸術の現代」という特

集がみられるに側まる . それそ' れ

のエ ッセイは、論者のその時々の

関心に従 って占かれているようで

あり、新聞における囲み記事のよ

うな役割lを栄たしている . 恋らく

この雑誌は、尖術界的最先場の話

題を追うのに忙しいのであろう .

なお、 現在の美術界を 1ft 捲した! 事

のある、ニューベインティングに

| 却する特集は、 ' 83年の半1%あたり

から、積極的に組まれている .

( 金村京一)
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年 月 I r特集J .  r記事 J

7603  I  F  ranco Ragg i 編集号 ( Casabel la41 l 号)

7603  I  rChar i es W .  Moor eJ  ( 仏A / A  184号)

7608  I  r New Yor k in Whi te and Gr ayJ  ( 仏A/ A186

号)

7701 I  r  Ar . . a Is ozak ;J ( 英A/ D47ー l号)

7704  I  r posト Moderni smJ (英A/ D47- 4号)

7705  I  r OMAJ  ( 英A/ D47- 5号)

7706 I  r  Amer i ca NowJ  ( 英A! D47- 6号)

7707  I  rVent uri  &  RauchJ  ( wer k 'archi t hese 64ー

7/ も号1

77 10 I  r Ar chi t et t ura e  l i nguaggi oJ ( Cas abell a429号)

7801 I  r post - Moder n Hi st oryJ  ( 英A/ D48- 1 号)

7803 I  r  Ar ch川 et t ura radi ca le  in l tal i . J  ( DOMUS  

580号)

7807  I  rVent ur i  et RauchJ  ( 仏A/ A  197号)

7811 I  r Rec lai m i ng the pas tJ ( 米P/ Al 1月号)

7904  I  rもうひとつ叫閣議一主邸における締造主義J ( 建築

雑誌4 月号)

m 5  I  r魅惑の「メカ ・デザイ ンJJ (主芸術新潮 5 月号)

7912  I  r Beyond Mode rni smJ  (米P/ AI2月号)

8001 I  rEdi t or i al eJ  ( DOMUS602号)

8009 I  f t nt eri or Desi gnJ  ( 米P/ A 9 月号)

8100 I  rエクレクティシズムに恕う J (AX1S  Vol. 1)  

8100 I  rモダニズムとの訣別/ マイケル グレイプスj

( AXI S Vol. 2) 

8107  I  rアメ リカ延燥の 万 依 例 鍛 ・機崎新)J

( KA WA S HI MA 第 4 号)

8200 I  rポストモダンのi傑流をさぐる : イタリアデザイン非拘

現状と皮切 ( AX1S VoI. 3 )

8207  I  r数都屈と現代弘明( 倒灘誌7 月号}

8210 I  rポスト モダニズム刷( ブルータス51号)

8210 I  rポスト ・モダニズムをめく ってJ ( 胞工10月号)

8300  I  rメンフィス ・その発想と回帰( インタビュー)J

( AXI S  V ol. 6)  

8300  I  r イタリア ・デザインの潮流J ( AX1S V o l. 8)  

8303  I  rポスト モダンの条件J (現代忠明白 l巻 3号)

8305  I  rデザインの王国イタリアJ (プJ レータス64号)

8306  I  r側 伽 らの幡圭・日相撲のポストモダニズムJ

( E OS  3号)

r7体 代 モ ダニズム組擦の死後錯綜するコードi猷 J

( E OS  3号)

8309  I  r遊びの到UJ ーポスト モダン時代の建築J

( 季刊 panorami c magazi ne is 22号)

8312  I  r染織のポストモダニズムJ (K A WA S HI MA  1き号)

8400 I  r実験期における哲学と総面ーポストモダン混合tへの得

与J (理iI!.'括08号)

8405  I  rp. P.  ( ポスト ・ポスト) モダン ・7 ァニチュアを係る」

( プル- 1" - 87号)

8407  I  r楽しきことのみ機能的であるJ ( ブルータス9狩 )

8409 I  r社唆雑誌のアンダー ・グラウンド〈届〈刷:->J

( ブルータス96号)

8505  I  r  ｾ 仕括 ｋｴ ＾ 巧 一秒 点とコ ンテクストを仕 拍 ｈ する ｊ

( 都市住宅 5 月号)

8506 I  r越撲のポストモダンと nUIjー現代建築に nlllj は可能

かJ ( K A WA S HI MA 17号)

8509  I  ｲｾｾ としてのポス ト ・ モダン建築 ｊ

( 季刊panorami c magaz i ne i s  29号)

8510 I  r Ar chit ect ur e  f or the ' 80sJ  

( VOIC E  1985年10号)

8511 I  rニューヨーク発怪電波 ・啓示次元町T V業 界 民3民k

元のデコ ・ト ーンJ ( プルータス 12持 )

8512  I  rニューヨーク ・アート ・ナウ釦ポストモダンの紘予た

ち ( T R E NDS 1985年 12月号)

「ポストモダニズム 10年」

一 編 集 を 終 え て -

ひとそれぞれのポスト ・モダン、というのが多くの読者諸氏の感想だろうか。世界観の間短

として語っていただいた方も、きわめて個人的なコードで論じていただいた方も、また聖俗を

辛抱強〈縫い合わせるように記述していただいた方もある。一方、モダンに関しては、各人そ

の許容範囲は呉なるにしても 、われわれは案外に共通した理解の仕方をしているものだと、改

めて感心させられたりもする 。むしろ、ここが問題なのだろうか。

ポスト ・モダン( モダン 以後) という言葉が定渚した今、モダンを過去のことと錯覚しがち

だが、言葉の矛盾だ。いかに長生きをしても私たちはモダン ・タイムズ( 現代) に属し、死後、

子孫はポスト・モダンの人間となるが、彼らにとっても自分たちの時代はやはりモダン( 今)

となるのであり、それをポスト ・モダンと呼べるのは私たちから見たときだけのことだ。言葉

としてのポスト ・モダンは特殊な場合には便利なだけではなく適切でさえあるが、自分の時代

ばかりか自分自身をも放楽する無責任な概念でもある 。誰ひとりとしてポスト ・モダン( 今後

あるいは未来) を今、生きることはできない。

それにもかかわらず、モダ ン全体を、「近代j はおろか「現代」までをも私たちは昔のことと

感じつつある 。モダンという言葉は、仮に別のものを指し示していたにせよ、前世紀の中頃か

ら次第に多用されるようになり、現在に通じる価値概念、様式概念、そして時代槻念としての

モダンが一応の成立を見てからもすでーに久しい。「近代J にせよ「現代」にせよ、あまり頻繁に

永〈使われ続けたために、現代デザイ ンを諮るには「現代J という形容では事足りなくなって

しま っている 。

ポストモダニズムは、その本来の意味を考えるならば、( 過去とではなく) 現在との自党的で

計画的な絶縁と新たな表現形式を探究する最前衛または超前衛の動向であると 同時に、モダニ

ズムとおなじく、あるいはそれ以上に、上記のような私たちの時に関する他党的症候なのだと

思える 。それは加速するモダンからさらに前方へ高速でヤ打ち出されようとする物体のようなも

ので、ある超高速に達したとき、すべての個体がその空間に自由に浮遊し、混在することにな

るのだろうか。搭乗者がポスト ・モダンからモダンへ引き戻されるのは 、モダンの宇宙船を超

えたはずのシャトルが街に散るときだ。すべては制御され、誰にも資任はない。人類への課題

であると同時に、きわめて日本的な 問題でもある 。

*  

ポストモダニズムという矛盾に満ちた概念をい ったんは究大に受け入れ、興味深い原稿をお

寄せいただいた執銃者の皆様にお礼申し上げたい。アンケートの回答の中には、数ページを用

意して、むしろ論文の執鋒をお願いすべき内容のものが含まれていた。

そして、ア ンケートの設問では、ポスト ・モダンといフ切り口で、建築から都市のデザイン

はもとより、多様な領域を意識したせいか 、また誌面も限られていたので、回答者のnの意図

を十分に反映しがたか ったよフに思えるが、本テー? についての多様性をそのまま各層の感性

の中でどのように映し出しているかを物語っている。これからの各位の視座を構築する一助に

なれば幸いである 。

「建築と社会 ｊ てＮｾ " ポスト ・モダン砂をとりあげたのは、今回が最初であると思われる 。全

体の誌面を通じて、本特集の特徴でもあるが、ややビジュアルに語る部分が少なくなっている 。

具体的作品等のイメージは他誌等のプレゼンテーションにより補完していただかざるを得ない

ことをお許し願いたい。いずれにしても今後もこの概念と‘ 建築と社会。との関連性を見守り

ながら、しかるべき機会に再度編集企画したいと思 っている 。

今回の企画にあたり、石井和紘建築研究所からは直島町役場の写真をご提供いただいた。ま

た、本誌の前編集委員、藤本憲太郎氏 ( 関東学院女子短期大学講師 ) の協力にも感謝したい 。

ご協力いただいた方々に重ねて感謝申し上げます。

( 編集幹事 国中直人、藤田治彦、回 附尚 )
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企画: 日本建築協会

置雇回目| あなたもアイデアマンになれる

マンのアイデア発想
四六・ 224頁 ・ 定 価1800円

マンションバルコニー手V りを

先句けでき毛よい0 ・

;金主主

戸田建設株式会社 合 原 一 夫 著

厳 し い 時 代 を 生 き ぬ く 原 動 力 は ア イ デ ア だ グ

・どうしたら飽工のコストが下げられるのだろう?

・どこを改善したら現場がスムーズに動くか ?

金属工事ではコストを大き く左右するアイデアテーマが多い

厳しい不況からの脱出を目指し 各社ともコスト ・品質競争に必死である. 本

書は，そうした現場で生かせる施工のアイデアや，盲点にな っている改善テー

マなどを数多く集めた . また，どうすれば役立つアイデアが得られるのかなど，

日常生活や職場でのアイデア発想、法などを提案. 即実行に移せるア イデアの本

. +&+1好評発売中 | • 
T QCから見た建設業問題解決の決め手 建物の値打ちの高め方ピルマンションの新しい評価法

小林，膏周蕃・四六 ・ 208頁・定価 1700円荒木隆彦著 / 四六 ・ 192頁・定価1600円

躯体工事監理のチェックポイント 100

須賀好富著 / 四六 ・224頁・定価18∞円

空調設備のトラブル50 建築に携わる人へのヒント

建築鼓備ト ラブル研究会蕃・四六 ・224頁・定価1800円

パソコン会計術設計事務所編

西部明郎著 / 四六 ・224頁・定価1800円

( 目録進呈〉

企画日本建築協

直面圃

衛生設備のトラフル50 建築に携わる人へのヒント

建築位備トラブル研究会著 ・四六・ 224頁・定価1800円

6 学芸出版社

〒600 木津屋橋通西洞院東入

E  L  075 (343) 0  8  1  1  

… 建築に携わる人へのヒント

知りたくても知るすべがなかったこと，書きたくても公には書けなかった

さまざまなトラブルの事例・原因・対策から，その解説・ヒントまで一一

最新の設備や技術ゆえに起こるトラプルから ， いつも失敗をしながら明確 な解決策が出きれな

かったトラブルまで，現場サイドの技術や知識に裏付けられた ，実際に起 こった事例と その 対

策の数身. トップレベルの技術者たちの知識と勇気を結集してまとめた 空 調 設備や衛生設備

で失敗しないための方法や技術をすべて盛り込んだ，画期的なトラブル解消の トラの巻である.

空調設備の[ 衛生設備の

トラフル50 トラフル50
四六・ 224頁 ・ 定 価1800円建築設備トラブル研究会著

・内容概略

l  熱特性に まつわるトラブル

2  梁と天井裏スペースにまつわるトラプル

3  シャフトまわりのトラプ Jレ

4  ガラリまわりのトラブ Jレ

5  屋上・屋外設置機器まわりのトラブル

6  ｾ調機 械 室まわりのトラブ ル

7  居室内のトラブル

〈目録進呈〉

四六・ 224頁・定価1800円建築設備トラブル研究会著

・内容概略

l  地中 ・床にまつわるトラブル

2  ンャフ卜 ・墜 ・便所にまつわるトラブル

3  浴室・外壁にまつわるトラプル

4  地下 ・屋上にまつわるトラブル

5  腐食にまつわるトラブ Jレ

6  給水 給湯にまつわるトラプル

7  排水にまつわるトラプル

干600 京都市下京区木津屋橋通商洞院東入

T  E  L  075 (343) 0  8  1  1  



特集

ーれからの防水工法、園田園

総論

防水の歴史と J A S S 8 制 改 定 の 経 緯 / 小 池 辿 夫

リ フ ォ ー ム と 防 水 一 一 屋 上 防 水 の 改 修 / 辺 見 仁

各論 1 j ン プ レ ン 防 水

最 近 の ア ス フ ア ル ト 防 水 の 動 向 / 斉 藤 彪 ・荒 木 孝

主主膜防水/ 伊 藤 松 夫

シ ー ト 防 水 工 法 の 動 向 / 藤 木 俊 昭

各論 2 シ ー リ ン グ 防 水

シ ー リ ン グ 防 水 の 現 状 と 今 後 の 課 題/ 操 上 弘 昌

各論 3 外 壁 防 水

外 壁主主朕防水/ 永 井 健 太 郎

各論 4 特 殊 防 水

ス テ ン レ ス シ ー ト 防 水 / 高 橋 行 雄

技術資料頁・防水工法データ・シート

外側断熱工法 脱気工法〆近畿防水事業協同組合

断熱露出防水 S C- 25GF  ( ギJ レ7 方ーム ) / 東軍アス 7 アルト事業協同組合

特官午: - J K式断熱防水工法/ 日興化成

目立パイナリーシート P/ 目立電線ゴム事業部

サンロイド O N防水ンステム/ 筒中シート防水

エキスパン タイ T E 型/ タイセイ商工

R - T 工法( ステ ンレスシート防水 ) / 三晃金属工業

ベタウオールス- ，マー3200エクシード/ サンスター技研

ロードシル/ クリヤ7

関連広告
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. 総論

防水の歴史と ] A S S 8 制改定の経緯

小池迫夫

1  . 防水の歴史

紀元前 150 年ごろ、ギリシャの植民市ビザンチウムの数学者

で旅行家のフィロンは、 、世界の七不思議。 を選んだという 。

その中に、エジプトの大ピラミ ッ ドグ ホロードス島の巨人像か

などに混ってホパビロ ンの空中庭園。がある 。

「新ノ〈ビロニア王国のネブカドネザル大王は、メディア王キ

ャクサレスの王女アミティスを王妃とした 。 しかし、彼女は乾

燥した担々たるパビロニアの風景に親しまず、故国メディアの

緑の山々を慕 って楽しまなか った。

王妃を熱愛した大王は多くの建築家・技術者を集め、その首

都パヒ、ロンに、高さ約 350 フィートの、テラスが重なりあ った

建物をつくるように命じた 。各テラスには各種の樹木や草花が

植えられ、ユーフラテスか らくみあげられた水で濯概され、そ

の水はまた特殊な装置で排水された 。こうして王妃はパヒ、ロニ

アに留まり、幸せな生活を送 ったという 。

・・…・中 間各・・

メソポタミアの建築物の窓はいずれも小さく、その壁は厚い

が、これは炎暑をさけるためであ った。 しかし、このテラスで

は、外部の植物の築からたえずしたたり落ちる水滴の幕によ っ

て外部の暑熱をさえぎり、その内部は盛夏でも涼しか ったであ

ろう 。ネブカドネザルの工匠たちの苦心は、部屋の上の庭にた

えず給水されている水が どうしたら部屋に惨みださないよう

にするか、ということだ った。

彼 らの結論は、部屋の天井に 主主と漉青 ( チ ャン) をふき、さ

らにそ の上に鉛の厚い板を 置 くことであ った。 これは成功した 」

( 板倉勝正・パヒ、ロンの空中庭園、森本哲郎編: 目でみる世界

七不思議の旅、附文芸春秋干I j 、 1986)

これは紀元前 6 世紀の前半の話であり、遺跡も発掘されてい

るという 。古代人は、規模においても、精巧さにおいても現代

人を篤かすような技術をも っていたようである 。 防水技術も例

外でなく、その主役は天然アスフアルトであり、ブロ ックや土

管の 目地にも天然ア スフアルトが利用されていた 。

きて、話は近代の日本まで下る 。

日本建築学会の前身である造家学会は明治19年 (1886) に創

立され ( 本年 100 周年を迎えた ) 、翌20年から機関誌、「建築雑

76 姐誌と社会/ 1986年 3 J 1号

誌」を創刊した 。No.l 3 ( 明治21年 1 月) には前年中に行われた

講演会が紹介されている 。その中に、新家孝正による、土涯青

の説。 というのがある 。

No.17 ( 明治21年 5 月) には、黒沢利八による ‘ 地涯育。と題

する論議があり、地涯青が道路建設、水道管や方、ス管の防食、

湿地の防湿、屋根などに用いられることを紹介している 。No.28

( 明治22年 4 月) には中村達太郎が 、フェルト 葺H について触

れており、また、 No.70 ( 明治25年10月) に、ゼー・コンドル設

計の海軍官舎の工事要領報告が掲載されており、屋根はスレー

ト、平屋根は鉛板、地中煉瓦壁外側へアスフアルトを 塗布した

ことが報告されている 。

No.97 と98 ( 明治28年 1 、 2 月) に別掲囲み記事のような陸屋

根防水に関する Qアンド A が掲載されている 。この答をみると、

すでに積層防水が発想されているように思われるが、建築雑誌

にアスフアルト防水の記録が掲載されたのは、明治38年 8 月竣

工の「大阪瓦期株式会社事務所」が最初である 。No. 233 ( 明治

39年 5 月) に「屋上は 3 階建の部分亜鉛板葺き平家の部分はグ

ラベルルーフ式上部を運動場とすJ ( 平家建は 4 間半 X 3 間半 )

とある 。添付の平面図によれば、社長室に続〈 バルコニーにな

っている 。 、グラベルルーフH とは砂利押えの防水屋根であろ

うが、当時その用語が一般化していたかどうかと、建築雑誌を

さかのぽってみると、 No.72 ( 明治25年 12月) の ホ海外建築茶話

( 続)。 に 、砂利屋根。の話が出ていた 。防水業界の長老の話

によれば、大阪瓦期で用いられた防水材料は、アメリカからの

輸入品であ ったという 。

2.  J AS S  8の制定と新防水工法の登場

J A S S とは ( 社 ) 日本建築学会が制定している建築工事標準

仕様書のことで、英語の J apanese Archi t ect ural  St andar d 

Speci f i cat i on のイニ シャ ルからきている 。その歴史は古〈、

大正12年 ( 1923) にさか のぼる 。建築施工技術の向上を図るた

め仕様書の襟準化の作業が開始され、昭和16年までの聞に建築

主体工事 に関して 16の標準仕様書が公表されている ( 防水工事

は含まれていない )。

昭和26年 ( 1951) に材料施工規準委員会が発足し、標準仕様

書の全面更改作業が行われ、翌年から逐次成果が公表された 。



J A S S  8 、 1 節アスフアルト防水工事(案) は昭和27年 9 月号の

建築雑誌に公表された 。当時、いわゆるメ ンプレ ン ( 膜) 防水

工法には、アスフアルトは防水しかなか ったといえる状態であ

った。( 補修用のアスフアルト系塗膜が輸入されていたかもしれ

ないが)。

昭和30年発足の日本住宅公団 ( 現・住宅都市整備公団 ) は、

当初大阪支所管内および東京支所の札幌地方を除いて、屋上に

モルタル防水を採用していた 。 しかし、雨漏り事故が多発して

その解決のために、狩野博士を長とする委員会を設けて、屋根

防水コ ンクリー卜工法を開発し、昭和33年度から公団はその実

施に踏切 った。それを受けて J A S S イじされ、昭和36年 3 月号の

建築雑誌に、 2 節屋根防水コ ンクリートヱ事 ( 案 ) が公表され

た。 この仕様書は今回の改定まで存続したが、皮肉なことに公

団は昭和38年度からこの工法の採用を止めた 。それは、昭和37

年の 8 月から 10月までの約 3 ヵ月間、異常といえる日照り続き

でコ ンクリートにクラ ックが入り、そのあと来襲した台風によ

り雨漏りが多発したためである 。

新しいメ ンブレ ン防水工法の発場は昭和30年 ごろからであろ

う。最初に用いられたのは酢酸ビニル樹脂のエマルシ ョンであ

ったが、惨たんたる結果に終 ったことをご記憶の読者も多いこ

とと思う 。間もなく改良品と称する製品も出されたが大したこ

とはなく、無責任な結末を迎えたものも少なくなか った。 クロ

ロプレ ンの塗膜材が輸入されたのも昭和30年代の半ばごろで、

40年近くな って国産化されたが、屋根防水としては期待はずれ

であ った。結局のところ、 塗膜防水工法が一人前として認めら

れるためには、昭和40年代のはじめに開発された、 2 成分反応

硬化形のウレタ ンコーム系塗膜防水材の登場を待たねばならなか

った。 この工法の先駆的工法として、昭和30年代の末期に登場

したエポキシ変性ポリウレタ ンに注 目する必要があろう 。 また、

それより以前に登場した、タールエポキシ防水の悲惨な結末も

忘れてはならない歴史のー コマであ った。

シート防水工法が急に 注 目されるき っかけにな ったのは、昭

和35年 ( 1960) 西ドイツからポリイソブチレンシートの技術導

入である 。それより先、昭和33年ごろから輸入され、主として

地下構造物に試用されていた 。技術導入の動きは業界関係者の

強い関心を集め、その対応、の素早きには目を見張るものがあ っ

た。ある会社では、アメリカ人の技術者の指導による加硫ブチ

ルゴムのシートを、昭和36年に生産を開始した。 また、もとも

と生産技術のある可塑化塩化ビニルのシートも前後して登場す

ることになる 。

このような、防水業界にと って未曽有のイ ンパ ク卜の最中、

J A S  S  8  1 節の改定作業が行われ、昭和37年 8 月号の建築雑誌

に、 1 節アスフアルト屋根防水工事(案) が公表された 。 この案

では、その名称のように適用範囲は屋根に限定され、昭和27年

案に含まれていた 。地下室、貯水槽、室内が除かれた一一委員

であ った筆者にもその真意はわからなかったが。

さて、衝撃的なスタートをしたシート防水工法ではあったが、

その発展は必ずしも順調ではなか った。 ポリイソブチレ ンシー

トは下地の不連続部における動きで容易に破断した。当時、コ

ンクリー卜下地のクラ ックでアスフアルト防水層が破断する事

故が続発し、その対応が工夫されていた 。数% の伸び率しかな

いアスフアルトルーフイングに比べて、 500 % の伸び率を示す

ポリイソブチレンのシートは魅力的であった 。その頃にわかに

建設ブームとな ったボウリング場の屋根、体育館の屋根に用い

られ、下地の激しい動きによ って 3 - 4 ヵ月で破断した 。それ

は 、ゴム。 という名称に惑わされ、加硫しないゴムの疲労に対

する弱点に無知であった建築技術者と、防水下地の動きに無知

なメーカー側の化学者との狭間に生じた事故といえる 。後にな

ってわか ったことだが、欧米では屋根用のポリイソブチレ ンの

シートは石綿フェルトで裏打ちされ、しかも絶縁工法で用いて

いたのだが、その情報が入 っていなか った。技術導A したのは

地下防水用のシートだったのである 。

加硫ブチルゴムシートも順調で‘はなか った。加硫ゴムという

網状構造は疲労に強い反面、分子の主鎖にある 2 重結合のため

にテ ンショ ン状態でオゾンクラ ックを発生する欠点がある 。従

来、オ ゾン は山岳や海岸地域に多〈都会にはほとんど存在しな

いと考えられていたが、実はそっではなか った。ロスア ンセツレ

スで注目された、自動車の排気ガスによるオキシ夕、ントの発生

が、日本でも起っていたのだ。加硫ブチルブムシートは施工後

2 年ほどでオゾンクラ ックを生じた 。追随して登場した加硫ク

ロロプレンゴムのシートも例外ではなか った。この加硫ブチル

ゴムの欠陥は、昭和40年ごろから E P D Mをブレンドすること

で解決されたが、シート間接合の信頼性確保は、現在に至る重

要な課題である 。

このような失敗を繰返しながらも、シート防水工法は徐々に

定着してきた。建築学会では、シート防水工事を J A S S 化すべ

〈昭和42年に小委員会を設置したが、 J I S の制定を先行すべき

であるという意見により IJ I S A  6000合成高分子ルーフイングJ

が制定された昭和44年に作業を再開し、昭和45年 2 月の建築雑

誌に 3 節合成高分子ルーフィング防水工事(案 ) が公表された 。

なお、昭和45年には I J I S A  6009基準その他を積層した合成高

分子ルーフイング」が制定されている 。

昭和47年 6 月号の建築雑誌に、 l 節屋根アスフアルト防水工

事 ( 改訂案) 、 2 節屋根防水コ ンクリート工事 ( 改訂案) 、 4

節シーリング工事( 案) が公表され、会員の意見を入れて再検

討し、先に公表した 3 節とあわせて昭和47年 10月 I J AS S 8 防

水工事」の第 1 版として出版された。解説をつけて本の体裁を

整えたのは、このときが最初である 。

先に、昭和40年代に至るまでの新防水工法の登場経緯の大略

を述べたが、その後もめまぐるしく消長しつつ、それでも収束

の方向に向いつつあった 。

酢硫ビニル樹脂のエマルションは アクリル樹脂との共重

品を経てアクリル樹脂のエマルションへ落着いたが、常識的に

軽微な用途に限定された 。昭和44年ごろ、ゴムアスフアルトの
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エマルション( アスフアルトエマルションとゴムラテックスの

混合物) をエマルション分解剤と同時に多頭方、ンで吹付けて、

早期に皮膜化させる材料工法が西ドイツから導入され、間もな

く追随工法が登場したが、施工経験からやがて土木用途に限定

されるようになった。昭和47年に入って業界誌の広告に、アク

リルゴム系の塗膜防水が登場した。このような流れを踏まえて

昭和51年に i J IS A  6021屋根防水用塗膜材J が制定された。ア

クリルゴム系の塗膜防水は、その後、美粧性の特長を生かして

壁面防水に進出し、それに対抗して高級化してきた壁面化粧材

と正面衝突することになる。

シート防水の分野の動向もめまぐるしかった。加硫ブチルゴ

ムのシートが、 E P D Mのブレンドにより耐オゾン性を克服し

たことは前に述べたが、このシートは以来20年間シート防水の

主流をなしている 。昭和40年代の前半には、シート聞の確実な

接合を意図した非加硫ブチルゴムが登場し、主として押え工法

に用いられたが、 E P D Mのブレンドにより、露出工法にも進

出した 。 ポリイソブチレンのシートは、登場後間もなくアメリ

カ製の原料による追随品も出現したが、やがて衰微し、現在で

は国産されていない 。加 硫 ・非加硫のクロロプレンシートも登

場したが、衰微した。最も消長が激しかったのはエチレン系の

シートであった 。JI S 制定時の試作品を先取りして規格化した

が、それは実用にたえるものではなかった 。以来、各社がトラ

イしたが一人前の製品にならなかった 。一時期アクリル系のシ

ートも製造されたが、すぐに消えた。今年J IS A  6008の改正で、

E  V  A  ( エチレン ・酢ビ共集合体) のシートを入れ、製品規格

をそれに合わせた。

以上の新防水工法の嵐の中で、アスフアルト防水も手をこま

ねいていた訳ではない 。昭和46年には i J I SA6011防水工事用

アスフアルト」を制定して品質向上をはかった( このJI Sは昭

和55年に i J IS K  2207石油アスフアルト j へ統合された) 。また、

同年には「網状アスフアルトルーフイング」も制定されている。

しかし、その後のアスフアルト防水に特に大きな影響を与えた

のは、ルーフイングの原反として合成繊維が用いられるように

なったことである。

昭和30年代の中頃から、ビニロンの帆布がルーフイングの原

反として用いられたが、その優れた強さにもかかわらず寸法安

定性が極端に悪かった。その欠点を改善するものとして昭和40

年頃( あるいはその少し前) から、ビニロンの不織布をベース

とするルーフイングが上市され、その成果が次第に注目される

ようになった。先に述べた昭和47年出版の J ASS 8、 1節では、

その品質規格を解説で定め、特殊ルーフィングかの名称で組込

んだが、昭和50年 i J IS A  6022ストレッチルーフイングJ とし

て制定され、同54年の改正でホ砂付ストレ ッチルーフイングv

も包含された。

このような防水業界の変革を背景として、昭和56年 2 月 i J A

SS 8 防水工事J の改定第 2版が刊行された 。その内容はつぎ

のとおり。
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l 節 屋根防水コンクリート工事

2 節 アスフアルト防水工事( 6 種類、合計19種別)

3 節 合成高分子ルーフイング防水工事( 加硫ゴム系ルーフィ

ング防水層 5 種別、非加硫ゴム系ルーフィング防水層

3 種別、塩化ビニル樹脂系ルーフイング防水層 1 種別、

エチレ ン樹脂系ルーフィング防水層 3 種別)

4 節 塗膜防水工事( ウレタンゴム防水層 4 種別、アクリル

ゴム防水層 3 種別、クロロプレン防水層 3種別、アク

リル樹脂防水層 3 種別、ゴムアスフアルト防水層 3 種

別)

5 節 シーリング工事

付 録 関 連 J IS

3. 今回の J A S S 8 の改定の骨子

上記のように、昭和56年度版の J ASS 8は、いささか総花式

であった 。それは改定作業中から認識していたことであった 。

今回の改定はその反省をこめて、つぎのような抜本的なものと

した 。

1 節 メンプレン防水工事( アスフアルト防水層 6 種別、シ

ート防水層 5 種別、塗膜防水層 7 種別 )

2 節 ステンレスシート防水工事( 新制定)

3 節 シーリング工事

イ寸 1 危険物・労働安全衛生

付 2 施工要領書の例

付 3 関連J IS

参考資料 1  . メ ンブレン防水層の性能評価試験方法 ( 案)

2  モルタル防水工事施工指針( 案)

3  珪酸質塗布防水工事施工指針 (案)

( なお、屋根防水コンク リー卜工事は廃止 )

1節 メンブレン防水工事

アスフアルト、合成高分子ルーフイング、塗膜の 3 防水工法

は、設計者にと って平等な選択対象であるため、メンブレン防

水として統合した 。その際合成高分子ルーフイング防水の呼称、

を、一般に広〈用いられ、職業訓練法の種類区分にも用いられ

8.1 .1褒 メンプレン防水層の種類と適用部俊

よ 京

開放廊下 地下外壁

内 水 槽 努i

屋
般 ベランダ

外

壁( 外部側)

j [  

アスフアルト防水槽
。 。 。

シ ー ト 防 水 槽
。 。 。 。 。

塗 膜 防 水 槽
。 。 。 。 。 。

〔注) 0 適用、一. 標準外

8. 1. 2褒 下地の種類と適用部位

....____ 適用部位 ベアンダ

外

地下外壁

室 内 水 槽 類

下地の種類 ¥ 

屋

線 開放廊下 E島 S路 ( 外音111日1) )

現場打ち鉄筋コ ン 。 。 。 。 。 。
クリ

ド1

プレキャストコン 。 。 。
クリート部材叫

A L C ノマネ J レ
。 。

〔注) 0  適用、一 概単外、 ・1 以下の表中では R C と略す. ・2 以下のまE中では

P C部材と略す。



ている、シート防水。に変更している。それぞれの仕様を整理

して、標準的なグレイドのみに限定し、その高級化はモテ・ィフ

イケーションとして設計者の判断に任せることにした 。メンプ

レン防水層の適用部位を 8. 1. 1 表 に、 下地の種類と適用部位

を8. 1. 3表および 8. 1 .4表 に示す。アスフアルト防水層は従前の

19種別を 6 種別に整理したが、その中で断熱材を組込んだ仕様

( A - T F ) を加え、いわゆる upsi de down工法及び脱気工法

の可能性を〔注〕で示している。

シート防水層の種別および適用を 8. 1. 5表 及び8. 1. 6表に示す。

8. 1. 3褒 ア ス フ ア ル ト 防 水 層 の 種 別

|ま
A - P F  A - G S  A - MS  A - L S  A - T F  A - I F  

アス 7 ァJ レ アス 7 ァJ レ アス 7 ァJ レ アス 7 ァJ レ アスフア J レ アス 7 アJ レ

1  

トプライ? トプライマ トプライマ トプライマ トプライ 7 トプライマ

( 0. 3 e  / m'  (O. J e / 耐) ( 0. 3 e  / m' )  ( 0. 6 e  / m' )  (O. J e / 耐) ( 0. 3 e  / m' )  

アス 7 アJ レ 穴あきアス 穴あきアス 穴あきアス アスファ J レ アス 7 ァJ レ

2  ト

ファ J レト J レ ファ J レト J レ 7 7 1レト J レ

ト

- 7 ィング - 7 ィング - 7 ィング

(1. 0kg/ m' )  2 種 2 積 2 樋 (  1. 0kg/ m' )  (  1. 0kg/ m' )  

アス 7 ァル アス 7 アJ レ アス 7 7 1レ アス 7 7 1レ アス 7 アJ レ ストレ ッチ

3  

トルー 7 ィ ト ト トルー 7 ィ ルー 7 ィン

ング ( 1. 5kg/ 耐) ( 1. 5kg/m' )  (  1. 5kg/ m' )  ング グ2 類

35kg品 35kg品

アス 7 アJ レ アス 7 ァル アス 7 アJ レ ストレ ッチ アスファ J レ アス 7 ァル

4  

ト トルーフィ トルー 7 イ ルー 7 イン ト

(  1. 0kg/肘) ング ング グ 2 m ( 1. 5kg/m' )  ( 1. 0kg/m' )  

35kg品 35kg品

ストレ ッチ アス 7 ァル アス 7 ァJ レ アス 7 7 1レ 断 熱 材 ストレ ッチ

5  J レー 7 ィン ト ト J レー 7 ィン

グ2 矧 (  1. 0kg/耐) (  1. 0kg/m' )  (  1. 0kg/肘) グ2 却1

アス 7 ァル ストレ y チ ストレッチ ストレ ッチ アス 7 アノレ アス 7 アJ レ

6  ノレー 7 ィン ノレー 7 ィン J レー 7 ィン ト

( 1. 0kg/ 耐) グ 2 鎖 グ 2 m グ2 矧 ( 1. 2kg/ m' ) ( 2. 0kg/ m' )  

ストレ y チ アス 7 アJ レ アス 7 ァル アス 7 7 1レ ストレ y チ

7  J レー 7 ィン ト ト ルー 7 イン

グn 買 ( I . Okg/ 耐) (1.  2kg/ 耐) ( 1. 2kg/耐) グ 2 類

アス 7 アJ レ ストレ y チ 砂付きスト 砂fすきスト アスファル

8  ト J レー 7 ィン レッチルー レ y チルー

( 2. 0kg/ m' )  グ 2 m 7 ィング 7 ィング (1. 0kg/ m' )  

アス 7 7 1レ ストレ y チ

9  ト ルーフィン

( 2. 0kg/ m' )  グ 2 類

アス 7 7 ノレ

10 ト

( 1. 2kg/m') 

砂付きスト

11 レッチルー

フィング

〔注) (1) 立上りおよび立下り部は押え金物で固定し、アスフアルトルー 7 ローチング

で処理する. なお、室内で防水府の立上り向きが低い場合には、押え金物を

網状アス 7 アルトルー 7 イングに置き換えることもできる.

(2) 出隅 入り隅には輔 300 回程度のストレ ッチルーフィングによる瑚し張。

( アス 7 アルトの使用量は 1. 5kg/ 耐とする) を行う.

ただし、 A - G S 、 A - MS 、A - L S におけるスラプと立下りの交差都

( 出隅) では、幅 700 mm程度のストレ ッチルー 7 ィングによる増し張。とす

る. なお、工筏の 2 の穴あきアス 7 アノレト J レー 7 ィングは、スラプ而におい

て、 t惜し娘。 1レー7 ィングに 100 mm位ls : 殺りゅけて止める.

(3) A - P  F および A - G S において、立上り部の保護仕上げをなし、または虫色

装とする場合は、床面に 200 園田張り掛けて砂付きストレ ッチルー 7 ィングを

増し張りする.

(4) ドレンならぴにパイプなどの突出物の周辺には、網状アスフアルトルー7 イン

ングなどをf井用する.

(5) A - L  S において、 A L Cパネル下地の場合は、母屋上の A L Cパネルの接

合部には、工程 2 に先立ち、幅70皿国関空の絶縁用テープを張。付ける.

(6) A - T  F において、 A L Cパネル下地の場合は、工程 I のアス 7 アルトプラ

イマーを0. 6 e  / 耐とする.

(7) A - P  F および A - I F において、 P C部材を下地として現場打ちコンクリ

ートまたはモルタルの保積 ・仕上げを施す場合は、 P C部材の接合部に両側

の P C部材のそれぞれに70酬程度張り掛かるストレッチルー 7 ィングを瑚し

張。( アス 7 アルトの使用量は 1. 5kg/ m' とする ) する.

(8) A - T  F における断熱材の厚さは、特記による.

(9) A - P  F 、A - G S において、断熱材を用いる場合は、保護仕上層と防水

層の1111 とし、その厚さは、特記による.

(10) A - M  S 、A ー L S において、脱気装置を股置する場合のその装置ならびに

取付け間隔は特記による。

8. 1.4f t  ア ス フ ア ル ト 防 水 層 の 適 用

種 Bリ A - P F  A - G S  A - MS  A - L S  A - T F  A - I F  

現場打ちコ な し な し な し 現 場 打 ち

保 護 ・仕 上 婦 の 種 類

ンクリート

砂 利 または または または

コンクリ

モ J レタ I V"
ー ト 、 モ

プロ ック類 塗 事 長 主主 装

塗 裳

J レタ J レ

'-..... 下 地 の こ う 配

1/ 1∞ 1/ 100 1/50 1/ 50 1/ 50 1/ 100 

通 市 部 位 適 用 下 地 ¥ - 1/ 50 - 1/ 50 ー1/ 20 - 1/20 - 1/ 20 - 1 / 50 

R C  
。 。 。 。

屋 根 P C 部 材 0 ・2 。 。 。

A L C  ノマネ J レ 。 。

開 放 廊 下 R C  

。
ベ ラ ン ダ P C 部 材

R C  。

R C  。 。

〔注) (1) 0 適用、一 概準外、室内 A は駐車場浴室・ちゅう房

・' : l i ! . tNは除〈

(2) ・. : 保鰻・仕上層はプロック頬に限る.

8. 1. 5褒 シ ー ト 防 水 層 の 種 別

t  工程Eリ¥ S - V F  S - N F  S - C F  S 一C M S - D F  

l  

プフイマー プフイマー プライマー 発泡ポリエチ プライマー

(0 . 2kg/ m' )  ( 0. 2kg/ m' )  ( 0. 2kg/ m' )  レンシート ( 0. 2kg/ m' )  

2  

接着 ｾｊ ｦ 費者 ｾｊ 被渚 ｾｊ
固 定 金 具

接着 ｾｊ
( 0. 5kg/ m' )  (0. 4kg/ m' )  ( 0. 5kg/ m' )  (0. 4kg/ m' )  

加硫ゴム 非加硫ゴム 塩 化 ビ ニ ル 塩化ビニル
加硫コ' ムルーフィ

3  ル- 7 ィン J レー 7 イン 樹脂 J レー 7 ィ 樹脂ルーフィ

ング 1. 0. . また

は非加硫コ・ムルー

グ1 . 2mm グ 2. 0凹 ング 2.0醐 ング1 . 3mm
フィング1 . 5. .

4  
按着剤 ( 0. 3kg/ m' )

加硫ゴムノレー フィ

5  

ング 1. 0mo また

は非加硫ゴムルー

7 ィング1 . 5. m

〔注) (1) 立上りおよび立下りの防水層の末織部は、押え金物で固定し、不定形 シー

リング材で処理する.

(2) 出入り隅角の処理は、特記による.

(3) A L C パネルの短辺按合部には絶縁用テープを張り付ける. なお、 S ー C F

においては、その検類を特記する. A  L Cパネルの長辺接合部、 P C飾付の

接合部の処理の有無は特記による. なお、 S - C F においては、その般芳I も

特配する. ただし、 A L Cパネルおよび P Cに断熱材を組み込む場合および

S 一C Mにおいては目地処理を行わない.

(4) S  - 0  F に使用するルー 7 ィングの縄鮫および厚さは、特記による.

(5) 断熱材を使用する場合は、次による .

(i) S - V  F 、 S - N F および S ーC F では、工位 2 に先立ち断熱材用按滑かl

を用いて断熱材を張り付ける. ただし、 S - C F に用いるルー 7 イングは、

中1111にガラス鎌維の基布を繍層したものを用いる.

(u) S 一C Mでは、工程 1 に先立ち断然材を敷き並べ、工程 2 的問定金具を併

周して固定する.

6i n  S  - 0  F では、防水層の上側とする.

(;..) 断熱材の厚きは、特記による.

(6) 脱気装置を股置する場合、その装置ならびに取付け間隔などは、特自己による.

8. 1.6表 シ ー ト 防 水 層 の 適 用

極 glj S - V F  S - N F  S - C F  5 一 C M S - D F  

な し な し
現場打ちコンク

主主 装 望邑 袋 ま た は ま た は

リート モルタ

ノレ“ プロック
保 lli 仕よ層の組矧 塗 装 l i ! 装

首1・2 コンクリ

ートプロ ック叫

またはなし

適、 ¥用部こF位地、( 平場) のこう配

適 用 下 地 ¥

1/ 50- 1/ 20 1/1∞ー 1/ 50

R C  
。 。 。 。 。

昼 半島

P C  部 材

A  L C ，マネル

。 。 。 。

開放廊下 R C  。 。
ベランダ P C 部 材

A I R C  σ ・

室内

B  I  P  C  0 "  0 ・・

水 糟 R C  0 ・s

地下外壁 R C  0・・

〔注) 0 : 適用、一: I軍撤外、室内 A は駐車場・浴室 ・ちゅう房. 室内 B は使所・

湯沸室.

8. 1. 6表 注 記

・1 : 屋倒および地下外壁は除< . ・2 ・室内、地下外壁は除( . ・3 地下外壁に
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卜¥
L - U F  L - U  S  L - A F  L - A W L - G  F  L - G S  L - G U  

プライ 7 ー プライ 7 ー プライマー プライマー
ゴムアスフ

接 着 剤
ゴムアスフ

アルト防水 アルト防水

材 キオ

( 0. 2kg/ m' )  (0. 2kg/ m' )  (0. 3kg/ m' )  ( 0. 2kg/ m' )  
(  1. 5kg/耐)

( 0. 3kg/ m' )  
(7. 0kg/ m' )  

ウレタン防 ウレタン防 アクリルゴ 外壁用アク
下張。緩衝

2  

水材 木村または ム防水材 リルゴム防

補 強 材

按滑剤 水材

(0. 3kg/ m' )  ( 0. 3kg/ 耐) ( 0. 5kg/ 耐) ( 1. 7kg/ 附)
材

下張 1) 緩衝
ゴムアスフ ゴムアスフ

3  補 強 材 補 強 材

アルト防水 アルト防水

材31 材31

材
( 2. 0kg/ m' )  (2. 0kg/ m' )  

ウレタン防 ウレタン防 アクリルゴ ゴムアスフ ゴムアスフ

4  

水材 水材 ム防水材 アルト妨I水 アルト防水

材31 材31

(  1. 5kg/耐) (  1. 5kg/ m' )  (  1. 5kg/耐) ( 1. 5kg/m' )  (1. 5kg/ m' )  

ウレ 7 ン防 ウレタン防 アタリ J レゴ ゴムアスフ ゴムアスフ

5  

水材 木村 ム防水材 アルト防水 アルト防水

材3) 材3)

( 1. 7kg/ m' )  (2. 0kg/ m' )  ( 1. 5kg/ m' )  ( 2. 0kg/ m' )  (1. 5kg/ 耐)

アクリルゴ ゴムアスフ

6  

ム防水材 アルト防水

材3)

( 1. 5kg/耐) (2.o<g  /  m' )  

〔注) (1) 現場打ち鉄筋コンクリートの打ち継ぎ部 ・A L Cパネルおよび P C部材の接

合部は処理する。ただし、 L - G Uでは増し吹きとする.

(2) A  L Cパネルの表面は、目止めを行う . その材料および工法は、特記による .

なお、 L - G F 、 L - G S の場合は、省略することができる .

(3) L - G  F 、 L - G S および L - G Uに使用するゴムアス 7 アルト防水材は困

形分が6 0 % ( 室量) の材料の使用量を示す. それ以外のものは、固形分が同

量になるように使用量を変える。

(4) L - G  S における立上り部は、下張り緩衝材を補強材に変える.

(5) L - A W、 L - G Uでは使用量を塗布量と続み替える .

8 . 1 . 8表 塗 膜 防 水 層 の 適 用

検 車IJ L - U  F  L - U S  L - A W L - A¥¥ L - G F  L - G  L - G U  

主量 議 E量 装 塗 装 化 粧 材 E量 裳 檎 裳 現場打%コ

ウレタン ポ' ) "?ー モルタル・1 ンタ 1) ート、

保議・仕上層的積額

塗装舗 舗装 セメント モルタ" .

モルタル・2 ウレタン モ ｊ レタ ｊｾ コンタ 1)-

トプロ ，?  

またはなし

適『司用と部~位~下地のこう配 1/100 1/ 1∞ 1/50 1/ 1∞ 1/ 50-

適 用 下 地 ¥ ー1/50 ー1/50 ー1/20 1/50 1/20 

R C  部材

昼 IR I  P  C  部材
。 。 。 。 。

A  L C  ' ずヰ J レ

開放廊下 R C  。 。
ベランダ P C  部材

室 内 B

R C  。 。
P C  部材

R C  

外 壁 P C  部材 。

A  L C  ，マネル

地下外壁 P C  0 "  

図 1 ステンレスシート防水層のシーム溶接

G  S ) を加えた。外壁用仕様では、玉吹きおよびトップコート

は化粧材として位置付け、特記で指定することにした。下張り

緩衝材とは、下地のムーブメン卜に対する緩衝効果や通気効果

を期待する材料で、通常織維製品、発泡プラスチックまたはそ

れらの複合製品が用いられている。建前はともかく、実際問題

として下地の十分な乾燥か望めない工事に有力な仕様といえよ

う。なお下張り緩衝材として 、溝イすき防水シートを用いた場合

でも、それを塗膜防水層と呼称するかどうか、今後の検討課題

である。

2 節 ステンレスシート防水工事

ステンレス鋼の薄板を全溶接して防水層とする工法の開発は

昭和52年ごろから活発となり、同54年ごろから実用化された。

8. 2. 1 褒 下 地 の 種 類(1)

話ょゴ~ご
屋 板

ベ ラ ン

ひきし 壁 床 水 槽 類

ダ

現 場 打 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト
。。。。。。

プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト
。。。。。。

木 質 構 造
。。。。。

鋼 材 陣 造 フ レ ー ム
。。。。。

デ y キ プ レ ー ト
。。。 。

(1) 0 ・適当な部位と下地の組合せ、ー・標準外

(2) この場合の下地は吊子を固定する部材をいう。

8. 2 . 2褒 防 水 層 の 種 別 と 適 用 区 分(1)

屋 根 ベ フ ン ダ

開放型

防水層の種別 露 出 庭 園 壁 床 プ ー ル

一 般 海 岸

非露出
水 槽

D W  
。

ヨ‘

M -

D S  
。 。 。 。 。

304 

T S  
。。 。

D W  
。 。

'‘ 
M -

D S  
。。 。 。 。 。

316 

T S  
。。

す

び

様

(1) 0 : 適用、 l 押えが霊い場合に適用、一. 標構外

(2) M  ステンレスンート防水であることの区分

304 または316 ステンレスの材質が S U  S3ω または S U  S  316であることの区分

0 : ステンレスシートの表面が 2 0仕上げて・あることの区分

T : ステンレスシートに表面処理を施してあることの区分 ( 但し、その種類の

指定は8. 6. 4 a  . (1) の特記事項である。

W 成型材がステンレスシートの全幅を加工したものであることの区分 ( 860

- 9 ω m幅)

S : 成型材がステンレスシートの半幅を加工したものであることの区分 ( 400

- 4600. 幅)



薄板を溝形に成型し、打上げ部を上に向けて並べ、 図 1 のよう

に、隣り合う折り上げ部を拝み合せにし、その聞に下地に固定

したつり子をはさんで、回転電極で連続抵抗溶接( シーム溶接)

する工法である。工法のルーツは純国産と、それより少し遅れ

てスウェーデンから導入されたものの 2 本立でスター卜したが、

最近 2 、 3の追随工法が現われた。建築学会は、昭和58年に小

委員会を設置して作業を開始し、今回のJ ASS 8改定に合せて

標準仕様書を作成した。異例ともいえる素早い対応を行ったの

は、寿命の短い防水工法が、あたかも標準的なものであるかの

ように受取られている風潮の中で、瓦に匹敵する寿命を期待さ

れるステンレス防水層の順調な発展を希望したからである。言

葉を換えるならば、見ょう見真似の知識不足による施工不良が、

工法の将来性を阻害することを恐れたともいえる。

8.2. 1表にステンレスシート防水の下地の種類、 8. 2. 2表に防

水層の種類と適用区分を示す。ステンレスといえども環境によ

っては赤錆を生ずる。錆びてもその進行は極めて遅いのだが、

錆でステンレスとしてのイメージを損わないよう、鋼稜は SUS

304 (18Cr - 8Ni系 ) と、それより高級な Mo含有の SUS316 の

2 種類に限定した。将来は、試用実績をみながらよりエコノミ

カルな材質も検討されょっし、逆により高級な金属としてチタ

ンの利用も既に検討されている。

その他の重要なポイントとして、全溶接の確実な実施と検査、

およびつり子による適切な下地への固定強きの確保がある。つ

り子を含めたステンレス防水層の接合部分は、温度応力による

疲労が生じない工夫が大切で・ある。

3 節 シーリング防水工事

シーリング防水工事の改定は簡単な整理にとどまるが、解説

における目地設計の部分が充実された。

先の歴史的考察の部分で意識的にシーリング材に触れなか

ったので、残された紙面で述べてみたい。

昭和30年代の中ごろに、アメリカから油性コーキング材が輸

入された。一見パテに似ているためコーキングパテと呼ばれた

時代もあり、終戦前にも、コーキング材やシーリング材と同様

な目的で特殊なノマテが用いられたこともあったという話である。

油性コーキング材が関係者の注目を集めたのは、昭和29年 竣

工の東京都、渋谷の東横デパート( 現東急デパート) のプレキ

ャストコンクリート板の目地に大々的に用いられたことによる。

翌30年には国産品が現われ、次第にメーカーの数もふえた。昭

和36年 i J I SA5751 建築用コーキング材」が制定された。丁

度その年、大阪市御堂筋に面する日本板硝子側のガラスのカー

テンウオールに輸入品のポリサルファイドシーリング材が用い

られた。同J IS は 昭 和41年の改正の際「建築用油性コーキング

材」と改名された。ポリサルファイドシーリング材の輸入後間

もなく、一成分形シリコンシーリング材が輸入され、国産品も

登場して実績が多くなってきた。昭和44年 日IS A  5754建築用

ポリサルファイドシーリング材J および i J IS A  5755建築用シ

リコー ンシー リング材」が制定された 。

明 治28年 の Q ア ン ドA

問: 木製平董ノ雨漏ヲ防グ法

杉( 厚 l 寸 5 分、幅 5 寸) 板を以て単に肌合せに統合せたる

平屋即ち陸屋根あり相続自には充分様ノ、ダを打込み其上部に

はアスフアルトを流し込みたり然るに夏期に世守てアスフアルト

は平登の勾配に沿ふて次第に流れ去り随って雨漏を生し又冬期

に晴雨によりて床材の伸縮甚たしきによりアスフアルトの続自

に空隊を生し亦雨漏を生するの恐れあり之れが為めに桁梁の朽

腐を催すの傾向あり如何なる材料をアスフアルトに代用せば可

なるや又船鑑の甲板統合法をも参考として承給りたし。

雨漏生( 建築雑誌第97号、明治28年 1 月)

答: 平均家根を防〈法

板の続目に棋はだを打込み上部にアスフ 7 1レトを流すも夏期

勾配に沿うて流れ込み冬期亀裂云々とあれとも答62に述へたる

如〈製造の不完全より伸縮亀裂するものなり素より木材に伸縮

あるが放に是れを防くが為めアスフアルトを塗布したる上にア

スフアルトフェルトを布き如此三度にて其上部に可成厚〈アス

フアルトを塗布すれば悲も流る、など又亀裂する等を生し雨漏

の憂なし余が数十ヶ所の実験により明瞭なり。

但しアスフアルトフェルト並にアスフアルトの其の物なるに

御注意ありたきものなり、

銀街土縫背( 建築雑誌第98号 明 治28年 2 月)

ポリサルファイドやシリコーンシーリング材の導入に刺激さ

れて、昭和40年代は新しいシーリング材が続々と登場した。そ

のそれぞれに規格をつくるのではなく、どのような材種のもの

にも対応させる意図で、昭和50年 i J IS A  5757建築用シーリン

グ材の用途別性能」が制定されたが、J IS 表示工場の制度に不

具合いということで、昭和54年、シ ーリ ング材を主として主成

分と耐久性による区分によって規定する i J IS A  5758建築用シ

ーリング材j が制定された。主成分による区分は、シリコーン

系、変成シリコーン系、ポリサルファイド系、ポリウレタン系、

アクリル系、 S B R系、ブチルゴム系の 7 種類であった。今年

の改正で、アクリルウレタン系が追加されて 8 種類となる。

むすび

以上、防水の歴史の要点と J ASS 8制改定の経緯にいて述べ

た。 J ASS 8 はあくまで標準的として推奨できる仕様と用途お

よびその工事方法を規定したものであって、一般の工事に拘束

力をもつものではない。既に 8.1 . 1表 などでお気付きと思うが、

J ASS 8では適用しない部位その他の用途に対し、今回から

吋22準外。という表示を用いることとした。それは、設計者が

自己の判断で適用するときの抵抗感を少しでもなくそうという

意図である。

このJ ASS が有効に活用されることを期待するとともに、ご

意見をお寄せ下さるよう、心からお願いする次第である。

引用文献 (ω 日本建築学会発行 建築工事様車事仕僚主ｾ， ー同 解説 ・ ｊａｓｓ 8 防水

( こ い け み ち お 東 京 工 業 大 学 教 佼 )
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リ フ ォ ー ム と 防 水

屋上防水の改修

総論

- 建 物 の 階 高

・建 物 の 竣 工 年 月 日

. 建 物 の 用 途

・建 物 屋 上 の 用 途

. 屋 根 面 積

既 存 建 物 周 辺 の 環 境 条 件 の 把 握

. 近 隣 状 態

・建 物 周 辺 の 敷 地

・建 物 周 辺 の 道 路 状 況

施 主 の 希 望 条 件 の 把 握

. 屋 上 用 途 の 有 無

・施 工 時 期 お よ び 工 期

. 予算

・そ の他 必 要 事 項

既 存 屋 根 の 現 状 把 握

・漏 水 の 有 無 と そ の 原 因

. 既 存 屋 根 の 断 面 構 造

. 既 存 屋 根 の 構 法 お よ び 防 水 工 法

・既 存 屋 根 の 仕 上 げ の 種 類 と そ の 表 面 状 態

調査時のチェックポイン卜

最 近 、 リ フ ォ ー ム に 関 す る 話 題 が 非 常 に 多 く な り 、 昨 年 は 、 建 設

省 か ら も 官 庁 建 物 に 限 定 さ れ て は い る が 、 屋 上 防 水 の 「 改 修 設 計 指

針( 案 )J が 公 表 さ れ 、 新 た な 話 題 を 呼 ん で い る よ う で あ る 。

辺見

(2) 

(3) 

(4) 

1  . 既 存 屋 根 の 調 査

屋 上 防 水 の 改 修 は 、 簡 単 の よ う に 思 え て も 新 築 工 事 の 場 合 と 異 な

り 多 く の 難 か し い 問 題 が あ る 。新 築 工 事 の 場 合 に は 、 そ の ほ と ん ど

が 防 水 に 対 す る 品 質 性 能 を 喜 要 求 す る た め の 、 下 地 や 納 ま り お よ び 環

境 な ど の 条 件 が あ る 程 度 は と と の え ら れ て い る が 、 改 修 工 事 の 場 合

に は 、 こ れ に 反 し て 、 と と の え ら れ た 条 件 は ま っ た く 無 い に 等 し い

状 態 で あ る 。 た だ す く わ れ る こ と は 既 存 の 屋 根 に お い て 、 防 水 層 あ

る い は 、 防 水 層 を と り ま く 周 辺 部 な ど に な ん ら か の 不 具 合 が あ って

漏 水 し た り 、 ま た 、 そ の 可 能 性 が あ る 状 態 が 確 認 で き る こ と で あ る 。

し た が って 屋 上 の 改 修 工 事 に 当 っ て は 、 既 存 屋 根 を 丁 寧 に 調 査 し て 、

そ の 現 状 を 把 握 す る こ と が 重 要 で あ る こ と は 衆 知 の 通 り で あ る 。

蛇 足 で は あ る が 下 記 に 必 要 最 少 限 度 の 調 査 項 目 を 示 し て お く 。

既 存 建 物 の 概 要 把 握 と し て

・建 物 の 名 称 と そ の 所 在 地

. 建 物 の 構 造

(1)  

表 - 1

l  パラペ y 卜関係 ・ーー・ ・...・ ........'ji 水層的止め位笹と水切り状態的良否

2  一般立上がり 関係. . . . ... ..... ... .. .. . ・・・・. . . . . . 防水層の止め位置と水切り状態の良否

3  排水側溝関係 …...・ o・・・・..・ e ・…. . .... .. 防水腐のなじみと作業性の良否

4.  1レー 7 ドレン! 拘係 ・ ・ ・ ..1レー7 ドレンの形状とその鍋{ 晶の有無、およびしぼれ水町有無

5  酬関係とその基礎 防水層の止め位置と水切り状態の良否 i否である場合は、その処理対策を十分に検討する.

6  手すり関係とその基礎ーー .• •.. •• .•. ・ 撤去の必要性の有無、徹去後の復1自の必要性の有無

7  俗屋等の出入口閥係・・ ・・ ・ ・ ー・ ー防水層の止め位置と水切り状態的良否

8  屋上の外階段関係・ ...............・ a ・..・ e ・-・・・・ 0 ・n 防水層の止め位置と水切り状態の良否

9. エキスパンション ・ジョイント関係 ー ー納まり状態の良否と防水層の止め位盤および水切り状態の良否
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注 1 ) 防水府の上に断熱材がある場合

は、特に含有水分に注意.

2  ) 否がある場合は、撤去、補修 ・

その他の対策を検討する.

l  (  等) … 商 皮1

7 イノレ( クリンカータイル等) ・・ ・・・・ ・ 浮き、制j能、平滑性 |  

H申紛目 I也

プロ ック( 平板プロ y ク等) ーぃ・. . . . . . . . .・ e・......・ e・- ・・平滑性、挙動、継手 |  

コンクリート( 抑えコンクリート直) ーー・ ・.... . 表面強度、浮き j  

アスコン( アスフアルト舗装) ・ ー・・ 表面劣化

.  注 1 ) 防水府の上に断熱材がある場合は、特に含有水分に注意。

/  / '  i  2) 否がある場合は、撤去、補修的経度を検討する.

?必:J-?dL
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上

げ

の

状
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:12EJf鋭

R C  ( 普通スラプー ... 動きによる亀裂発生

R C  l  ｄ Ｎｾ ＨＫＩ コンクリート ー動きによる亀裂発生

l 断熱材打込みー 動きによる亀裂発生

P C・ ・ ・・・ ・ ・継手部の挙動

A  L C・.....・ e ・....・ e ・..・ e ・-…....・ e ・- 継手部の挙動、 IJl f話

木毛セメント板野i... .. ... ・ ・・触手都内挙動、板材の反

リ、ボルトの突き出し、打lftf

傾矧

否がある場合は、補修の位1立を

検討する。

その他

アス 7 アルト防水.. .....… .. ... . . . . .浮き、 ふくれ、l i I J i lll 、劣化、水たまり、砂利

合成ゴムシート防水・・・ー・ ー 浮き、ふくれ、破鋼、劣化、塗料、水たまり

温ピンート防水・. • • • • • .  .  • • • • .  .  • .  • • • . …浮き、ふ くれ、破娘、劣化、水たまり

ウレタン防水 ・ ・ー ・浮き、ふくれ、破IJ l 、劣化、水たまり、 塗料

線防水 ー ω ・0 ・・.. ..."... . .…和j維、劣化、水たまり

モルタノレ防水…ー・・ ・ ー・ .••. ー剥l艇、亀裂、劣化、水たまり、表面強度

その他・ .. ...・ ー・ーー ー防水工法的観類、材料名、表面状態

。琢六琢

館

出

仕

上

げ

の

状

態

否がある場合は、撤去、補修め程度を検討する。
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- 排水機能の状態

・屋上各部位の納まり

既存屋根の現状を把握する上でのポイントは、下地の状態や納ま

り状態でありこれをまとめて見ると 表一 1 に示すようになる。

2  . 改修術法

既存屋根の改修構法には、 図 - 1 および図 - 2 に示すようないく

つかの種類がある 。

3  . 改修工事における防水工法の選定

防水工法の選定に当 っては 、前にも述べてある通り、既存屋根お

よび、その周辺の環境条件などを考慮、して選定しなければならない

のは当然であるが、既存屋根がかかえている多くの問題のうち特に 、

下地の乾燥の問題や立上がりおよび設備機器関係などの納まり、ま

た、その屋上の用途条件の有無などを確認して、十分に対応できる

防水工法を選定しなければならない。最も一般的な条件下で既存屋

根の下地状態に適正と恩われる防水工法をまとめてみると、 表 - 2

に示したような結果になると思われる。

4  . あとがき

最後に、現在の改修工事に対する考え方が一般的に既存屋根の押

え層や防水層を撤去せずに行う、「かぶせ」方式が主流となりつつあ

るなかで、常に問題となるのが、設備関係の納まりである 。

重要設備であるような場合には、一時撤去することもできず、大

部分が無理な状態で改修工事を行なっているものが多〈、長期保証

の対象とならないような状況下にあります。そこで設計者の方々に

リフォームの時点に、少しでも問題点が少なくできるような設計を

再考いただければ幸いと思います。

図 - 1 改修工事の主な施工方法
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料 納める.

1. G¥I 臨こモルタル

ll'l 

2. ふ( 11M止対.

a叫聾

露出防水仕上げ

匹
露出防水仕上げ

ノ/ ' 既存のパ，ペァトの現

. /  / I O j交のままで領官時水

『デヨr . =; ( . k  ーをあご下で止める.

ＱＱ ＱＧ＾停ｾ 置 ｾ l . ( } ; 濁の水切りr u!

出町 11盟 国重ι が良好であること

1  ・i 圃I ! ! ) P 2 ふ〈削船剣E唖

II-. J  . .  ぉι ー である

却"'.r-

寓幽防* 仕上げ

図 - 2 改修工事の主な錨工方法

既存紛本眉を全面

訟ましたのら現

相こ間目させる.

園出防水仕上げ 露出防水仕上げ

rn亙亙U I1 1

l.! 
冨幽防水仕上げ

‘  

E 出防水仕上げ

減 注) 本原摘の表および図は、すべて井上轡院発行ワンポイント= 建築伎術「屋上防水の

改修」辺見仁共著より転戦. ( へんみひとし高山工業株式会社取締役妓術部長)

表 - 2 屋 銀 防 水 改 修 工 法 の 適 用 褒

1¥ 

t甲 え 工 法 露 出 工 法

改修工法の傾矧

アス7 アルト防水 シート防水 アス 7 アルト防水 ンート防水 ｩＱＡＡＤｬ ｾＩｪ 水
ス

勲工法 冷工法 )JD 硫 手l' 力日硫 極 ビ 熱 工 法 冷 工 法 加 硫 非 加 硫 塩 ピ ウレFン テ

ゴム
ン

既存昼般の 徹去の桁無 3層 3緬 2層 2溺 2届 2層 2層 2層 ?t 竺写砂利監さ T日:il ft 竺 写 榊l監き TZU広
7' ).  

レ
状態

都画断熱 普通断熱 普通断熱 普通断熱 普通断熱 普通断熱普通断熱普通商熱 普通断熱普通断酷普通断熱 普通断熱 普通絶揖 普通

ス

普通断熱 普通断酷絶措

「斗ア ス7 アルト防水 。 。 6 1 6  X I X  X I X  X I X  0 1 6  。 。 Ol x  6 1 6  6 1 6  6 1 X  X I X  X I X  X I X  Ol x  X  1 0  。

H シート防水 。 。 t込 t 込 ふ E込 。 。 6 16  6 16  6 1 6  6 1  X  0 1 6  0 1 6  0 1  X  。 。 。 。 。 。 0 1 6  。 。 。

H デッキプレート + R C 。 。 6 1 6  6 1 l込 。 。 6 1 6  6 1 6  。 。 6 1  X  6 1 6  0 1 6  6 1 X  6 1 6  6 1 6  6 16  6 1 6  6 1 6  6  

什撤去する ト

H 断熱材+ R C 。 。 。 。 0 1 6  0 1 6  
6 1 6  6 1 6  6 1 6  6 1 6  6 1  X  Eと， 1 6 6 1 X  6 1 6  6 1 6  E込 色 6 1 6  6 1 6  正己

ト-j R C | 。 。 6 6 1 6  6 10  0 1 6  ゐ O 6 10  6 1 6  x lO  6 1 0  ム ム X I 6  6 1 6  6 1 6  ム ム 6 16  0 16  

11押え仕上げト
Y P Cパネル | 。 。 A 6 1 6  6 1 0  0 1 6  6 1 0  6 10  6 1 6  x l O 色 。 6 1 6  X I 6  6 1 6  6 1 6  A ム 6 1 6  0 16  

「寸 モJ レタノレ ム ム 6 16  6 1  X  6 1 6  6 16  6 1X  6 16  ム ム ム ム 0 1  X  0 1  X  。

H コンクリート |  6 1 6  6 1 6  ふ X 6 1 6  6 1 6  6 1 X  6 ム 6 1 6  6 16  。 × 。 × 。

トイ撤去 しい、ト

H 7 リンカータイル |  
。 x 0 1  X  。

6 1 6  6 1 6  6 1  X  6 1 6  6 1 6  6 1 X  6 1 6  6 1 6  6 1 6  

l→ 平板プロック X I X  X I X  X I X  X I X  X I X  X I X  X I X  X I X  X I X  X I X  X I X  X  

「寸デッキプレート + RCI ム ム 0 1 6  6 1  X  6 1 6  0 1 6  6 1 X  
6 1 o‘  o‘ 6  

6 1 6  6 1 6  6 1 6  A  

H 断熱材+ R C 6 1 6  0 1 6  ム × 6 1 6  0 1 6  6 1 X  6 1 6  A ム 6 1 6  6 1 6  企 ム A  

H 撤去する ト

H R C  
0 1 6  。 。 0 1 6  。 。

6 1 0  
6 1  X  6 1 X  6 1 6  6 1 6  6 16  6 1 6  A  

Y P Cパネル
0 1 6  0 16  6 1 X  0 16  。 。 ム × 6 16  6 1 6  6 16  6 16  6 1 X  6  

11露出仕上げト
r l 7 ;;r. 7 アルト砂利敷き|

0 1 6  。 。 0 1  X  6 16  A 企 6 1 X  X I X  X I X  X I X  O ム 6 1 0  。

ト-j 7"71川砂{ 持ルー7j / 11 。 。 。 。 0 1  X  O ム 。 。 0 1  X  6 16  6 16  6 16  。 ム 。 。 。

H 合成ゴム ンート A ム ム ム 6 1  X  0 1 6  。 。 0 1  X  。 。 。 。 0 16  。 ム 。 。 。

ト-j l孟ピ シート 。 。 。 。 Ol x  0 1 6  0 1 6  0 1  X  6 1 L'与 6 1 6  0 16  。 企 t 込 E込 。

L- j 撤去しないト

→ウレタ ンゴム
。 。 Ol x  。 6 。

ム 6 6 1 6  6 1 X  6 1 6  6 1 6  6 1 6  6 1 6  ふ 色

→コ・ム 7 7.. 7 アルト |  。 6 1 0  。 。 x l O 。 。 。 0 1  X  6 1 6  6 1 6  6 16  。 6 1 6  。 。

→断熱+ アス防 。 x l O X I X  X I 6  X I 6  X I X  X I X  X I X  X I X  xl O X I X  × 。

→ 断 熱 + シート X I X  X I X  X I X  O l x  O l x  X I X  0 1  X  Ol x  X I X  。 X I X  × 。

' -

注) コスト的な判断は一切1J 1 1 えていない. @ : 問題な 〈遁用可能 O  適用可 6 : 樋々の対策検討が必要 X : 不適
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. 各論 1  メ ン ブ レ ン 防 水

最 近 の ア ス フ ア ル ト 防 水 の 動 向

斉 藤 彪

荒 木 孝

今回のJ AS S  8 改定及び、これに関連するアスフアルト防水の防

水層の種別、防水材料、防水工法などについて記すこととする。

1  . ア ス フ ア ル ト 防 水 の 種 別

もともとメンブレン ( membr ane) は被膜の意をもち、防水工法の

内、防水被膜を有するものとして、アスフアルト防水、シート防水

塗膜防水があり、今回の J AS S  8 改定に当ってこれらを総称して、

改めてメンプレン防水と呼ぶこととなった。

このたび発表された改訂案の内、アスフアルト防水層の種別と適

用は 表 ( 総論の頁参照) の通 りである 。これをみると現行のものと

相違しているのは、ほぽ次のようなものである。

①設計者の判断に標準を与える仕様のみを示すということから、

仕様の数が大巾に少くなって基本となるもののみとしている。

② 関 連 J I S の改正が行なわれ、ストレッチルーフイングの内容が

充実してきたこと 。

③ 断熱防水仕様が採用されていること 。

・露出断熱防水

・押え断熱防水

④露出防水にふくれ防止対策として 、目見気装置設置が配慮された

こと。

⑤施工内容についても、施工要領書的に詳細を記す必要がなくな

っていること。

2  . 材 料

(1)  ストレッチルーフィング ( J I SA6022 - 84)  

昭和59年に改正されたストレ ッチルーフイングは、従来品( 2 類)

に、いわゆるスーパーストレッチルーフイング( 1 類 ) と砂付スト

レッチルーフイングが加わり、 3 品種となり整備充実された。砂付

ストレッチルーフイングは前回 ( J AS S ) ' こすでに採りあげられた

ものの 、規格が明確でなかったのがこれが制定されたこと。ストレ

ッチルーフイング l 、 2 類については「原規格値の見直し 」が発展

し、結果 l 類が追加されたものとなった。ストレッチルーフイング

の品質は表一 1 の通りである。

(2)  断熱材

外断熱防水工法、 A - T F、A - PF ( A- GS ) +断熱材に使用される

断熱材は次のようなものである 。

・硬質ウレタンフォーム保温材

J I SA9514- 1 種 3 号

圧縮強さ 1. 5  kg/cm' 程度、熱アスフアルトとなじみの良いもの、

耐久性の良いもの

・ポリスチレンフォーム保温材

J I S A9511- B類 3 種

84 建築と社会/ 1986年 3 月号

表- 1 ストレッチルーフィングの品質

3. 2 品 質 ルー7 ィングの品質は、表 l の規定に適合しなければならない.

子子ぐ

ストレ y チルー7 ィング

砂付ストレ ッチJ レ

1 類 2  ｾ＠
- 7 ィング

21 m巻 21m巻

l 巻の質量 kg 34. 0以上 34 .0以上 34. 0以上

l 巻の長さ m 21. 0以上 21. 0以上 10. 5以上

幅 cm 

製 品 の 単 位 質 量 g  1m'  15∞以上 15∞以上 30∞以上

原 反 円 単 位 質 量 g  1m'  

アス 7 7 1レトの単位質量置 g  1m'  850以上 850以上 1000以上

鉱物質粒子の単位質量 gl 柑 1200以上

引強強さ[ 幅 10回当たり

12. 0 ( 117. 7)  8. 0 ( 78. 5)  8. 0 ( 78. 5)  

( 長手 ・幅両方向とも )J

kgf ( N)  

以上 以上 以上

最大事 ｾｩｭ 時の伸び率 Ｈ長
10.0以上 6. 0以上 5. 0以上

手・幅両方向とも) %

引張性能
3 %引張応力[ 幅10回当

たり( 長手幅両方向と

6. 0 ( 58. 8)  4. 0 ( 39. 2)  6. 0 ( 58 .8)  

も)] kgf ( N)  

以上 以上 以上

抗張横[ 幅10. . 当たり ( f毛

18.0  ( 176. 5)  10 .0  (98. 1)  8.0  ( 78. 5)  

手・鰯両方向とも) ]

kgf ・cm ( N 田 cm)

以上 以上 以上

折り曲げ性能( 長手 目悩両方向とも)

加熱処理後の祈り l曲げ性能 ( 長乎 ・
試験片10個中 9 個以上にき裂が生じないこと.

術両方向とも)

アス 7 アルトの浸透状況 アス 7 アルトの不浸透部分的ないこと.

伸縮量 m 5. 0以下 5. 0以下 3. 0以下

変 形 しわ、反り、はく艇など異常な変形を生じないこと.

寸法安定性政験後の号| 張性能( 長手

引張性能規格f直の90. 0以上.

- 幅両方向とも) %

7 ;1.. 7 アルトの発

泡又は鉱物質粒子

ilH 熱 性 能 の5 mm以上のずれ

i Sちを生しない

こと.

(J 1S A  6022- 1984の品質表より抜すい)

製造方法 ルーフィングは、主に合成繊維をランダムに集積固定して得るシート状

の限反に、加熱溶融したアス 7 アルト( ' ) を含浸塗概して、ストレッチルー7 ィングの l 頼

及び 2 郵1の場合は、表裏面に鉱物質粉末を散布し、砂付ストレ ッチルー7 ィングの場合は、

表面的片側、幅約90cmに鉱物質粧子( りを密渚させ、残りの表裏面に鉱物質粉末を散布して

製造する .

注 (1) アス 7 アルトは、 JJ S  K  2207( 石油アス 7 - 0レト) の防水工事用アス 7 アルト 3 種

又は 4 筏適合品とする.

(2) 鉱物質粒子は、 J I S Z  8801 ( 様単ふるい) の附属啓に規定する呼ひ' 寸法1680μm

のふるいを通過し、 149μmのふるいに残るものとする.



d 空気

空気グ

立上り面取付用脱気材 平面衝取付用脱気筒

図ー 1

(3)  脱気材

露出防水のふくれ防止対策として 、下地の水蒸気を脱気させる脱

気材については、平面部から脱気するものとして、プラスチ ック、

ステンレス、銅製などの脱気筒や、立上り部からのものとしてプラ

スチ ック製のものがある 。具体例として 図一 1 のようなものがある 。

3  . 工法

一般工法

硬質ポリウレタンフォーム系断熱工法のようにスラプと防水層との

聞に断熱材を設ける工法。

U S D工法 ( UD工法)

ポリスチレンフォーム断熱工法は断熱材と防水層の位誼関係が一般

工法に対して上下逆となる 。通常これを Upsi de Down工法という 。

斗斗斗斗斗斗出品4 7 522
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図- 2

今回の J A S S 8 改定案の内、仕様について標準化、あるいは配慮

されたもののうち、現実的で弘大きな工法は、断熱防水と脱気工法で

ある 。

(1) 断熱防水

外断熱防水については、今夏その工法 ・特徴について詳細を述べ

る必要はないと恩われる 。防水層と断熱材の位置関係は図ー 2 の通

りである 。 なお押え断熱防水については建設大臣官房官庁営繕部建

築工事共通仕様舎ですでに標準仕様化されている。

(2)  脱気工法

露出防水の「ふくれ」は防水工事の難問の一つである。これは、

コンクリートスラプに残留している水分が太陽熱によって温められ

水蒸気になり、この時逃げ道のない水蒸気が膨張を始める。その水

蒸気圧がアスフアルトと下地 との接着強度をこえた時に「ふくれ」

現象が始まる。例えば、スラブ下側に 断熱材を打ち込む工法、デ ッ

キプレート類にコンクリートを打設する工法、あるいは押えコンク

リートの上に行う防水改修工法などの場合、下地乾燥はとくに期待

できない。

防水層のふくれ防止には、水蒸気圧を外部に誘導することが必要

であるが、このさい防水層は部分接着工法を採用することが必要で

ある。なお部分接渚用下張材は穴あきルーフィング 2 種の他、無機

質基材を使用した砂付特殊ルーフイング類が使用される。

常

浪

工

法

(

冷

工

法

戸ー積層式: ①粘着工法一粘着層を君主げた高級ルーフィン

グを積層する工法

②接着工法一溶剤型、反応型、エマルジョ ン

型接着材により特殊ルーフィ ン

グを積層する工法

③融着工法一特殊ルーフィングの表面を加熱

して融着積層する工法

」ー塗膜式: アスフアルト系溶液、エ7 ルジョ ン、あるい

は反応型溶液による塗膜工法、必要に応じて

補強材を敷きこむ

袋一 2 常温工法の分類

4  . その他の動向

(1) ゴムアスフアルト防水

ゴムアスフアルトはゴム化アスフアルトとも呼ぴ、アスフアルト

の弱点を補うためゴム分をアスフアルトに混入させたものである 。

従 ってゴムアスフアルトルーフィ ングは、耐候性、温度特性、弾性、

延伸性等に優れた材料である 。その特徴を生かして防水工事用アス

7 アルトやゴムアスフアルトコン パ ウンドとの組合せてe 使用される 。

また、このルーフ イン グに接着用の粘着層を設け剥離紙をつけた

ものもある 。 これは本来常温工法用材料であるが、熱工法との併用

も可能でレ下地と軟按渚が特徴である。

(2)  常混工法

補修 ・改修工事の場合、工事環境からアスフアルト熱工法の採用

が難しい場合が多く、常温工法が採用される例が多い。常温工法の

分類は表 - 2 の通りで、主に使用されるのは、積層式①粘着工法、

②接着工法である 。

(3)  他防水との組合せ

改修工事あるいは特殊下地や特殊納まり等の場合、各々特徴を有

する防水材料、工法とアスフアルト防水を組合せて使用することが

ある 。例えば次のような組合せである 。

・常温工法用ゴムアスフアルトルーフイ ングと熱工法アスフアルト

防水 ( 全面、部分)

・常温工法用ゴムアスフアルトルーフイ ングと 塗膜防水 ( 全面、部

分)

・熱工法アスフアルト防水と塗膜防水 ( 部分)

( さも とう あきら 叫 ー7 イング刷 会 社 問 問 )
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. 各論 1  メンブレン防水

塗 膜 防 水

伊藤松夫

今回改定された J A  S  S  8 防水工事を通読して感ずることは、塗

膜防水がアスフアルト防水、シート防水とともにメ ンブレン防水工

事として総括されていることである。

J  A  S  S  8はその時代の防水技術水準を集約したもので改定の主

旨によると、合成高分子系材料による防水工事も 20年の実績を重ね

材料および仕様の評価が定まりメンプレン防水工事として括るまで

になったと判断すると記述されている。このことは塗膜防水業界に

とって歓迎すべきことであると同時に、い っそうの研究と開発を要

請されていると理解すべきであろう 。

1. 塗 膜 防 水 の 発 達

日本経済の高度成長期における建築業界の好況に支えられて急成

長してきた塗膜防水は、開発当初のアクリル樹脂系塗朕防水材に代

表される数多くの乾燥硬化形の防水材から反応硬化形のウレタ ンゴ

ム系塗膜防水材が登場するに及んでる、塗膜防水の評価は定着したと

いえよう 。 このウレタ ン防水材に代表される 塗膜防水は建築の構法

の変化、様式の多様化、工法の省力化という新らしい社会的背景に

対応しうる防水工法として建築に携わる識者の注目するところとな

り、需要は急速に拡大してい った。

しかるにオイルショ ックを契機とする f景気の後退は防水業界にも

そのかげをおとし 塗膜防水の需要は低迷をよぎなくされた 。 この低

迷はたんなる景気の後退に起因するものではなく、 塗膜防水そのも

のの品質並びに工法の再検討を迫 っていることは誌上の論評をかり

るまでもないことであろう 。ややもすれば簡易防水のイメー ジに走

りがちな姿勢を正すぺ〈、 塗膜防水業界は積極的な J 1  S 認定の商

品の上市による品質の維持、 塗膜防水施工技能士資格取得者による

正しい施工の推進をはかり、その仕様についても昭和56年 J A S S

8 防水工事に新規参入をはたしその普及につとめ材料 ・仕様・施工

の三位一体の体制を確立した 。

一方、研究は防水を システムとして捉えた工学的研究、つまりメ

ンプレン防水工法の耐ムーブメント性に関する防水層の具備すべき

条件など防水技術の全般的な見直しの機会とした 。なぜならば、 塗

膜防水は一体どのような品質の材料をどのような仕様で施工すれば

要求される防水保証が可能なのかといっ課題に取り組まざるをえな

いからである 。 しかも今回メ ンブレン防水工事の仲間入りをした現

状を直視し、これから背負わされるであろう「屋綴防水層の性能評

価基準」に応え得る防水層を生み出す努力を進める必要がある 。「固

有技術J にたよ った前工学的な防水工事は多様化する建築防水の期

待に応えるためにも耐久性に収飲された防水システムにまで昇華す

べきであろう 。

2. 塗 膜 防 水 の 耐 久 性

塗膜防水の耐久性について、日頃指摘される問題を考えてみよう 。

まず塗膜厚の確保、つぎに塗膜のふくれ、それから下地のひびわれ

に対する追従性の 3 点であろう 。

塗膜の厚さの確保は技能士教育の徹底と工法上フールプルーフ方
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式の採用により改善されている 。防水層のふくれの発生は直接漏水

につながる現象ではないが、オーナーからは苦情の対象となる 。ふ

くれは主として下地の水分に起因するもので下地内の湿気を含んだ

空気の膨張・収織の繰り返しにより防水層と下地の接着が弱まりふ

くれ ・はがれを生ずるといわれ、現場では散見される現象である 。

下地のひびわれに対する塗膜の追従性については、 「安全度の高

い主主膜防水層とは塗膜の引張強さと下地への接着強さのバラ ンスに

ある J との報文が発表されるに及んで、よく接着することから出発

したウレタン防水層の工法研究がはじま ったといえよう 。その研究

から得た補強材の挿入は、塗膜防水の安全度を高める効果として一

応の評価を得て普及した 。

さらに業界では、塗膜防水の用途開発を求めて断熱材との組み合

わせによる断熱防水、ウレタ ン舗装材との積層により実現した多目

的屋上歩行用防水、既存防水層の改修に適した脱気工法など、塗膜

とシートの組み合せ、塗膜と塗膜の組み合せによる複合防水工法の

研究が、市場の開発とともに積極的に推進されている 。

3  脱気 工 法 と 建 築 の リ フ ォ ー ム

なかでも脱気工法の研究は、前述の塗膜のふくれの防止、下地の

ひびわれに対する抵抗性の向上、という長年の懸案を一挙に解決し

ようというものである 。 この脱気工法はいわゆる下張り緩衝材を防

水層の下面に敷き込み、下地スラプのひびわれに対して緩衝効果を

もたらすとともに、下地スラブに含まれる水分を緩衝層を経由して、

脱気盤または、脱気塔より大気中に放出することにより、ふくれを

防止する仕組みである 。 ここでいう緩衝用シートとは特殊加工され

たプラスチ ック発泡体や不織布から構成されるシート状の材料て¥

J  A  S  S  8 には 3 タイプが記述されており、市場にはそれ以上の種

類の緩衝材が開発され活況を呈している 。なぜならばこの脱気工法

は改修防水工法に最適だからであろう 。

すなわち、わが国の経済が大きく転換するなかで建築物に対する

考え方も大きく変わり、かつてのスクラ ップ ・アンド ・ピルド的な

考え方は、建物のライフサイクルを重視する方向に変わ ってきた。

とくに省資源 ・省エネルギーを掲げる建築業界の耐久性討議の中核

として、いま改修工事がクローズア ップされリフォーム時代の到来

が唱えられている 。建築のリフォームの中心は防水であり、その防

水の中心は塗膜防水が最適であることは衆目の一致するところであ

ろう 。納まりの難かしい改修こそ 塗膜防水が適しており、ウレタ ン

防水は複合工法の枠も拡がり改修工事の中で着実に施工実紋と技術

普積を伸ばしておりアスフアルト防水、シート防水にない塗膜防水

ならではの付加価イ直があるからといえよう 。

はやくから開発が進められている断熱防水工法は U S D工法が試

み られており、最近の建築物防火性能の検討が外断熱防水工法を対

象とすることとあわせ研究を進める必要があろう 。 このような複合

防水工法は防水材料のハイブリ ッ ド化もあわせ考えるとその方向は

多岐にわたりその適用も一層拡大されたものとなろう 。

いずれにしても 塗膜防水は将来の屋根防水システム評価基準に照

準をあわせ設計者・セ' ネコ ンの防水仕様の選択に十分耐える防水層

に脱皮し、かりそめにもブラ ックボ ックス視されてはならない。そ

のためにも材料業者は品質の研究にとどまることなく、また工事業

者は手造りの心構えを忘れず材工一体とな って塗膜防水工事に取り

組む姿勢が肝要である 。今回の J A S S 改定を契機としてハイグレ

ー ドな防水工法の展開を計り H宣伝されている改修 ・補修の枠から跳

ぴ出し 塗朕防水をより信頼される工法としたい 。

(い とう まつお 保土谷建材工業綜式会社技術部長 )



. 各論 1  メ ン ブ レ ン 防 水

シート防水工法の動向

藤木俊昭

シート防水工法は、工場で一定寸法に成型、製造された シート

( 合成高分子ルーフイング) を単層または、二層で防水層を形成さ

せるメンブレン工法の一種である 。

シート防水材が我国で最初に用いられたのは、 1957年で、塩化ピ

ニル樹脂シートとゴム系のポリイソプチレ ンシートである 。1962年

にプチルゴムによる加硫シートが開発され、その改良タイプとして

E P D M ( E P T ともいう ) をプレ ン ドしたシートが1964年に出現

し、新しい防水材 ( シート防水) としてその性能が本格的に評価さ

れはじめた 。1967年には、ジョイ ン ト性能を特長とした非加硫コeム

シートも開発された 。その後、幾多の試行錯誤を繰り返し、材料、

工法の改善が加えられ、力日硫ゴム シートをメイ ンに着笑に業総をあ

げて来ている 。

1. シ ー ト 防 水 材 料

シート防水材を材料で分類すると 表ー 1 のよ うに、合成ゴム系、

合成樹脂系、ゴム化アスフ アルト系に分類される 。 各防水材料の概

要は次の通りである 。

袋一 1 シート防水の分類
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①加硫ゴム系

合成ゴムの中で最も防水材として適している E P D Mとプチルゴ

ムが主原料として用いられている 。繰り返し疲労、機械的強度の増

強を目的に、補強材、加硫剤を加え、力日硫 ( 分子聞に網目構造を結合

させ、弾性化させる ) を行ったものである 。 とくに E P D Mタイプ

の加硫ゴムシートは、耐候性にすぐれていることより、主に露出防

水工法に採用されており、その シェアーもシート防水材の75%を占

めているといわれている 。 また、最近、熱溶着ができることを特長

とした熱可塑性ゴムによるシートも商品化されているが、まだ施工

性に問題が残されているようである 。加硫ゴム シートは J ISA6008

タイプである 。

②非加硫ゴム系

主原料としては再生プチルゴムと E P D Mである 。 この主原料に

補強材、老化防止剤を加え、シート状に圧延したもので、加硫を行

わずに用いられる 。加硫ゴムに比べ、引張強度は低いが、 ジ ョイン

トの接活性にすぐれている 。J ISA6008、J ISA6009 の両タイプのシ

ートがある 。

①塩化ビニル樹脂系

塩化ピニル樹脂シートは、加硫ゴムシートのように弾性体でなく、

熱、外力によ って塑性変形がおこりやすく、低温時に硬く、高温時

に軟かくなる性質がある反面、熱溶着ができ、軽歩行も可能である

などの特長をも っている 。J ISA6009タイプが主であ ったが、ここ数

年J I SA 6008タイプのシートが増えてきている 。

④ エチレン樹脂系、その他

塩化ビニル樹脂以外の樹脂 シートは、アクリル、エチレ ンが J IS

化されたが、現在ではほとんど使用されていない。最近では、エチ

レン酢ビ樹脂シートが土木用途分野で伸びており、 J I SA6008 で 規

格化される予定である 。

⑤ ゴム化アスフアルト系

ゴム化アスフアルト系シートは、天然ゴム、合成ゴム、合成樹脂

等でアスフアルトを改質したコンパウンドをシート状に成型したも

のであり、その多くは補強材( 不織布等) と積層されている 。改質

するポ リマーの種類が多〈、また接着斉IJ 工法、 トーチ工法等数穫の

施工法があり現状では、 J IS 、J ASSでの標準化にはまだ少し時間が

かかりそうである。しかし使用量は年々増加している 。

2. J AS S に よ る シ ー ト 防 水 工 法

今回の J AS S 改正では、加硫ゴム、非加硫ゴム、塩化ピニル樹脂

系シートが対象とな っており、防水層の種類は表 - 2 の通りである 。

表 - 2 シート防水層の種別①

組別

S - V F  S - N F  S - C F  S 一C M S - D F  

工程

1  プラ イマ ー プライマー プライマ ー

発泡ポリエチ

プライマ ー

レンシート

2  接 着 ｾｊ＠ 接 着 剤 接着 ｾｊ 固 定 金 具 接着 ｾｊ

加 硫 ゴ ム 非加硫ゴム 塩化ピニル 塩化ビニル 加硫ゴム J レー 7 ィ

3  J レー7 ィン J レー 7 ィン 樹脂ルー7 ィ 樹脂ノレーフィ

ング1. 0聞または

非加硫ゴムルーフ

グ 1. 2Qm グ 2.0. . グ2. 0. . ング1. 3. m イング1. 5醐

4  接着 ｾｊ

加硫ゴムルー7 イ

5  
ング1 . 0. . または

非加硫コ・ムJ レーフ

l...i.と乙i ・5. .

露出工法では、加硫ゴム ( S - V F ) 、非加硫ゴム ( S - N F )

は密、精張り工法であるが、塩化ビニル樹脂シートは密着張り ( S -

C  F ) と部分的に鋼板で下地に固定する絶縁張り( S 一C M) 工 法

がある 。押え工法 ( S - D F ) は、加硫ゴム、又は非加硫ゴムシー

トの 2 層張り工法となる 。その他、下図に示すよう断熱工法も採用

されており、現状にマ ッチした内容に改善されている 。

) ( " Y ' X¥( マY マ マ シート 、 、 ー押え層

一断熱材 J ' X Y V V VY y - 断熱材

/ '  / '  ースラプ /  〆 ご;;;

震出断熱工法 押え断熱工法

3  今後の課題

建築物における防水工事は、外部からの水の浸透を防ぐ機能を現

場で築り上げ、構造物の一部として構成させなければならない 。 こ

のため、使用される材料だけでなく、設計、施工、施工管理、保守

点検、維持管理等、一連の防水保証体制を確立する必要がある。一

枚のシートを張り合せて行くシート防水工法では、特に重要な要素

であり、防水をとりまく関連の人々の認識と相E 協力を欠かすこと

はできない 。新しい市場の要求に対し、断熱材と一体化させた複合

シート、絶縁工法の採用、シート防水材と熱アスフアルト、塗膜材

と組合せ、両工法の長所を活かした複合工法等、活発な研究、開発

が行われ、より信頼性の高い防水工法の確立へと対処している 。 し

かし、一方で忌は、古くからの問題点である膨れ対策 ( 脱気工法の採

用) 、押え工法における信頼性向上、最近、急増している改修工法

での適切な工法選択等、シート防水工法の課題は、まだ多〈残され

ているようである 。

引用文献① J A  S  S  8 妨水工事、 1986、日本建築学会

参考文献①y ート防水? ニュアル、 1980、合成高分子J レーフ ィング工業会

②防水工法事典、 1981、産業関査会

③日本建築学会大会学術続淡緩概集、 1984、日本建築学会

(ふじき としあき 三ツ皐ベルト株式会社建材事業部生産技術部長)
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. 各論 2  シーリング防水

シーリング防水の現状

と今後の課題

操上弘昌

はじめに

我国にカ ーテンウオール構法が導入され、弾性 シーリ ンク材が使

用されはじめたのは昭和40年頃からと記憶している 。 とくに 霞ヶ関

ビル以後は中・高層ビル建設の最盛期でもあり、ポリサルファイド

系シーリ ング材が多用された時期でもあ った。以後は漏水事故の連

続でにがい経験をしたものである。以後、品質の改良や伸縮に強い新

素材の製品開発がされはじめた 。

後に新 J 1  S 、 J A  S  S が制定され、さらに今年改定さるに至 っ

て材料、工法ともにかなりの高いレ ベルにな ってきたといえる 。 さ

らに品質で補ないきれない部分には適材適所の仕様、すなわち工法

を定めることで防水機能を満足させるという方法が定着し、未完成

とはいえ顧客の要求に答えられる見通しがついてきたように思う 。

1  近 年 の シ ー リ ン グ 防 水 の で き ぱ え

低モテ' ュラスシリコー ン、変性シリコー ンが市販されてからは接

着性や汚れなどの事故が発生し問題もあ ったが、事前に施工検討が

なされた 5 - 6 年前の建物を調査した限りでは、初期 ( 1 年目 ) で

は施工の不備あるいはそれに類したもの以外の故障はあまり見られ

ない 。 3 、 5 年目ではほとんど見られず、むしろ外装全体の汚れや

割れ、鈴、アルミの腐触等に目が向けられがちである 。

これらは一般的ではなく特別なものかも知れないが、以前のよう

に雨期や台風時に漏水でてんてこ舞いをすることはここ数年激減し

たことは事実である 。

2. 施 工 計 画 ( 事 前 検 討 )

寿命の長いシーリ ング防水をするには、外装の寿命を延すには、

施主、設計者の要求性能 ( 値) がどうなのかが一つの目標となる 。

従 って施工計画は壁全体の耐久性、すなわち地震、風、雨水など全

体を考慮、した全部材聞の目地設計として施工計画を進めることが大

切である 。

従 って目地巾は層間変位、風圧、部材の伸縮、形状、取付方法、

納り、シーリ ング機の性能、施工難度、 2 次排水計画などによ って

決ってくる 。

ここでの 2 次排水機械は工事中の雨仕舞いと雨水による躯体周辺

からの汚れなどの防止に役立つ。工事期間中は排水機能の良否を試

され、完工時から本設機構となる 。

高層ビルになるほど部材取付作業が上下に長期間行われるので安

全上からも仮設ゴ ン ドラ作業は後施工が望ましい 。排水機能が万全

であればより上層に取付を進行させることができ、ゴンドラ使用期

間短縮となるので経済性も高まるので一石二鳥である 。これらの構

想、を基にして目地設計とディテール、施工図の検討を進めるのが望

しく、我々は排水計画について深〈関心をもたざるをえない。従 っ

て 2 次排水機能とシーリング防水とは雨仕舞い全体としての性能とし

て、施工計画の一環として欠くべからざる項目となる 。最後に竣工

88 他識と 社会 / 1986年 311号

後 l 、 3 、 5 年目に条件の異った部位を定め、その良否を判断する

追跡調査の計画をたてておき、点検時に不具合部が発見された場合

は点検範囲を拡大する 。 これは将来の改、補修工事時に大切なこと

でしかも有効であり、我々はこの計画を「メ ンテナ ンス計画」と呼

んでいる 。現在もこの計画は続いているが近年の調査結果の出来映

えは良好であり申し分ない。

従来工法以外の等圧構法 ( オープ ンジ ョイ ン ト) についても同じ

ことがいえる 。 より気答、性が要求されるこの構法は外力による挙動

への対応、取付制度などについて高レ ベルの施工計画がなされなけ

ればならない。全般的にいえることだが将来の改、補修事時に対す

る施工性、経済性について十分納りを考慮する必要がある 。

3. 施 工 管 理

施工管理は本来施工計画とは異質のものであるが、しかし両方ー

っとな って現場では評価を受けているのが現実である 。施工計画が

完了し、実施に移 った場合、実際の施工者に伝達、完遂させるまで

の過程に種々の問題が発生するのでこれ らを防止することが大変な

作業なのである 。その点では近年施工管理技術は向上したと思うし、

シーリ ング管理士、技能士f l j I J皮の機立など業界としては大きな意義

を持 っている 。現場で実践する施工者の技能、知識はどうかという

と適材適所の仕様などこまかい点で向上してきた反菌、複雑化した

ため能率低下はいかんともし難〈、また施工に対する機械化は多少

進歩したが、手作業にたよらざるを得ない点が多〈、品質ア ップに

はな っても能率ア ップにはならず、現状から脱却できていない。こ

の点について我々はなんらかの改善を興じなければならないことを

痛感している 。

4. 改 、 補 修

リフォームという 言葉がささやかれてから数年になるが、シーリ

ングでいえば、とくにカーテ ンウオールに使用したポリサルファイ

ドが残した多くのクレームが業界発展への大きな遺産にな っている

ような気がしてならない 。

これらが残した功罪は業界の発展に大きく影響を与えてくれた 。

新製品の開発、工法の確立、 J 1  S 、 J A  S  S 、建設省の仕様など

の制定に役立 っており、そして等圧構法出現への加速化、雨水の侵

入が建物に与える問題等について関心が高められたからである 。改、

補修の際、この点について目を向ける知恵を我々に与えてくれたか

らである 。吹イす塗装の改、補修の場合も同じことがいえるであろう 。

5. こ れ か ら の シ ー リ ン グ 工 法

シーリ ング防水に関しては高水準にな っていると前述したが、最

近また難聞がもち上ってきたようだ。外国ではすでに実綴のあるシ

リコンシーリ ング材を使用した 「ストラクチャルグレージング構法J

である 。漸新なデザインとしてガラスカーテ ンウオールに使用され

ており、地震国の我国でどこまで実現可能かは今後の課題であろう 。

徐々に実績を重ねてゆく以外にないと思うが、勇気をも って取組み

たい 。サスペンド構法、ガラスの突付、パ ックマリオン方式など今

までの実績を考えたなら手掛りがないわけではなく、むしろ積極的

にその耐久性を実験などによ って理論の確立を急ぐことが大切であ

る。

この件については種々の意見があると考えられるが、パ ック7 リ

オン方式とかストラクチャルシールの定義を明らかにし、別々の構

法として計算式や工法を解明してゆくことが望ましい。 これらは今

後の課題となりそうなので各先輩諸氏の意見や研究の成果のご指導

を賜わんことを期待致します。

(く りがみ ひろまさ 7 サル工業体式会社代表取締役削社長 )



. 各 論 3  外 壁 防 水

外 壁 塗 膜 防 水

永井健太郎

1.  まえカマき

鉄筋コンクリート造建物の外壁には、吹付リシンや合成樹脂塗料

などにより、化粧仕上げを施工されていたが、これらの硬い材料で

は、建物の外壁に発生するひび割れに追従できず、外壁からの漏水

事故が、昭和40代より多くな った。

それ以後、壁面の漏水対策としては、建築物に発生するひび割れ

や、それらの動きに追従する柔軟な塗膜材、すなわち、アクリルゴ

ム系、ウレタンコe ム系、クロロプレンコ'ム系、アクリル樹脂系など

の塗膜防水材が開発・上市されるようになった。

その中でも、長期にわたる耐久性にすぐれ、施工性にすぐれたア

クリルゴム系塗膜防水材の需要が順調に伸び市場の大半を占めるま

でになった。ここでは、アクリルゴム系塗膜材について、材料の特

徴および、品質 ・性能について述べ る。

2. ア ク リ ル ゴ ム 系 塗 膜 材

外壁塗膜防水材は、長期にわたり厳しい環境にさらされるので、

低温 ( - 20' C ) から高温 (80' C ) の幅広い温度領域にわたり、安定

したゴム状弾性を維持し、かつ、耐久性にすぐれていることが必要

で、 J 1  S  A  6021 i屋根防水用塗膜材j の規格に合格する品質

に設計されるべきである 。

市場には、アクリルゴム系の材料のような、低温ても柔軟な性質

を有するように、硬い樹脂に可塑剣などの助剤を添加し、塗膜に伸

び性能を与えたものがあるが、このような材料では、厳しい環境条

件下では、可塑剤が、徐々に揮散して元の硬い樹脂の性質に戻り、

経年によりトラブ/ レを生ずるものがある。

塗膜防水材の上には、美観を主目的として、防水材と同質の模様

材と着色 ・汚れ防止および耐候性付与のために、トップコートが施

工される 。 トップ コートは防水材の性能を煩わないことが大切であ

り、防水材の製造業者の指定する材料を使用することが必要でいある 。

3. 塗 膜 の 伸 び 性 能 と 下 地 ひ び 割 れ 追 従 性

日本建築学会の「鉄筋コ ンク リート造ひぴわれ対策指針 ( 案 )J で

は、ひび割れ幅の制限目標イ直を 0.3mmとしているが0. 5- 1. 0酬のひび

割れも実際には見られる 。

アクリルゴム系塗践について、自由皮膜の伸び率と膜厚のひび割

れ追従性との関係について試験を行い、 図ー 1 に結果を示す。 そこ

から、次の実験式を得た 。

z = α S  t  z: ひび割れ追従幅

α: 樹脂悶有の係数

S  : 伸ぴ率

(mm 

( %)  

t 膜厚 ( mm)  

。値としては、1 . 5  X  10ーに 3 X  10-' の値を各種防水材の測定から

f専た 。

防水材の重要な品質の一つである、ひび割れ追従性は塗膜の膜厚

とイ申ぴ率に比例することがわか った。

塗朕防水をする下地の組さ、吹付け 塗膜のバラツキを考慮すると

般

大 8

ひ

( f  

割

i6 

幅

( 皿) 4  

伸 び 率

320%  

250% 

150%  

8 0 % 

0. 5 主材膜厚 <mm) 1. 0  

図 - 1 伸長性の異なる主材の膜J l . とひび割れ追従性

膜厚の管理は防水性能を確保する上で重要であり、責任施工体制lが

必要とな っている 。

防水材の性能としては、地震・地盤沈下 ・過荷重による大きなひ

び割れに耐えるほどの性能は要求きれないが、先述の 1 mmのひび割

れに追従するには、長年月の塗膜の劣化も想定して、初期に 3 - 4

mmのひび割れ追従性が必要であると思われる 。防水材の品質として

は、塗膜厚さを 1 mm確保するとして、 3 - 4  mmのひび割れ追従性を

得るのに、 250 % 以上の伸び率のあることが必要である。

4. ひ び 割 れ 部 で の 塗 膜 の 劣 化

ひぴ割れ部分では、常に伸縮を繰り返していて、塗膜は繰り返し疲

労劣化を受ける。こうした疲労劣化に対する防水材の性能として 10

年間以上の耐久性を考えると、 1 mmの伸縮幅に対して、夏 ・冬を考

慮、した、常温と低温で、合計5000回程度の繰返し疲労試験に耐える

品質が必要であると考える。アクリルゴム系塗膜材は、繰り返し疲

労による劣化を受けにくく耐久性にすぐれるが、樹脂比率の低い材

料やゴム性弾性の弱い材料では、耐久性に劣る傾向がある 。

また、ひび割lれ部分では、塗膜は伸びた状態で長期にわたり劣化

を受けることになるが、アクリルゴム系はウレタンコーム系やクロロ

プレン コ・ム系のように、オゾンや紫外線により劣化をうけ易い化学

結合を含まないので伸び時の劣化に対しても安定である 。

5. 躯 体 の 総 合 保 護 機 能

60年以上の耐久性を有するといわれてきた鉄筋コンクリー卜構造

物の、予想以上に早い劣化が、その耐久性を関われ、社会問題とな

っている 。 この原因としては、建物の構造的な欠陥によるもの、塩

分を含んだ海砂や反応性骨材なとe の使用によるコンクリートの品質

によるもの、 J束害や塩分の侵入など地域環境による原因があげられ、

ひび割れ、鉄筋腐食、表面劣化を起している 。

これからの外壁塗膜防水は、防水性能のみならず、建物の総合的

な保護機能、すなわち、中性化防止、塩害防止、鉄筋の防錆効果、

耐凍害性、耐風害性など高機能が要求されている 。

アクリルゴム系塗膜は、防水性能はもとより、遮断性能にすぐれ

炭酸ガス、塩分、水分の透過を押える 。アクリルゴム系のアロンウ

オールによる外壁塗膜防水は、昭和46年より始められ、コンクリー

トの中性化 ・塩害 ・凍警などによる建物の劣化に対して、総合的な

躯体保護性能が高〈評価されている 。

B  あとカずき

鉄筋コンクリート造建築物の総合的な躯体保護には、品質の優れ

た外壁防水材の性能を充分に発揮させる上で正しい施工がなされな

ければならない。その意味で資仕施工体制! のより充実が今後とも、

望まれるところである。

( ながい けんたろう 東亜合成化学工業株式会社中央研究所主任研究貝 )
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. 各論 4  特殊防水

ステンレスシート防ァk

高橋行雄

1963年( 昭和39年) に スウェーデンのステンレス鋼のメーカー、

Fager st a、A Bがステ ンレス鏑の需要開拓を目的に、開発し、新会

社、 Rost f r i a、T a k A B を設立し販売を始めたのが、最初て¥同社

では、 1970年 ( 昭和46年) までの 7 年間、試行錯誤的に改善を操返し 、

現在の仕様にな ったのは、 1970年からといわれている 。販売開始よ

り、 22年経過し、 300 万平米以上の笑紋をも っている 。

日本での歴史は浅く、 1979年 ( 昭和54年) に日本ステ ンレス鮒が、

P & P工法を独自に開発し、販売を始めたのが、最初で 7 年の経験

である 。翌年の昭和55年に 三兆金属工業側が前記の Rost f r i a、T a k

社と技術提携し、 R - T 工法として販売を開始した 。その後59年暮

頃より、日本治金工業側が S G工法、川崎製鉄側が R S W工法、日

本治金工業闘が N Z 工法を各々開発し、市場に参加している 。 日本

での施工実絡は約 120 万平方米で、年度別実績は、ほぽ図一 1 の通

りて¥伸び率は著しい。

一方、日本建築学会では、 J A  S  S  8 防水工事標準仕様舎に制定

すべ〈諸作業は完了し、来る 3 月4 日より全国 8 プロ ックで説明会

の開催を予定されている 。ここではステ ンレス シート防水の概要と

おもな特徴について述べてみる 。

40 
図 - 1 年度別施工実績 /  
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1  概要

1  ) 使用材料

鋼 種 ・J 1  S  G  4307 S  U  S  304、 S U  S  316  

板 厚 : 0. 4mm 

板 巾 ・500mm、 1，000mm

仕 上 . 生地 ( Z 0 仕上)

塗装仕上 ( シリコ ンポリエステル系、フ ッソ樹脂系)

メッキ仕上 ( 銅メ ッキ)

ステンレスシート防水用として特に J 1  S 規格値より、炭素量の

低いものを使用しているメーカーがある 。これは溶接部の粒界腐食

潔境から、より安全にするための対策である 。すなわち粒界腐食環

境は加熱温度と、その時間と、材料の炭素の含有量に左右される 。

図ー 2 参照、加熱温度が同じめ場合、炭素の含有量の少い方が、加

熱時聞が長くな っても安全になる 。一方、ステ ンレスシート防水の

溶接は、シーム溶接て。あるのて。加熱温度は一般の溶接に較べ低〈 、

溶接速度が速〈、材料の板厚も 0. 4 mmと薄いので、熱容量も小さい
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図 - 4 作喋手順

図 - 5  シーム溶接の原理

ので冷却速度が速く 、危険温度を急速に通過するので、 J 1  S 規格

値でも安全サイドにある 。

2  ) 作業工程

ステ ンレスシート防水は耐食性のよい、オーステナイト系のステ

ンレス薄板の、両端を立上げ、その立上げ部を拝み合せにして、自

走式の シー ム溶接機により、自動溶接し、役物部材は役物用シーム

溶接機により、溶接してメ ンプレ ンを形成する工法である 。躯体と

の取付は吊子 ( 主としてスライド機構を内蔵した、スライド吊子図

- 3 参照) を介して、 ファスナーにて躯体に取付ける、面材と吊子

とはスポ ッ ト溶接機により固定する 。従 って在来( 有機材 ) 工法の

密着工法ではなく、完全な絶縁工法であり、躯休のムープメ ン ト、

担体の亀裂には充分追従できる工法である 。作業工程は 図 - 4 の通

りである 。

3  ) シーム溶接

抵抗溶接の一種で、接合すべ き部分を挟み、加圧して直接大電流

を通して、その電流による抵抗熱で溶接部の、温度を上昇させ、 j容

按を行うものである 。ステ ンレス鋼は、電気抵抗値が大きいので、

この溶接には適した材料である 。 シーム溶接はスポ ット溶接が連続

しているものであり、電極の形状が、 シーム溶接は円板状て¥スポ

ッ ト溶接は棒状との違いはあるが、原理は同じである 。図 - 5 参照。

4  ) 溶接部の検査

ステンレスシート防水工事は溶接が生命であるとい っても過言で

はない。作業員の技能にあまり左右されないよう、自動シーム溶接

機 、役物用半自動シーム溶接機が使用され、均一な溶接ができるよ



ν  

う工夫されているが、溶接条件の調整、メンテナンス( 電極手入、

交換など) を作業員任せてe はなく、専門貝による、チェック ・シス

テムが重要である。溶接部の検査としては、

0 作業前 . ピーリングテストを行い溶接条件をチェックする。

0 作業中 ・溶接部のテンパーカラーの状況を監視する。

0 作業後. 必要によりパキューム ・テストを行う。

: 必要により水張りテストを行う 。

2. ス テ ン レ ス シ ー ト 防 水 の お も な 特 徴

1  ) 経年変化が極めて少い。

在来の防水材( 主として有機材) は太陽光線による劣化が早〈、

従って露出工法には不向で、非露出工法が良いとされている。ステ

ンレスは太陽光線による劣化は極めて少い。また通常の立地条件で

の風水による劣化も少い。しかし腐食環境下( 海岸近くで塩粒、工

業地域での Hcl 、H
2
SO. など) では材質を選択する必要があり、ま

た異種金属と接触すると「もらい錆J の原因になる場合があるので、

異種金属とは直接接触しない( 塗装、ゴムシートなどで絶縁) ょう、

配慮は必要である。

2  ) 適用温度範囲が広い

断熱防水でとくに断熱材の上に防水層を設けると、防水層の温度

は最高86. C まで、上昇することが確認されている。また夜間は車高射

熱の関係から、気温より数度下ることも実測されている。従って温

暖地では90. C位、寒冷地では 100. C位の温度変化があるが、在来防

水材は数 100. C では溶解し、マイナス温度では硬化収縮し、 ( 膨脹

係数が下地材より数倍大きいので、伸縮量が大きく) ひけが生じ亀

裂を生じたり、事 ｾｊ 維などトラブルの原因になっている。ステンレス

は高温( 数百度) から超低温( マイナス百度以下) ても強度の変化

は少〈、また膨脹、収縮は在来の防水材ほどではないが、下地材(

コンクリート ) よりは大きいが、エキスパンション工法 ( 函- 6)  

と、前述のスライド吊子により、伸縮を吸収し熱によるトラブルを

解消している。

-ーーー・

図 - 6 取合部エキスパンション

3  ) 繁くて機械的強度がある 。

在来工法の有機材の中には、断熱材の上に防水層を設けた場合、

断熱材の動きにより破断したり、保護層を設けないと、飛来物など

による破損の、心配があるものもあるが、ステンレスシート防水は、

4  kg/ m' 以下て' 軽〈、強度も 53kg/ mm' 以上で有機材と較べて、桁違

いに強い。

4  ) 下地材の動きに完全に追従できる 。

在来の防水工法の主流は密着工法て、あるため、下地( コンクリー

ト) に亀裂が生じたり、下地 ( A L  C ) が動いた場合など、防水層

に破断などのトラブルが生じていたが、ステンレスシート防水では、

完全な絶縁工法( スライド吊子と、エキスパンション工法により、

下地とは別にメンブレ ンのみ、単独に伸縮ができる ) であるため、

下地のムーブメントに充分追従することができる。

5  ) 不燃材でかつ作業は安全である 。

在来の防水材の中には、作業温度が 250. C前後で、火気を要した

り、また溶剤lなどによる有毒カe スが発生するなど、消防、衛生面で

心配があるものもあり、また一般的に可燃性である 。ステンレスシ

ート防水は、不燃性で主作業がシーム溶接であるので、作業は安全

でかつ確実である。

3. ステンレスシート防水の適用について

在来の防水工法と同様に、いかなる防水工法にも適用できるが、

前述 2 項の特徴を生かすには、次の工法に適するのではなかろうか。

アップサイド・アップ ( u 5  U) 工法。

太陽光線、風雨による劣化が少〈、特殊な腐食環境てがない限り、

耐久性も抜群であるので、露出工法に適する。一方、第一次石油シ

ョック以来、省エネルギ一対策として、断熱材の使用は、住環境向

上の要求と、あいまって、最近では不可欠のものとなってきている。

断熱効果 ( 躯体の熱ショ ックからの保議と、結露対策の関係) の面

から、外側断熱工法が良いといわれている。外側断熱工法では、防

水層と断熱材の組合せとなり、防水層をスラブ上に設け、断熱材を

その上に置き、押え層をその上に設ける工法、いわゆるアップサイ

ドダウン ( U S  0 ) 工法と、スラプの上に防湿層を数き、断熱材を

置き、その上に防水層を設け、最上部に保護層を設ける、アップサ

イドアップ ( U S  U) 工法の 2 通りがあり、在来工法ではそれぞれ

一長一短があるが前者の方が、ベターだという 人の方が多いよ うで

ある、 U S D工法は防水層には太陽光線を、断熱材で遮断するので、

温度変化も少くなり、ベターである。しかし断熱材から見ると今ひ

とつである、すなわち上に防水層が無いので、雨水が浸入し、吸湿

したり、水浸することにより断熱効果は低下するからである。 U S

U 工法は断熱効果は 100 % 期待できるが、防水層が断熱材の動きに

より、破断したり、保護層の動きにより破損することがある。

ステンレスシート防水は、自然条件に強〈、また機械的強度も強

いので、下地の断熱材のオドリなどにより、損{ 努することはない。

また拘l え層も省略でき、外側断熱工法の理想、とする、 U S U工法が

実現できる。

4. ステンレスシート防水の課題

1  ) イニシャルコストの低j威

在来の防水工法より、イニシャルコストは 2 - 3 倍高い、しかし

メンテナンス授を含めた、ランニングコストを加味した、 トータル

コスト的に長い眼でみた場合、ステンレスシート防水が優位になる

が、イニシャルコストも下げるべく、材料メーカ一、施工業者の努

力が望まれる。

2  ) 機能面から意匠性へ

0. 4 mmの薄板を溶接し、継ぎ合せているので、溶接歪みが発生し、

意匠性を重要視する、屋根には問題になる場合がある。防水性能、

意匠性の両者を満足するものはないが、意匠性に重点を置いたもの

に三晃金属工業側の R - T 屋根瓦棒、日本ステンレス附の II 型があ

る。防水機能も完全で示、しかも意匠性もあるものを各メーカー鋭意

工夫中( 下地材、リブ加工など) であるが今一つでこれからの課題

といえる。

3  ) プレハブ化。

現状では各社とも、工場加工は極めて少〈、コイルのスリットと

切断程度であり、面材の成型作業から、現場で行い、役物の加工は

現場での、手加工が主体となっている、作業能率が悪〈、入手が多

くかかっている、現場作業は、天候に左右されることが多〈、工程

も長くなる、コストダウン、工程の短縮のため、いっそうの機械化

及び、プレハプイじが望まれる。

( たかはし ゆきお 三晃金属工業隊式会社 R T 営業部総長)
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信 用 あ る 建 築 は 信 頼 で き る 近 畿 防 水 か ら

製 品 名

外側断熱工法・脱気工法

会 社 名 1<詰 > 近 畿 防 水 事 業 協 同 組 合

担 当 部 課

( 担 当 者 )

住 所

干557 大阪市西成区橘 3 丁目 18番27号

糊エ英社内

電 話 | 大阪 ( 06) 661- 8861

F A X  I  大阪 ( 06) 661- 8831

断熱工法( スタイロフォーム⑮ G K ) とは絶縁工

法にて防水施工した後、アスフアルト防水層の上

に断熱材を張り付け、さらに押え層の挙動と縁をき

用 途 | るため、アスフアルト ・フェルト等を敷く工法で

特 長

躯イ本及び‘ 防水層の外側に断熱材がくるので U S D

工法ともいわれ歩行用保護防水を採用される場合

には最も適した工法です。

Ｎ ｾ面体を熱劣化から保護し長持ちさせる 。

・防水層を温度変化から保護し耐候性が増す 。

・すべての結露発生を容易に防止できる 。

・スラプ天井の直仕上げが容易にできる 。

・火災が発生する室内偵IJ に対して安全側にある 。

歩行用断熱防水工法仕機例 露 出 脱 気 工 法 仕 様 例

1  F  R  - 325 V S - 3 2 5 S  

フェ/ レト アルペースト ( 別途)

スタイロフォーム G K3 0，% アスデ ック砂付

ゲオンコート ゲオンコート

タザンメ j レ アステ ックス

ゲオンコート ゲオンコート

ダンメル 脱気筒 フランヂ

ゲオンコート グラスポ ッ ト

グラスポ ッ ト 脱気筒 コアー

ゲオンプライマ ゲオンプライ 7
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材 料 名

標 準 施 工 法

断熱工法( スタイロフォーム)

施工例 1 F  R - 325 

脱気工法

アスデック砂付 アステ ックス

網状ルーフィング

施工例 V S  - 325S  

脱気工法はフクレ ・結露の問題を絶縁工法に脱気筒を適切な位

置に設置し屋線スラブと| 切水層の聞の湿j関空気による膨張圧力

を排出することにより解決した工法で近畿防水では露出屋綴防

水 ・砂利撤屋上防水の仕様に採用しております。



工 法 名 | 断 熱 露 出 防 水SC- 25GF( ギルフォーム)

会 社 名 |東西アスフアルト事業協同組合

工 法 名

善正賀芳

線

)

者

部

当

当
狙

川

田

標 準 施 工 法

大阪 T 5 5 0 大阪市西区京町堀 1 ー 1 0 - 5  

住 所 |

T E L  06- 443- 0431 

東京 T 101 東京都千代田区岩本町 3 - 1 1 - 1 3  

電 際 |

T E L  03- 862- 8531 

用 途 | 断熱、防水、躯体保設

特

- 断熱材

断熱効果

耐熱性

寸法安定性

躯体保護

・防水層

高級アスタイト防水

長

規格寸法 | ギルフォーム

920X600X25 ( 他に 20、30、40、50mm品)

形 状 | ギルフォーム板状

イ士

仕 上 | 強力キャ ップル S P ライト塗布

熱伝導率 | ギルフォーム

(kcal/ mh'C) I  0. 018 

ν  

密 度 | ギノレフォーム

( k g / m') I  38 

様 |圧縮強度 | ギルフォーム

( kg/ cm') I  2. 0 (23' C 5  %歪時)

施工法〈標準施工例 S C- 25GF >

ベ- . 1¥スによる通気図

設 計 単 価 8J 60円1m'

東西アスフアルト事業協同組合員

施 工 体 制 全国 142社

近畿 27社

耐 周 知 I : 明 度

年 限 保 証 10年以内

施主管理

維 持 管 理 |

清掃等

流 通 範 囲 全 国

備

| 発 注 方 式 ゼ ネ コ ン → 防 水 工 事 庖 ( 組 合 員 )

考 納 期 1 週間

流通システム メーカー→防水工事庖( 組合員)
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工 法 名

特許 NK式断熱防水工法

ゴムアス常温積層断熱防水

N K フォームとゴムアス防水伴用工法

会 社 名 |図 日 興 化 成 練 式 会 社

本 ネ土 T 5 3 2 大阪市淀川区西三国 4 丁目

3 番 4 6号( 藤村ビル)

住

所 1 f t 0 6 - 3 3 1 - 5 9 5 3 ( 代)

営 業 所 ・ 工 場 T 5 6 1 大阪府豊中市庄内栄町 5 丁

目 1 の 16

電 話 | 研

宮 町 一 3 3 2 - 2 0 5 8 ( 代)

..... 

ｾ＠ 所 T 5 6 3 大阪府池田市石橋 2 丁目 9

番 11 号

宮 0 7 2 7 - 6 1 - 8 2 4 4 ( 代)

. N K フォーム物質性比較表( ポリエチレンフォーム)

J  1  S  - K - 6767 

ニーツコ- A 社 B 社 C 社

OK リ7 * ーム 3006 3005 3005 

ｾ、 ､ ‘ 1  称 厚 み ( mm) 4  6  5  5  

製 法 分 知

肱 射 線

集 締 法 ｾ締法 品目締法

策 担 量 法

発 泡 {膏

*  

31. 5  31.  7  31. 7  25. 8 

抗5 G カ ( kg/ 耐 )

縦 3. 69 3. 56 3. 35 3. 04 

機 2. 63 2. 64 3. 13 2. 63 

イ'1' ぴ ( %)

縦 261 105 110 80 

検 166 98 120 105 

']1 ;裂 強 度 ( kg/ 凶)

縦 2. 23 2. 46 2. 10  2. 06 

機 1. 29 1. 59 1.85 1. 97 

2 5 % 0. 36 0. 43 0. 37  0. 60 

圧 制i 速 度 ( kg/ 岬 ) 5 0 % 1. 00 0. 97 0. 95 1. 22 

75%  2. 89 2. 80 2.74 3. 13 

1t. 嗣;1 永 久 m %  5. 7 4. 93 5. 87 2. 57 

繰 返 し 庄 紺i 水 久 m % 3. 02 6. 38 3. 07 3. 06 

q且 水 率 mg / 剖
。 。 。 。

加 熱 寸 法 変 化 縦 1. 12 1. 23 1. 18 0. 95 

70'C 22 hr  機 0. 23 0. 33 0. 22 0. 06 

- 吸水率、透湿率、熱伝導率比較表

村 科 品 目

密 度 透 混 率

吸 水 泊 料 熱伝導率

p(K G/cm') p(g/CII'耐m/mHG)

ポリスチレン 7 才一ム( 押出品官) 20 0. 0025 

ポリスチレン 7 オーム( 押出品含) 30 0. 0017 0. 0017 0.033( Ot )  

硬 質 ポ リ ウ レ タ ン 7 考 ー ム 20 O. ∞5  

硬 貨 ポ リ ウ レ タ ン 7 オ ー ム 40 O. ∞25 O. ∞03 0. 020( ot )  

N  K  7  ｾ＠ ム 33 0.00∞20 O. ∞0020 0. 027( Ot )  

N K 式ゴムアス常温穣局断熱防水

標準仕機

N K シート 、j車 1 mm( 5  5 - 3 0)  

N K フォーム ( 断熱材) ポリエチレンフォーム

N Kシート 、

厚 2mm(  5 5 ー 10)

NK . GAプライマー

構成

N K ゴムアスシート 5 5 - 1 0 ( 下層材)

「

し

「

し

「

L
「
」

寸骨J 本体( ゴム化アスフアルト)

d _ ガラス不織布

1 - 感温層( ゴム化アスフ アルト )

= . - 戸剣般紙

N  K ゴムアスシート S 5  - 3 0  ( 露出工法周上層材)

df 本体 ( 白 色 川 ゴ ム)

. . - ガラス不織布

守一粘着層 ( 合成ゴム)

ーー制限紙

す 法
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施工例 N Kシート 5 5 工法

耐衝撃性

試験方法 :各工法を鉄板上に作成し、衝撃刃 0 . 5 R 、荷重8. 3kg を務下

させ最ー下層が破駿するまでの高さを調べた。

|-----一 I S  S  - 1020 I  

| 高 さ (cm) I  18 

露出工法用上層材 ( 5 5 - 3日) の膨れ防止効果

試験方法: 黒色ゴムシートと S S  - 3 0を下図のような形で下地に張

りつけ、各温度の測定と膨れの発生を調べた。

日時: 59 .  7.  17快附 日中最高気温 33. 5' C

空隙

枇I ol i且 IJI'. ( " c )  

A  B  

66 58 

無有

一
の

一

有

一

無

れ膨

40 40 

なお、数値は全て測定値て窃り保証値ではありません。

基本物性

m 日 S  S  - 10 S  S  - 2 0  S  S  - 30  イlIii
-IJ 岳

ｾｉ 引 Ｑ Ｑｴ強さ ＨｫｧＯ｣ ｭ Ｉ 4. 1 12 3. 3 

張

J  1  S  A  - 6022 

試

イ'1

'

ぴ ( %) 500 40 550 

J  1  S  A  - 6008 

験
ijl 裂 強 さ ( kg) 3. 2 6 .4  2 .2  

海 発 i減 量 ( %)  0 .19  0. 14 0 .25 180' C X  7 日

吸 水 率( % ) 3.5  3 . 1  2. 2 170' c 水 X 7 日

接着カ

1n 目

下 地 按 必 力 ( 同/ 25mm)

層 附 後 必 カ ( kg/ 25mm)

ジョイント接着カ ( kg/ 25mm)  

下地亀裂追従性

試験方法 : 突き合せた下地( 石綿スレート板) 上に各工法を作成し

たものを試料とする 。突 き合せ部上の試料の幅が10mmに

なるように試料に切れ目をいれ、下地亀裂幅を連続的に

変えた場合の防水層の挙動を調べた 。

引張速度 5 mm/ mi n 

工 法 S  S  - 1020 S  S  - 1030 

下I也追従性(mm) 35 30以上



‘'  

製品名 |目立バイナリーシート P

会社名 |⑤ 目 豆 電 線 株 式 曾 枇 t  

担 当 都 銀

( 才旦当者)

関 西 支l吉 ゴム課

山 崎 照

住 所 | 〒 541 大阪市東区北浜 4 - 6  ( 日生目立ビル)

電 結 I 06 ( 203)  3821 代 表

用 途

特 長

規格寸法

イ士

形 状

1:荷
姿

引張強さ

機 I ( kg/ cm') 

切断伸率

( %)  

引裂強さ

( kg/ cm)  

イ申び劣化

など

0 屋根外断熱用防水工事

o 屋根改修用防水工事

①外断熱による省エネ ・結露防止がはかれる。

② 防水シートと発泡ポリエチレ ンの複合によって二

重防水努J 来がある。

③積層一体化なので、表面ふくれの心配がなく、外

観仕上りがきれい。

④防水シートと 外断熱材の別貼り手数が省け、さら

に下地への片面接渚が可能なので施工迅速かつ能

率的である。

⑤発泡ポリエチレンが下地調整材にもなるので、改

修防水工事などにも適している。

シート

厚t山田)
1. 0  I  1. 2  I  1. 0  I  1. 2  

寸 幅Wo(mm) 1，200 

発 泡 厚t，(mm) 4. 0 10. 0 

法

ポリエ

幅W，(mm)
チレン様 1，100 

長さ L ( m)
20 I  20 I  15  I  15  

重量 ( kg/ 本) 30 1  34 1  25 1  29 

※ 断熱材( 発泡ポリエチレン) の厚さは他サイズ ( 2. 5、

15、20、25、30mm) も秘層可能。

積一層「μ %弘ラクシつE 。

一 附 t l l l

長尺ロール巻

1 w， 11  

| W. :  11  L  

十 lH

J 1S  A  6008規絡( 表示許可374030) による。

材 料 名 I E P D M/ ブチルゴム/ 断熱材 ( 発泡ポ リエチ レン)

標 準 施 工 法

〈 施 工 工 程 〉

① 下地処理( 清掃)

② 接着斉IJ 塗: 布

③ 目立バイナリーシート P 貼り

④ ジョイント音11等の処理( ガムテープ挿入)

⑤ 端末処理( ハイヵ・ム H 、金具押え )

@  表面仕上

ガムテープ

打 継 郁

設 計 単 価

〈目立バイナリーシート P のジョイント法〉

100.圃

ガムテープ

〈施工展開図> H - A  P 工法

施 工 体 制 | 関西目立防水シート工業会員による責任施工

耐 周 年 数 と | 襟準保証年限 10年

年 限 保 鉦 I ( 向上の施工体制の場合に限る)

維 持 管 理 | 向上の施工体制による定期点検

備 考

- 目立バイナリーシート P とは ・・

目立防水シート ( J 1S A  6008) と外断熱材( 発泡ポ リ

エチレ ン) を、昭和53年から目立独自の特殊技術に

よって稿用一体化した、わが国で最初の複合防水ゴ

ムシートです。

|  目立防水シート I  1  

|積 層

( + )  f  T" u - ｾｾ＠ ( 長尺ロール巻)

| 一体化

| 発砲ポリエチレン ( P ) I J  

住築と社会/ 1986年 3 月号 95 



品名 ｼ 廿ニ ｊ ロ γｾ ｛ｉｄ悶防水システム

会 社 名

場長筒中シート防水株式会社

担 当 部 課 | 営 業 部

( 担 当 者 )

住 所 l 〒541 大阪市東区瓦町 5 - 7 1  

電 話 宮 ( 06) 222- 0646

用 途

屋上 ( R C 、 A L  C) プール、蓄熱槽、受水槽など

の防水

塩ビ系シート防水 ( 0 N シート) を独特の絶縁工法

特 長 | でシートを躯体に密着きせずにコーナ一部に O N鋼

板を固定し、シートを O N鋼板に洛着する。

規格寸法 I S シート1 . 3 % 1. 5怖 2. 0%厚など

形 状 I 1000%X20m巻 物 ( 標準)

色調 シルバー色

仕 | 仕 上 | その他各用途別にあり、カタログを参照下さい。

J I S規格値

切 断f時の伸び率( 長手方向 ) 200以上

( 幅 方 向 ) 300未満

機

引 裂 き 強 さ ( 長 手 方 向 )

200以上

( 偏 方 向 )

加 熱 伸 縮 量( 長手方向)

用 途

屋 上 期

土 木 都 然 槽 ・

消 火 水 相 周

40以上

( 幅 方 向 )

特

耐候性. 画- t 才、/ ン性、

耐磨段位、画「様性、

耐 薬 品 性

長

耐 熱 性 、 耐 煤 性 、 画f 鼠 性 、 耐 水 位

ロ'"口

S  

220 

215 

350 

360 

70 

70 

非 歩 行

経 歩 行

飲 料 水 相i 用 無 5在 住 ( 水 道 法 、 厚 生 省 告 示 に 適 合 す る )

プ ー ル 周

プ ー ル 防 汚 周

耐候性、耐オゾン性、耐 ｾｉｲｲ ，位、耐寒性

( 水道法に迎合する)

防 m.  用 | 水 蒸 気 透 過 低 抗 大

96 姐築と社会/ 1986年 3 月号

名

T  W B  

230 230 

225 220 

340 350 

350 360 

70 75 

70 70 

品 別l

s  

S - D G  

S V  

T  

T W  

材 料 名

設 計 単 価

施 工 体 制

耐 周 年 数 と

年 限 保 証

維 持 管 理

サ イ ズ m l厚みmm

1. 0 X 3 0  1. 0  

1. 0 X 2 0  1. 3  

1. 0 X 2 0  1. 5  

I . OX 2 0  1. 3  

I . OX 2 0  2. 0 

I . OX 2 0  1. 3  

1. 0 X I 5  2. 0 

1. 0  X  30 1. 0  

1. 0 X 2 0  1. 5  

1. OX 3 0  1. 0  

1. 0 X 2 0  1. 5  

サンロイド O Nシート

O N鋼板、 O N浴増資IJ 他

標 準 施 工 法

断 面 . 図

O N観係， ， 

施 工 例

屋上 300m' 5，600円/ m'

蓄熱槽断熱材込み l ，OOOm' 12，500円

サンロイド O N工業会 ( 版工庖全国組織)

自社施工あり 全国50社

10年保証 ( 20年耐久性)

プールについて特に薬剤投入注意。

rn' / 本 kg/ 本 色

30 38 

20 36 シルバーグレイ

20 38 

20 38 

7 イ ト ブ ラ ウ ン

モ ス グ リ ー ン

20 38 ダ ー ク グ レ イ

i測

20 36 ダ ー ク グ レ イ | 立 上 り j司

15 38 

30 41 

20 41 

30 39 

20 39 

ダ ー ク グ レ イ

イ エ ロ ー

ラ ベ ン ダ ー

フ ロ リ ダ ブ ル ー

ナイノレグリーン( 溢水プーノレ用)

フ ロ リ ダ ブ ル ー 目

l 滑 り 防 止 m
グ リ ー ン |

フ ロ リ ダ ブ ル ー

プ ラ y ク
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製 品 名 ｚ 司 ￞Ｒ ， ｩｾｾ ＭｴＺＺ ｔｅｪ 型

③ 雪 管 制 商 工 献 金 祉

(lij::iz;) 

会 社 名

担 当 部 課

( 担 当 者 )

企画研究室

小 島 広 樹

住 所 | 干 332 埼玉県川口市弥平 3 - 8  - 2 0  

電

周

特

話 I 0482 ( 24)  6811 

ピル、駐車場、工場、市場、プールサイド、土問、

途 | 構内道路等の高級仕上げに最適の成形伸縮目地材。

5 つのステージから構成され、それらの複合する効

長 | 果によって、可逆性・密着性 ・防水性など伸縮目地

に要求されるすべての物性を充分に満たしている。

型 式 さ目t也けl や1
1縮材 巾 高

規格寸法

I I  T E  20 20' % 18' % 30- 500' % 

T E  25 25，% 22' % 30- 500' % 

T E  30 30，% 25，% 30- 500' % 

T E  40 40，% 33，% 30- 500，% 

形 状 「キャ ップー「第 l ステージ・ E P T ゴム、非加硫プチルゴム

材 料 名

キャップ… … E P T ゴム、硬質j : j _ ピ、軟質塩ビ、

非加硫ブチルゴム

本 体… … ポリエチレン発泡体

支 持 脚ー・・ ーポリプロピレン

標 準 施 工 法

① 高 さ 調 整 … ・ー量出し線、水糸に合わせる。

② 接 続・・… 附属品で直線、クロス部分接続。

③閲定モルタ j レ( 配合比 ) … … セ メ ン 卜 : 砂 = 1  5 。

④剥型紙をとる( 剥離する )。

⑤ 仕 上・・… 打設後天端の養生テープ剥離。

断面図

直 札 場片山ヱデレン事よぷ

〆 f hプ/ tスララグ /  メ

T E  20 850円( 高さ 60，%、長さ 2 m)  

ト第 2 ステージ硬質塩ピ | 設 計 単 価

T E  25 950円( 高さ 60' %、長さ 2 m)  

T E  30 1，100円 ( 高さ 60，%、長さ 2 m)  

イ士

ト第 3 ステージ・軟質塩ピ

」第 4 ステージ υ 硬質嵐ビ

ヒ 本 体 一 第 5山 ポ 1) 叶レン発泡体

支持脚ぃ… ..... .................. ポリプロピレン

仕 上 | 硬質塩ビ 、軟質塩ビを E P T ゴム、非加硫フ・チ J レコe

ムで攻い、耐磨耗性・絶縁性 ・耐熱性を高めている。

引張強さ I 103kg/ cm' 

( kg/  cm' )  

機 切 断 伸 率 I 564% 

( %)  

引裂強さ 43kg/ cm 

( kg/ cm)  

伸び劣化 熱膨張係数
7  X l Q- 5  

など
吸 水 率 0. 15 % 

T E  40 1，350円 ( 高さ 60，%、長さ 2 m)  

施 工 体 制 | 全国防水業者および左官業者

耐 周 年 数 と

年 限 保 証

補償期間 5 年

①溶剤等を常時流さないようにする。

維 持 管 理 | ②難燃材であるが、火を近づけないようにする。

③目地本体に直接荷重がかからないようにする。

- 用途に応じ、高さを自由に選べる。

・施工が簡単である。( カッターナイフ、金ノコ等てい

備 考 | 切 断 可 )

・関l部のレベル調節機能をそなえ、かつ、目地材の

飛び出しを防ぐアンカ一機能がある。

組築と社会/ 1986年 3 月号 97 



工 法 名

R - T 工法( ステンレスシート防水〉

会 社 名 | 三 晃 金 属 工 業 株 式 会 社

担 当 部 課

( 担 当 者 ) I  R - T営 業 部 藤 井 保 行

fJI S  G  4307 ¥ 

材 料 名 | ステンレス鋼管 IS US  304 又は|

¥SUS 316 }  

標 準 施 工 法

住 所 | 東京都中央区京橋 2 - 9  - 2  

官E 話 I 03 ( 567) 3551 

用 途

1. 屋上防水

2. L  N  G タンクイ呆t且

3. 人工地盤

4  プール等

特

1. 水密性は完全でレある 。

2.  耐久性、 ( 耐候性) は抜群である 。

3. 不燃性である 。

長 I 4  軽くて、機械的強度も強い。

5. 絶縁工法である 。

6.  エキスパ ンショ ン工法で伸縮を吸収している 。

7. 作業時、有毒ガス等の発生なく安全。

規格寸法 板厚 0. 4mm、働き巾 448mm 

( 948)  

形 状

二E

L  448又は948

6  mm 

イ土

仕 上 | 生 地 2 0 仕 上

塗装品 : シリコンポリエステル系主主装品

: フ ッソ樹脂系塗装品

: 銅メ ッキ品

引張強さ I 5，300以上

( kg/ cが)

切断伸率 I 40以 上

( %)  

引裂強さ

( kg/ cm)  

伸び劣化 膨張係数 17 .3 X  1O-
6

/"C  

など

イ. 断熱材なしの場合

S US 3 0 4 または 316 t  O. 4mm 
m

 

m

-

a
-

Y

-

②
一

ム

一

オ
一

フ

一

ン

一

レ

一

チ

一

エ

一

J

-

ポ

一

泡

一

L

発

γ

¥

、
一

ム

L  ケ
¥ 

主Z

ι 一一 448 448 

コンクリート

l  面材の成形. . . . . . . . ......... .. . . . 成型機で両端を立上げる 。

2. 吊子( スライド式 ) 取付… … … オールインアンカ - s u S 製フ ァ

スナーで下地に固定する 。

3  下王手材敷込み…・ ・・ 一・・・ ・・発 j包ポリエチレンフォーム⑦ 4 mm 

を敷〈 。

4  吊子と面材の固定… ・・・ ・・吊子の舌片に面材の立上り昔日をス

ポ ッ ト溶接する 。

5  面材と商材の溶接・… ・・・・自動式シーム溶接機を使用し 4 m

I mi n で洛接する 。

6.  溶接の上部の馳せ折・… … ・立上り端音[1 を安全のため自走馳折

機で折り曲げる 。

S US  304 生 地 9，500円/ rri ( 露出 )

設 計 単 価 S US  316 11 11 ，500円1m' ( 露出 )

S US  304 カラ ー 11 ，500同1m' ( 露出 )

施 工 体 制 責任施工

耐 周 年 数 と 耐用年数・半永久的

年 限 保 証 年限保証 : 10- 20年

維 持 管 理 ドレーン廻り点検婦除 1 回/ 年 程 度

備 考

98 建築と 社会 ハ986年 3 月号



レ

アクリルゴム系化粧防水材

ベタウオールス ーパー

3200エクシード

材料の概要

じ竪

ベタウオール
ベタウオール

ベタウオール

y - フー

スーパー3200

トップ S

エクシード

( シ ーラー )

( 主材 )

(ト ップコート )

外 観 褐色透明液

着色された 調色された

ベースト状 ベースト状

成 分 含塩紫系樹脂 アクリルゴム系 アクリル4鰍旨系

車占 度

13秒

40 .000cps K  U1' 直88

(フ才一ドカ‘ノ プ)

図 形 分 15%  74%  52%( 白)

材料の特長

(1)  J I S A  6021に 全 項 目 合 格 し た 強 靭 か つ 柔 軟 な

物 性。

(2)  ア ク リ ル ゴ ム 系 で 、 下 地 の ク ラ ッ ク に 柔 軟 に

対 応 し ま す。

(3)  耐 久 性 に す ぐ れ た 理 想 的 な 防 水 層 を 形 成 し ま す。

(4)  水 性一 液タイプで、連続吹付け作業が可能です。

(5)  下 地へ の 密 着 性 能 に す ぐれ て い ま す。

(6) カラフルで盟1 ! i なパ ター ン の 美 し い 仕 上 が り

が 待 ら れ ま す。

(7) 耐 候 性 に す ぐ れ て い ま す。

(8)  耐 寒 性 ・ 耐 熱 性 に す ぐ れ て い ま す。

(9)  防 錆 効 果 に す ぐれ て い ま す。

施工例

塗装方法

工法 工 程 キオ 料 名
塗布量

塗装間隔 塗 装 器 具
kg/ m'  

玉 ン ー フ ー ベタウオールシーラー 0. 2 1 時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

S 吹

主 材 ベタウ ; 1>- ) レスーパー3200 1. 7  3 時間以上 タイルガン、ジュラクガン

玉 吹 き ベタウォーJ レスーパー3200玉用 0 .5- 0. 8 12時間以上 タイルガン

主き ト{ッZプ固 コート

盤。 }

ベタウ才一J レト ップS 0. 3 1 時間以上 スプレー、ローラー

，、、
γ - 7 一 ベタウ ; 1>- ) レシーラー 0. 2 1 時間以上 スプレー、ローラー、 ハケ

Ｎｾ＠
主 材 ベタウオーノレスーパー3200 1. 7  3 時間以上 タイルガン、ジュラクガン

ド
玉 吹 き ベタウオールスーパ' - -3200玉用 0. 7- 1. 0  約 1 時間後 タイルガン

( カ

S ツ
ローラー押え 12時間以上 軟質へ y ドカ y トローラー

H ト
ト(ッ2プ図コート

ベタウ才一ルト ップS 0. 3 1 時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

強ry )

シ ー ラ ー ベタウ; 1 > ールシーラー 0. 2 1 時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

主 材 ベタウオールスーパー3200 2. 0 12時間以上 タイルガン、ジュラクガン

ト(ッ2プ困 コート
ベタウ才ールト ップS 0 .3  1 時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

lft l)) 

な
ン ー フ ー ベタウ ; 1>- ) レシーラー 0. 2 1 時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

( み
主 キオ ベタウ才- ) レスーパー3200 1. 0  3 時間以上 砂骨ローラヶ

S が 主 材 ベタウ ; 1>- ) レスーパー3200 1. 0  12時間以上 砂骨ローラー

ヱた ト(ッ2 プ回 コート
ベタウオールト ップS 0. 3 1 時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

虫色り )

J I S A  6021 による試験結果 で す 。 ベ タ ウ オ ー ル ス ー パ ー3200エ ク シ ー ド は

屋 根 防 水 用 塗 膜 材 の 規 格 は 、 建 築 物 の 外 壁 材 に 要 ( 財 ) 建 材 試 験 セ ン タ ー に て J I S A  6021に 全 項 目

求 さ れ る 機 能 の う ち 、 広 い 環 境 温 度 範 問 に お け る 合 格 し 、 す ぐ れ た 塗 膜 物 性 と 耐 久 性 が 認 め ら れ ま

防 水 性 お よ び 亀 裂 追 従 性 を 重 視 し た 塗 朕 物 性 試 験 した 。

Z式験時
規 格 値

項 目 のt且度

℃ 
( 変 化 率)

- 2 0  ( 1∞ - 4∞)  

- 1 0  
( 100- 2∞ )  

号| 無 処 理

20 

(1000以10と上以す上)  る)

張

60 ( 3  

P皇

号l 加 熱 処 理

20 (80- 150)  

き

苦言外線処理
20 (80- 150)  

kg/cm'  

アルカリ処理
20 ( 60- 150)  

張
酸 処 理

20 (40- 150)  

- 20 50以上

破

- 10 l ∞以上

試
断 無 処 理

時

20 250以上

σ〉 60 150以上

験
イ申 加 熱 処 理 20 200以上

ぴ
紫 外 線 処 理 20 200以上

率

アルカリ処理 20 2∞以上

%  

酸 処 理 20 200以上

抗張積

無 処 理 100以上20 

kg/cm 

- 20 ( 100以上)

引裂強き

一10

無 処 理

20 ( 100とする )

kg/cm 

5以上上

60 ( 30以 )

加 熱 伸 縮 率 % イ申ぴ絡み l 以下

いずれの試験片

イ申ぴ時の

加 熱 劣 化

にもひび割れお

紫 外 線 劣 化

よぴ著しい変形
劣 化

オ ゾ ン 劣 化

を認めないこと

サンスター技研株式会社

試験結果

測( 変化定率値)  

試 験 条 f牛

36 ( 2∞ )  

28 ( 156)  . 240hr以上養生後、ダンベ/ レ 3 号形

18 ( 100)  - 引張速度 200mm/ mi n

18 ( 1∞)  

17 (  94)  . 80・C 、168hr

21 ( 117)  - ウェザオメーター250hr

20 ( l l l )  . 0 . 1%NaOHと飽和Ca( OH) . 水溶液中 168hr

11 (  61)  . 2 % H，S O‘ 水溶液中 168hr

219 

268 . 240hc以上養生後、ダンベル 3 号 形

518 - 引張速度 200mm/ mi n

351 

650 . 80'C、 168hr

498 - ウエザオメータ ー250hr

582 . 0 . 1% NaOHと飽称: a(OH). 水溶液中 168hr

387 . 2 % H，SO. 水溶液中 168hr

L  - 20 IS: 引張強き (kg/cm' )

187 TSX一一一一

10 L 破断時的梅線開距艦( . . )

27 ( 193)  

. B形

14 ( l ∞)  
- 引張速度 200mm/ mi n

10 (  71 )  

. 300X 30mmの短冊

- 0. 3 

. 18'C、 168hr

- ダンベノレ l 号形

ひひ割れなし . 100%伸 長80'C、 168hr

M 50%伸長 250hr 

11 40% 伸長40. C、75pphm 168hr 

(  S 59.10. 31(財)温材依験セ ンター測定)

本 社 〒569 大阪府高槻市明図町7書 1号 TEL/0726(81 )0351 

文 厩 支 a 〒盟: 9 "Il M. . m川 E 町 1- 3S- 8 τEL /01百 (8<)曲佃

広a・2・m 〒l JJ 広島楕酒盛. : r . e :'- 1' - S- 15- 25 TEL /082日η} 割 “

' 岳山富・m 〒190 t . " ，. ，山市高同町 80 - 3  TELl OE嗣 問 問踊

福岡I f ・m 〒812 '. .11' ，"縛多区...a町8.24 九島日a ピル3F TEL /092C担りあ酎

志 位 工 ・ 〒569 犬 ‘ 府 高 . ' " 明 園 町 ，. 1号 TEU0126( 81)OJSl

建築と 社会 / 1986年 3 月号 99 



製 品 名

dz会zhr  
ネ土 名

担 当 部 課

( 担 当 者 )

住 所

電 話

周 途

特 長

口一 ドシル

n‘' 、
ヲリヤマ株式会祉

ヰオ 料 名 シリコン系シーリング材

大阪本社建材三課

課 長 吉 田 忠 義

規格寸法 1  f ，缶( l .05kg)

l/H カートリッジ

T 5 3 2  大阪市淀川区西中島 1 ー 1 2 - 4  

耐 熱 性 +  250. C 

06- 305 - 5611 

耐 寒 性 - 65. C 

イ土

引張強さ 25- 30kg/ cm' 

- カーテンウオール工法ジョイントシール ( kg/ cm' )  

- 窓サッシュシール

- 浴槽、洗面器等のシール

- プラスチック、陶器タイルの継目シール

切断伸率 600% 

- 高温、冷凍室の継目シール

( %)  

- 土木用

機

引裂強さ 7  kg/ cm 

1  . 一液性、常温加硫、施工容易 ( kg/ cm)  

2. 耐熱、耐水、耐候性がすばらしい

3  篤異的な弾性

容積変化率 0. 5% 

4  強力な接着力

5  電気的特性が優れている
耐 周 年 数 と

7 年

6  無 毒 性
年 限 保 証

防水工事

株式会社木下謹三商庖

干 5 5 0 大阪市西区江戸堀 3 丁目 6 番 12号

電 話 0 6 - 4 4 3 - 0 1 1 5

総合防水工事業

0 7明 芯 興 業 株 式 会 社

本 社 干564 大 阪 府 吹 田 市 南 金 田 1 丁 目 10 番 18 号

電話 06( 385) 2781 ( 代)

東 京 営 業 所 干105 東 京 都 港 区 西 新 橋 T 丁目 21- 8 第 2 鈴木ピル

電話 03( 591 ) 2491 ( 代)

100 緯穏と社会/ 1986年 3 月号
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営 業品目

・ ピ ニ ロ イ ド 防 水 工 事

・ アコ シー ト 防 水

. D N 防 水 工 事

・三 星 プ ラ スタイル貼 工 事

l1i l k 

B高実魯

断 盲

高 山 工 業 樟 式 会 紅

本 社

大 阪 支 盾

仙 台 支 唐

千 薫 営 損 所

欄 浜 嘗 損 所

北 関 東 嘗 損 所

西 東 京 出 張 所

E量 業 許 可 需 号 一 越 般 大 臣 酢 可 第 5222号

東 京 m 千 代 田 区 宮 上 凡 1 - 11 - 21 宮 東 京 <03>265- 5 6 31( 代 表 }

耽 田 市 広 芝 町 4 番 34 号 江 坂 第一 ピ ル 宮 大 阪 <06> 386 - 9  3  1  2  

仙 台 市 二 A llIT 4  - 1  - 1 ヒ牛ピル 宮 仙 台 <0222> 6 5 - 7  5  9  1  

千 襲 市 小 仲 肯 2 9- }  稲 E 駅 前 市 街 地 ピ ル E 千 葉 <0472> 51 - 6 3 8 2  

償 浜 市 地 区 今 宿 1 - 1 5 8 9 f t 横 浜 <045> 951- 1  1  0  6  

埼 玉 県 大 協 市 大 成 町 2 - 1  8  8 宮 大 詰 <0486> 6 7 - 3  5  2  0  

東 京 m 八 王 子 市 錦 木 1 4 0 6 f t 八 ヱ 子 <042 6 > 7 5 - 5  5  6  0  

構 造 が 変 っ て も一

倍=回- r t =酷取

の 信 頼 は 変 ら な い

一一一 アス フ アル ト 防 水 に 取 り 組 ん で60年

: 仕 切 出 事 W 三 星 産 業 株 式 会 社
古 u  大阪 出 張 所 〒550 大阪 市 西 区 点 目[ 縦 l ー 10ー 17

・三星プラス オール製造 ・販 冗 w  ，， ｾ ｾ， ｾ ＧＢ＠ ，__v  " "^ ，， .  ｾ］＠ ' W，"，" '  . .  TEL(<<3)97Z1 

・三星シ ーリ ング材製造 ・販 売 V  本社 ・東京(292) 1961 ( 代 ) 札 帆 (721 ) 6031 ( 代 ) 仙 台 (62) 5201 (代 )

'  名古屋 (931) 4574(代 ) 編問 (781

建築と社会/ 1986年 3 月号
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営 業 科 目

1  . 防水工事全般，吹付工事全般

2. 注入工事全般，土木関連工事全般

3  . 既設配水管錆取、防錆塗装工事

業歴50年 建設大臣許可 ( 特 - 59) 第 265 号

株式会社 大 阪 防 水 建 設 社

社 長 宇 賀 照 夫 専 務 宇 賀 大 三 郎

本 社 大阪市天王寺区餌差町 7 の 6 干 543 T  E  L 代表 ( 06) 762 - 5  6  2  1  

支 庖 東京 ・名古屋 ・福岡 営業所 仙台 ・京都 ・広島 ・鹿児島

技術と品質と信用の防水施工会社

お得意様本意の正確な施工 無限の可能性を秘め水に挑戦するコンテックスシリーズグ

アスフアルト防水工事

営業品目

NS / ¥O_ } レ防水工事( 常温工法)

プレノコート D X工事( // )  

ユータム防水工事( // )  

高度のアスフアルト防水責任施工 日新工業株式会社製品にて施工する直結工事会社

ｾ＠

102 強集と社会/ 198昨 日 号

日 新 建 工 株 式 会 社

本社・〒 120 東京都足立区干住東2-21 - 28f t03 (870)  6231 

F AX (870)  6236 

大阪出 張所 ・ 干533大阪市 東 淀川 区瑞 光3 丁目 6 番2 号 f t 06( 326) 3845

札幌出張所副 11( 663) 1525 仙 台 支 庖含0222(73)1921 千葉出張所fi 0472(52) 0707 

郡山出張所fi 0249(23) 1677 青森出張所会0177(52) 1697 秋田出張所合0188(65)0341

山形出張所fi 0236(41)5891 盛岡出張所fi 0196(41) 7888

、4
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香港上海銀行新本庖ビ

ルの構造

丸 岡 義 臣

「ノ、イテック建築の集大成、世界で最も進歩し

た20世紀を代表する摩天楼をつくる」とノーマン

・フォスターが豪語、また莫大な建設貨をめぐっ

ても、世界中の建築関係者、世論の関心を大いに

集めた香港上海銀行新本底ピルを紹介する。

建設への経緯

1979年 1935年に建設された旧本底ピルの建

てかえを決定。香港、英国、オース

トラリア、米固などの 7 名の建築家

による国際コンペを実施。その後、

約 3 年をかけて設計の細部をつめる。

設計完了

着工

H A N D  O V E R  

G R OU ND  O P E N  

1981年

1982年

1985年11月

1986年 4 月

建物の特徴

香港上海銀行新本庖ピルは、 l 階がオープンな

コンコース、ここから 3 台の大型エレベーターで

地上1 2 m、10層にわたる大吹抜けのある銀行メイ

ンホールへ、そして 23基のエレベーターで何層か

の床を吊る巨大なプレースが配置されている中間

階へ、中間階からは、 61台のエスカレーターで各

事務所階へ導かれる。

この建物における特徴は、なんといっても巨大

な吊り構造であるが、そのほか、全階床にフリー

アクセスフロアを用い、現在 ・将来の O Aへの対

応、 23基のエレベータ一、 61台のエスカレーター

による人間の機動、自ｾｾ容を重視したムープメント

システムおよび諸設備機器・洗面所のコ ンパクト

化・竪配管のユニットイとなどによるサービスモデ

ュール& ライザユニットなどの採用である。

構造上の特徴

当ピルにおける構造上の大きな特徴は、前述し

たとおり、直径1 . 1 0 - 1. 7 0 mの鋼管柱 4 本 ( 4. 80

X 5 . 1 0 m) を、梁でフイーレンディール状につな

ぎ櫓状に組んだ 7 ストを、東西安面に 16. 2mの間

隔で 4 基ず、つ、 38.4 mのスパンでむかい合うよう

に 4 対 8 基にたて、このマスト聞を何層かごとに

5 ヵ所、 2 階分の高さを利用した巨大な V 型プレ

ースで結び、このプレースから縦ハンガーで 4 層

から 8 層の床、全体では41層の床を吊るという建

築上、きわめて大胞な吊り構造形式を採用してい

ることである。

また南北聞の架構は、 V 型プレースが配置され

17階床伏図
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3 通納組図

↓↓↓↓↓↓↓↓ 

E 通輪組図

ている同じ 2 層を利用し、マスト聞を X 型プレー

スで一体化して いる。

垂直関係が必要な諸設備機器をモデュール化し、

東西の姿面、すなわち本体より外側に配置し吊り

榊造が実現したことにより、設計者は、通常のセ

ンターコア一生l超高層ピルに比して、有効床面積

率 が1 0 %近く上昇、また無柱空間によって将来、

構造上の制約を受けずに自由な改造ができること

が利点と強調している。

もう一つの特徴は、事務所階の床梼造が、デッ

キプレート上に5伽mのコンクリー卜を打設した床

と、その上に1 . 2 0 m角のコンピュータ化に対応す

るべきフリーアクセスフロアを敷きならべた二重

床となっていることである。とくにこの二重床は

床パネルと床ダイヤフラムをシステム化し、その

隙聞を高密度に空調、照明、通信、情報関連の諸

設備を整然と配置し、将来の改造、 O A の進歩に

たやすく対応できるよう考えられている。

北東よりみた香港上海銀行新本腐ピル

建 物 概 要

建 築 主 O N E QUE E NS  R OA D  

C E NT R A L  L. T . D 

建 築 地 1 QUE E NS  R OA D  C E N-

T R A L  H ONG  K ONG  

初造規模鉄骨造、地下 3 階、地上43階

高さ 178.1 m

延床面積 98 ，000m'・(士 30，000坪)

用 途事務所( 銀行)

設 J十 A R C H: FOS T E R  AS S O-

C I A T E S  

S T R A C T : OV E  A R UP /  

P A R T NE R S  

M/ E  :J. R OGE R  P R E S T ON 

/ P A R T NE R S  

施 工 M/ C・J OHN L OK ; WI MP E-

E Y  J V.  

ｾ三
ド ヌl ' L
ロ 、=

ー 『

-・.

事務所階のシステム床

おわりに

以上、香港上海銀行新本庖ピルの特徴を、見学

し、また文献を参考に述べてきたが、この建設で

注目すべきことは、建築家が世界の最新技術を建

築に、いかに適用、応用し、高品質、高精度の建

物をつくりあげているかということと、なんとい

っても、建築家と精進技術者が一体となって「建

築を創りあげた」ことではないだろうか。

参考文献

(1) 日経7 ーキテクチュ 7 1983年 1月31 日号および1984年

5 月 7 日号

(2) a  +  u  8310 

(3) T HE  NE W HE ADQUART E RS  F OR  T HE  HONG-

K ONG A ND SHANGHAI - BANKI NG CORP ORA-

TJ ON 

T HE  CONS T RUCT I ON.A  PE RS ONAL  F OL I O 

O F  PHOT OGRAPHS  B Y  I AN L A MBOT  

(4) T HE  HONGK ONG A ND S HANGHAI  BANKI NG 

CORP ORA T10 N  DESI GN- J ANUARY 1983 

( まるおかよしおみ竹中工務庖大阪本庄設計部)

強築と社会/1986年 3 月号 103 



ス

カ

イ

マ

ス

タ

ー

が

変

え

た

。

￟ｉｉｉｾｉ＠

建設現場の足場を不要にした、

アイチのスカイマスター・シリーズ。

私たちアイチは「無足場工法」と名付け、建設現

場の足場作業を、スカイマスターによるパケット

内作業に変えました。この無足場工法は、建設

作 業の 安全と能率 を両立 させます。

スカイマスターはそれぞれの個性を生かし、各

程で威力を発揮。たとえば、鉄骨組立、本締、

ダメ塗装、 屋根工事日ま自走式。不整地では

クローラ式、整地された現場ではホイー-;v式が

大 活 躍。さらに、内 ・外壁、 空調、電気設備、サ

ッシ工事には、広い作業 台のシザース式。クロ

ーラ駆動とタイヤ駆動の2タイプが作業に貢献。

また、短期の工事には、機動力あるトラック式が

即 応。アイチは、現場の多様な条件とニース1こ

応え、スカイマスターを多彩にシリーズ化し、お

届けしてし、ま7九

アイ子文訂イマヌヨー

ヨリーヌ"

愛知車鏑株式会社

東 京支応1:r03( 862) 4121仰 ・名 占版 文l，lf 1:r 052 (621)  5112(11:) ・大阪支1;J'，f t06 (968) 7731的 ・営 業 本 都合 0487 (81)  11 1  I"!:l ・愛知1111嗣北海道版先附f tOl l (665) 1301附 ・愛知111納 車北版先胸

倉 0222(36) 0421刊 ・愛知事 柄 北越版必(倒宮0764 (34)  2181(11:) ・愛知1 ' 11嗣 中図版 i;，1e，胸 1:r082 (285)  0201的 ・愛 知111納 阿国販売骨神宮 0878(74)  0808({!:l ・愛知事柄九州版先側f t 092(935)  5353"" 
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o  て
施工材料の頁

1 3 6  

無足場工法

駒 形 康 雄

。鉄骨置場

$" tl'ill }j 時は、位以内にできるたけ古1I村

を訟かないようにする 。また、鉄骨 i立地

上で塗装するため、塗装作業用スペース

を硲保する.

怨設現場に足場。 よく見かける光景である 。 し

かし、足場を使わず、高所作業率で作業している

現場を見たことはないだろうか。足場を組まない

ので、現場はス ッキリと護領されている 。 これが

アイチの提案する「無足場工法」の現場である 。

この無是場工法には、数々のメリ ッ トがある 。

まず、足場の公設・撤去にかか っていた時r . lj と費

用が不安になる 。 もちろん、重い工只ーや資材を持

って足場を登り降りする苦労もない。 パスケ y ト

内作業だから安全である 。作業位泣にピタリと筏

近し、ていねいに効率よく作業・が行える 。

無足場工法は、セーフティでスピーディな建設

工法である 。

無足場工法は、鉄骨を地上で塗装し、組み立て

ることからスタートする。従来は 、 この工程前に

土問聖在地が必要であったが、クローラ式スカイマ

スターの充実により、 !!P組み立てが可能になった 。

つぎに、本締めであるが、従来工法と異なり、ネ

y ト張り前に済ませる。その後、駄目塗装、ネ ッ

ト張り、屋線工事、内外壁工事とスムーズに進行

し、工程は完了する。また、建方以外の空調 ・電

気工事が並行して行えるのも無足場工法の特長で

ある 。

( こまがた やすお 愛知- ' l i 輔抹式会社営業本部販売企画部)

合. 取付 合. 頓枚取付 プレース取付

まず、同iサイドの柱のill て込みと、桁行トラス当日けから笑施。この時点では、 ill 方部分に欽1 ' t部If1が絞 っているた

め、作業従閉め広い問所作業 '1' を使用する 。

。本締め

従来工法では、吊り足場、

ネ y トの組み立て後に本締

めとなるが、無足場工法は、

必l 万と並わして、本締めが

行える . 問所作業 J I ( のパス

ケ y ト内か ら、 平I也とIo，j じ

M民党て、作業できる .
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@ 後械の配置

トラ ッククレー ンや高所作業単の停止位

置は、鉄骨自己[ l ( 図に従い、床面にマーク

しておく 。ムダのない、効率よい作業が

可能となる 。

。ネ ッ ト張り @ 屋根工事

ネ y トの組み立ては、鉄骨につけてある 屋似折桜が作業床になるため、他の工佐

観ロープにつなぐだけ。従来のような、 より高所作業. l j i . の使用台数は減少する 。

吊リ足場は不安である .

。内壁・外壁

仮設足場なしの施工により、墜工主f i . が終

われ I! 、.Il nコンクリート打ちが可能とな

る。また、建物内の空調. Ｑ ｌＺｾ｜工事も行

える 。

@ 駄目塗義

雄方前に、鉄骨肉塗装はほ

とんど地上で終わっている

が、駄目部分は、高所作業

率で行う . 従来工法のよう

な、鉄骨の汚れや吊り足場

部分の補修が不要である .

比斗} グ〉組み立て、撒1，にかかってい

た時1111が、ゼロになる. スカイマス

タ ー な旬、ｾ， ｾ 然とした ｦｬ ＧＺ ｖ ，品でＮす

ぐに作業を始めることができる .

当然、虻場制[ " . ，ニ寂したnmι . い

らな〈な' ) ‘ 足場町fi. 理 f n司、饗と

なる.

スカイマス7 一円" スケ y トに車つ

て の ｗｾ Ｚ だ から Ｎ 安全 Ｎ 時治主ど の

心配がない.

パスケ y トに工以 資材をf {1めるの

で、作業員は身軽. 作業位置にピタ

りと様近し、ラクな姿勢で、ていね

いな作業ができる.

1)"( ぃ工具・資材を持 勺て. 足場を笠

') ｾｴ りするＱＧ，労がないので、被労が

大軒iに続iIOI(. ベテン社J. tL . ラタに

ｦｬ Ｇ ｾ ヵ ･ できる Ｎ
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写真一 1 に、屋上設置を原則としたユニ ント式

氷蓄熱空調システムの例を示す。 これはユニ ット

としてまとめ、屋上にコンパクトに設置したもの

であり、建物規模に応じてユニ ット を増やす方式

である( 図 - 2 ) 。従来の水蓄熱システムが建物ご

とに設計を行い現場て' 施工していたのに対し、工

場製作で作るため、製品の安定性、建物への設計

の容易性が挙げられる。

製氷方式は 図 - 3 のごとく配管内部に製氷し必

ず冷水と接触して解氷させる方式であり、苦熱能

力は l ユニ y ト当たり冷房時520 ，000kcal 、暖房時

200 ， OOOkcal とな っている 。

冷凍機は空冷ヒートポ ンプチラーを用い、ダブ

ルクーラーでcopの向上を計っている。

ユニット式氷蓄熱空調システム

熱方式の欠点である搬送動力を低減させることも

できる 。

しかし、氷菩熱システムがすべての面で有利と

いうわけではなく、 cop ( 冷凍機成紋係数) の

低下が短所として挙げられる 。

従来のクローズ方式、水蓄熱方式とも、冷水温

度は 7' C - 12' C程度で使用しているのに対し、氷

蓄熱ではー 5 'c ー - 8' Cの冷媒( ブライン) を用

いて製氷を行うためである。蓄熱方式は、 図ー 1

でみるように昼間も冷凍機を運転することにより

冷凍機容量を! 4 以下にして熱源コストおよび基本

料金を安くする方法が多〈、昼間の時間帯に冷凍

機の運転をいかに効率よく行うかが一つめポイン

トて' ある。

1 3 7  

氷蓄熱空調システム

隆市橋

空冷ヒート

ポンプチラー

ユニ ット式氷蓄熱システム写真一 1

冷凍機の方式

氷蓄熱空調システムの熱i原として、低温用冷凍

機を用いる。冷凍機は直膨式のものとブライン式

のものとに大別される。直膨式は、製氷コイルに

直接冷媒ガスを送り、製氷を行う方式である 。こ

の方式は copは良いが、冷媒ガスの配管に高度

な技術が必要になり、規模が大きくなると装置そ

のものが圧力容器の対象となる欠点をもっ。逆に

プライン式は、製氷コイルに低温にも凍結しない

ブラインを送り製氷を行う方法で、非常に扱いや

すい長所をもつが、冷媒方式に比ぺ熱交換回数が

1 回多〈、蒸発温度を低くしなければならない欠

点をもっ。このようにどちらの方式も長所 ・短所

があり、一概にどちらが有利とは言えない。この

両方の特性を生かした方法で¥冷凍機内部に蒸発

器を二つもったダブルクーラータイプのものがあ

る。

すなわち、夜間は片方の蒸発器でプライ ンを作

り、これを製氷苦11に循環し、昼間はもう一方の蒸

発器に冷水の戻り ( l Z' C程度) を通して運転する

方法である 。 これにより昼間は従来のクローズ方

式と間程度の copが得られる。

冷凍機は水冷式、空冷式があり、また、冷房専

用、ヒートポンプの冷暖房用がある 。

、4

氷蓄熱空関システム系統図図- 2製氷方式

氷を作り者える点では同じであるが、この氷を

どのような形で製氷し、負荷に応じて解氷するか

という点で考え方は数多くある 。 さらには冷房専

用とするか、冷暖房兼用とするかによっても考え

方は異なる。 J令戻時の氷の製氷割合 ( 1  P  F ) を

ユニ ット式氷蓄熱槽断面図

以上、氷蓄熱空調システムについて概要を述べ

た。今後の電力事情を考えると、さらに蓄熱式ZE

調システムが有利になることが予想され、なかで

も省スペースの氷蓄熱システムの普及が進むもの

と確信している 。

大成建設株式会社技術開発部)

図 - 3

おわりに

たかし( いちはし

多くした場合は、冷房 ・暖房時の蓄熱量に大きな

差が生じ、暖房熱量が不足する場合もある 。

代表的方法として、水槽内

に製氷用配管を沈め、このコ

イルの外側に氷を成長させる

方法、プライン糟の中に述通

させた製氷用配管の中央に水

の部分を残して製氷し、解氷

時はこの中に冷水を通過させ

熱交換させる方法、ヒートパ

イプの表面に氷を作る方法、

別場所で氷を作り水槽内に落

下させて警氷する方法等があ

る。

はじめに

ここ数年、電力消費の金と夜の較差増大が目立

ち、発電所の設備稼動率が悪化の傾向にある 。 さ

らには電力のベース運転の役割を担う原子力発

の比率が年々上弁し、今後も大きな伸びが予想、さ

れ、夜間電力をいかに使うかが電力各社の課題と

なっている。

この対応策のーっとして昭和59年 4 月 1 日から

「業務用蓄熱調盤契約」を結ぶことにより、夜10

時から朝 8 時までの10時間の夜間電力料金が昼間

料金の約% に引き下げられ、日 中の電力を夜間に

移行させる蓄熱式空調システムが新たな展開を見

せることになった。

普熱式空調システムは、電力料金の安い夜間に

冷凍機を運転して蓄熱させ、これを昼間の空調時

間帯に負荷に応じて冷房や暖房に活用するシステ

ムで、その長所として、

①熱i原容量の低減が可能

②熱源を最高効率ポイントで運転可能

③空調負荷対応、が容易

などが挙げられる 。反面、水を蓄熱材として使

う場合は蓄熱槽のスペースが大きくなり、設置ス

ペースが限られる中小ピルなどでは採用が難しい

などの短所も指摘されている 。ここで、氷の蓄熱

量( 水 1 kgを氷にすると 80kcal の潜熱が替えられ

る) に注目したのが、氷蓄熱空調システムである。

蓄熱材に氷を使用することにより、蓄熱スペース

の低減を計ることができ、その結果、屋上にユニ

ッ トとして設置することも可能となるほか、水警

氷蓄熱空調システム
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日本建築協会

月間の動き

昭和61年 1 月 分

E里 司E
.0. .  

:z:t 

常任理事会

29 日 4 時- 5 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 15名

議lj J. (1) 表彰候補者に| 渇する件

(2) 借入金の一部償還の件

(3) 事務局転只 l 名定年退職の件

(4) 建築士及び建築士事務所笑態調室報告書

配布の件

(5) 昭和60年度収支決算見込報告の件

(6) 創立69周年記念日に関する件

(7) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

評
. 0. .  

:z:t 
議 員

授術部門評議員懇談会

22 日 4 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 多弁評議貝ほか 2 名

殺 事 技術部門選出評議員の推せんについて

企 画 委

d 会、

=  
員

24日 3 時半 - 5 時 於 本 会 会 議 室

出席者 佐野会長、三品委員長ほか 4 名

殺事 (1) 創立70周年記念式典、祝賀会等の閲俄

(2) 表彰制度の創設

(3) 住まいの絵本の編集、出版

(4) r技術選告J r プロのノウハウ J r関西の

建築家」の刊行

(5) その他

事 業 員
. 0. .  

=  
委

ヤ

第 6 回見学会小委員会

9 日 6 時 - 7 時45分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 正 楽 井 商IJ委只長ほか 7 名

議 事 ( 1 ) 前回の事業委只会の報告

(2)60年11月及び12月の見学会実施報告

(3) 2 月以降の見学会企画

(4) その他

第 7 回広報小委員会

13 日 6 時 - 8 時45分 於 本 会 会 議 室

出席者 原見副委員長ほか 6 名

議 事 (1) 前回の事業委員会の報告

(2) 本年度の事業企画

(3) その他

第 6 回若い会員の集い小委員会

14日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 山形、石川両副委員長ほか 6 名

議 事 (1) 前回の事業委只会の報告

(2) 本年度第 2 回一第 4 因企画の実施報告

(3) 第 5 回以降の企画

(4) その他

第 6 問委員会

16 日 0 時半 - 1 時50分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 三 品 委 員 長 ほ か 4 名

議事 ( 1 ) 各小委員会!JJ . 業報告及ひ・事業企画

(2) 次年度事業委只の編成

(3) その他

広報研修分科会

28 日 3 時 - 6 時 於 怯 下 電 器 産 業 技 術 館

出席者 原見冨IJ 委只長ほか 4 名

li 'lJ. 松下ビデオルームの克学ならびに「ビテ・オ」

に| 錯する企画

]1 [  
建 材 委 員 会

16 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 牧 田 委 只 長 ほ か 15名

材料説明・「アクアシール」

担当 尾松一夫委員

議必 ( 1 ) 今後の検討建材

(2) 今後の「新建材紹介コーナー」偽総予定

(3) その他

編 集 委 員
.0. .  

:z:t 

第 10回委員会

16日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 4 名

議事 (1)  2 月号「屋根ーそのデザインと紫材」特

集報告

(2) 3 月号「現在のデザインの動向ーポスト

モダニズム10年」特集「防水」特集企画報告

(3)4 月号「インテリジェントビルの建築 ・

設備計画」特集経過報告〈構造特集〉企画

(4) 5 月号「建築防災と法J ( 仮称) 特集の企

画、「官庁営繕」特集の特別企画

(5) 小委員会、分科会の提案

(6) 収支状況報告

第 4 回「設計者のプロフィール」幹事会

20 日 4 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 5 名

議 事 本 会 創 立70周年記念

「設計者のプロフィールJ 511 ] 冊発刊企画

5 月号( 予定) r官斤営繕 と公共建築」特集第 3

回編集幹事会

20 日 6 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 加 藤 幹 事 ほ か 9 名

議卒 「官庁営繕と公共建築」特集編集企画

第10回広告企画小委員会

28日 4 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 渡辺国l委只長ほか 8 名

議事 (1) 2 月号「屋彼ーそのデザインと素材」特

集広告途中経過報告

( 2) 3 月号「デザインの動向ーポストモダニ

ズム 10年」特集「これからの防水工法」

特集広告途中経過報告

(3) 4 月号「インテリジェントビルの建築 ・

設備計画」特集広告企画

(4) 5 月号「建築防災と法J ( 仮称) 特集「官

庁営繕と公共建築」特集広告企画

(5) 特別企画

( 6f 設計者のプロフィール」臨時増刊

(7) 収支状況報告

5 月号「官庁営繕と公共建築」特集第 4 固幹事会

29 日 6 時 - 10時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 吉 羽 特別幹事ほか 5 名

議 事 特 集 内 容 の 決 定

教 育 委 員

.0. .  

:z:t 

24日 5 時半 - 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 片倉、佐々木正副委貝長ほか 7 名

議事 (1) 講習会 ・工高生教育両小委員会の事業報

告並びに事業計画( 次年度)

(2) 次年度の委貝編成

(3) その他

出 版 員

.0. .  

:z:t 委

28 日 3 時 - 4 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1耀容とプ ロのノウハウの経過報告

(2)今後のテ ー? と執筆者選定

(3) 創立70周年記念事業の出版について

(4) その他

建 築 9 団体合同新年交礼会

4 日 2 時 - 3 時 於 大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル

出席者 570名

建築 9団体大阪21世紀計画特別懇設会

24日 3 時 - 5 時 於 大 阪 府 建 築 健 保 会 館

出席者平田氏ほか各委員、事務 局

建 築 ク ラ ブ

新年宴会

9 日 6 時 - 7 時 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 70名

1 月 の 入 会 者 団林略)

〔団体会只 3 社〕

側大久保 三協樹脂建材側

〔個人会只 9名〕

永 田 勝 視 吉 田 康 則

( 石本建築働) ( 住宅都市公団)

箆 図 充 広 中 谷 紀 之

( 高松組) ( 高松総)

藤 本 厚 河 野 博 之

( 高絵組) ( 西日本写房)

側ミヤガワ

入 塩 安 高

( 高松組)

中 西 由 一

( 高怯組)

山 本 研 一

日本建築協会会. . のご利用案内 1111111111111111111111111111111111

貸会議室として使用できます。

大会議室ならびに 小会議室は、本会の未使用時に

は、貸会議室としてご使用できま すので、本会事

務局まで早自にお 申込下 さい。( 電話06- 348- 0635)

会議室の使用料金は下記のと お りです。

い!

大会議室60m' 小会議室30m'

(30名) (16名)

会 貝 その他 会 員 そ の他

9:30- 12・00 6，000同 8，000問 3，000円 4，000円

13:00- 12 :0。8，000 10，000 4，000 5，000 

17 : 15- 20 :0。10，000 12，000 6，000 8，000 

9 :  30- 17 :  00 12，000 14，000 6，000 8，000 

13:00ー20:00 15，000 17，000 9，000 11，000 
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1/  殺におされていくにつれ、さらに、 60年代以降の

a4坂三 技術革新がそれを追いうちし、その結果としての

』乙十一一 「都市」の画一化と荒廃を促したなかで、多元化、

. 本号は、「ポストモダニズム 10年」の持集と「防 多様化、多感化、個性化、破調化、歴史化という

水工法」の特集の二本建てとなりました。 カテゴ' ) : が聞い直されできました。モダニズムの

ポスト ・モダニズムの論議は本文で詳しく記さ 頭に、ポストとつけようが、スーパーといおうが、

れています。日本の立湯、西洋の立場、建築界以 あるいはレイトと名付けようが、それは、「建築」

外の人も含む各分野の方のアンケート意見、 10年 だけの問題でなくて、むしろ、建築以外の各分野

間の文献リスト等、限られた紙面( それでも予定 を含む「都市」の末期的変容の問題だと思うので

頁より超過) で、一応のまとまりをみせることが す。こんにち、大衆でもなく、さりとて群衆でも

できたように思います。 ない、分衆あるいは知: 衆といったギャザリングの

. ただ、いいたいことは、 1920年代のあの燃える 状況をもっ価値観が、末期的「都市」化変容にあ

ようなロマンをもっモダニズムの輸入現怠から学 ふれています。この末期的「都市」化現怠の怠味

ぴとる婆繋があること、 60年代の脱工業化、情報 を除いては、ポストはありえないと思うのですが、

化現象への突入からの検討が必要だということで いかがでしょうか。

す。 20年代のロマンティシズムが、次第に機械主 ・本誌でも、約10年ぐらい前に、ポスト ・モダン

/ i . 、町、 :

¥でニ_ _ _ _ ( y"- - . 、

編集後記メモ

‘、

lf 三五弘
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Irl- U "l...Of  - - - . . . 日

と関連の深いデザインの特集として、つぎのもの

が組まれています。

参考までに見ていただければ幸いです。

. 1976年1月号「証言 ' 76ーデザイ ンの動向」特集

• 1977年1月号「デザイ ンの動向一部分と全体」特集

. 1978年1月号

「デザインの動向一新旧のコントラスト」特集

・ ところで、最近、三つの「み」がいわれだして

いますのすなわち「みずJ rみどり J rみち」の三

つの三位一体論です。この三つの「み」が、建築

も含めて、末期的「占s市」の変容の再生に組み入

れられることができればよいのですが田・… ・。その

組み入れの主体はどこにあるのでしょうか。それ

が問題です。行政衆か、分衆か、矢口: 衆か、{ 主衆か、

財衆か。いずれにせよ、とにかく三つの「み」の自

然性、田園性、地域性、修長性、安らぎ伎などが

ゐ

主体性をとりもどして、昧のあるものになってほ

しいものです。そこには、ポスト ・モダンという

より、 20年代以降の新しいポスト ・ロ7 ンの獲得

といった方がよりふさわしいように思えるものが

あるのですが… … 。

・本年度 ( 60年度) の 12号分の頁数は、 59年度より

も、 170頁以上噌えました。ギャラリー頁などの

新設も含めて、カラー頁やカラー件数も大幅にm

IJUし、またシリーズもののタイトルも改善して一

定の誌面刷新に努力してきました。それだけに経

質も地加l しています。頭のいたいところです。

表紙もカラーになりました。本年は12月号まで、

吉田隆一氏のカラースケ γ チをのせる予定です。

聞くところによりますと、希望者があれば、表紙

のスケッチのオリジナルなものを吉田さんよりお

わけする用意があるとのことです。( 松井記)

画: 日本建築協

- ・建築に携わる人へのヒント

知りたくても知るすべがなか ったこと ，書きたくても公には書けなかった

さまざまなトラブルの事例 ・原因・対策から ，その解説・ヒントまで一一

圃

面

配置

貫主新の設備やJ支術ゆえに起こるトラブ Jレから. いつも失敗をしながら明確な解決策が出されな

かったトラプルまで. 現場サイドの技術ゃ知識に裏付けられた，実際に起こった事例とその付

策の数々 . トップレベルの筏術者たちの知識と勇気を結集してまとめた. 空調設備や衛生設備

で失敗しないための方法ゃ校術をすべて盛り込んだ. 画期的なトラプ Jレ解消のトラの巻である

空調設備の

トラフル50
0円建築設備トラブル研究会著

衛生設備の

トラフル50
四六 ・224頁 ・定価1800円建築設備トラブル研究会著

正 午 』 !316i?とつ

〈目録進呈〉
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、戸

テトカッバー防水

• 防水専業の研究・経験から生れたす くない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は( 一層防水) 施工するだけで、防水は完量産です。

極度変化にイ申びがな く、柔軟性に寓み、画tft堂、耐薬品性に IAれ 、腐蝕しません.

コーパータイト 新工法

カッパー防水帯 オクロン防水緋 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業献飢
本 社東京邸中央区岨唖 8- 4- 9

大阪事輔所 大阪市壇 111区東三国6- 1- 41

埼玉官富所 鳩玉県禍川市東1- 3- 30

庫木出彊R骨 神衆川県厚木市世田 259

. お申込次第カタログ進呈

名古血雌酎 名古鹿市繭区若箪町33

九州出彊所 佐賀県佐賀邸締富町大字路盲埠450

電睡03 ( 571 )  2703 

電臨時 ( 391) 1081・2

電話0487( 74)2845-6

電面倒 62 (21 )  1761 

電話052 (811 ) 甜帥

電脂回 51 (47) 却45

国防火・防煙シャッター

・ステンレスシャッター

圃アルミニュームシャッター

- 軽量シャッタ一

回クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

l  ム-鈴木シM ー工業株式会社 出 tijflit-jji llijj.

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1 - 12 日生ピル 霊堂 (943) 6571代表

東京・横浜・皇室岡・仙台・水戸・静岡・岡崎・名古屋・富山・大海・京都・神戸・広島・高松・福岡他全国主要都市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 股 備 設 計 ・ 施 工

φ 2 2朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1・25・7 電話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社大阪市淀川区加島 1- 58・59 電信 (302) 2 2  7 1( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・ 盛 岡 ・ 償 浜 ・ 鯵 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災羽汚禁処造設計地工

争 知 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 総 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 ( 6561局4944( 代 )

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，大阪電気暖房株式会社

本車大匝本壮 大阪市西区江戸緬1丁目91i1' 25号 〒 550 電話 (06)4叫 -8231 ( 大代}

東京本社 東京都中央区銀座2丁目2番17号 〒 104 電話 (03)535-5251 ( 大代)

支 社 名古贋 ・福岡

支 唐 札縦・仙台 ・新潟・大宮ー千葉・4崎浜・金沢天理・岡山・広島高松・自民本

営 寝 所 帯広函館・膏森秋田・盛岡前編・長野・併問. . I l 周・海 ー

富山 福井 ー京釦 ー神戸・徳山・松山・高知・北九州・鹿児島・

郁 朗

出 張 所 旭川 ・梅島 ー総江徳島・長崎宮崎

海外支庖 シンガポール ・ホンコン・スリランカ

. . . 車水街全 ・冷暖房

・ ｾｴｴ 飼利殴・ ・その他. ，工$ 一切のE量計・結工

⑮ 脊 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代田区大手町2-ij -2 ( 日本ピル)

電信 03- ( 270)  -7411附

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 ・飴 06ベ443) 5041(:側

支 唐 札 幌 ・ 岡 山

. . 所 仙台・千. ・繍浜・名古屋・金沢・図悶・広島・ 4園周

幽 漫 所 福 井 ・ 倉 . ・ fl 山・字書事宮・静岡・苫小牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

官 電 気 設 備

厨 房

ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

ｉｾ 冨、 ｬ 荷 役 運 織 機 械

' - ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 虫IS

大阪支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 代表3071

本 庖 東京・日比谷・ 三倍ピル

支 唐 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・四国・ シン ガポール

営 業 所 繍浜・静岡・畳回・岡山・金沢・新潟・香港
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空 気 聞 和 陵 情

衛 生 肱 備 設 計 施 工

φ ・三建後備工繁株ま奮絃

大 阪 支 局 大 阪 市 北 区 紅 侮 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

志 社 東 京 都 中 央 区 日 本 備 制 鮫 町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 偏 岡 ・ 金 沢 ・ 新 淘 ・ 割 前 浜

。掠式会桂三発空調

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13需 20号 電 話 06- 363ー1371

東 京 本 底 東 京 郡 新 宿 区 酋 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 路 03- 344ー1911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363ー1371

支 庖 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号 電 結0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 19号 電 結052- 581- 8571

広島市中区紙屋町 1 丁目 2 番22号 電 話082- 247- 4535

領岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 路092- 761- 3795

出 張 所 時棚宇都宮千葉 111崎愉揖富山・酎却・神戸舵制瑚熊本車児島柑

@  空 関 衛 生 ・ 冷 車 冷 蔵 ・ 地 鑓 漉 結

官 暫 よりよき環* 寸支術で縦トー一一

- 株式会ネ土師膏

白岡 市 町 田v ・

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル1 . 2 階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナンス節 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1代表

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 醤 6 号( 新大ピル)

電話 (06 )  3<< - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社東京紙中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二glJ 館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 島 ・ 札 械 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。zF2R芸禁煙FF会提



電 気 設 備 の 頁

般 計 絡 エ

⑤ 

気 株

電 気 位 倫

電 気 ・ 富 十 装 工 事 股 富 十 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 位6逮
社

A  

A  式電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝 日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 (代)

大阪営鎗所 T EL 大阪06(385) 1361 (代) 京観営操指 T E L 京郎015(311) 1185( 代)

東京営集所 T E L 東京03(514) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2(111) 6  1  6  8  

貧本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町1- 1 東 阪 急 ピ ル T E し0 6- 31 3- 1  101 

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取 締 役 社長

社

必』

ｾ＠

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高麗縫五丁目二八番地 電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・丸 ノ 内・ 名 古 屋 ・福 岡

営業所 ・出張所全国主要都市2 ヶ所

キ士

底

本

支

出 張 所

限 り な きクリ ー ン に銚 載 す る λ'

. t t l 量償 ・クリ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 役 僧

鎗 排 水 衛 生 股 備 . t十 後 制 御 段 備 ・立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー集 中 監 彼 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 渇

般 E十 絡 エ

三室電機械式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

干 530 大 阪 市 北 区 西天満 2 - 6 - 8 (盆ピル) T E L 価 (364) 1  4  7  1  

T E L EX  523- 3  2  8  7  

干105 車 京 餌 港 区 斬 槽2- 16(ニュー 軒構 ピル) T E L  03(504)  0  2  3  1  

T E L EX  222- 6  7  2  4  

干462 名 古 居 市 北 民 倉 雄 三 丁 目 12- 14  T E L  05計 四1) 5  1  3  1  

〒657 神戸市漉 区岩層 中 町1-2-9(エ ピスピ ル) T EL  078(881)  5  5  7  1  

&  

総 合 般 備 工 事〈般 費十・総工〉

建 築 ・電 気 ・通 信 ・送電線・プラント ・計義・空調 ・土 木

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

本 社

東 京 支 庖

名 古 屋宝 庫

神 戸 宝 庫

大阪市福島区福島7 - 2 2 - 8  T el  06- 452- 1151  ( 大代)

東 京 都 港 区 芝 2 ー 2 ー 17 T e l 0 3- 454- 7311( 大代)

福岡 ・広島・名古屋 ・神戸 ・京都

社

京

社

本

東

支

電気・計装・空調工事設計施工

17" i 7 ト・m工二右広Y 'J 二o Oa 2 U盈魁

本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 1 番 3 号

T E L  06- 364 - 3 0 56  ( 代)

東京 ・神戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 ・苫 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京 都 ・高砂・ 三 原・徳山 ・松山 ・新 居 浜 ・福岡 ・沖 縄

山取締役社長

A  タイル工事施工

⑩ 怒 川 岸 窯 業 商 唐 社

支 底

事 業 所

本

a 5 5 0 大阪市西区西本町 I ー 13- 33

電 話 大 阪 06( 532) 代0461 e 5 5 0  

天 理 市 丹 波 市 新 町 50

キ土本

Board &Sl ate 

フ タ バ 工 業

1( 8 一 一 ー 司

猷防副a

奥

代表取締役 土 井 敏 裕

大 阪市 北区西天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 銘 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 僕 原 ・ 堺 ・滋 賀

天理営業所

Standard 

ナニワ緩勾12ii

ナ

ニ

ワ

E

株

式

会

社

ト

模型製作 l  

イｾ校 ｙｴｱ ・アクリル校 ｙ 官製作 目
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商昂は宇気です。¥! r -

掴 間 熱と空気のエンジニアハ」ー-

F  大気扇土

〉ーに_ / 鍔最初制註

空 気 調 和 ノ〆下k 搬送機設備

給排水衛生 可ミニ云F 設 計 施 工

第ーエ索抹式会ー私

大阪支庖

日愛 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 煎
ｉＮＧｾ＠
- 争・

大阪支1詫 大 阪 市 北 区 芝 回 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 暗)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 銃 千 代 図 区 神 図 駿 河 台 4 丁目 2 香地

r 備制踊働ーョ
空 気 鋼 和 陵 情

股計施工

換気・除鹿股偏

東 海 煎 工 総 織 亘 書 舎 後 六 眠. 11

大 阪 市 西 区 初 本 町 3 - I  - 2  7  T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

2障をt . . p; e中 央 区 京 舗 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  I  3  5  I  

ｾ＠ " 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス般備の殴計・施工のご相践は

大阪ガス指定工司区会社・大阪ガス住敵機器特約唐

。大晃設備株式会社

本社: 段備自E

大阪市北区西天満 5 -11-12  • 06- 313- 1846 

大 阪 曾 鍍 所

彼方首t. 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  . 0720- 49- 2128 

112 

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

3522 西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電話大阪 ( 458) 3628番

支底・営業所 福岡・京都・天理・川西

⑨日本管工業株式会社

本社車京銀支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 量豊田町 2 0 番 地 の 1

電 信 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間専 用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大 阪 市 北区 天満 1- 5- 20 篭 鱈 ( 06 )  352- 3501側

三 重 支 庖 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 信 (0592) 26- 361仰せ3

四 日 市 営 鍍 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 路 (0593) 53ー 7431拘

滋 賀 営 機 所 大 海市 中 央 2 丁 目4- 28 電 話 (0775) 22- 973鮒匂

(111M. ! 舎町震屈観S

ーa:電，司....

: mmJ  

③同縁遠槍持

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 ・06 (即日)11 11代

日本写姐セ ン世一 干892 鹿児島市名山町4-7 三 宝 ピ ル ー ω 92 (26)  4371 

遠山写繍セ ンヲー 〒708 i似 J市大手町Sあ 号 機 範 庖 会 館 ，α紛 2 (4)  1771 

沖縄写憎セ ンヲ一 千 蜘 荷 風 附 柵 械 沖 縄 印 刷 団 地 ， 制8 (55)  61∞ 

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑬ 山 田Z 損 織 京 倉 紅

本 社 大阪市西区京町堀 1 - 6 - 8 電話 06(443) 8161  ( 大代表)

(環境装置事業部専用) 電路 06( 447) 0831  ( 代表)

分析セン空一 大阪市淀川区三海屋南トト35 電話 06(308) 1491  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 福 岡

営 .  所 京都 神戸 ・姫路 ・広島 ・高 松 松 山

4  



大 阪 市 西 区 北 堀 江 2 丁目 5 番20号

T  E  L  06- 531- 460H代)

06- 541 - 230: 附)

岡田ペーパー株式会社

<9> 

フロアーサンディングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・豪楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

t11l 4( 株) 踊0ヨコ! ]C::Z

治

一

ニ

エ

宙

開

第

式 会 祖

販売元 ｊｉｃ 三 ｲ リヨＱｉＮＺｐＮｉ Ｎ｟ｾ｡ 最企
本 社 / 東 京 鶴 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 26 ・03- 日程-8811

大 阪 宵 寝 戸 時 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・ω- 202- 3294

営 業 種 目

・防 水 工 穆 塗布防水・シート防水・モ Jレタ Jレ防水

・樹脂注入鍵着工法 各樋鮒脂注入後者補修工事

・亀裂繍修工事 各鍾樹脂i主人・充場・コーキング

・シーリングエ' シリコン・チオコール ・ウレタン ・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・リシン・弾性タイル・その他

。建 E貴 重 韓 併 可 大阪府知事許可( 般- 53) 第51225号

。日本シーリング工事築協会身員

大阪市北区末広町 3 - 2 1 /.1 .. ι 、肱ヨＺＺＮｲａＭｾ・ＢｉＺＺｲｲＺ
盟祁地所扇町ピル201 S  ¥4'ヨ..1 ｴｏｲｔｴＧヲヨｾ .... τ 7 4 1 1 1  

T E L  06( 315 )0 7 0 1  ，.-・ 7 ・ｾ ｾ＠ Ｎ，Ｍ・・ Ｔ 唖Ｍｾ・

。 ｟ＮＮＮＮ￞ｊＭ｜｜ＯｾＭ 積代の断熱用シｾ人
』券二シプ 司 令

目n，，11イチ11ーシート P

わせ技術で積層した. ニ. . 遣の断青島業用ニ軍防水シートです

目豆電線株式曾枇鞘願軒畑区丸倒閣制( 千代国ピJレ}

浜 ネ土

ョーニ.IncSA 雪ニＮＮ， ｮ ｬＡｾｾト
セキサン/ ' ¥イル ( 5 M.A C.P C.R C)  

カネライトフォーム A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

宗 産 業 株 式

代 表 取 締 役 漬 岡 浩

本 社 干629・31 京 昔 日 府 竹 野 郡 網 野 町 下 網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代}

鱒 鏑営 業 所 干 624 舞 鶴 市 福 来 1 6  

T E L  ( 0773)  76 - 0133( 代 )

ム

宮

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

・寄与nCSA. ……・………. .  .・ H ・- …・・コンクリー卜のびぴわれ防止に

( 膨張性混和材)

・寄与nl f :t，ヨニJ .....・ H ・. .  .  .  .・ H ・...・ H ・鉄骨ベース、

( グラウト用無収縮材)

・安ニ ｊｮ 司 ｆ ョーデ ｮｊ Ｇｊｾ・……ＮＮＮＮＮ・ ｈ ・Ｍコンクリート纏体の漏水補修に
( 止水・補修用急硬セメント)

・寄与nES. …. .  .・ H ・.. ..・ H ・. .  .…...・ H ・- 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・寄与nI I OOO・…… H ・H ・..…...・ H ・- コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 敵 地 区 販 売 唐

v  

株業浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 社

T E L 大 阪 ( 0 6)  

式

式

4 4 3 - 6 1 8 1  3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大 阪 ( 0 6  )  

T E L 東 京 ( 0 3  )  

社/ 本コト

株

--・圃・・

社

A. .  

ｾ＠式産 株洋 物光 社

. A.  

冨茸

8 3 - 2 3 8 1  
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T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 )2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6  )  



詩久建主主炉問Ｚｔｬ ｉｊｉ ＡｊｾヨＡ乱暴ゆ ｊｬ

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

ア フ タ ー ケ ア ー /

品種・オリエンタルカラースーパーメタJ レ( C5PM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i尉反規格 S 小波・ S大波・ V 7. 皮・ボ ッ ク ス i皮・W ジ ャ ン ボ i皮・ V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ボ 波 ・其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エヰゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

鶴 市I J I !J 9 旭 川t 製造跡式会誼

大 阪 本 社 〒660

営 喋 郷 干660

支 l怠 及 工 場

東 京 本 社 及 エ 湯 〒335

支 l吉 及 工 場

5建築技術同月号

免震工法はし、ま

和 泉 正 哲

好評連載中グ

安土留工法のコスト・スタディ (3) 須賀好富他

女建築企画の実務対策( 最終回) 田 中 修

ひろがりのある平面をもっ鉄骨現場溶接の実際例

日本設計事務所& フジタ工業・ 三井建設共同企業体

或る恒久的骨組構造物の設計と施工 藤井考曇

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06) 412 - 5131 ( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 (06) 412ー 5131( 代)

大 阪 ・九州・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 . .)(I J 谷

姫路( 東洋主主材工業. 株)

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484)42- 3115 ( 代)

東 北

建築構造，設計実務に 携わる人 のために

国自由呂田国民自由 議喜Z

ijj Jjii) 詑 OOf9 .  ｾｮＳＰＰ 円 回 品 ＺｽＳＷ

うっかり聞遣えｾ

構造力学

井 上 允 彦 著

8 6 ・93頁￥1 . 2∞( 送料￥ 200)

霊霞備続本

I 給排水衛生設備篇

井 上 博 著

8 5 ・180頁 ￥3. 200( 送料￥ 300)

筒井自力幸著

A 5 ・210頁￥ 3. 200(送車十￥ 300)

配筋院本

納まりやすい配筋の指導書

井 上 博 ・1ヒ 小 路 宏 著

8 5 ・162頁 ￥3. 200(送料 ￥300)

メキシコ地震が物語る建築実務者への教訓

簡易な砂地盤の液状化防止工法

広沢雅也

中村純平

檎 木 尭

議11新場所打ぐい工涜 北 中 克 己 著

総プロ: 建築物の耐久性向上技術

ニュース・ハイライト 材 料 と 工 法 読 者 コ ー ナ ー

日 と 耳 で 確 か め た 水 と 土 の 記 録 グ その開 発 の 苦 難 の 過 程 は

月 刊「建 築 技 術J 3 月号の必上で紹介されています。

A 5 ・325頁 ￥3. 500 ( 送料￥ 300)

干160 東京都新宿区北新宿ト8-1 中 島 ビ ル 建 築 技 術 振 替 口 座 東 京 か 削 7 fi' 363-421 
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勿べ

｜ぷ ［Ｏ ｙ ｾ
ヴァレンテイノ・ガラヴ‘ア一二

1932年北イタリアのポゲーラ ' Uれ. バ山下総

'r- 院でデザインを常ん1:1&. ジ 守 ン ダ 7 セのア

トリエ ｾｉ Ｚｅ全保 τ 、ギ ｦ ラロンュのアンスタントとな

るo1959 i lヘローマに民りヴァ ν ンティノ デ ザ

インハウス合設立. 1967{:れには( 1のコレクション

..J! J l L. ニーマーカスの・オスカ1'1: ・r畳 1'1: . 以

後、繊人物ー紳 1:拘の1; 間企嗣蝿しつつ‘ アクセ

サリー. イー〆テリアむ下lJ HIτc. る.

TOTOの新インテリアタイノレは、「芸術空間」の

コンセプトから生まれました。ただ単に空間を

カラーコーテ河オ、ー卜する次元を越えて、空間

を彩るアート装飾へ。つまりらウベ、を飾る」気分。

1Jt界の著名アーテイストlこよる内装タイノレて‘す。

ｅ Ｑ 百 ｈ 沼田 ｾｾｉＧ 岨闘ｩｊｪ酷監査ｭｉ捕直面面開晶型四

巴，1/ 、. 、" 、“ _ ' -

-r;¥，，;γ?ζi f ふ

いグ λ Ｏ キｾ

デビッド・ハミルトン

ＱＹＳＳ 年 ＴＱＱＱＵ 円、ロぷドー〆，ｾまれ Ｎ '"， JII 下旬、強

聾世簡のＩＮｾ蝿を乍ん ＱＺＱＦＮ 印刷、 ν イアウトに

興味合時弘フランス τｾｅｬｬ￨Ｎ 詑やりいプラン

タアむのアートディν ク::'-s::"'- i"N' 1j . ロンドy

1:+ゆってからはヨーロッパのグラフィァク界で

I山市町術総. . t . 1っ ・タイーン. 誌に入社した.

ＱＹＶＰ ＮｬＧ ， ｾＮ＠ '!J. nl こ碍立するニe..ik 心. その植の

1首脳111世界 '1' の 人 が9切るtζ ゐf ある.

良いものだけを作りたい

インテリアタ4 レ

東陶機標揖式全社 東京支社/〒105 東京都港区虎ノ門トト28 大阪支社/ 大阪市北区. 恨闘2・3-7冊新車一生命ピj レ東瞳

・T OT Oショ ールームへお出力、け下さい. ・札幌( 011) 23ト2271・仙台( 0222)64-1010. 新潟叩252)4ト2255・富山( 日764)24-4日日l ・童沢

(076ω31-1010・福井( 0776)25一日5Ba・東京( 03)595-96日日・T OT O銀座パピリオン( 日3)573・l日1日・横浜 (045)312-1010. 静岡( 日542)54-24閃

・浜松( 0534)56-7371・名古屋( 052)232-1067. 大阪 (06)364-1181 ・神戸( 078)391一例11・広島( 082)246-8411 ・高松{ 日日78)2ト即日1・北九州

(093)951-2710・福岡( 092)713-1日!日
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行

(
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行
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昭
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四

年

3

月

同

日

第

3

様

郵

便

物

認

可

醐 的 搬 法 ，9DDmm広幅。性能の向上、免震性への配慮。

. シポ エースの物性は、従来 A L  C と全〈同一- ここにご紹介する作品は、事務所建築の外壁一一一一 「シポエース壁J がいま、話題を呼んで

います。新製; 去による単体の 900 mmワイド幅。

気泡が細かく安定した性状。新機法採用による

て¥その製; 去に際しては rJ  I  S  A  5416j の規定に採用されたシポエースです。 従来幅 6∞mmか

表

賢官正

ケ 2主主j

>  l lllJ 白 雪

チ 九 ｾ ｉ

-五i1i ｾ＠
品o T; i  

空円i
ー .

2望551

一一目 串ニ十 士f

責共在
、d 、ー" 地X 守

に従っており、すべての数f直をクリアーしてい

ます。 A L  C を越える A L  C として、 A L  C の

エポッ 7 ・メーカーとして、シポエースはいま

ら、 300 mm幅 広 にな った 900 mm。 ゆとりが感じ

られます。気品が感じられます。 A L  C の壁画

構成を大きく変えたこの意匠。 シポ エースな ら

ではの外部空間の創出です。

免震性の向よ、施工のス ピード 化そして安全性。

現代建築が要求する苛酷な条件に、一つひとつ

的確に応え得る A L  C として、設計 ・施工され

る皆織に、そしてまたこ・使用いただいた施主の

脚光を浴ひ'ています。

こ論末ください• r ンホヱ ス妓術資料」力ベハヰ J レに加え、ヤヰハヰルの資料か出来ました

方今に高〈評価されています。
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